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第
一
節　

武
蔵
野
市
の
都
市
計
画

武
蔵
野
市
の
都
市
計
画
は
、
東
京
都
が
決
定
し
た
「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）」
や
、
市
が
策
定
し
た
「
武
蔵
野
市
基
本
構
想
」
と
「
武
蔵
野
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
→
資
料
編
）
を
踏
ま
え
て
計
画
さ
れ

て
い
る
。

都
市
計
画
と
は
、
土
地
の
使
い
方
や
建
物
の
建
て
方
な
ど
の
ル
ー
ル
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ

一
体
的
に
定
め
秩
序
立
て
て
進
め
て
い
く
計
画
で
、
用
途
地
域
の
指
定
や
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

都
市
計
画
区
域

都
市
計
画
区
域
は
、
都
市
計
画
法
や
そ
の
他
の
法
令
の
適
用
を
受
け
、
区
域
全
体
を
総
合
的
に
整
備
、
開
発
、
お
よ

び
保
全
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
で
あ
る
。

武
蔵
野
町
（
当
時
）
の
都
市
計
画
で
は
、
ま
ず
初
め
に
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
、
隣
接
す
る
五
つ
の
町
村
（
後
述
）
を
含
め
た
五

四
・
八
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
都
市
計
画
区
域
が
決
定
さ
れ
、
一
六
年
に
は
、
道
路
、
広
場
、
公
園
の
計
画
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

用
途
地
域
の
指
定
が
行
わ
れ
た
。

二
二
年
に
武
蔵
野
町
が
市
制
を
施
行
、
そ
の
後
二
五
年
に
三
鷹
が
、
三
三
年
に
は
小
金
井
が
市
と
な
り
、
残
る
田
無
、
保
谷
も
四
二
年

に
市
制
を
施
行
し
、
各
市
が
独
立
し
た
都
市
計
画
区
域
を
形
成
し
た
。
そ
の
時
点
か
ら
武
蔵
野
都
市
計
画
は
武
蔵
野
市
域
（
当
時
の
面
積

は
一
一
・
〇
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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用
途
地
域

用
途
地
域
は
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
、
都
市
計
画
法
と
建
築
基
準
法
の
抜
本
的
な
改
正
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
全
市
的
（
六
一
年
の
武
蔵
境
駅
北
口
は
一
部
）
に
は
お
お
む
ね
八
年
ご
と
に
四
回
の
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
。

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
の
改
定
で
は
、
建
築
基
準
法
と
都
市
計
画
法
が
四
年
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
用
途
地
域
が
一
二
種

類
に
細
分
化
さ
れ
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
本
市
で
は
九
種
類
を
指
定
し
て
い
る
。

平
成
一
六
年
の
改
定
で
は
、
住
居
系
の
用
途
地
域
に
関
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
の
保
護
・
形
成
を
図
る
観
点
か
ら
住
宅
の
敷
地
面

積
に
最
低
限
度
を
設
け
て
住
宅
地
の
細
分
化
を
防
止
し
て
い
る
。

な
お
、
東
京
都
の
方
針
で
、
平
成
一
六
年
以
降
の
見
直
し
に
お
い
て
は
「
政
策
誘
導
型
の
都
市
づ
く
り
」
に
転
換
し
て
い
く
た
め
、
地

区
計
画
な
ど
の
地
区
基
準
や
事
業
の
進
捗
に
併
せ
て
、
用
途
地
域
を
随
時
見
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
地
域
・
地
区

地
域
・
地
区
の
中
で
高
度
地
区
は
、
武
蔵
境
駅
北
口
再
開
発
に
伴
う
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
区
は
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
た
め
に
高
度
利
用
地
区
を
指
定
し
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ

ど
規
定
の
容
積
率
に
上
乗
せ
し
て
い
る
。

特
殊
な
ケ
ー
ス
で
は
、
吉
祥
寺
通
り
に
面
し
た
東
急
百
貨
店
の
エ
リ
ア
を
、
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
に
特
定
街
区
に
決
定
し
、
一

定
の
空
き
地
を
確
保
す
る
こ
と
で
容
積
率
な
ど
の
緩
和
を
図
っ
て
い
る
。

防
火
・
準
防
火
地
域
で
は
、
建
蔽ぺ
い

率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
と
こ
ろ
を
準
防
火
地
域
に
、
容
積
率
四

〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
と
こ
ろ
を
防
火
地
域
に
指
定
し
て
い
る
。

生
産
緑
地
地
区
は
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
八
七
地
区
、
約
三
三
・
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
都
市
計
画
決
定
し
た
が
、
相
続
な
ど
に
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よ
り
徐
々
に
減
少
し
、
一
七
年
度
末
で
は
三
〇
・
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
施
設

◦
都
市
計
画
道
路
は
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
現
在
八
路
線
が
事
業
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の

連
続
立
体
交
差
化
に
合
わ
せ
て
事
業
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
七
路
線
あ
る
。

南
北
路
線
で
は
、
①
調
布
市
と
西
東
京
市
の
埼
玉
県
境
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
三
鷹
都
市
計
画
道
路
三
・
二
・
六
（
武
蔵
野
都
市
計
画
道

路
三
・
二
・
六
）
号
線
、
②
観
音
院
と
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
間
を
境
南
通
り
か
ら
武
蔵
境
駅
北
口
に
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
七

号
線
、
③
武
蔵
境
駅
北
口
広
場
と
そ
の
取
り
付
け
道
路
の
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
二
三
号
線
、
④
連
雀
通
り
か
ら
天
文
台
通
り
を
真
っ

直
ぐ
北
へ
ア
ジ
ア
大
学
通
り
ま
で
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
四
号
線
が
事
業
中
だ
。

東
西
路
線
で
は
、
⑤
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
環
境
側
道
と
し
て
の
武
鉄
中
付
一
号
線
、
⑥
同
二
号
線
、
⑦
同
三
号
線
（
以
上
三
路
線

は
、都
市
高
速
鉄
道
東
日
本
旅
客
鉄
道
中
央
本
線
付
属
街
路
○
号
線
が
正
式
な
名
称
・
路
線
番
号
）。こ
れ
と
は
関
連
し
な
い
路
線
と
し
て
、

⑧
玉
川
上
水
に
沿
っ
た
御
殿
山
通
り
の
三
鷹
橋
か
ら
万
助
橋
通
り
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
七
・
六
・
一
号
線
が
事
業
中
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
期
を
少
し
越
え
て
い
る
が
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
の
北
側
を
主
要
地
方
道
一
二
号
線
か
ら
三
鷹
都
市
計
画
道
路
三
・
二
・

六
号
線
に
つ
な
が
る
、
都
市
計
画
道
路
三
・
六
・
一
号
線
を
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
二
日
に
市
道
第
三
〇
八
号
線
と
し
て
認
定
し
、
道
路

法
に
よ
っ
て
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。

◦
東
京
都
市
計
画
外
郭
環
状
道
路
は
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
秋
の
国
会
で
当
時
の
建
設
相
が
事
実
上
の
凍
結
宣
言
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
動
き
が
止
ま
っ
て
い
た
。
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
に
な
っ
て
東
京
都
が
国
や
関
係
区
市
に
呼
び
掛
け
て
連
絡
会
議
を
作
り
、

翌
年
、
都
知
事
が
外
環
予
定
地
を
視
察
し
て
に
わ
か
に
動
き
始
め
た
。

平
成
一
三
年
の
正
月
、
国
土
交
通
相
が
本
市
と
三
鷹
市
の
予
定
地
を
視
察
、
三
月
、
国
と
都
が
地
下
計
画
の
た
た
き
台
を
公
表
、
五
月
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に
は
国
土
交
通
相
が
委
員
会
で
遺
憾
の
意
を
表
明
し
、
年
末
に
外
環
有
識
者
会
議
、
年
が
明
け
て
一
四
年
、
沿
線
区
市
長
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
外
環
Ｐ
Ｉ
会
議
（
後
述
）
が
二
年
間
続
き
、
国
は
一
五
年
、
大
深
度
地
下
方
式
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
。
一
六
年

に
な
る
と
環
境
調
査
に
入
り
、
一
七
年
に
は
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
技
術
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
九
年
三
月
、
東
京
都
は
高
架
部
分
の

都
市
計
画
変
更
に
踏
み
切
っ
た
。

◦
都
市
高
速
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
―
立
川
間
立
体
化
複
々
線
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
が
昭
和
五
四
年
に
調
査
結
果
を
発
表
し
、
総

事
業
費
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
費
を
沿
線
市
が
負
担
す
る
に
つ
い
て
は
各
市
の
思
惑
も
あ
り
、
地
元
負
担
も
や
む
な
し
の
結
論
に
達
し

た
の
は
五
九
年
の
中
頃
で
あ
る
。

そ
の
後
、
国
鉄
の
分
割
民
営
化
も
遅
延
の
要
因
と
な
り
、
都
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
西
武
鉄
道
が
基
本
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
の
は
平
成
三

年
の
末
で
、
都
が
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
都
市
計
画
決
定
し
た
の
は
六
年
で
あ
る
。

平
成
一
一
年
三
月
、
よ
う
や
く
中
央
線
の
高
架
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、
用
地
買
収
の
難
航
、
二
度
に
わ
た
る
仮
線
へ
の
切
り
替
え
な
ど

で
工
事
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
期
で
の
高
架
化
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

平
成
一
八
年
末
に
西
武
多
摩
川
線
が
高
架
化
さ
れ
た
が
、
中
央
線
は
、
三
鷹
―
国
分
寺
間
の
下
り
線
が
一
九
年
七
月
に
高
架
と
な
り
、

二
二
年
一
一
月
七
日
、
西
国
分
寺
―
立
川
間
の
上
り
線
の
高
架
化
も
完
了
し
て
、
三
鷹
―
立
川
間
の
連
続
立
体
交
差
化
工
事
は
完
成
し
た
。

◦
武
蔵
野
都
市
計
画
公
園
は
二
六
か
所
、
同
緑
地
は
三
か
所
が
現
在
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。
都
市
計
画
公
園
の
う
ち
、
一
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
大
規
模
な
武
蔵
野
中
央
公
園
、
井
の
頭
公
園
、
小
金
井
公
園
は
都
立
公
園
で
あ
り
、
市
立
公
園
は
、
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
境
公
園
（
未
買
収
）
を
除
く
と
、
全
て
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
あ
り
、
小
規
模
な
公
園
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

都
市
計
画
緑
地
は
三
か
所
と
も
市
立
で
、
グ
リ
ー
パ
ー
ク
緑
地
は
旧
国
鉄
の
引
き
込
み
線
跡
地
の
た
め
、
帯
状
の
緑
地
帯
を
形
成
し
て
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い
る
し
、
境
山
野
緑
地
は
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
が
生
い
繁
り
武
蔵
野
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
近
年
、
特
色
の
あ
る
公
園
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
親
水
化
、
雑
木
林
の
保
全
、
防
災
、
農
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
持
っ
た
公
園
や
緑
地
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

◦
下
水
道
に
は
、
大
き
く
分
け
て
公
共
下
水
道
と
流
域
下
水
道
が
あ
る
。
本
市
に
は
終
末
処
理
場
が
な
い
た
め
公
共
下
水
道
と
は
い
え

ず
、
流
域
下
水
道
と
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
下
水
道
の
機
能
を
果
た
す
流
域
関
連
公
共
下
水
道
で
あ
る
。

排
水
の
系
統
は
三
処
理
区
に
分
か
れ
、
第
一
、
第
二
処
理
区
は
、
雨
水
の
排
除
に
利
用
で
き
る
系
統
的
な
側
溝
や
水
路
が
な
い
こ
と
と
、

道
路
の
幅
も
狭
く
他
の
埋
設
物
が
輻
輳
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
一
本
の
管
で
処
理
す
る
合
流
式
下
水
道
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
処
理
区
は
、

事
業
の
開
始
年
度
が
遅
く
、
国
の
指
導
も
あ
り
、
流
域
下
水
道
計
画
に
整
合
さ
せ
る
た
め
、
汚
水
と
雨
水
の
二
系
統
の
管
を
敷
設
す
る
分

流
式
下
水
道
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

市
街
地
再
開
発
事
業

市
街
地
再
開
発
事
業
に
は
、
第
一
種
と
第
二
種
が
あ
り
、
第
一
種
事
業
は
「
権
利
変
換
方
式
」
で
行
う
も
の
で
、

土
地
の
高
度
利
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
床
（
保
留
床
）
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
事
業
費
を
ま
か
な

う
方
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
従
前
の
権
利
者
は
従
前
の
資
産
評
価
に
相
当
す
る
対
価
で
再
開
発
ビ
ル
の
床
（
権
利
床
）
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
で
は
こ
の
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
、
第
二
種
事
業
は
「
管
理
処
分
方
式
」
で
、
い
っ
た
ん
施
工
区
域
内
の
土
地
・
建
物
な
ど
を
施
工
者
が
買
収
あ
る
い
は
収
用

し
て
再
開
発
ビ
ル
を
建
設
、
従
前
の
権
利
者
が
希
望
（
対
価
を
払
う
）
す
れ
ば
、
床
が
取
得
で
き
る
方
式
と
な
っ
て
い
る
。
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一　

用
途
地
域
の
変
更

用
途
地
域
の
役
割
と

見
直
し
の
流
れ

用
途
地
域
な
ど
の
指
定
は
、
都
市
計
画
法
で
定
め
た
都
市
の
土
地
利
用
の
基
本
と
な
る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
。

都
市
の
用
途
を
適
切
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
能
的
な
都
市
活
動
が
出
来
、
良
好
な
都
市
環
境
が
形
成

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
土
地
利
用
の
規
制
や
誘
導
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
用
途
地
域
の
指
定
は
、
東
京
都
が
都
市
計
画
と
し
て
定
め
て

い
る
。

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
に
現
在
の
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
て
、
新
た
な
制
度
と
な
っ
て
以
来
、
数
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て
都
は
、「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
を
策
定
し
、
各
市
町
に
あ
て
て
、

原
案
の
作
成
依
頼
を
行
う
。

こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
は
、市
議
会
と
都
市
計
画
審
議
会
に
見
直
し
に
関
す
る
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、市
報（
近
年
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
）
で
知
ら
せ
、
用
途
地
域
な
ど
（
市
で
定
め
る
高
度
地
区
・
防
火
お
よ
び
準
防
火
地
域
・
特
別
工
業
地
区
を
含
む
）
に
対
す
る
意
見

や
要
望
を
受
け
付
け
る
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
、
都
の
「
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」、「
武
蔵
野
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
な
ど

を
勘
案
し
て
市
の
素
案
を
ま
と
め
、
市
報
特
集
号
な
ど
で
公
表
し
て
い
る
。

市
の
素
案
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
こ
こ
で
出
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
、
市
の
原
案
を
作
成
す
る
。
市
議

会
に
説
明
し
た
う
え
で
、
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
て
、
都
へ
提
出
す
る
。

す
る
と
都
か
ら
素
案
が
公
表
さ
れ
る
。
都
は
公
聴
会
を
開
催
し
、
公
述
の
申
し
出
を
受
け
る
。
こ
う
し
た
経
緯
の
後
、
都
市
計
画
案
と
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し
て
公
表
す
る
の
で
あ
る
。

市
は
都
の
計
画
案
を
市
報
で
発
表
す
る
と
と
も
に
市
議
会
に
説
明
し
、
出
さ
れ
た
意
見
の
要
旨
を
付
し
て
、
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に

諮
問
す
る
。
そ
の
後
、
都
の
都
市
計
画
審
議
会
を
経
て
、
都
市
計
画
変
更
が
決
定
（
告
示
）
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
武
蔵
野
市
内
で
は
九
種
類
（
住
居
系
六
・
商
業
系
二
・
準
工
業
系
一
）
の
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
今
期
に

四
回
行
わ
れ
た
「
用
途
地
域
の
変
更
」
の
概
要
を
記
す
。

用
途
地
域
の
変
更

�
そ
の
一

武
蔵
境
駅
北
口
の
都
市
計
画
は
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
八
月
一
二
日
に
東
京
都
が
告
示
し
、
正
式
に
決
定
し

た
。
計
画
の
内
容
は
、
都
市
計
画
道
路
の
変
更
と
追
加
、
用
途
地
域
の
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
市
の

決
定
事
項
で
あ
る
防
火
・
準
防
火
地
区
と
高
度
地
区
の
変
更
も
同
日
告
示
し
た
。

武
蔵
野
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
二
三
号
武
蔵
境
北
口
線
（
旧
一
・
三
・
五
号
線
、
通
称
本
町
通
り
）
は
、
武
蔵
境
駅
北
口
駅
前
広
場

へ
の
南
北
取
り
付
け
道
路
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
幅
員
は
従
前
一
一
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
も
の
を
二
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
を
決
定
し
た
。
そ

の
た
め
、
拡
幅
後
の
道
路
の
西
端
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
域
が
住
居
地
域
だ
っ
た
が
、
駅
寄
り
部
分
の
近
隣
商
業
地
域
の
区
域
と
合
わ

せ
て
そ
れ
ぞ
れ
商
業
地
域
に
変
更
し
た
。
変
更
対
象
面
積
は
約
〇
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

従
前
、
住
居
地
域
で
あ
っ
た
区
域
は
建
蔽
率
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
は
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
準
防
火
地
域
、
近
隣
商
業
地
域

で
あ
っ
た
区
域
は
建
蔽
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
が
三
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
準
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
商
業
地
域
と
し
て
建
蔽
率
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
五
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
防
火
地
域
に
変
更
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
第
二
種
高
度

地
区
で
あ
っ
た
が
、
商
業
地
域
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
高
度
の
指
定
は
な
く
な
っ
た
。

901　第一節　武蔵野市の都市計画



用
途
地
域
の
変
更

�
そ
の
二

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
〇
月
一
一
日
に
も
、
市
全
域
に
わ
た
っ
て
用
途
地
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
東
京
都

が
告
示
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
七
月
に
、
東
京
都
が
都
市
計
画
地
方
審
議
会
に
「
東
京
都
に
お
け
る
土
地
利
用
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
つ
い
て
諮
問
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
三
月
に
答
申
が
出
さ
れ
、
こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
都
が
策
定
し
た
「
用
途
地
域
等

に
関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
に
従
っ
て
市
案
を
作
成
し
た
も
の
で
、
市
案
の
と
お
り
都
が
決
定
し
た
。

見
直
し
の
指
定
方
針
と
し
て
、
①
市
街
地
の
安
全
性
の
向
上
、
②
生
活
環
境
の
整
備
と
自
然
環
境
の
保
全
回
復
、
③
機
能
的
な
都
市
形

成
、
を
掲
げ
、
建
蔽
率
・
容
積
率
は
緩
和
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
都
市
計
画
事
業
の
進
捗
や
地
域
の
環
境
向
上
の
た
め
な

ど
に
限
っ
て
、
例
外
的
に
緩
和
し
た
。

緩
和
し
た
主
な
と
こ
ろ
は
、
①
事
業
化
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
の
沿
道
、
②
周
辺
住
宅
地
へ
の
影
響
が
少
な
い
商
業
地
、
③
将
来
の
教

育
施
設
の
拡
充
を
図
る
学
校
、
④
地
域
環
境
の
整
備
と
保
全
を
図
る
工
場
、
と
な
っ
て
い
る
。（
表
6
―
1
―
1
）

変
更
の
内
容
は
、
①
建
蔽
率
・
容
積
率
の
変
更
が
三
か
所
（
以
下
、
数
の
み
）、
②
用
途
地
域
の
変
更
二
、
③
高
度
地
区
の
変
更
五
、

④
容
積
率
の
変
更
二
、
⑤
容
積
率
と
高
度
地
区
の
変
更
一
、
⑥
用
途
地
域
・
建
蔽
率
・
容
積
率
・
防
火
地
域
・
高
度
地
区
の
変
更
二
、
⑦

建
蔽
率
・
容
積
率
・
防
火
地
域
の
変
更
一
、
⑧
用
途
地
域
・
容
積
率
・
防
火
地
域
・
高
度
地
区
の
変
更
一
、
で
合
計
一
七
か
所
で
あ
る
。

用
途
地
域
の
変
更

�
そ
の
三

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
一
月
一
九
日
に
、
東
京
都
は
用
途
地
域
の
変
更
の
告
示
を
し
た
。
四
年
六
月
に
都
市
計

画
法
と
建
築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
土
地
利
用
の
混
在
化
を
防
ぐ
た
め
、
用
途
地
域
の
詳
細
化
が
図
ら
れ

た
。
五
年
六
月
二
五
日
か
ら
三
年
以
内
に
新
用
途
地
域
制
度
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
東
京
都
と
本

市
で
は
、
昭
和
後
期
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
の
地
価
高
騰
に
対
応
し
た
総
合
的
な
土
地
政
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
良
好
な
市
街
地
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表
６
―
１
―
１
　
用
途
地
域
等
変
更
個
所
一
覧
表

（
平

成
元

年
10月

11日
現

在
）

番号
変

更
個

所
変

更
前

の
用

途
地

域
等

変
更

後
の

用
途

地
域

等
摘

要
用

途
建

蔽％
容

積％
防

火
高

度
面

積
（

ha）
用

途
建

蔽％
容

積％
防

火
高

度
面

積
（

ha）
1

桜
堤

３
丁

目
地

内
1

専
３0

60
－

1
高

約
0.9

1
専

40
80

－
1

高
約

0.9
建

蔽
・

容
積

の
変

更
２

桜
堤

２
丁

目
地

内
1

専
３0

60
－

1
高

約
２.4

1
専

40
80

－
1

高
約

２.4
建

蔽
・

容
積

の
変

更
３

境
５

丁
目

地
内

1
専

３0
60

－
1

高
約

1.6
1

専
40

80
－

1
高

約
1.6

建
蔽

・
容

積
の

変
更

4
境

５
丁

目
地

内
住

居
60

２00
準

防
２

高
約

２.３
準

工
60

２00
準

防
２

高
約

２.３
用

途
の

変
更

５
境

２
丁

目
地

内
近

商
80

３00
準

防
２

高
約

0.7
商

業
80

400
防

火
－

約
0.7

用
途

・
容

積
・

防
火

・
高

度
の

変
更

6
関

前
1

・
4

・
５

丁
目

お
よ

び
境

1
・

２
・

３
・

4
丁

目
地

内
近

商
80

２00
準

防
２

高
約

５.３
近

商
80

２00
準

防
３

高
約

6.２
高

度
の

変
更

近
商

80
３00

準
防

２
高

約
0.9

近
商

80
３00

準
防

３
高

7
境

1
丁

目
地

内
商

業
80

400
防

火
－

約
1.２

商
業

80
５00

防
火

－
約

1.２
容

積
の

変
更

8
境

1
丁

目
地

内
近

商
80

２00
準

防
２

高
約

0.4
近

商
80

２00
準

防
３

高
約

0.4
高

度
の

変
更

9
関

前
２

・
３

丁
目

地
内

1
専

40
80

－
1

高
約

３.9
２

専
60

２00
準

防
２

高
約

３.9
用

途
・

建
蔽

・
容

積
・

防
火

・
高

度
の

変
更

10
中

町
３

丁
目

地
内

準
工

60
２00

準
防

２
高

約
0.３

住
居

60
２00

準
防

２
高

約
0.３

用
途

の
変

更

11
吉

祥
寺

本
町

２
丁

目
地

内
近

商
80

２00
準

防
２

高
約

２.３
近

商
80

３00
準

防
３

高
約

２.4
容

積
・

高
度

の
変

更
近

商
80

３00
準

防
２

高
約

0.1

1２
吉

祥
寺

北
町

1
丁

目
お

よ
び

吉
祥

寺
東

町
1

丁
目

地
内

近
商

80
３00

準
防

２
高

約
1.4

近
商

80
３00

準
防

３
高

約
1.4

高
度

の
変

更

1３
吉

祥
寺

東
町

1
丁

目
地

内
1

専
５0

100
準

防
1

高
約

8.7
1

専
５0

1５0
準

防
1

高
約

8.7
容

積
の

変
更

14
吉

祥
寺

南
町

1
丁

目
地

内
1

専
40

80
－

1
高

約
0.３

２
専

60
２00

準
防

２
高

約
0.５

用
途

・
建

蔽
・

容
積

・
防

火
・

高
度

の
変

更
1

専
５0

100
準

防
1

高
約

0.２
1５

吉
祥

寺
南

町
２

丁
目

地
内

近
商

80
３00

準
防

２
高

約
２.0

近
商

80
３00

準
防

３
高

約
２.0

高
度

の
変

更
16

吉
祥

寺
本

町
1

丁
目

地
内

近
商

80
３00

準
防

２
高

約
２.7

近
商

80
３00

準
防

３
高

約
２.7

高
度

の
変

更

17
吉

祥
寺

東
町

4
丁

目
地

内
1

専
40

80
－

1
高

約
1.３

1
専

５0
1５0

準
防

1
高

約
1.３

建
蔽

・
容

積
・

防
火

の
変

更
注

：
用

途
・

防
火

・
高

度
な

ど
に

使
っ

て
い

る
略

語
に

つ
い

て
は

、
本

文
参

照
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の
環
境
形
成
、
都
市
の
秩
序
あ
る
発
展
、
適
切
な
住
環
境
の
保
護
な
ど
を
図
る
た
め
に
、
住
居
系
用
途
地
域
の
細
分
化
を
中
心
に
見
直
し

を
行
っ
た
。
住
居
系
の
用
途
地
域
は
、
三
種
類
か
ら
七
種
類
に
分
け
ら
れ
、
合
計
で
八
種
類
か
ら
一
二
種
類
に
細
分
化
さ
れ
た
。（
表
6

―
1
―
2
）

こ
の
見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
①
地
域
に
お
け
る
都
市
施
設
の
整
備
状
況
を
考
慮
し
、
安
易
な
規
制
緩
和
と
な
ら
な
い
よ

う
に
留
意
す
る
、
②
業
務
地
の
無
秩
序
な
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
住
居
系
か
ら
商
業
系
用
途
地
域
へ
の
指
定
替
え
は
行
わ

な
い
、
③
計
画
的
な
都
市
基
盤
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
容
積
率
の
変
更
は
行
わ
な
い
、
④
事
業
中
ま
た
は
事

業
計
画
の
あ
る
路
線
沿
道
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
検
討
す
る
、
と
し
て
い
る
。

新
用
途
地
域
移
行
へ
の
考
え
方
と
し
て
、
①
住
居
系
の
用
途
地
域
─
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
住
居
系
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
原
則
移
行

と
す
る
（
表
6
―
1
―
2
）。
な
お
、
店
舗
・
事
務
所
な
ど
の
立
地
を
許
容
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
検
討
す
る
、
②
商
業
系
・

工
業
系
の
用
途
地
域
─
原
則
と
し
て
従
来
と
同
様
の
用
途
地
域
に
移
行
し
、
容
積
率
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
変
更
し
な
い
。

用
途
地
域
の
見
直
し
と
同
時
に
、
市
決
定
の
防
火
地
域
、
準
防
火
地
域
、
高
度
地
区
と
都
条
例
に
よ
る
日
影
規
制
を
見
直
し
変
更
し
た
。

用
途
地
域
の
変
更

�
そ
の
四

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
二
四
日
、
東
京
都
は
用
途
地
域
の
変
更
の
告
示
を
し
た
。
一
三
年
一
〇
月
に
策

定
し
た
「
東
京
の
新
し
い
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
一
四
年
七
月
に
「
用
途
地
域
等
に
関

す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」
を
作
成
し
、
一
六
年
度
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け
、
用
途
地
域
を
見
直
し
た
。

見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
①
住
環
境
の
保
全
お
よ
び
向
上
に
配
慮
し
、
安
易
な
緩
和
は
行
わ
な
い
、
②
都
市
活
力
の
維

持
、
発
展
と
住
環
境
な
ど
の
調
和
に
配
慮
す
る
、
③
都
市
基
盤
の
進
展
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
適
切
な
見
直
し
を
行
う
、
と
し
た
。

そ
の
内
容
は
（
一
）
用
途
地
域
な
ど
の
見
直
し
で
あ
る
。
①
コ
ト
ブ
キ
工
場
跡
地
（
境
五
丁
目
）
を
準
工
業
地
域
か
ら
第
一
種
住
居
地
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表
６
―
１
―
２
　
新
用
途
地
域
移
行
図

（
平

成
8

年
1

月
19日

現
在

）

現
行

制
度

新
制

度
建

築
で

き
る

建
物

第
一

種
住

居
専

用
地

域
第

一
種

低
層

住
居

専
用

地
域

低
層

住
宅

の
た

め
の

地
域

。
住

居
環

境
の

保
護

が
優

先
さ

れ
、

独
立

し
た

事
務

所
、

店
舗

な
ど

は
建

て
ら

れ
な

い
。

住
宅

と
併

用
の

小
規

模
な

も
の

は
建

て
ら

れ
る

第
二

種
低

層
住

居
専

用
地

域
主

に
低

層
住

宅
の

た
め

の
地

域
。

床
面

積
が

1５0㎡
ま

で
の

独
立

し
た

店
舗

、
飲

食
店

な
ど

は
建

て
ら

れ
る

第
二

種
住

居
専

用
地

域
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
中

高
層

住
宅

の
た

め
の

地
域

。
大

学
、

病
院

な
ど

の
ほ

か
床

面
積

が
５00㎡

ま
で

の
店

舗
、

飲
食

店
な

ど
は

建
て

ら
れ

る

第
二

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

主
に

中
高

層
住

宅
の

た
め

の
地

域
。

大
学

、
病

院
な

ど
の

ほ
か

床
面

積
が

1５00㎡
ま

で
の

事
務

所
や

店
舗

な
ど

の
利

便
施

設
も

建
て

ら
れ

る

住
居

地
域

第
一

種
住

居
地

域
住

居
の

環
境

を
守

る
た

め
の

地
域

。
床

面
積

が
３000㎡

を
超

え
る

店
舗

、
事

務
所

な
ど

は
建

て
ら

れ
な

い

第
二

種
住

居
地

域
主

に
住

宅
の

環
境

を
守

る
た

め
の

地
域

。
店

舗
、

事
務

所
は

建
て

ら
れ

る
が

、
劇

場
、

映
画

館
な

ど
は

建
て

ら
れ

な
い

準
住

居
地

域
市

は
指

定
し

て
い

な
い

近
隣

商
業

地
域

近
隣

商
業

地
域

商
業

そ
の

他
の

業
務

施
設

の
た

め
の

地
域

。
一

定
規

模
以

上
の

工
場

や
劇

場
、

映
画

館
、

風
俗

営
業

の
建

築
物

は
建

て
ら

れ
な

い

商
業

地
域

商
業

地
域

銀
行

、
映

画
館

、
飲

食
店

、
百

貨
店

な
ど

が
集

ま
る

地
域

。
危

険
物

の
製

造
工

場
、

貯
蔵

施
設

な
ど

は
建

て
ら

れ
な

い

準
工

業
地

域
準

工
業

地
域

工
業

と
住

宅
な

ど
の

混
在

し
た

地
域

で
、

主
に

軽
工

業
の

工
場

や
サ

ー
ビ

ス
施

設
が

立
地

す
る

地
域

で
あ

る
。

危
険

性
、

環
境

悪
化

が
大

き
い

工
場

は
建

て
ら

れ
な

い

工
業

地
域

工
業

地
域

工
場

が
立

地
す

る
地

域
。

住
宅

や
店

舗
は

建
て

ら
れ

る
が

、
学

校
、

病
院

、
ホ

テ
ル

な
ど

は
建

て
ら

れ
な

い

工
業

専
用

地
域

工
業

専
用

地
域

工
場

の
た

め
の

地
域

。
ど

ん
な

工
場

で
も

建
て

ら
れ

る
が

、
住

宅
、

店
舗

、
学

校
、

病
院

、
ホ

テ
ル

な
ど

は
建

て
ら

れ
な

い
 現

行
制

度
・

新
制

度
間

の
用

途
地

域
移

行
の

原
則

（
原

則
移

行
）

 新
制

度
の

規
制

が
現

行
制

度
と

同
様

の
も

の
［

東
京

都
　

用
途

地
域

等
に

関
す

る
指

定
方

針
及

び
指

定
基

準
］

［
前

ペ
ー

ジ
の

表
6

―
1

―
1

は
、

市
報

特
集

号
　

平
成

元
年

10月
３1日

］
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域
に
、
②
市
道
第
二
九
一
号
線
（
境
二
丁
目
）、
都
道
一
二
三
号
線
（
天
文
台
通
り
、
境
南
町
二
・
三
丁
目
）
の
沿
道
を
道
路
幅
員
に
合

わ
せ
、
主
に
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
変
更
し
た
。

（
二
）
住
居
系
用
途
に
お
い
て
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
を
定
め
た
。
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
を
保
護
し
、
形
成
す
る
に
は
、
敷
地
の
無
秩

序
な
細
分
化
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
居
系
用
途
地
域
で
あ
る
第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
・
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
・
第
二
種
住

居
地
域
の
六
地
域
を
対
象
に
、
以
下
の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
。

①
都
市
計
画
決
定
後
の
建
築
物
の
敷
地
面
積
は
、
最
低
限
度
（
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
も
し
く
は
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
都
市
計
画
決
定
後
に
敷
地
を
分
割
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
最
低
限
度
に
満
た
な
く
な
っ
た
敷
地
は
、
原
則
的
に
新
築

や
建
て
替
え
は
で
き
な
い
、
③
都
市
計
画
決
定
時
点
で
、
す
で
に
最
低
限
度
を
満
た
し
て
い
な
い
敷
地
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
分
割
し
な

い
で
一
つ
の
敷
地
と
し
て
使
う
場
合
は
新
築
や
建
て
替
え
は
で
き
る
、
④
都
市
計
画
決
定
後
に
、
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
・
公
益
施
設
の

整
備
に
よ
り
分
割
さ
れ
た
最
低
限
度
に
満
た
な
い
敷
地
は
、
新
築
や
建
て
替
え
が
で
き
る
、
⑤
公
益
上
必
要
な
巡
査
派
出
所
、
公
衆
ト
イ

レ
な
ど
は
適
用
外
で
あ
る
。

敷
地
面
積
の
最
低
限
度
は
、
建
蔽
率
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
敷
地
に
つ
い
て
は
一
二
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
、
同
様
に
建
蔽
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
敷
地
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
と
し

て
い
る
。

用
途
地
域
の
見
直
し
と
同
時
に
防
火
地
域
、
準
防
火
地
域
、
高
度
地
区
を
変
更
し
た
。
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二　

道
路
整
備

市
内
の
道
路
は
、
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
代
頃
ま
で
雨
が
降
れ
ば
ぬ
か
る
み
、
水
た
ま
り
が
で
き
て
歩
き
に
く
く
、
車
も
走
り
に

く
い
砂
利
道
が
多
か
っ
た
。
砂
利
道
で
は
砂
塵
が
舞
い
上
が
り
、
沿
道
の
住
民
は
騒
音
・
振
動
な
ど
迷
惑
を
被
っ
た
。
舗
装
に
よ
っ
て
車

は
快
適
に
走
行
、
安
全
性
も
高
ま
っ
た
が
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
と
交
通
量
の
増
大
、
車
両
の
大
型
化
で
損
傷
も
激
し
く
な
っ
て
き
た
。

舗
装
に
は
簡
易
舗
装
か
ら
高
級
舗
装
ま
で
あ
る
。
六
二
年
に
市
は
、
良
好
な
道
路
状
態
を
保
つ
た
め
の
舗
装
の
耐
用
年
数
は
平
均
し
て

二
〇
年
程
度
と
し
た
ロ
ー
リ
ン
グ
計
画
を
作
成
、
毎
年
約
四
万
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
改
修
を
行
う
と
し
た
。
だ
が
、
バ
ブ
ル
以
降

は
財
政
の
逼
迫
か
ら
年
間
一
万
五
〇
〇
〇
〜
三
万
八
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

市
で
管
理
し
て
い
る
道
路
の
延
長
は
、
約
二
四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
面
積
は
約
一
二
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
平
成
一
七
年

四
月
一
日
現
在
）。
こ
の
う
ち
、
歩
道
部
と
Ｌ
型
排
水
施
設
を
除
く
と
、
車
道
部
舗
装
面
積
は
約
九
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
道
路
台
帳
調

書
に
よ
っ
て
推
定
）
で
、
東
京
ド
ー
ム
の
約
二
〇
個
分
と
な
る
。

（
一
）
都
市
計
画
道
路

本
市
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
一
月
に
当
初
の
計
画
決
定
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
急
激
な
都
市
化
で
交
通
量

が
増
大
し
た
た
め
、
三
七
年
七
月
に
大
幅
に
見
直
し
、
現
在
の
都
市
計
画
道
路
網
の
骨
格
が
で
き
た
。
三
九
年
一
〇
月
に
は
、
吉
祥
寺
駅

北
口
広
場
を
含
む
都
市
計
画
道
路
の
計
画
変
更
を
行
い
、
四
五
年
四
月
に
は
、
武
蔵
境
駅
南
口
広
場
、
そ
れ
に
接
続
す
る
路
線
の
都
市
計
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画
変
更
を
し
、
六
一
年
八
月
に
、
武
蔵
境
駅
北
口
広
場
と
そ
れ
に
接
続
す
る
道
路
を
都
市
計
画
道
路
と
し
て
追
加
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
五
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
西
武
鉄
道
多
摩
川
線
の
連
続
立
体
交
差
化
に
伴
い
、
武
蔵
境
駅
周
辺

の
南
北
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
と
、
中
央
線
北
側
の
付
属
街
路
を
追
加
。
こ
れ
に
よ
っ
て
平
成
一
七
年
三
月
末
現
在
、
武
蔵

野
市
の
都
市
計
画
道
路
は
三
一
路
線
、
延
長
三
九
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
計
画
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
施
工
さ
れ
た
道
路

の
延
長
は
二
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
整
備
率
で
は
市
の
施
工
が
計
画
延
長
の
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
都
の
施
工
が
同
四
五
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
、
全
体
で
五
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
格
段
に
整
備
が
進
ん
だ
（
五
七
年
度
ま
で
の
整
備
率
は
四
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）。
近
隣

自
治
体
の
平
均
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
一
五

号
線
（
旧
一
・
三
・
二
号
線
）

都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
一
五
号
吉
祥
寺
駅
北
口
線
（
都
市
計
画
道
路
の
名
称
は
、
平
成
元
年
六
月

に
「
都
市
計
画
法
施
行
に
つ
い
て
」
の
建
設
省
都
市
局
長
通
達
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
。
本
文
中
の
道

路
の
名
称
は
改
称
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
）
は
、
路
線
の
中
に
吉
祥
寺
駅
北
口
広
場
一
万
〇
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
吉
祥
寺
駅
北
口
の
再
開
発
を
伴
う
事
業
は
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
一
〇
月
二
三
日
に
都
市
計
画
決
定
、
四
一
年
一
二
月
に
事

業
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、
用
地
買
収
が
難
航
、
足
掛
け
二
一
年
後
の
六
一
年
三
月
、
よ
う
や
く
未
買
収
地
域
を
取
得
し
、
翌
六
二
年
三
月
、

北
口
広
場
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。（
→
本
章
第
二
節
一
）

都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
七

号
線
（
旧
二
・
二
・
三
号
線
）
通
称
桜
通
り
、
温
泉
通
り
、
ア
ジ
ア
大
学
通
り
を
通
過
す
る
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
七
号
三
鷹
駅
国

分
寺
線
は
、
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
一
二
月
の
事
業
決
定
以
来
三
四
年
の
歳
月
と
約
一
四
〇
億
円

を
投
入
し
て
、
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
三
月
、
本
市
が
施
行
す
る
最
長
の
都
市
計
画
道
路
と
し
て
完
成
し
た
。

こ
の
都
市
計
画
道
路
は
、
三
鷹
駅
北
口
広
場
を
起
点
と
し
て
三
鷹
市
、
小
金
井
市
を
経
て
、
小
平
市
の
国
分
寺
市
境
ま
で
の
全
長
六
・
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八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
延
長
を
持
ち
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
地
域
幹
線
道
路
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
武
蔵
野
都
市
計
画
で
は
、

三
鷹
市
域
を
含
め
た
延
長
約
二
・
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
中
、
三
鷹
駅
北
口
広
場
か
ら
花
の
通
学
路
（
市
道
第
二
三
五
号
線
）
ま
で
の
幅
員

を
一
六
メ
ー
ト
ル
、
そ
こ
か
ら
小
金
井
市
境
（
境
五
丁
目
）
ま
で
の
幅
員
を
一
二
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。
武
蔵
野
市
区
間
に
つ
い
て
は
、

交
通
処
理
面
だ
け
で
な
く
都
市
防
災
の
強
化
や
都
市
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
三
期
に
分
け
て
取
り
組
ん
だ
。
な
お
、
く
ぬ
ぎ

橋
通
り
（
市
道
第
九
〇
号
線
）
か
ら
小
金
井
市
境
の
区
間
は
、
事
業
決
定
以
前
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

第
一
期
は
、
三
鷹
駅
北
口
広
場
か
ら
玉
川
上
水
を
斜
め
に
横
断
し
、
三
鷹
市
上
連
雀
一
丁
目
を
通
っ
て
武
蔵
野
市
境
一
丁
目
の
市
境
に

至
る
延
長
九
二
〇
メ
ー
ト
ル
（
武
蔵
野
市
部
分
三
六
〇
、
三
鷹
市
部
分
五
六
〇
）
で
、
四
二
年
一
二
月
に
着
手
し
た
。
こ
の
区
間
は
三
鷹

市
と
協
定
を
結
び
、
武
蔵
野
市
が
施
行
し
た
。
着
手
以
来
困
難
な
課
題
が
多
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
玉
川
上
水
を
斜
め
に
通
過
さ
せ
る

道
路
の
た
め
、
下
部
工
事
と
し
て
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
（
函
渠
）
工
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
五

四
年
末
に
は
、
同
上
水
を
守
る
運
動
を
進
め
て
い
る
住
民
団
体
が
自
然
破
壊
な
ど
を
理
由
に
反
対
し
た
た
め
、
工
事
が
中
断
さ
れ
た
。
だ

が
、
道
路
両
側
に
サ
ク
ラ
な
ど
を
植
樹
す
る
こ
と
、
玉
川
上
水
の
自
然
を
最
大
限
に
残
す
こ
と
で
合
意
し
、
工
事
は
再
開
さ
れ
た
。
六
一

年
四
月
に
、
三
鷹
駅
北
口
付
近
の
一
部
を
除
い
て
完
成
、
す
べ
て
の
区
間
を
完
成
し
た
の
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
三
月
で
あ
る
。
二

四
年
の
事
業
期
間
と
約
三
四
億
円
を
投
入
し
た
。
開
通
に
よ
っ
て
、
不
便
だ
っ
た
三
鷹
・
武
蔵
境
両
駅
周
辺
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
通
行
時

間
が
短
縮
す
る
な
ど
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

第
二
期
は
、
昭
和
五
五
年
七
月
一
五
日
に
事
業
決
定
し
、
三
鷹
市
上
連
雀
一
丁
目
と
武
蔵
野
市
境
二
丁
目
の
花
の
通
学
路
に
至
る
延
長

一
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
た
。
こ
の
区
間
に
は
武
蔵
境
駅
北
口
の
商
業
地
域
も
含
ま
れ
る
た
め
電
線
類
の
地
中
化
な
ど
を
行
い
、
街

並
み
と
景
観
に
配
慮
し
て
施
工
し
た
。
平
成
三
年
四
月
に
、
三
鷹
市
と
武
蔵
野
市
の
境
界
か
ら
境
二
丁
目
の
駅
前
商
店
街
・
す
き
っ
ぷ
通
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り
（
主
要
地
方
道
一
二
号
線
）
ま
で
の
約
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
た
。
道
路
の
工
事
に
伴
い
仙
川
は
暗
渠き
ょ

化
さ
れ
、
通
り
の
愛
称
だ
っ

た
温
泉
通
り
を
、
み
ず
き
通
り
と
改
め
た
。
東
へ
の
一
方
通
行
だ
っ
た
も
の
を
相
互
通
行
に
変
更
し
た
の
で
、
交
通
の
流
れ
が
格
段
に
改

善
さ
れ
た
。
引
き
続
い
て
西
側
区
間
の
道
路
も
、
一
一
年
三
月
に
完
成
し
た
。
一
九
年
の
事
業
期
間
と
約
八
二
億
円
を
投
入
し
た
。

第
三
期
は
平
成
四
年
五
月
に
事
業
決
定
し
た
。
こ
の
区
間
は
境
五
丁
目
地
内
の
延
長
約
四
九
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
道
路
幅
員
が
一
二

メ
ー
ト
ル
と
減
少
す
る
た
め
に
、
車
道
の
幅
員
を
九
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
メ
ー
ト
ル
に
、
歩
道
の
幅
員
を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
五
メ
ー

ト
ル
へ
と
狭
め
た
。
ま
た
、
亜
細
亜
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
歩
道
の
一
部
に
食
い
込
む
の
で
当
初
移
植
を
計
画
し
た
が
、

卒
業
生
た
ち
の
「
イ
チ
ョ
ウ
を
残
し
て
」
と
い
う
声
に
市
が
応
じ
、
開
校
時
（
昭
和
一
六
年
五
月
）、
学
生
た
ち
が
境
駅
前
の
地
主
か
ら

苗
木
を
も
ら
い
、
運
ん
で
植
え
た
と
い
う
樹
齢
六
〇
年
近
い
一
六
本
の
並
木
を
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
の
根
を
保
護
す
る
た

め
、
歩
車
道
境
界
の
段
差
を
通
常
よ
り
高
く
し
て
対
応
し
た
。
九
年
の
事
業
期
間
と
約
二
二
億
円
を
掛
け
、
平
成
一
三
年
三
月
に
最
後
の

区
間
と
し
て
完
成
、
四
月
二
〇
日
、
開
通
式
典
を
行
っ
た
。

本
町
通
り
、
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・

二
三
号
線
（
旧
一
・
三
・
五
号
線
）

武
蔵
境
駅
周
辺
の
地
区
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
に
よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
た
。昭
和
五
四（
一

九
七
九
）
年
三
月
に
南
口
駅
前
広
場
が
完
成
し
、
南
口
地
区
の
都
市
計
画
道
路
は
次
々
に
整

備
さ
れ
た
が
、
北
口
に
は
確
た
る
駅
前
広
場
が
な
く
、
中
央
線
三
鷹
―
立
川
間
の
高
架
化
を
視
野
に
入
れ
た
早
急
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
五
九
年
七
月
に
、
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
整
備
基
本
計
画
作
成
に
地
元
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
市
民
委
員
会
が
発
足
。
六
一
年
八
月
に
、
駅
前
広
場
へ
の
取
り
付
け
道
路
と
し
て
、
通
称
本
町
通
り
（
市
道
第
八
四
号
線
）
を
三
・
三
・

二
三
号
線
と
す
る
都
市
計
画
を
決
定
し
た
。
三
・
三
・
二
三
号
線
は
、
起
点
付
近
に
設
け
た
六
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
駅
前
広
場
か
ら
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三
・
四
・
七
号
線
を
終
点
と
す
る
延
長
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
あ
る
。
幅
員
は
二
二
メ
ー
ト
ル
（
車
道
は
一
一
メ
ー
ト
ル
で
二
車
線
、

歩
道
は
両
サ
イ
ド
と
も
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）。
六
二
年
八
月
に
事
業
認
可
を
得
て
用
地
買
収
に
入
り
、
駅
前
広
場
部
分
を
除
い
て
ケ
ヤ
キ

の
街
路
樹
を
配
し
、
電
線
類
の
地
中
化
を
施
し
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
九
月
、
歩
道
の
御
影
石
舗
装
を
行
い
、
武
蔵
境
駅
北
口
再

開
発
ビ
ル
・
通
称
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
工
事
を
終
え
た
。
ま
た
、
駅
前
広
場
か
ら
市
道
第
六
三
号
線
の
五
宿
踏
切
へ
至

る
主
要
地
方
道
一
二
号
線
は
、
市
道
第
二
六
一
号
線
と
し
て
昭
和
六
三
年
三
月
に
重
複
認
定
し
た
。
こ
の
道
路
工
事
は
平
成
六
年
三
月
に

完
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
駅
前
広
場
は
、
三
鷹
・
立
川
間
立
体
交
差
化
事
業
と
の
関
係
で
、
二
二
年
現
在
完
成
を
見
て
い
な
い
。

御
殿
山
通
り
、
都
市
計
画
道
路
七
・

六
・
一
号
線
（
旧
一
小
一
号
線
）

七
・
六
・
一
号
三
鷹
駅
万
助
橋
線
は
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
に
清
流
が
復
活
し
、
平
成

一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
八
月
二
七
日
に
江
戸
時
代
の
遺
産
と
し
て
史
跡
指
定
さ
れ
た
玉
川
上
水

に
沿
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
路
線
で
あ
る
。
こ
の
都
市
計
画
道
路
は
、
三
鷹
駅
か
ら
井
の
頭
公
園
に
通
じ
る
道
路
で
、
緑
豊
か
な
景
観
に

配
慮
し
た
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
玉
川
上
水
の
北
側
、
三
鷹
橋
―
む
ら
さ
き
橋
間
の
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
未
施

工
で
計
画
幅
員
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
一
方
、
玉
川
上
水
の
南
側
、
三
鷹
市
の
都
市
計
画
道
路
（
三
鷹
橋
―
万
助
橋
の
延
長
約
八
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
は
平
成
一
四
年
三
月
に
完
成
し
、「
風
の
散
歩
道
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
一
三

年
一
一
月
、
事
業
実
施
に
伴
う
説
明
会
を
開
き
、
一
四
年
一
一
月
に
は
市
の
都
市
計
画
道
路
で
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
沿
道
市
民
の

意
向
を
反
映
し
、
愛
着
の
持
て
る
道
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
た
め
「
御
殿
山
通
り
道
づ
く
り
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
三
〇
人
の
地
域
住

民
の
参
加
を
得
て
五
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
四
つ
の
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
提
案
や
市
民
か
ら
の
意
見
を
基
に
、
電
線
類

の
地
中
化
や
、
速
度
抑
制
の
た
め
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
法
令
や
条
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
関
係
機
関
と
協
議
、
調
整
を
重
ね
、

整
備
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
用
地
買
収
は
一
四
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。
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成
蹊
通
り
、
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・

一
七
号
線
（
旧
二
・
三
・
五
号
線
）

三
・
五
・
一
七
号
下
連
雀
秩
父
通
り
線
は
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
二
月
七
日
に
事
業

認
可
を
取
得
し
て
街
路
事
業
を
始
め
た
。
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
現
在
の
施
工
率
は
延

長
比
で
八
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
一
部
未
買
収
地
が
あ
っ
た
区
間
約
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
工
事
は
四
〜
五
年
度
に
完
了
し
、
残
る

未
施
工
分
三
四
〇
メ
ー
ト
ル
は
成
蹊
学
園
の
敷
地
（
主
と
し
て
緑
地
）
で
あ
る
。

成
蹊
学
園
と
は
、
昭
和
三
八
年
六
月
に
、
市
長
か
ら
学
園
理
事
長
に
事
業
決
定
を
す
る
た
め
道
路
の
構
造
を
示
し
回
答
を
求
め
た
こ
と

に
始
ま
り
、
平
成
元
年
か
ら
現
状
打
破
の
た
め
、
学
園
専
務
理
事
と
市
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談
を
申
し
入
れ
、
五
年
一
一
月
に
会
談
は
実
現

し
た
が
、
前
向
き
な
回
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
三
年
度
に
は
庁
内
に
部
課
長
に
よ
る
道
路
整
備
計
画
検
討
調
査
研
究
会
を
設
置
し
、

同
学
園
を
通
過
す
る
未
整
備
の
区
域
を
よ
り
魅
力
的
な
道
路
景
観
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
や
、
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
実
現
性
の

高
い
整
備
計
画
を
立
て
、
学
園
へ
の
影
響
を
最
小
に
す
る
案
を
提
示
す
る
な
ど
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

（
二
）
都
道

吉
祥
寺
通
り
、
都
市
計
画

道
路
三
・
四
・
一
六
号
線

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
か
ら
一
四
年
度
ま
で
、
一
〇
年
の
歳
月
を
掛
け
て
通
称
吉
祥
寺
通
り
（
都
道

一
一
六
号
）
＝
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
一
六
号
関
町
吉
祥
寺
線
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、

吉
祥
寺
北
町
二
丁
目
二
番
地
内
の
市
道
第
三
号
線
か
ら
吉
祥
寺
東
町
二
丁
目
の
四
軒
寺
交
差
点
ま
で
の
五
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
き

幅
員
一
一
メ
ー
ト
ル
を
一
六
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
平
成
二
年
四
月
に
東
京
都
道
路
整
備
特
別
交
付
金
制
度
を
利
用
し
て
本
市
が
施
工
す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し

て
、
一
一
年
四
月
か
ら
は
、「
東
京
都
み
ち
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」（
整
備
期
間
は
一
五
年
度
ま
で
の
五
年
間
）
と
な
っ
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た
。
事
業
開
始
は
平
成
四
年
一
一
月
、
完
成
は
一
五
年
三
月
三
一
日
。

「
み
ち
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」
で
は
、
本
市
が
都
と
委
託
契
約
を
結
び
、
道
路
用
地
の
買
収
と
道
路
工
事
を
行
う
。

都
は
用
地
・
補
償
な
ど
に
か
か
わ
る
費
用
を
負
担
し
、
市
は
自
費
工
事
申
請
に
よ
っ
て
工
事
・
設
計
に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る
。
一
一

年
度
に
限
っ
て
は
工
事
関
係
費
に
つ
い
て
も
都
が
負
担
し
た
。

本
市
初
の
行
政

代
執
行
を
実
施

吉
祥
寺
通
り
の
事
業
区
域
に
用
地
買
収
が
で
き
ず
拡
幅
の
支
障
と
な
る
物
件
（
吉
祥
寺
東
町
二
丁
目
六
〇
〇
番
地
）

が
あ
っ
た
。
こ
の
物
件
が
交
差
点
に
か
か
る
た
め
、
北
町
一
丁
目
と
東
町
二
丁
目
の
一
部
（
延
長
八
七
・
三
メ
ー
ト

ル
）
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
状
態
と
な
り
車
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
が
出
て
い
た
。
市
は
移
転
な
ど
の
協
議
を
し
て
い
た
が
、
建
物
所
有
者

と
借
家
人
、
建
物
の
転
使
用
（
又
貸
し
）
貸
借
人
と
で
永
年
争
い
が
あ
り
、
立
ち
退
き
問
題
が
こ
じ
れ
て
い
た
。
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）

年
九
月
、
庁
内
に
収
用
対
策
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
東
京
都
と
協
議
に
入
っ
た
。
一
三
年
一
月
、
都
に
土
地
収
用
法
の
事
業
認
定
を
申
請

し
、
三
月
一
日
、
都
が
事
業
を
認
定
。
七
月
に
収
用
委
員
会
に
申
し
立
て
た
明
け
渡
し
裁
決
が
翌
年
三
月
に
決
定
し
た
。
八
月
三
〇
日
に

東
京
都
知
事
か
ら
、
土
地
所
有
者
と
、
関
係
人
三
人
に
対
し
「
九
月
一
三
日
ま
で
に
移
転
し
な
い
場
合
、
土
地
収
用
法
一
〇
二
条
の
規
定

に
基
づ
き
行
政
代
執
行
を
行
う
」
と
い
う
「
戒
告
書
」
が
手
渡
さ
れ
た
。
行
政
代
執
行
は
東
京
都
（
執
行
責
任
者
・
財
務
局
財
産
運
用
部

長
）
が
行
い
、
市
は
補
助
（
代
執
行
補
助
責
任
者
・
都
市
整
備
部
長
）
の
立
場
だ
が
、
初
の
行
政
代
執
行
は
五
五
人
態
勢
と
し
、
準
備
も

大
掛
か
り
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
〇
月
二
一
日
午
前
九
時
か
ら
、
雨
の
中
で
、
土
地
収
用
法
と
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
く
武
蔵
野
市
初
の
行
政
代
執
行
が
実
施
さ
れ
た
。

借
家
人
一
人
が
再
三
の
説
得
で
退
去
し
た
の
は
午
後
四
時
過
ぎ
。
緊
急
手
段
で
市
の
防
災
住
宅
に
居
住
し
た
（
一
一
月
七
日
に
移
転
先
を

確
保
し
借
家
人
は
防
災
住
宅
か
ら
退
去
）。
そ
の
後
建
物
が
解
体
さ
れ
、
二
四
日
午
後
五
時
過
ぎ
、
更
地
に
な
っ
た
現
地
で
代
執
行
終
了
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宣
言
と
、
都
か
ら
市
に
明
け
渡
し
用
地
管
理
権
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
で
吉
祥
寺
通
り
と
女
子
大
通
り
の
隅
切
り
部
分
の
拡
幅
が
可
能

と
な
り
、
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
の
先
行
工
事
の
後
に
本
工
事
を
行
い
、
一
五
年
三
月
末
に
拡
幅
は
完
成
し
た
。

平
和
通
り
、
都
市
計
画

道
路
三
・
四
・
四
号
線

平
和
通
り
（
都
道
一
一
五
号
線
）
の
西
側
、
公
園
通
り
（
現
吉
祥
寺
通
り
）
の
買
収
が
進
み
（
昭
和
四
九
、

五
〇
年
）
道
路
整
備
も
進
展
し
た
た
め
、
平
和
通
り
商
店
会
の
具
体
的
な
対
応
と
し
て
、
共
同
ビ
ル
化
の
核

と
な
る
店
舗
を
誘
致
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
候
補
の
中
か
ら
パ
ル
コ
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
和
通
り
商
店
街
は
吉
祥
寺
駅
か
ら

パ
ル
コ
ま
で
、
人
の
流
れ
が
自
然
と
多
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
七
月
、
商
店
会
は
都
に
都
市
計
画
事
業
促

進
を
要
望
。
こ
れ
を
受
け
て
都
は
一
〇
月
に
事
業
説
明
会
を
行
い
、
早
速
測
量
に
入
っ
た
。
翌
年
一
月
一
六
日
、
事
業
認
可
と
な
り
延
長

一
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
道
路
幅
員
一
六
メ
ー
ト
ル
（
車
道
九
・
歩
道
両
サ
イ
ド
三
・
五
）
の
標
準
的
な
断
面
で
事
業
開
始
。
五
六
年
、
駅
ビ

ル
「
ロ
ン
ロ
ン
」
と
平
和
通
り
の
接
続
通
路
と
し
て
東
側
に
市
道
第
二
五
〇
号
線
（
延
長
九
・
九
メ
ー
ト
ル
）、
西
側
に
市
道
第
二
五
一

号
線
（
延
長
九
・
四
メ
ー
ト
ル
）、
両
者
と
も
六
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
で
認
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
歩
道
部
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
六
一

年
五
〜
八
月
に
掛
け
て
取
り
払
わ
れ
た
。
電
線
類
の
地
中
化
も
行
わ
れ
、
六
二
年
三
月
、
駅
前
広
場
の
完
成
と
同
時
に
、
平
和
通
り
は
、

ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の
一
部
を
除
き
街
路
整
備
が
完
了
、
事
業
効
果
は
大
い
に
上
が
っ
た
。

主
要
地
方
道
七
号
線
・
五
日
市
街
道
、

都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
一
〇
号
線

五
日
市
街
道
は
吉
祥
寺
本
町
一
・
二
丁
目
地
内
の
一
部
、
四
二
五
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
工
事
が
平

成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
九
月
に
終
了
し
た
。
こ
の
通
り
は
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
一
〇
号

杉
並
武
蔵
野
線
で
あ
り
、関
前
三
丁
目
の
武
蔵
野
大
学
交
差
点
か
ら
松
庵
二
丁
目
の
杉
並
区
境
ま
で
、幅
員
一
六
メ
ー
ト
ル
の
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
五
日
市
街
道
の
当
時
の
幅
員
は
約
一
一
メ
ー
ト
ル
（
両
側
の
歩
道
が
二
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
た
め
、
車
道
は
約
七

メ
ー
ト
ル
の
相
互
通
行
）、
車
線
の
幅
は
道
路
構
造
令
の
最
小
値
で
あ
る
。
武
蔵
野
八
幡
神
社
交
差
点
か
ら
東
へ
吉
祥
寺
駅
や
杉
並
方
向
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に
向
か
う
車
が
多
く
、
都
内
で
も
有
数
の
慢
性
的
な
渋
滞
個
所
で
あ
る
。
五
日
市
街
道
は
東
京
都
施
行
路
線
だ
が
、
本
市
の
強
い
要
請
も

あ
っ
て
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
一
〇
月
一
六
日
に
都
は
事
業
に
着
手
し
た
。
市
が
平
成
元
年
度
か
ら
用
地
買
収
の
折
衝
を
す
る
人
的

支
援
を
行
っ
た
の
で
事
業
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
平
成
一
一
年
九
月
三
日
に
は
工
事
が
完
了
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
武
蔵
野
八
幡
神

社
交
差
点
に
は
下
り
車
線
に
は
練
馬
方
面
に
、
吉
祥
寺
大
通
り
交
差
点
の
上
り
車
線
に
は
吉
祥
寺
駅
方
面
へ
の
右
折
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ

た
。
違
法
駐
車
防
止
条
例
の
実
施
の
効
果
も
あ
っ
て
、
路
線
バ
ス
の
定
時
制
も
格
段
に
向
上
し
た
。

主
要
地
方
道
七
号
線
・
伏
見
通
り
、

都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
六
号
線

伏
見
通
り
は
、
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
六
号
（
旧
一
・
三
・
四
号
）
調
布
保
谷
線
の
一
部
で
、

全
体
計
画
は
稲
城
市
と
西
東
京
市
の
埼
玉
県
境
ま
で
を
結
ぶ
延
長
一
四
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹

線
道
路
で
あ
る
。
市
内
の
区
間
の
う
ち
井
の
頭
通
り
か
ら
五
日
市
街
道
ま
で
の
延
長
六
六
〇
メ
ー
ト
ル
は
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
六

月
二
三
日
、
事
業
認
可
を
取
得
し
た
。
幅
員
二
五
メ
ー
ト
ル
で
、
車
道
一
四
メ
ー
ト
ル
、
両
側
歩
道
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
中
央
分
離
帯
二
・

〇
メ
ー
ト
ル
の
断
面
で
事
業
は
順
調
に
進
捗
、
街
路
の
工
事
が
完
了
し
た
の
は
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
三
月
一
〇
日
で
四
月
二
六
日

に
開
通
し
た
。
な
お
、
井
の
頭
通
り
か
ら
南
の
区
間
に
つ
い
て
は
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
日
、
幅
員
三
六
メ
ー
ト
ル
に
計
画
変
更
さ
れ
、

二
二
年
現
在
、
用
地
買
収
が
進
ん
で
い
る
。

主
要
地
方
道
一
二
号
線
・
武
蔵
境
通
り
、

都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
二
号
線

武
蔵
境
通
り
は
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
二
号
武
蔵
境
保
谷
線
で
あ
る
。
昭
和
六
二
（
一

九
八
七
）
年
六
月
二
三
日
に
事
業
認
可
を
得
た
。
事
業
規
模
と
し
て
は
延
長
一
〇
九
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
一
六
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
こ
れ
を
二
期
に
分
け
て
実
施
。
第
一
期
は
、
公
団
通
り
（
市
道
第
六
七
号
線
）
か
ら
五
日
市
街
道
ま

で
の
区
間
を
六
二
年
度
に
開
始
し
、
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
に
桜
橋
の
架
け
替
え
が
終
わ
っ
て
完
成
し
た
。
第
二
期
は
み
ず
き
通

り
（
市
道
第
四
〇
号
線
）
か
ら
公
団
通
り
ま
で
を
、
六
〜
一
七
年
度
に
施
工
。
こ
の
区
間
は
一
棟
が
地
権
者
と
借
地
権
者
の
間
で
権
利
関
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係
の
争
い
が
発
生
し
た
た
め
、
完
成
が
遅
れ
て
い
た
。

天
文
台
通
り
、
都
市
計
画

道
路
三
・
四
・
二
四
号
線

天
文
台
通
り
の
う
ち
、都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
四
号
西
調
布
境
橋
線
の
線
引
き
さ
れ
た
幅
員
一
六
メ
ー

ト
ル
の
部
分
は
、
市
道
第
八
六
号
線
の
ア
ジ
ア
大
学
通
り
か
ら
南
へ
五
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
、
平
成

一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
度
に
現
況
測
量
、
一
六
年
度
に
は
用
地
測
量
に
入
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
施
行
中
の
Ｊ
Ｒ
連
続
立
体
交
差
事
業
が

完
成
す
れ
ば
踏
切
が
な
く
な
り
、
拡
幅
整
備
に
よ
っ
て
南
北
の
交
通
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
市
道

昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
度
か
ら
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
ま
で
に
行
っ
た
市
道
路
線
の
認
定
は
五
五
路
線
あ
る
。
延
長
は
合

わ
せ
て
約
九
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
。
幅
員
は
四
〜
一
八
メ
ー
ト
ル
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
特
徴
的
な
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

通
称
す
ぎ
み
小
路
・
歩
行
者
と
自
転
車

の
専
用
道
路
、
市
道
第
二
八
八
号
線

武
蔵
境
駅
南
口
と
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
間
は
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
幼
児
連
れ
な
ど
、
か
え

で
通
り
を
利
用
す
る
人
が
多
い
。
そ
こ
で
か
え
で
通
り
（
市
道
第
一
九
九
号
線
）
と
主
要
地

方
道
一
二
号
線
を
結
ぶ
市
道
第
二
八
八
号
線
を
、
す
ぎ
み
小
路
と
し
て
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
一
月
に
認
定
し
た
。
延
長
は
一
〇
二
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
は
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
七
年
三
月
に
完
成
し
、
市
内
で
初
め
て
車
を
通
行
さ
せ
な
い
歩
行
者
と
自
転
車
だ
け
の
専
用
道
路

と
な
っ
た
。
道
路
法
第
四
八
条
で
い
う
「
ま
だ
供
用
さ
れ
て
い
な
い
道
路
に
つ
い
て
、
区
間
を
定
め
て
、
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
用
に
供

す
る
道
路
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
三
第
二
項
）
を
実
施
し
た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
路
面
は
天
然
の
豆
砂
利
を

用
い
て
明
る
い
舗
装
と
し
、
雨
水
の
排
水
に
は
段
差
の
少
な
い
Ｖ
字
溝
を
用
い
た
。
ソ
ー
ラ
ー
式
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
暗
く
な
る
と
点

滅
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ン
チ
も
配
置
し
た
。
安
心
し
て
歩
け
る
と
好
評
で
あ
る
。
こ
の
小
路
は
、
武
蔵
野
市
福
祉
の
ま
ち
づ
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く
り
調
査
・
研
究
報
告
書
「
優
し
さ
の
見
え
る
ま
ち
、
武
蔵
境
を
め
ざ
し
て
」（
六
年
三
月
）
の
中
で
提
案
さ
れ
、
実
現
し
た
。

階
段
状
道
路
で
井
の
頭
公
園
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
、
市
道
第
一
五
一
号
線

井
の
頭
公
園
に
は
休
日
な
ど
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
。
多
く
は
中
央
線
か
京
王
線
の
吉
祥
寺
駅
を

利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
吉
祥
寺
駅
か
ら
井
の
頭
公
園
ま
で
安
全
か
つ
快
適
に
歩
け
る
道
路

が
な
く
、
道
幅
の
狭
い
七
井
橋
通
り
が
主
な
通
行
路
と
な
っ
て
い
た
。

市
で
は
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
か
ら
「
井
の
頭
公
園
へ
の
誘
導
路
整
備
検
討
調
査
」
を
始
め
た
。
来
園
者
、
地
元
住
民
の
意
向
調

査
、
地
元
の
人
中
心
の
懇
談
会
な
ど
を
重
ね
、
六
〇
年
末
に
計
画
素
案
を
作
っ
た
。
六
三
年
に
、
七
井
橋
通
り
の
四
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
を

六
メ
ー
ト
ル
に
広
げ
る
た
め
の
区
域
変
更
を
行
い
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
か
ら
用
地
買
収
を
始
め
て
お
り
、
進
行
中
で
あ
る
。

第
三
期
長
期
計
画
で
は
、
吉
祥
寺
駅
か
ら
井
の
頭
公
園
ま
で
の
誘
導
路
を
も
う
一
本
増
や
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
武
蔵
野
公
会
堂
西
側

通
り
（
市
道
第
一
五
一
号
線
）
を
公
園
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
年
、
公
園
へ
抜
け
る
部
分
を
用
地
買
収
し
、
七
年
三
月
に
中

央
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
階
段
状
の
道
路
が
完
成
し
た
。
こ
の
道
路
が
で
き
て
、
駅
か
ら
公
園
ま
で
人
々
の
流
れ
は
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

な
ぜ
階
段
状
道
路
か
、
と
い
う
と
、
道
路
と
公
園
の
高
低
差
が
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
も
、
現
況
道
路
と
公
園
ま
で
の
距

離
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
「
武
蔵
野
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
整
備
方
針
に
従
う
と
し
た
ら
、
勾

配
は
最
大
値
で
も
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
所
で
勾
配
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、

井
の
頭
の
池
ま
で
道
路
を
延
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
無
理
な
相
談
だ
。
妥
協
策
と
し
て
、
井
の
頭
公
園
を
管
理

す
る
西
部
公
園
管
理
事
務
所
の
占
用
許
可
を
取
り
、
公
園
用
地
内
へ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
道
路
を
延
長
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
階
段
状
道
路

の
平
均
勾
配
は
や
む
な
く
一
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
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道
路
を
曲
げ
て
大
木
を
残

す
、
市
道
第
三
〇
〇
号
線

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
、
吉
祥
寺
北
町
の
市
民
か
ら
相
続
の
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
道
路
用
地
を
寄

付
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
現
地
を
調
査
す
る
と
、
大
木
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹

齢
一
〇
〇
年
の
シ
ラ
カ
シ
が
あ
っ
た
。
道
路
の
線
引
き
を
直
線
に
す
る
と
伐
採
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ラ
カ
シ
は
残
し
た
い
。
地
権
者
と

の
交
渉
が
実
り
、
市
道
第
三
〇
〇
号
線
を
カ
ー
ブ
さ
せ
る
こ
と
で
道
路
認
定
し
た
。
延
長
は
一
二
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
が
五
メ
ー
ト
ル
。

市
道
第
二
四
八
号
線
か
ら
練
馬
区
と
の
境
の
市
道
第
三
号
線
を
結
ぶ
こ
の
道
路
は
一
二
年
度
予
算
で
工
事
業
者
と
契
約
、
債
務
負
担
行
為

（
ゼ
ロ
市
債
）
と
し
て
一
三
年
度
早
期
に
施
工
し
た
。

新
設
道
路
用
地
の
寄
付

道
路
用
地
と
し
て
寄
付
を
受
け
、
市
が
新
設
道
路
と
し
て
認
定
し
た
も
の
は
今
期
一
三
路
線
あ
り
、
延
長
は

二
四
五
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
寄
付
さ
れ
た
経
緯
は
、
相
続
の
関
連
と
、
地
主
が
将
来
の
土
地
利
用
を
勘
案

し
て
寄
付
す
る
場
合
の
二
通
り
が
あ
る
。
本
来
、
宅
地
開
発
に
か
か
る
道
路
は
事
業
者
負
担
が
原
則
で
あ
る
。
本
市
の
よ
う
に
市
街
化
が

進
み
、
土
地
価
格
が
非
常
に
高
い
所
で
事
業
者
が
開
発
を
進
め
る
と
、
最
小
限
度
の
道
路
（
行
き
止
ま
り
道
路
）
づ
け
で
宅
地
を
分
譲
す

る
た
め
、
互
い
違
い
の
道
路
が
造
ら
れ
た
り
す
る
。

市
議
会
で
議
員
か
ら
し
ば
し
ば
出
る
「
道
路
用
地
の
寄
付
を
受
け
る
こ
と
は
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

土
屋
市
長
は
「
市
が
一
定
の
道
路
を
き
ち
っ
と
造
っ
て
お
き
、
秩
序
あ
る
将
来
の
開
発
を
誘
導
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
答
弁
し
て

い
る
。
道
路
の
認
定
な
ど
に
関
す
る
取
り
扱
い
規
定
に
も
あ
る
が
、
公
道
か
ら
公
道
へ
と
通
り
抜
け
ら
れ
る
道
路
が
で
き
る
こ
と
は
、
住

民
に
と
っ
て
も
利
便
性
が
増
す
。
と
同
時
に
、
緊
急
時
や
災
害
時
の
大
事
な
空
間
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
避
難
路
と
し
て
も
有
効
活
用
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
市
道
第
二
七
三
号
線
（
五
日
市
街
道
―
武
蔵
野
中
央
公
園
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
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通
称
か
た
ら
い
の
道
、

市
道
第
一
六
号
線

通
称
か
た
ら
い
の
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
文
化
会
館
通
り
（
市
道
第
一
六
号
線
）
は
、
景
観
整
備
事
業
と

し
て
、
八
丁
通
り
か
ら
井
の
頭
通
り
ま
で
が
平
成
七
（
一
九
九
五
）
〜
八
年
度
に
掛
け
て
整
備
さ
れ
た
。
電
線

類
地
中
化
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
井
の
頭
通
り
か
ら
五
日
市
通
り
ま
で
は
一
五
〜
一
七
年
度
に
施
工
、
こ
の
区
間
は
民

有
地
の
提
供
を
受
け
て
一
・
五
〜
三
・
七
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
確
保
し
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
つ
る
性
植
物
を
絡
ま
せ
た
の
で
、
ゆ
っ
た

り
と
快
適
な
道
に
な
っ
た
。
三
鷹
駅
北
口
―
市
民
文
化
会
館
は
徒
歩
一
五
分
。
中
央
通
り
の
路
線
バ
ス
を
使
わ
ず
、
中
央
通
り
と
平
行
し

て
い
る
こ
の
道
を
歩
く
人
が
多
く
な
っ
た
。

（
四
）
区
画
道
路

区
画
道
路
は
本
市
独
自
の
道
路
計
画
で
あ
る
。
住
民
や
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
線
引
き
（
認
定
→
区
域
決
定
・
区
域
変
更
）
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
市
の
西
部
地
区
（
境
南
町
四
丁
目
）
の
区
画
道
路
、
市
道
第
七
九
号
線
（
富
士
見
通
り
）
と
八
九
号
線
（
中
央
線

南
側
）
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
二
月
か
ら
地
元
と
の
懇
談
を
始
め
た
。
こ
の
二
路
線
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央

線
三
鷹
・
立
川
間
の
連
続
立
体
交
差
化
を
見
通
し
、
南
北
の
地
区
内
交
通
を
円
滑
に
す
る
目
的
で
、
市
は
拡
幅
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
た
。

だ
が
、
地
元
住
民
か
ら
は
、
道
路
を
拡
幅
す
れ
ば
通
過
交
通
が
増
え
、
今
以
上
に
危
険
に
な
る
、
と
反
対
の
意
見
が
多
く
出
た
。

翌
二
年
六
月
に
は
、
八
九
号
線
拡
幅
反
対
、
三
年
三
月
に
は
七
九
号
線
拡
幅
反
対
の
陳
情
が
市
議
会
に
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
建
設
委

員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
八
九
号
線
は
、「
住
宅
地
に
お
け
る
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
総
体
的
に
再
検
討
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
付
き

で
採
択
（
三
月
一
日
の
本
会
議
で
議
決
）
さ
れ
た
。
し
か
し
、
七
九
号
線
は
、
四
月
の
市
議
会
議
員
改
選
に
よ
っ
て
審
議
未
了
と
な
っ
た
。

市
は
両
路
線
の
拡
幅
整
備
計
画
を
一
時
凍
結
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
周
辺
住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
、
四
年
七
月
、「
富
士
見
通
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り
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
研
究
会
の
場
で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
話
し
合
い
、
地
域
の
人
や
来
街
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
実
施
し
た
。

富
士
見
通
り
の
安
全
性
・
快
適
性
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ
っ
た
。
研
究
会
で
、「
拡
幅
も
や
む
を
え
な
い
。
整
備
す
べ
き
だ
」

と
住
民
側
と
も
一
定
の
方
向
づ
け
で
合
意
が
で
き
た
も
の
と
判
断
し
た
市
は
、
四
年
一
〇
月
一
日
付
け
で
、
道
路
法
に
基
づ
く
区
域
変
更

（
幅
員
五
・
四
五
〜
七
・
二
七
メ
ー
ト
ル
の
現
況
を
八
・
〇
メ
ー
ト
ル
に
広
げ
る
）
を
行
っ
た
。
一
一
月
に
拡
幅
整
備
事
業
の
説
明
会
を

開
き
、
用
地
買
収
と
併
行
し
て
、
八
年
度
か
ら
道
路
の
整
備
工
事
を
暫
定
的
に
進
め
て
い
る
。

一
方
、
八
九
号
線
に
つ
い
て
は
、
議
会
か
ら
付
さ
れ
た
意
見
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
市
は
沿
道
住
民
の
個
別
意
識
調
査
を
行
い
、
南
北
交

通
の
円
滑
化
な
ど
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
個
別
協
議
も
実
施
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
体
交
差
化
事
業
の
三
鷹
・
国
分
寺
の
完
成
時
期
が
一
八
年
と
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
南
北
一
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
八
九
号
線
を
取
り
巻
く
状
況
も
刻
々
と
変
化
し
て
き
た
。

市
は
、
そ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
中
央
線
か
ら
富
士
見
通
り
の
区
間
、
延
長
約
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
幅
八
メ
ー
ト
ル
以
上
に
す
る
拡
幅
を
提
案
し

て
い
た
が
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
か
ら
市
道
第
一
一
六
号
線
ま
で
の
区
間
が
狭
あ
い
道
路
の
た
め
に
、
延
長
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
み
を
対
象
と

し
、
幅
も
南
側
現
況
幅
員
と
合
わ
せ
て
六
・
五
メ
ー
ト
ル
（
中
央
線
と
の
擦
り
付
け
部
分
は
九
・
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
体
交
差
化
事
業
の
完
成
に
合
わ
せ
、
歩
車
共
存
の
道
路
と
し
て
八
九
号
線
は
拡
幅
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
一
二
年
一
〇
月
一
日
区
域
変
更
）。
八
九
号
線
の
区
域
変
更
に
関
し
て
は
一
一
月
一
三
日
の
建
設
委
員
会
で
行
政
報
告
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
、
一
二
月
一
八
日
に
は
再
び
、
八
九
号
線
拡
幅
反
対
の
陳
情
が
出
、
翌
年
三
月
二
六
日
に
は
、
八
九
号
線
拡
幅
促
進
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の
陳
情
が
出
さ
れ
た
。
同
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、
拡
幅
反
対
の
陳
情
を
不
採
択
と
し
、
拡
幅
促
進
の
陳
情
を
、「
地
域
の
住
民
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
地
権
者
に
誠
意
を
持
っ
て
事
業
の
説
明
、
報
告
、
協
議
を
重
ね
る
こ
と
」
と
い
う
付
帯
意
見
付
き
で
採
択
（
一
三
年

九
月
二
一
日
の
本
会
議
で
議
決
）
し
た
。
審
議
の
中
で
市
長
は
「
地
域
全
体
と
し
て
よ
く
な
る
よ
う
に
先
を
見
通
し
て
線
を
引
く
、
こ
れ

が
責
任
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
か
」
と
強
調
し
た
が
、
線
引
き
の
成
果
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
ろ
う
。

区
画
道
路
計
画
に
は
、
す
で
に
完
成
し
た
路
線
も
あ
る
し
、
着
手
し
て
一
定
の
区
間
が
完
成
し
て
部
分
的
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
路
線
も
あ
る
。
平
成
一
七
年
度
現
在
、
事
業
中
の
路
線
は
二
三
路
線
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
西
久
保
区
画
道
路
は
計
画
を
大
き
く
見
直
し

て
、
一
七
路
線
を
四
路
線
に
変
更
し
た
。
他
の
事
業
と
の
関
連
で
休
止
状
態
の
路
線
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
市
の
財
政
面
と
の
兼
ね
合
い

で
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

北
裏
区
画
道
路

北
裏
区
画
道
路
は
、
市
の
中
央
部
北
端
を
、
扶
桑
通
り
（
市
道
第
九
七
号
線
）
か
ら
吉
祥
寺
通
り
（
都
道
一
一
六
号

線
）
ま
で
の
一
〇
六
五
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
幅
員
九
〜
一
一
・
七
メ
ー
ト
ル
で
東
西
に
貫
通
す
る
よ
う
に
計
画

さ
れ
た
。
第
一
期
事
業
は
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
に
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
扶
桑
通
り
か
ら
青
葉
小
路
（
市
道
第
一
四
九
号
線
）
ま

で
の
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
五
六
年
一
〇
月
に
は
道
路
法
に
よ
っ
て
市
道
第
二
四
八
号
線
と
し
て
認
定
・
区
域
決
定
さ
れ
、
実
に
二

一
年
を
か
け
て
用
地
買
収
が
行
わ
れ
、
五
八
年
二
月
に
工
事
が
完
了
、
六
月
に
供
用
を
開
始
し
た
。

第
二
期
は
、
東
側
の
残
り
の
部
分
、
青
葉
小
路
か
ら
吉
祥
寺
通
り
ま
で
の
四
三
五
メ
ー
ト
ル
。
計
画
策
定
は
昭
和
四
五
年
だ
が
、
そ
の

後
、
周
辺
が
次
第
に
住
宅
密
集
地
帯
と
な
っ
た
た
め
、
四
八
年
一
二
月
の
市
議
会
に
、
反
対
と
促
進
の
両
方
の
請
願
が
出
る
こ
と
に
な
っ

た
。
市
は
地
元
説
明
会
を
開
催
（
四
九
年
一
二
月
か
ら
五
七
年
一
一
月
ま
で
五
回
）
し
た
が
、
な
お
も
再
々
反
対
と
促
進
の
請
願
・
陳
情

が
出
さ
れ
た
。地
元
の
理
解
を
得
る
調
整
に
一
三
年
の
歳
月
を
要
し
た
。五
八
年
に
道
路
法
に
よ
っ
て
市
道
第
二
五
二
号
線
と
し
て
認
定
・
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区
域
決
定
し
、
用
地
買
収
に
着
手
。
市
道
第
三
号
線
の
区
域
変
更
を
行
い
、
青
葉
小
路
か
ら
練
馬
区
境
ま
で
一
部
を
残
し
て
工
事
が
完
了

し
た
の
は
六
一
年
三
月
だ
っ
た
。
六
二
年
一
二
月
、
残
り
の
用
地
買
収
を
完
了
。
六
三
年
三
月
、
練
馬
区
境
か
ら
吉
祥
寺
通
り
ま
で
の
工

事
を
終
え
、
四
月
に
全
線
が
開
通
し
た
。

か
ん
ざ
し
道
路

武
蔵
境
駅
北
口
に
は
駅
前
開
発
に
伴
い
、
買
い
物
客
の
回
遊
性
を
考
慮
し
て
、
す
き
っ
ぷ
通
り
と
本
町
通
り
と
を
結

ぶ
よ
う
に
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
で
線
引
き
し
た
二
本
の
区
画
道
路
（
通
称
か
ん
ざ
し
道
路
）
が
あ
る
。
南
側
の
一
本
は

市
道
第
二
五
五
号
線
（
延
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
）、
北
側
の
一
本
が
市
道
第
二
五
六
号
線
（
延
長
五
〇
メ
ー
ト
ル
）。
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）

年
二
月
に
道
路
認
定
が
行
わ
れ
、
路
面
の
材
質
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
ル
を
用
い
て
、
小
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
模
様
で
仕
上
げ
た
。

市
道
第
二
五
六
号
線
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
三
月
に
、
市
道
第
二
五
五
号
線
は
一
部
の
用
地
買
収
が
長
引
い
た
た
め
、
一
四
年
三
月

に
工
事
が
完
了
し
た
。

（
五
）
人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
、
住
宅
街
に
車
を
入
り
込
ま
せ
な
い
道
路
が
時
に
必
要
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
抜
け
道
と
し
て
住
宅
街
を
通
過
す

る
車
が
歩
行
者
を
脅
か
す
た
め
、
地
域
住
民
の
要
望
で
、
通
学
・
下
校
時
間
な
ど
、
通
行
禁
止
の
時
間
帯
を
設
け
る
対
策
も
採
ら
れ
て
い

る
。
住
民
も
交
替
で
見
張
り
役
に
立
つ
。
道
路
を
管
理
す
る
市
に
構
造
上
の
工
夫
の
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
。

交
通
対
策
課
で
は
、
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
七
月
、「
人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
居
住
者
や
歩

行
者
の
安
全
と
快
適
性
を
考
慮
し
た
道
路
空
間
を
確
保
し
、
秩
序
あ
る
交
通
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
話
し
合
っ
た
。
人
に
や
さ
し
い
み
ち

づ
く
り
事
業
の
長
期
的
目
標
は
、
市
内
の
交
通
量
の
多
い
生
活
道
路
全
般
を
対
象
に
し
て
い
る
。
短
期
的
目
標
は
宮
前
通
り
、
宮
本
小
路
、
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東
十
一
小
路
、
市
道
第
一
〇
五
号
線
、
扶
桑
通
り
に
絞
ら
れ
た
。
一
三
年
度
、
モ
デ

ル
路
線
と
し
て
宮
前
通
り
（
市
道
第
三
五
号
線
、
西
久
保
一
〜
三
丁
目
）
を
改
修
し

た
。
一
四
年
度
に
、
特
に
交
通
量
の
多
い
路
線
・
宮
本
小
路
北
（
市
道
第
一
〇
四
号

線
、
吉
祥
寺
東
町
二
丁
目
）
と
東
十
一
小
路
（
市
道
第
九
九
号
線
、
吉
祥
寺
東
町
二

丁
目
）
を
改
修
。
一
五
年
度
に
宮
本
小
路
南
（
市
道
第
一
〇
四
号
線
、
吉
祥
寺
東
町

一
丁
目
・
女
子
大
通
り
南
側
）
と
吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
（
市
道
第
一
〇
五
号
線
・
秀

島
病
院
東
―
三
鷹
台
駅
北
市
境
）
を
改
修
し
た
。

改
修
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
せ
る
、
②
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
差
点

を
明
確
に
認
識
さ
せ
る
、
③
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
っ
て
通
行
帯
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
、

の
三
点
で
あ
る
。
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り
や
交
差
点
の
状
況
に
合
わ
せ
、
安
全

と
快
適
性
を
考
慮
し
た
手
法
を
選
び
、
組
み
合
わ
せ
た
。（
→
資
料
編
）

「
人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
」
効
果
を
、
整
備
す
る
前
と
比
較
す
る
と
、
市
道

第
一
〇
五
号
線
を
除
き
交
通
量
と
速
度
は
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
東
十
一
小
路
で
住
民
に
改
修
効
果
を
聞
く
と
、
通
過
ス
ピ
ー
ド
の
減
速

は
認
め
つ
つ
も
現
状
へ
の
満
足
度
が
低
い
。
究
極
的
に
住
民
は
通
過
車
両
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
ほ
ぼ
居
住
者
専
用
道
路
に
近
い
状
態

に
な
る
よ
う
交
通
規
制
に
よ
っ
て
実
現
し
て
ほ
し
い
と
市
や
警
察
に
要
望
し
て
い
る
。
反
対
に
「
交
通
規
制
に
よ
っ
て
生
活
し
に
く
く
な

る
。
こ
れ
以
上
の
対
策
は
望
ま
な
い
」
と
言
う
住
民
も
い
る
。

車のスピードを落とさせるボラードで
人にやさしい道づくり（吉祥寺東町宮本小路）
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（
六
）
狭
あ
い
道
路
を
順
次
拡
幅

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
責
任
を
持
と
う
と
の
考
え
か
ら
、
本
市
で
は
建
築
確
認
行
政
を
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
か
ら
始
め

た
。
と
同
時
に
、「
武
蔵
野
市
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
要
綱
」
を
制
定
し
た
。
市
の
管
理
道
路
二
四
三
キ
ロ
の
う
ち
、
幅
員
が
四
メ
ー
ト

ル
に
満
た
な
い
狭
あ
い
道
路
が
三
分
の
一
を
超
え
る
八
四
キ
ロ
も
あ
り
、ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
拡
幅
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

家
や
建
築
物
の
建
て
替
え
は
三
〇
年
後
、
五
〇
年
後
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
行
わ
れ
る
。
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
要
綱
で
は
建
築
確
認

申
請
が
あ
っ
た
時
に
、
建
築
基
準
法
の
後
退
部
分
の
土
地
を
市
に
無
償
で
提
供
（
ま
た
は
貸
与
）
し
て
も
ら
う
、
そ
し
て
そ
の
後
退
部
分

を
市
が
舗
装
・
整
備
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
順
次
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
建
築
基
準
法
の
建
築
条
件
は
「
四
メ
ー
ト
ル

以
上
の
道
路
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
、
建
築
主
は
個
人
の
責
任
で
後
退
用
地
を
確
保
す
る
の
が
基
本

で
あ
る
。
し
か
し
、
後
退
し
な
が
ら
も
、
も
と
も
と
私
有
地
で
あ
っ
た
と
い
う
意
識
か
ら
そ
こ
に
塀
や
垣
根
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
、
道
路

の
拡
幅
が
で
き
な
く
な
る
例
も
あ
る
。
そ
こ
で
市
で
は
後
退
用
地
の
拡
幅
が
継
続
的
に
実
践
で
き
る
工
夫
と
し
て
、
Ｌ
型
側
溝
の
位
置
を

下
げ
て
造
り
、
そ
こ
に
後
退
表
示
「
ま
ち
は
み
ち
か
ら
」
の
プ
レ
ー
ト
を
貼
る
。
こ
れ
は
後
退
用
地
確
保
と
い
う
「
広
報
」
の
役
割
も
担

う
。狭

あ
い
道
路
拡
張
整
備
は
道
路
法
と
建
築
基
準
法
の
両
方
か
ら
極
め
て
重
要
な
事
業
と
な
る
。
本
市
で
は
、
狭
あ
い
道
路
整
備
は
建
築

主
事
担
当
を
含
め
て
三
人
の
少
数
精
鋭
で
行
っ
て
い
る
。
年
に
二
五
〇
件
近
い
狭
あ
い
道
路
の
協
議
に
す
べ
て
現
地
立
ち
合
い
を
し
て
対

応
し
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
。
要
綱
制
定
一
〇
年
後
の
一
七
年
度
の
整
備
実
績
は
一
八
三
八
件
、
延
長
は
一
万
三
〇
〇
六
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
た
。
だ
が
、
進
捗
率
は
未
だ
一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
狭
あ
い
道
路
の
解
消
は
息
の
長
い
取
り
組
み
と
な
る
。
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（
七
）
東
京
外
郭
環
状
道
路
の
都
市
計
画
変
更

東
京
外
郭
環
状
道
路
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
圏
域
を
環
状
に
、
常
磐
道
、
東
北
道
、
関
越
道
、
中
央
道
、
東
名

高
速
な
ど
の
放
射
方
向
の
高
速
道
路
を
結
ぶ
延
長
約
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
道
路
で
あ
る
。
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
七
月
、
高

架
方
式
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
都
内
の
区
間
は
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
本
市
の
区
間
は
吉
祥
寺
東
町
四
丁
目
と
吉

祥
寺
南
町
三
丁
目
の
一
部
で
、
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
決
定
以
前
の
四
一
年
三
月
、
新
聞
報
道
直
後
に
住
民
に
よ
る
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
通
過
す
る
七
区
市
（
練
馬
、
杉
並
、
世

田
谷
の
三
区
と
武
蔵
野
、
三
鷹
、
調
布
、
狛
江
の
四
市
）
の
住
民
が
五
月
一
日
、
外
環
反
対
連
盟
を
結
成
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
た
住
宅
地
を
分
断
し
、
環
境
の
悪
化
を
招
く
こ
と
を
懸
念
し
た
か
ら
だ
。
武
蔵
野
市
議
会
に
も
四
二
年
六
月
、「
外
環
道
路
反
対
特

別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
四
五
年
一
〇
月
、
国
会
で
根
本
龍
太
郎
建
設
相
（
当
時
）
が
「
地
元
と
話
し
う
る
条
件
が
整
う
ま
で
は
強

行
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
弁
（
凍
結
発
言
）
し
、
三
〇
年
以
上
凍
結
状
態
が
続
い
て
い
た
。

平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
三
月
に
、
東
京
都
が
建
設
省
・
関
係
区
市
に
呼
び
掛
け
て
「
東
京
外
郭
環
状
道
路
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
連
絡
会
議
」
を
設
置
、
に
わ
か
に
動
き
出
し
た
。
翌
年
一
〇
月
、
石
原
慎
太
郎
都
知
事
が
本
市
と
練
馬
区
の
外
環
予
定
地
を
視
察
し
た

際
、
高
架
方
式
の
現
計
画
は
「
茶
の
間
を
土
足
で
通
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
遺
憾
の
意
を
表
し
、
一
二
月
の
都
議
会
で
「
地
下
化
を
基
本

と
し
て
計
画
の
具
体
化
に
取
り
組
む
」
と
表
明
し
た
。
さ
ら
に
、
一
三
年
一
月
に
は
、
扇
千
景
国
土
交
通
相
（
当
時
）
が
三
鷹
市
と
吉
祥

寺
南
町
三
丁
目
の
外
環
予
定
地
を
視
察
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
、
国
と
都
が
地
下
計
画
の
た
た
き
台
を
公
表
し
、
五
月
の
参
議
院
国
土
交

通
委
員
会
で
扇
国
土
交
通
相
自
ら
遺
憾
の
意
を
表
明
、「
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
」
と
発
言
し
た
。
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そ
の
後
平
成
一
三
年
一
二
月
に
、
国
と
都
で
東
京
環
状
道
路
有
識
者
委
員
会
を
設
置
。
第
一
回
外
環
沿
線
区
市
長
意
見
交
換
会
が
一
四

年
一
月
に
都
庁
で
開
か
れ
、
本
市
の
土
屋
市
長
も
出
席
し
た
。
そ
の
年
の
六
月
に
は
東
京
都
と
国
土
交
通
省
主
導
の
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議

会
（
Ｐ
Ｉ
と
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
略
で
、
住
民
や
市
民
に
計
画
の
策
定
へ
の
参
加
を
求
め
る
も
の
）
を
発
足
さ
せ
る

な
ど
、
計
画
推
進
に
向
け
て
の
地
固
め
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
に
は
沿
線
七
区
市
の
関
係
者
代
表
二
人
と
行
政
の
担
当

部
長
が
出
席
し
、
国
・
都
と
協
議
す
る
場
と
し
て
外
環
の
必
要
性
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。
二
年
間
で
四
二
回
協
議
会
を
開
催
し
た
結
果
、

一
六
年
一
〇
月
に
取
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
た
。

国
は
沿
道
環
境
を
配
慮
し
て
、構
造
を
高
架
方
式
か
ら
地
下
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
大
深
度
と
変
更
す
る
方
針
を
発
表（
一
五
年
三
月
）。

六
月
か
ら
は
沿
線
の
区
市
で
「
外
環
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」（
外
環
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
展
示
し
、
国
や
都
の
担
当
が
質
問
に
答
え
る
オ
ー

プ
ン
な
会
場
）
を
開
催
し
た
。
一
六
年
七
月
に
入
る
と
国
は
環
境
の
現
地
観
測
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
沿
線
の
区
市
で
「
地
域
ご
と
の

話
し
合
い
」
を
開
催
し
た
。
一
七
年
一
月
に
は
、
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会
に
代
わ
っ
て
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議
が
発
足
し
、
沿
線
区
市
で
「
意

見
を
聴
く
会
」
が
開
か
れ
た
。
九
月
、
国
と
東
京
都
が
「
東
京
外
郭
環
状
道
路
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
を
、
一
〇
月
に
は
計
画
の
概
念
図

を
発
表
。
年
末
に
は
、
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
技
術
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

一
方
、
武
蔵
野
市
議
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
二
年
以
来
継
続
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
外
環
道
路
反
対
特
別
委
員
会
の
名
称
が
一
五
年

九
月
二
六
日
の
第
三
回
定
例
会
に
お
け
る
動
議
で
、「
反
対
」
の
二
文
字
を
削
除
、
外
環
道
路
特
別
委
員
会
と
名
称
を
変
更
し
た
。
一
三

年
二
月
に
「
む
さ
し
の
外
環
反
対
の
会
」（
代
表
濱
本
勇
三
）
な
ど
地
域
住
民
か
ら
市
議
会
に
出
さ
れ
た
「
同
道
路
計
画
反
対
の
意
思
貫

徹
に
関
す
る
陳
情
」
を
三
月
議
会
が
採
択
し
た
た
め
、「
反
対
」
の
意
思
は
継
承
さ
れ
る
と
陳
情
し
た
住
民
ら
は
期
待
し
て
い
た
の
だ
が
。

市
は
東
京
外
郭
環
状
道
路
（
武
蔵
野
区
間
）
に
か
か
わ
る
「
生
活
再
建
救
済
制
度
」
の
運
用
を
開
始
し
た
（
一
七
年
一
月
）。
三
〇
年
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以
上
に
わ
た
っ
て
都
市
計
画
上
の
制
限
を
受
け
、
生
活
設
計
に
支
障
を
来
し
て
い
る
人
を
救
済
す
る
制
度
を
国
が
創
設
し
た
の
を
受
け
、

本
市
で
も
運
用
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
救
済
の
対
象
区
域
は
、
同
道
路
の
現
都
市
計
画
線
内
（
幅
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
約
一
・

四
キ
ロ
間
）。
こ
の
区
域
に
住
む
人
で
建
て
替
え
な
ど
生
活
再
建
を
希
望
す
る
人
が
申
し
出
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
市
土
地
開
発
公

社
が
買
い
取
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
制
度
を
利
用
し
た
件
数
は
一
七
年
一
二
月
ま
で
に
二
件
あ
る
。

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
国
が
高
架
方
式
か
ら
大
深
度
地
下
方
式
へ
と
整
備
方
針
を
変
更
し
た
こ
と
は
、
か
つ
て
な
い
計
画

変
更
で
あ
り
、
昭
和
四
一
年
の
都
市
計
画
決
定
以
来
三
〇
余
年
続
け
て
き
た
市
民
・
市
議
会
・
市
の
三
者
一
体
の
「
反
対
」
運
動
の
成
果

だ
と
い
え
る
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
を
経
て
、
平
成
一
九
年
三
月
、
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会
は
「
大
深
度
地
下
方
式
」
と
す

る
都
市
計
画
変
更
を
議
決
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
議
も
経
て
「
基
本
計
画
」
が
決
定
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
大
深
度
地
下
方
式
が
決
定
し
て
も
な
お
、
現
計
画
線
上
の
地
上
部
で
「
外
環
の
そ
の
2
」
と
い
わ
れ
る
部
分
が

残
る
の
か
と
い
う
問
題
を
含
め
、市
も
市
民
も
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
外
環
の
そ
の
2
」が
、

生
活
道
路
と
緑
が
一
体
と
な
る
道
づ
く
り
、
ま
た
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
形
成
と
い
う
未
来
像
に
つ
な
が
る
の
か
、
さ
ら
に
住
民
の
合
意

を
得
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
困
難
な
道
の
り
が
予
測
さ
れ
る
。

三　

Ｊ
Ｒ
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
こ
う
し
て
進
ん
だ

三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
線

促
進
協
議
会
が
発
足

国
鉄
（
現
東
日
本
旅
客
鉄
道
＝
Ｊ
Ｒ
）
中
央
線
は
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
三
月
に
中
野
駅
か

ら
三
鷹
駅
間
の
複
々
線
高
架
事
業
が
完
成
し
た
。
そ
の
年
の
六
月
、「
三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々
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線
促
進
協
議
会
」（
以
下
、
複
促
協
と
略
）
が
沿
線
市
な
ど
関
係
す
る
一
三
（
後
に
二
五
）
市
町
村
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。

複
促
協
は
、
三
鷹
―
立
川
間
の
高
架
複
々
線
化
に
よ
っ
て
、
踏
切
で
の
交
通
渋
滞
を
解
消
さ
せ
輸
送
力
の
増
強
を
図
り
、
地
域
社
会
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
期
す
る
こ
と
と
、
青
梅
線
・
五
日
市
線
の
都
心
へ
の
直
通
運
転
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

国
鉄
は
、
中
野
―
三
鷹
間
の
工
事
が
完
成
に
近
づ
く
中
で
、
都
心
と
郊
外
と
の
運
行
時
間
の
短
縮
を
計
画
し
、
四
二
年
七
月
三
日
か
ら

「
特
別
快
速
電
車
」
を
運
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
吉
祥
寺
駅
に
は
停
車
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
吉
祥
寺
駅
を
通
過
さ
れ

て
は
商
店
街
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
問
題
と
、「
吉
祥
寺
駅
前
通
り
商
店
街
振
興
組
合
」
か
ら
反
対
の
請
願
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
四
二
年
九
月
、
市
議
会
に
「
特
別
快
速
電
車
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
四
六
年
六
月
に
は
「
特
快
停
車
・
高

架
化
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会
」
と
名
称
を
改
め
て
対
策
を
協
議
し
て
い
た
。

東
京
都
で
は
、
五
四
年
四
月
に
鈴
木
俊
一
知
事
が
就
任
。
五
二
年
か
ら
進
め
て
い
た
三
鷹
―
立
川
間
立
体
化
複
々
線
（
以
下
、
連
続
立

交
と
略
）
計
画
調
査
結
果
を
発
表
し
て
総
事
業
費
二
二
五
九
億
円
が
示
さ
れ
た
。
五
五
年
四
月
、
都
は
都
市
長
会
に
説
明
し
都
市
側
（
沿

線
六
市
）
の
負
担
額
九
一
〇
億
円
（
地
方
財
政
法
第
二
七
条
に
基
づ
く
都
と
市
と
の
負
担
割
合
を
一
対
一
と
し
）
が
提
示
さ
れ
た
。

複
促
協
会
長
や
市
議
会
の
要
請
も
あ
っ
て
、
市
は
五
六
年
五
月
に
複
促
協
に
加
入
し
た
。

市
長
会
で
は
市
負
担
の
全
額
を
都
が
負
担
す
る
よ
う
要
望
し
、
複
促
協
で
も
一
貫
し
て
全
額
都
負
担
と
し
て
い
た
。
高
架
に
よ
る
受
益

の
度
合
い
は
沿
線
各
地
で
異
な
る
。
三
鷹
市
は
線
路
延
長
が
短
い
。
小
金
井
市
は
長
く
負
担
割
合
が
多
い
。
ま
た
、
各
市
に
財
政
問
題
が

あ
っ
た
。
中
野
―
三
鷹
間
高
架
化
の
際
に
は
地
元
負
担
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と
も
要
因
に
あ
る
。

武
蔵
野
市
の
場
合
は
武
蔵
境
駅
北
口
の
再
開
発
計
画
を
控
え
て
お
り
、
高
架
化
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
度
合
い
は
、
各
市
と
は
異
な
る
。

国
立
市
は
、
特
快
が
停
車
し
な
い
の
な
ら
複
促
協
か
ら
の
脱
会
も
考
え
る
と
強
硬
で
あ
っ
た
。
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五
九
年
二
月
の
複
促
協
正
副
会
長
会
で
土
屋
武
蔵
野
市
長
が
「
都
が
全
額
負
担
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
を
し
て
い
て
は
事
業
が
遅
れ
る

だ
け
で
は
な
い
か
。
数
字
は
別
に
し
て
地
元
が
負
担
す
る
方
向
に
な
ら
な
い
か
」
と
提
案
し
た
。
五
月
二
九
日
の
複
促
協
総
会
で
も
、「
負

担
あ
り
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
先
決
だ
」
と
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
末
、「
全
額
都
負
担
」
か
ら
「
事
業
の
及
ぼ
す
受
益
を
意
識
し
つ

つ
慎
重
に
検
討
し
早
期
解
決
を
図
る
」
と
変
更
し
た
。
新
聞
は
「
複
促
協
、
地
元
負
担
や
む
な
し
」
と
報
道
し
た
。

一
二
月
に
都
か
ら
高
架
化
試
案
の
発
表
が
あ
っ
た
。
こ
の
試
案
に
対
し
、
各
市
が
意
見
を
出
し
て
都
市
計
画
決
定
に
向
け
て
作
業
が
進

め
ら
れ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
武
蔵
境
駅
構
内
の
高
架
北
側
の
事
業
境
域
線
の
位
置
が
従
前
よ
り
南
に
約
一
五
、
六
メ
ー
ト
ル
下
が
っ
た
。
こ
れ
に

都
道
の
幅
員
を
加
え
る
と
全
体
で
三
六
、
七
メ
ー
ト
ル
相
当
分
が
北
口
駅
前
広
場
用
地
と
し
て
利
用
可
能
な
対
象
地
と
な
る
。
北
側
の
側

道
に
つ
い
て
は
用
途
地
域
に
併
せ
て
六
〜
一
五
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
幅
員
が
明
示
さ
れ
た
。
市
は
、
六
〇
年
五
月
、
都
、
国
鉄
宛
て
に
「
鉄

道
境
域
線
に
つ
い
て
は
了
承
す
る
。
関
連
側
道
に
つ
い
て
は
、
六
メ
ー
ト
ル
に
し
た
い
。
武
蔵
境
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
西
口

改
札
口
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
書
を
送
っ
た
。

六
一
年
五
月
二
九
日
の
複
促
協
総
会
で
は
、
負
担
金
問
題
に
つ
い
て
、「
複
促
協
と
市
長
会
で
都
と
交
渉
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
都
か

ら
は
都
と
沿
線
市
の
負
担
割
合
を
七
対
三
と
す
る
案
が
出
さ
れ
、
市
長
会
は
こ
れ
を
最
終
回
答
と
受
け
止
め
、
了
承
し
た
」
と
い
う
報
告

を
全
会
一
致
で
了
承
し
た
。

国
鉄
分
割
民
営
化

昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
七
月
、
国
鉄
再
建
監
理
委
員
会
は
経
営
破
綻
の
国
鉄
事
業
の
抜
本
的
な
改
善
策
と
し

て
、
分
割
民
営
化
を
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相
に
提
出
。
翌
年
一
一
月
、
国
鉄
改
革
関
連
法
案
が
成
立
し
、
六
二

年
四
月
に
、
国
鉄
は
六
地
域
に
分
割
民
営
化
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
が
発
足
し
た
。
法
案
可
決
後
、
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複
促
協
は
、「
国
鉄
分
割
民
営
化
後
も
連
続
立
交
事
業
の
継
続
」
を
運
輸
（
現
国
土
交
通
）
相
に
、「
事
業
用
地
の
確
保
」
を
国
鉄
総
裁
に

そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
た
。

国
鉄
清
算
事
業
団
で
は
、
債
務
返
済
の
た
め
、
国
鉄
用
地
の
売
却
を
公
表
し
て
い
た
。
分
割
民
営
化
後
、
連
続
立
交
事
業
化
の
計
画
決

定
作
業
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

六
二
年
一
二
月
、
都
は
、
連
続
立
交
事
業
を
進
め
る
た
め
、
事
業
費
の
一
部
を
積
み
立
て
る
連
続
立
交
基
金
を
創
設
し
た
。
こ
の
頃
、

バ
ブ
ル
景
気
で
都
の
財
政
も
税
収
が
好
調
だ
っ
た
。
ま
た
、
都
は
六
三
年
九
月
、「
多
摩
島
し
ょ
振
興
推
進
本
部
」（
本
部
長
都
知
事
）
を

設
置
、
多
摩
地
域
の
都
市
基
盤
の
整
備
、
産
業
振
興
と
自
立
化
を
図
っ
て
い
く
体
制
を
整
え
た
。

同
年
一
〇
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
中
央
線
の
新
タ
イ
プ
の
通
勤
快
速
（
東
京
―
立
川
間
が
七
分
短
縮
）
を
走
ら
せ
、
特
快
・
快
速
・
普
通

な
ど
九
九
本
を
増
発
、
青
梅
線
直
通
の
特
快
を
新
設
す
る
新
ダ
イ
ヤ
を
発
表
し
た
。
し
か
し
増
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
開
か
ず
の
踏
切
の
遮

断
時
間
は
さ
ら
に
長
く
な
っ
た
。

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
三
月
、
市
は
、
鉄
道
連
続
立
体
交
差
化
整
備
基
金
条
例
を
制
定
、
地
元
負
担
額
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
当
面
一
億
円
を
積
み
立
て
た
。
従
前
、
連
続
立
交
の
担
当
は
都
市
開
発
部
長
が
兼
任
し
て
い
た
が
、
同
月
の
人
事
異
動
で
専
任
の

鉄
道
対
策
担
当
係
長
（
六
年
四
月
か
ら
は
担
当
課
長
）
を
配
置
し
て
庁
内
体
制
を
固
め
た
。

一
一
月
、
都
は
、「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
・
立
川
間
複
々
線
・
立
体
化
調
査
委
員
会
」（
一
三
人
）
を
発
足
さ
せ
、
事
業
形
式
、
経
済
波
及

効
果
な
ど
を
多
方
面
か
ら
検
討
し
、
二
年
度
末
に
ま
と
め
る
予
定
で
調
査
に
入
っ
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
の
足

掛
か
り
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
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都
と
Ｊ
Ｒ
・
西
武
鉄
道

が
基
本
協
定

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一
一
月
一
二
日
、
鈴
木
俊
一
都
知
事
と
住
田
正
二
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
長
と
が
連
続
立

交
促
進
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
合
意
内
容
は
、
①
都
市
計
画
決
定
は
、
在
来
線
お
よ
び
計
画
線

（
線
増
分
）
の
四
線
を
同
時
に
行
う
、
②
先
に
在
来
線
の
高
架
化
を
実
施
す
る
、
③
計
画
線
に
つ
い
て
需
要
動
向
、
財
源
確
保
の
方
向
な

ど
を
見
極
め
、
構
造
形
式
の
検
討
を
進
め
る
。
四
年
度
か
ら
基
本
計
画
を
作
成
し
、
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
て
五
年
度
の
都
市
計
画
決

定
を
目
指
す
（
実
際
は
六
年
度
と
な
る
）、
高
架
化
の
事
業
費
は
、
側
道
の
用
地
費
を
含
め
て
約
二
〇
〇
〇
億
円
、
と
な
っ
て
い
た
。

四
年
九
月
、
武
蔵
野
市
議
会
で
は
「
連
続
立
交
事
業
の
促
進
及
び
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
決
議
」
を
可
決
。
こ
の
中
で
、
武
蔵
境

駅
周
辺
の
南
北
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
進
め
る
と
と
も
に
、
連
続
立
交
の
早
期
実
現
へ
の
決
意
を
表
明
し
た
。

同
月
一
六
日
、
都
と
西
武
鉄
道
が
西
武
多
摩
川
線
の
高
架
化
に
つ
い
て
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。
一
二
月
二
三
日
、
五
年
度
の
政
府
予

算
の
国
立
―
立
川
間
約
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
事
業
採
択
さ
れ
、
調
査
費
四
〇
〇
〇
万
円
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
三
鷹
―
国
分
寺
間

約
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
七
年
度
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
調
査
費
四
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
六
年
三
月
一
八
日
、
都

と
Ｊ
Ｒ
は
、
連
続
立
交
事
業
の
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。
事
業
の
費
用
お
よ
び
負
担
な
ど
は
別
途
施
行
協
定
で
決
め
る
、
在
来
線
の
高
架

化
の
費
用
負
担
は
、
建
設
省
と
運
輸
省
に
よ
る
協
定
（
以
下
、
建
運
協
定
と
略
）
に
よ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

都
が
連
続
立
体
交
差

を
都
市
計
画
決
定

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
五
月
一
一
日
、
東
京
都
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
三
鷹
―
立
川
間
の
高
架
複
々
線
化
事
業

と
西
武
多
摩
川
線
の
高
架
化
事
業
を
都
市
計
画
決
定
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
①
鉄
道
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た
街
が
一
体
化
し
、
地
域
の
活
性
化
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
、
②
踏
切

が
な
く
な
り
交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
、
③
踏
切
事
故
が
な
く
な
り
、
道
路
と
鉄
道
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
性
が
向
上
す
る
、
④
新
た
に
生
み

出
さ
れ
る
高
架
下
の
空
間
が
有
効
利
用
で
き
る
、
⑤
鉄
道
輸
送
の
安
全
性
と
輸
送
力
の
増
大
に
寄
与
す
る
、
⑥
各
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
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エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
誰
も
が
快
適
に
使
え
る
、
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
計
画
が
完
成
す
る
と
武
蔵
境
、
東
小
金
井
、
武
蔵
小
金
井
、
国
立
の
四
駅
が
高
架
に
な
る
。
事
業
は
国
庫
補
助
金
と
、
東
京
都
、

武
蔵
野
市
ほ
か
沿
線
五
市
（
三
鷹
、
小
金
井
、
国
分
寺
、
国
立
、
立
川
）、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
武
鉄
道
が
費
用
負
担
し
て
行
う
。

立
体
交
差
化
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
三
鷹
駅
付
近
―
立
川
駅
付
近
ま
で
約
一
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
国
分
寺
―
西
国
分
寺
の
掘

り
割
り
状
の
区
間
を
除
く
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
西
武
多
摩
川
線
の
武
蔵
境
駅
付
近
約
〇
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
一
八
か
所
（
市
内
は
五
宿
、
天
文
台
、
境
西
、
山
中
、
西
原
の
五
か
所
）
の
「
開
か
ず
の
踏
切
」
が
解
消
さ
れ
る

と
と
も
に
、
九
か
所
の
都
市
計
画
道
路
が
立
体
交
差
化
し
、
併
せ
て
高
架
化
に
伴
い
日
影
に
な
る
北
側
に
は
、
六
〜
一
四
メ
ー
ト
ル
（
市

内
は
六
〜
一
三
メ
ー
ト
ル
）
の
側
道
を
設
け
る
。

高
架
化
の
事
業
費
は
約
二
〇
〇
〇
億
円
、
う
ち
約
一
割
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
約
九
割
を
国
、
都
、
地
元
自
治
体
が
負
担
す
る
。

一
方
、
複
々
線
化
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
体
と
な
り
、
高
架
の
地
下
に
二
線
を
増
設
す
る
。
事
業
費
は
約
一
六
〇
〇
億
円
。
複
々

線
化
に
よ
っ
て
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
二
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
混
雑
率
が
一
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
緩
和
さ
れ
る
。

武
蔵
野
市
は
、
同
日
、
高
架
事
業
に
関
連
す
る
三
本
の
側
道
と
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
四
号
線
の
変
更
、
同
三
・
四
・
二
七
号
線

の
計
画
決
定
を
行
っ
た
。

事
業
費
用
の

負
担
割
合

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
六
月
三
〇
日
、
市
議
会
本
会
議
の
行
政
報
告
で
、
都
か
ら
同
意
を
求
め
ら
れ
て
い
た
地
方
財

政
法
に
基
づ
く
事
業
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
説
明
・
報
告
が
行
わ
れ
た
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、「
建
運
協
定
」
に
よ
り
、
鉄
道
側
と
都
市
側
が
一
対
九
の
割
合
で
負
担
す
る
。
都
市
側
負
担
に
つ
い
て
は
国

か
ら
二
分
の
一
の
補
助
を
受
け
、
残
る
二
分
の
一
を
都
が
七
、
沿
線
市
が
三
の
割
合
で
負
担
す
る
。
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沿
線
市
の
負
担
は
線
路
の
延
長
比
で
算
定
す
る
。
武
蔵
野
市
は
、
路
線
延
長
約
九
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
市
内
延
長
が
一
・
六

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
率
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
全
体
事
業
費
一
九
五
〇
億
円
の
う
ち
の
四
一
億
円
、
西
武

多
摩
川
線
の
全
体
事
業
費
七
〇
億
円
の
う
ち
九
億
円
の
負
担
額
と
な
っ
た
（
図
6
―
1
―
1
）。
な
お
、
負
担
額
は
翌
八
年
四
月
に
都
と

Ｊ
Ｒ
と
の
施
行
協
定
に
基
づ
き
減
額
変
更
が
あ
っ
た
。
土
地
価
格
の
下
落
、
仮
線
用
地
の
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
事
業
総
額
は
当
初
の
一
九

五
〇
億
円
か
ら
一
七
二
〇
億
円
と
な
り
、
沿
線
市
負
担
額
は
二
三
〇
億
円
か
ら
二
一
六
億
円
と
な
っ
た
。

武
蔵
野
市
は
四
〇
億
一
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、
西
武
多
摩
川
線
の
九
億
円
と
合
わ
せ
四
九
億
一
〇
〇
〇
万
円
の
負
担
と
な
っ
た
。

七
年
八
月
、
負
担
割
合
の
都
か
ら
の
協
議
に
対
し
、
沿
線
各
市
は
調
整
し
て
「
異
議
な
し
」
と
回
答
し
た
。
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）

年
の
複
促
協
で
の
「
負
担
や
む
な
し
」
の
決
定
か
ら
一
一
年
が
経
過
し
て
負
担
金
問
題
は
決
着
し
た
。

負
担
方
式
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
高
架
化
に
伴
う
交
差
道
路
の
本
数
、
駅
勢
圏
の
利
用
度
合
い
、
沿
線
の
経
済
効
果
、
運
輸
の
利

便
性
な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
が
、
鉄
道
構
造
物
は
課
税
さ
れ
、
延
長
比
で
税
収
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て

高
架
下
の
利
用
、
交
差
道
路
や
完
成
後
の
側
道
も
含
め
、
お
お
む
ね
沿
線
市
の
通
過
距
離
に
比
例
す
る
と
し
て
延
長
比
が
採
用
さ
れ
た
。

一
一
月
二
八
日
、
三
鷹
―
立
川
間
一
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
事
業
認
可
さ
れ
た
。
昭
和
四
四
年
に
複
促
協
が
発
足
し
て
か
ら
実
に
二

六
年
の
年
月
を
要
し
て
、
よ
う
や
く
側
道
の
用
地
買
収
に
着
手
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
完
成
は
一
五
年
度
の
予
定
で
あ
っ
た
。

武
蔵
境
駅
舎
・
広
場
・
街

づ
く
り
協
議
会
が
発
足

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
七
月
一
二
日
、
武
蔵
境
駅
舎
・
広
場
・
街
づ
く
り
協
議
会
（
通
称
「
駅
場
協
」、

会
長
・
高
橋
遼
吉
）
が
発
足
し
た
。
地
元
の
境
を
は
じ
め
境
南
町
、
桜
堤
の
三
地
区
に
あ
る
公
私
立
の
幼

稚
園
、
小
中
学
校
、
高
校
、
大
学
と
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
三
地
区
の
青
少
年
問
題
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
、
防
犯
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

消
防
団
、
商
店
会
、
企
業
か
ら
六
九
人
が
会
員
に
な
っ
た
。
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図 ６― １― １　JR中央線・西武多摩川線連続立体交差化事業費負担割合

連続立交分　国・都・沿線市の負担割合
国が 2分の 1　残りの 2分の 1を都 7・沿線市 3の割合［東京都建設局鉄道関連事業課］

西武多摩川線

中央線

総事業費

1,950

鉄道

420

国・都・
沿線市

1,530

建運協定

170

国 国 5、都・沿線市 5

国・都・沿線市 9、鉄道 1

都 7、沿線市 3

765

都･沿線市

765

都

535

沿線 6市

230

鉄道側増
加増強分

250

事業区分

単位　億円

連続立交複々線

連続立交／複々線

負担割合等 摘要

建運協定

負担割合％

国・都・
沿線市 JR東日本

10
100
55

90
0
45

負担区分

総事業費

70

鉄道

10

国・都・
沿線市

60

建運協定

6.7

国 国 5、都・沿線市 5

国・都・沿線市 9、鉄道 1

都 7、武蔵野市 3

30

都･沿線市

30

都

21

武蔵野市

9

鉄道側増
加増強分

3.3

単位　億円

※注　平成 8年 4月に総事業
　　　費が1,720億円に減額

総延長　　　　9.00　km
武蔵野市域分　1.62　km延長比率18％

負担金額 230×0.18＝41　億円 ①

負担金額 9　億円 ②

負担金合計額 50　億円 ①＋②
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駅
場
協
の
誕
生
に
は
、
そ
の
前
身
と
い
え
る
「
街
づ
く
り
武
蔵
境
地
区
懇
談
会
」（
座
長
・
清
水
忠
男
千
葉
大
学
教
授
・
地
元
住
民
二

〇
人
）
が
あ
り
、
武
蔵
境
駅
舎
と
周
辺
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
構
想
を
ま
と
め
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
官
と
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
駅
舎
を
含
め
た
境
地
区
の
将
来
像
を
考
え
よ
う
と
広
い
層
に
呼
び
か
け
、
再
組
織
し
た
の
が
駅
場
協
で
あ
る
。

駅
場
協
で
は
武
蔵
境
駅
舎
の
建
設
に
関
し
て
、
地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
た
水
と
緑
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
、
四
万
一
〇
三
四
人
の
署
名
を
集
め
、
要
望
書
を
作
成
し
た
。
要
望
事
項
は
、
①
大
き
な
商
業
施

設
を
駅
に
関
連
さ
せ
て
作
ら
な
い
で
ほ
し
い
、
②
改
札
口
を
現
状
よ
り
西
側
に
設
置
し
て
ほ
し
い
、
③
駅
利
用
者
の
た
め
の
十
分
な
駐
輪

ス
ペ
ー
ス
を
高
架
下
に
作
っ
て
ほ
し
い
、④
二
四
時
間
行
き
来
で
き
る
南
北
道
路
を
作
っ
て
ほ
し
い
、⑤
水
と
緑
を
積
極
的
に
導
入
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
、
⑥
お
年
寄
り
や
、
地
域
の
赤
十
字
病
院
の
利
用
者
に
配
慮
し
た
障
害
の
な
い
使
い
や
す
い
駅
に
し
て
ほ

し
い
、
と
い
っ
た
六
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
れ
を
武
蔵
野
市
、
東
京
都
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
武
鉄
道
に
署
名
を
添
え
て
要
望
し
た
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
翌
年
、
住
民
か
ら
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
募
集
。
一
八
五
点
の
応
募
作
品
を
武
蔵
境
開
発
事
務
所
と
西
部
、
桜
堤
、
境
南
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
た
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
市
と
駅
場
協
で
は
「
武
蔵
境
駅
舎
・
周
辺
環
境
整
備
基
本
計
画
」
を

策
定
。
市
は
一
〇
年
九
月
一
八
日
開
催
の
市
議
会
鉄
道
対
策
特
別
委
員
会
で
説
明
の
後
、
都
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
武
鉄
道
に
提
出
し
た
。

武
蔵
境
ら
し
い
駅
と

ま
ち
づ
く
り

こ
の
整
備
基
本
計
画
に
は
、
基
本
方
針
と
し
て
、
①
開
放
感
の
創
出
、
②
水
と
緑
の
導
入
、
③
交
流
の
場
の
創

出
、
④
障
害
の
な
い
環
境
の
創
出
（
福
祉
の
モ
デ
ル
型
）、
⑤
防
災
機
能
の
強
化
、
を
掲
げ
て
い
る
。
外
観
に

つ
い
て
は
、
①
駅
舎
上う
わ

屋や

の
屋
根
は
弧
を
描
く
も
の
に
、
②
自
然
光
が
こ
ぼ
れ
、
ま
た
街
並
み
が
見
渡
せ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
外
壁
面
に
、

③
外
観
は
乾
い
た
土
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
素
材
や
色
彩
に
、
④
上
屋
の
壁
面
に
小
窓
を
、
⑤
駅
舎
北
側
に
隣
接
す
る
連
続
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
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（
旅
客
・
貨
物
を
雨
風
か
ら
守
る
施
設
）
を
設
け
、
緑
の
回
廊
的
空
間
を
、
⑥
駅
と
境
南
ふ
れ
あ
い
公
園
（
仮
称
）
の
連
携
を
考
慮
し
、

二
階
建
て
以
上
の
建
物
を
建
て
な
い
、
⑦
バ
ス
停
か
ら
雨
に
濡
れ
な
い
で
改
札
口
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
⑧
自
由
通
路
の
出
入

り
口
は
緑
を
象
徴
す
る
も
の
、
と
し
た
。

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
二
月
三
日
、
武
蔵
境
駅
北
口
の
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
境
二
丁
目
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武
蔵
境
ら

し
い
駅
と
ま
ち
づ
く
り
」
が
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
伊
藤
滋
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
）
の
基
調
講
演
の
あ
と
、
同

教
授
と
土
屋
市
長
、
清
水
忠
男
（
千
葉
大
学
教
授
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発
言
し
た
。

一
三
年
一
二
月
に
は
、
駅
場
協
設
立
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
榛
村
純
一
掛
川
市
長
が
「
掛
川
市
に
お
け
る
市
民
参
加
型
駅
づ
く

り
の
思
い
出
」
を
基
調
講
演
）
が
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、「
行
政
と
市
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
新
し
い
時
代
の
関
係

と
は
」
を
テ
ー
マ
に
掛
川
市
長
、
伊
藤
滋
、
土
屋
市
長
が
発
言
し
た
。

掛
川
市
長
は
新
幹
線
を
掛
川
駅
に
停
車
さ
せ
る
た
め
、
駅
の
建
設
費
一
三
五
億
円
の
全
額
地
元
負
担
を
約
束
、
う
ち
三
〇
億
円
を
六
万

三
〇
〇
〇
人
の
市
民
募
金
で
実
現
し
た
苦
労
話
を
披
露
し
た
。

一
四
年
一
二
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
武
蔵
境
駅
の
デ
ザ
イ
ン
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
案
は
、
駅
場
協
の
意
見
・
要
望
を
基
に
、
市
が
策

定
し
た
「
武
蔵
境
駅
舎
・
周
辺
環
境
整
備
基
本
計
画
」
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
お
り
、「
波
型
大
屋
根
上
屋
」
は
Ｊ
Ｒ
と
西
武
鉄
道
を
分
割
し

な
い
一
体
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
の
案
は
、
一
二
月
一
三
日
、
市
議
会
特
別
委
員
会
で
も
報
告
さ
れ
た
。

駅
場
協
で
は
、
一
一
年
一
一
月
か
ら
毎
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
バ
ザ
ー
を
開
催
。
収
益
金
を
市
民
募
金
と
し
て
市
に
寄
付
す
る
こ
と
に
し

た
。
一
二
年
に
は
市
民
募
金
箱
を
設
置
し
た
。
市
民
を
は
じ
め
地
元
の
武
蔵
境
自
動
車
教
習
所
（
境
二
丁
目
）
か
ら
の
寄
付
も
あ
り
、
一

五
年
三
月
に
市
民
募
金
の
五
〇
〇
万
円
が
、
さ
ら
に
一
六
年
六
月
に
二
〇
四
万
円
（
合
計
七
〇
四
万
円
）
が
駅
場
協
か
ら
武
蔵
野
市
に
手
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渡
さ
れ
た
。

市
で
は
、
一
五
年
一
二
月
、「
武
蔵
野
市
武
蔵
境
市
民
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
」（
→
資
料
編
）
を
制
定
し
た
。
こ
の
条
例
は
「
市
民
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
武
蔵
境
駅
舎
の
改
築
に
伴
い
、
付
随
す
る
施
設
及
び
そ
の
周
辺
の
環
境
の
整
備
に
必
要
な
資
金
に
あ
て

る
た
め
」
と
し
て
い
る
。
駅
場
協
で
は
、
一
五
年
七
月
に
「
武
蔵
境
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を
創
刊
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
駅
舎
・
広

場
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
交
流
を
図
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

高
架
工
事
着
工
式
典

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
三
月
、
中
央
線
高
架
工
事
が
始
ま
っ
た
。
同
月
一
八
日
、
記
念
式
典
が
、
武
蔵
境

駅
北
口
の
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。
青
島
幸
男
東
京
都
知
事
、
松
田
昌ま
さ

士た
け

東
日
本
旅
客
鉄
道
社
長
、

土
屋
市
長
は
じ
め
中
央
沿
線
二
市
の
市
長
、
建
設
省
技
監
、
運
輸
省
局
長
ら
約
三
〇
〇
人
が
出
席
。
青
島
知
事
は
「
財
源
の
確
保
を
国
に

要
請
し
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
」、
複
促
協
会
長
・
青
木
久
立
川
市
長
は
「
昭
和
四
四
年
に
複
促
協
が
発
足
し
て
三
〇
年
で
高
架
化
に

達
し
た
」、
松
田
Ｊ
Ｒ
社
長
は
「
中
央
線
は
一
番
大
切
な
路
線
な
の
に
増
発
も
速
度
を
上
げ
る
の
も
限
界
だ
っ
た
。
こ
れ
で
一
気
に
解
決

す
る
」、
土
屋
市
長
は
「
東
京
西
部
地
域
の
大
動
脈
、
輸
送
の
根
幹
で
あ
る
。（
中
央
線
を
挟
ん
だ
）
南
北
地
域
の
一
体
化
は
永
年
の
沿
線

各
市
の
悲
願
。
三
多
摩
全
体
の
南
北
交
通
の
改
善
に
効
果
を
発
揮
し
経
済
的
影
響
は
は
か
り
し
れ
な
い
」
と
挨
拶
し
た
。
式
典
後
、
武
蔵

境
駅
北
口
の
仮
線
用
地
で
、
都
知
事
以
下
代
表
に
よ
っ
て
く
わ
入
れ
式
が
行
わ
れ
た
。

高
架
化
事
業
の
概
要

と
施
工
順
序

高
架
化
事
業
の
概
要
と
工
事
の
施
工
順
序
は
、
図
6
―
1
―
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
央
線
の
高
架
化
施
工
方

法
は
三
段
階
。
第
一
段
階
は
、
在
来
線
の
北
側
に
用
地
を
確
保
し
、
仮
線
、
仮
駅
舎
を
整
備
、
在
来
線
を
切
り

替
え
る
。
第
二
段
階
は
、
在
来
線
を
移
し
て
で
き
た
用
地
に
複
線
高
架
橋
を
建
設
、
仮
線
を
こ
の
高
架
に
切
り
替
え
る
。
第
三
段
階
は
、

在
来
線
が
高
架
に
切
り
替
わ
っ
た
後
、
仮
線
や
踏
切
施
設
の
撤
去
を
行
い
完
了
す
る
。
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西
武
多
摩
川
線
の
場
合
、
駅
舎
部
分
は
駅
南
側
に
高
架
橋
を
作
る
（
図
6
―
1
―
3
）。
そ
の
後
、
仮
駅
施
設
を
作
る
。
第
二
段
階
で

線
路
を
高
架
橋
に
切
り
替
え
る
。
第
三
段
階
で
仮
ホ
ー
ム
を
撤
去
し
、
残
り
の
高
架
橋
を
作
る
。
駅
舎
や
改
札
口
を
高
架
下
に
設
置
し
て

完
成
。
駅
部
以
外
の
一
般
部
は
、
ま
ず
第
一
段
階
で
線
路
を
仮
線
に
切
り
替
え
る
。
第
二
段
階
で
在
来
線
部
分
に
高
架
橋
を
作
る
。
そ
の

後
、
線
路
を
高
架
橋
に
切
り
替
え
て
完
成
と
な
る
。

用
地
買
収
難
航

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
一
二
月
一
〇
日
の
市
議
会
特
別
委
員
会
で
、
高
架
化
事
業
の
市
内
の
用
地
買
収
の
進
捗

状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。

都
の
買
収
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
武
蔵
野
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
側
道
は
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
同
時
に
、
用
地
買
収
の
遅
れ
か

ら
高
架
化
事
業
の
完
成
年
度
を
五
年
間
延
期
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

図 ６― １― ２　連続立体交差事業の
概要　JR中央線

［連続立体交差事業の概要］
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図 ６― １― ３　連続立体交差事業の概要　西武鉄道多摩川線

［連続立体交差事業の概要］
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東
側
区
間
（
三
鷹
―
国
分
寺
間
）
で
は
下
り
線
が
一
七
年
度
、
上
り
線
は
一
八
年
度
と
な
る
。
西
側
区
間
（
国
分
寺
―
立
川
間
）
で
は
、

下
り
線
が
一
九
年
度
、
上
り
線
が
二
〇
年
度
完
成
予
定
と
な
る
。

な
お
、
武
蔵
小
金
井
駅
付
近
の
農
地
が
仮
線
用
地
と
し
て
借
用
で
き
な
い
こ
と
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。
仮
線
用
地

が
生
産
緑
地
に
当
た
る
た
め
、
仮
線
に
使
用
し
た
場
合
借
地
料
が
数
千
万
円
に
な
り
、
遡
っ
て
相
続
税
を
数
千
億
円
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
土
屋
市
長
と
稲
葉
孝
彦
小
金
井
市
長
は
、
打
開
策
は
な
い
も
の
か
と
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
主
税
局
、
国
税
局
な
ど
に
出
向
い
た
。

そ
の
際
、「
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
建
設
省
か
ら
の
改
正
要
求
が
出
て
く
る
必
要
が
あ
る
」
と

い
う
助
言
を
受
け
た
。
今
度
は
青
山
佾
都
副
知
事
と
と
も
に
建
設
省
に
出
向
く
。
そ
こ
で
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
を
要
望
す
る
。
そ
の

結
果
、
一
二
年
八
月
に
建
設
省
の
制
度
改
正
要
望
の
中
に
、
農
地
を
一
時
使
用
す
る
際
の
納
税
猶
予
の
特
例
を
適
用
す
る
た
め
の
租
税
特

別
措
置
法
の
改
正
が
入
っ
た
。
翌
年
三
月
に
同
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
で
、
武
蔵
小
金
井
駅
付
近
の
当
該
農
地
が
同
法
の
適
用

第
一
号
と
な
っ
た
。

一
三
年
八
月
に
武
蔵
野
市
域
部
分
の
用
地
買
収
が
完
了
し
た
。
全
線
の
用
地
取
得
が
終
わ
っ
た
の
は
一
五
年
三
月
で
あ
る
。

一
三
年
三
月
三
〇
日
、
三
鷹
―
東
小
金
井
間
の
仮
線
工
事
契
約
締
結
。
五
月
二
五
日
、
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
で
説
明
会
。
い
よ
い
よ
着
工
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

中
央
線
上
り
仮
線
路
、

切
り
替
え
工
事

中
央
線
開
通
以
来
最
大
の
工
事
と
い
わ
れ
る
三
鷹
―
国
分
寺
間
の
上
り
線
を
北
側
の
仮
線
に
移
す
工
事
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
九
月
二
七
〜
二
八
日
に
行
わ
れ
た
。
三
鷹
―
立
川
間
の
ダ
イ
ヤ
は
、
運
休
や
単
線
運

転
で
大
幅
に
変
更
と
な
っ
た
。
特
急
あ
ず
さ
な
ど
は
、
立
川
駅
や
八
王
子
駅
か
ら
の
発
着
と
な
っ
た
。
当
日
は
、
バ
ス
一
〇
〇
数
十
台
に

よ
る
代
替
輸
送
を
行
っ
た
が
、
三
鷹
駅
な
ど
に
は
バ
ス
を
待
つ
乗
客
で
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
工
事
は
二
八
日
の
午
前
六
時
ご
ろ
に
は
終
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了
す
る
予
定
だ
っ
た
。
が
、
新
設
し
た
仮
線
路
の
ポ
イ
ン
ト
（
線
路
分
岐
器
）
や
、
踏
切
が
正
常
に
作
動
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
こ

の
た
め
、
運
転
再
開
予
定
時
刻
か
ら
八
時
間
近
く
上
下
線
と
も
運
休
し
、
復
旧
し
た
の
は
午
後
一
時
五
二
分
で
、
約
一
八
万
人
の
乗
客
に

影
響
が
出
た
。
原
因
は
初
歩
的
な
配
線
ミ
ス
だ
っ
た
。
翌
二
九
日
、
国
土
交
通
省
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大
塚
社
長
に
再
発
防
止
を
指
導
、

同
社
長
は
記
者
会
見
で
陳
謝
し
た
。
ま
た
、
三
〇
日
の
都
議
会
で
も
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
連
日
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
た
。

上
り
仮
線
の
開
通
で
、
踏
切
を
横
断
す
る
距
離
が
長
く
な
っ
た
。
踏
切
の
遮
断
時
間
が
さ
ら
に
延
び
、
人
や
車
が
渡
り
き
れ
ず
に
人
身

事
故
も
起
こ
り
か
ね
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
さ
き
に
武
蔵
野
市
と
小
金
井
市
の
両
市
長
が
都
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
申
し
入
れ
て

い
た
西
原
（
境
南
町
四
丁
目
）
の
仮
歩
道
橋
が
一
六
年
三
月
一
五
日
に
開
通
し
た
。
延
長
一
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
で
南

北
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
付
い
た
。

西
武
多
摩
川
線
の
切
り
替
え
工
事
は
、
第
一
次
が
一
六
年
四
月
一
七
〜
一
八
日
に
、
第
二
次
が
六
月
二
六
日
、
第
三
次
が
一
七
年
三
月

五
日
に
行
わ
れ
完
了
し
た
。

東
側
区
間（
三
鷹
�
国
分
寺
間
）

下
り
全
線
が
仮
線
に
移
行

東
側
区
間
の
下
り
線
の
仮
線
へ
の
切
り
替
え
工
事
が
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
一
一
月
七
日
午

前
〇
時
二
〇
分
頃
か
ら
六
時
二
〇
分
の
間
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
工
事
で
上
下
線
と
も
仮
線
路
に
な
る

た
め
、
踏
切
の
長
さ
は
着
工
前
と
同
じ
に
な
る
。
工
事
に
伴
い
、
こ
の
間
、
三
鷹
―
国
分
寺
間
で
電
車
は
運
休
と
な
り
、
バ
ス
に
よ
る
代

替
輸
送
と
な
っ
た
。
前
年
の
上
り
線
切
り
替
え
時
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
利
用
客
に
迷
惑
を
か
け
た
が
、
下
り
線
は
大
き
な
混
乱
も

な
く
無
事
終
了
し
た
。
仮
線
の
切
り
替
え
が
終
わ
り
、
一
一
月
一
〇
日
、
次
に
始
ま
る
高
架
橋
工
事
説
明
会
が
、
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
席
上
、
三
鷹
―
立
川
間
の
全
体
の
事
業
完
成
は
、
二
二
年
度
を
予
定
し
て
い
る
と
の
説
明
が
都
か
ら
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
一
八
年
一
二
月
九
日
に
西
武
多
摩
川
線
の
武
蔵
境
―
新
小
金
井
間
の
高
架
化
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
中
央
線
三
鷹
―
国
分
寺
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間
の
下
り
線
の
高
架
化
が
一
九
年
七

月
一
日
に
完
了
し
た
。

こ
の
西
武
線
と
中
央
線
下
り
の
高

架
化
に
よ
っ
て
開
か
ず
の
踏
切
の
遮

断
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

高
架
化
事
業
は
、
当
初
予
定
し
て

い
た
工
期
が
二
二
年
度
末
ま
で
延
長

さ
れ
、全
線
開
通
は
先
送
り
さ
れ
た
。

遅
延
理
由
と
し
て
、
地
元
負
担
金
問

題
、
国
鉄
分
割
民
営
化
、
バ
ブ
ル
景

気
に
よ
る
地
価
の
異
常
高
騰
、
用
地

の
取
得
難
航
な
ど
の
問
題
が
山
積
し

て
お
り
、解
決
に
時
間
が
掛
か
っ
た
。

鉄
道
を
持
ち
上
げ
る
の
は
重
い
。

表 ６― １― ３　JR中央線・三鷹―立川間連続立体交差化
　および複々線化計画の主な経緯

昭和44年 4 月 中央線・荻窪―三鷹間複々線高架化使用開始
6 月 三鷹―立川間立体化複々線促進協議会発足

５５〜　　
中央線・三鷹―立川間他連続立体交差事業調査を実施

５6年度
５9年1２月 東京都が高架化案を発表
61年 8 月 武蔵境駅北口広場の都市計画決定
6２年 4 月 国鉄分割民営化

平成元年 4 月 武蔵境駅開設100年記念事業実施
３ 年11月 都知事とJR東日本社長が本事業について合意
4 年1２月 西側区間（立川―国分寺間）事業が認められる
6 年 ５ 月 中央線・西武線の都市計画決定

1２月 東側区間（三鷹―国分寺間）事業が認められる
7 年11月 三鷹―立川間で事業認可・事業着手
8 年 7 月 武蔵境駅舎・広場・街づくり協議会発足
11年 ３ 月 着工記念式典開催
1３年 ３ 月 東側区間・全線で工事着工

8 月 武蔵野市域全区間（都買収区域含む）買収完了
1５年 ３ 月 西武多摩川線・事業認可

武蔵境仮駅舎使用開始
9 月 東側区間・仮上り線切り替え

16年11月 中央線東側区間下り全線が仮線に移行
18年1２月 西武多摩川線高架切り替え
19年 7 月 中央線（東側区間）下り線高架化
２1年 1 月 中央線（西側区間）下り線高架化

1２月 中央線（東側区間）上り線高架化
２２年11月 中央線（西側区間）上り線高架化

［まちづくり推進課］
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第
二
節　

三
駅
周
辺
が
再
開
発
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

一　

吉
祥
寺
圏
の
整
備
・
懸
案
の
北
口
広
場
が
完
成

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
再
開
発
は
、
戦
後
い
ち
早
く
そ
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た

構
想
案
が
何
度
と
な
く
検
討
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
九
月
に
は
、
国
立
市
に
移
転
し
た
東
京
女
子
体
育
短
期
大
学
（
通

称
音
体
）
跡
地
（
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
）
の
借
地
権
を
市
は
買
収
し
、
三
七
年
三
月
、
こ
の
跡
地
を
有
効
活
用
し
た
「
吉
祥
寺
駅
周
辺
の

改
造
計
画
案
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
は
「
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
中
央
線
中
野
―
三
鷹
間
の
複
々
線
高
架
化
事
業
」
の
計
画
案
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
再
開
発
の
機
運
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
都
市
計
画
は
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
二
三
日
に
計
画
決
定
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
四
本
の
都
市
計
画
道
路
を
線
引

き
し
た
。
①
通
称
吉
祥
寺
大
通
り
・
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
一
四
号
吉
祥
寺
駅
南
口
線
（
旧
一
・
三
・
一
号
線
）、
②
通
称
吉
祥
寺
大

通
り
・
同
三
・
三
・
一
五
号
吉
祥
寺
駅
北
口
線
（
旧
一
・
三
・
二
号
線
、
Ａ
道
路
と
も
い
う
）、
③
通
称
平
和
通
り
・
同
三
・
四
・
四
号

吉
祥
寺
平
和
通
り
線
（
旧
二
・
二
・
四
号
線
）、
④
通
称
本
町
新
道
・
同
三
・
四
・
八
号
吉
祥
寺
本
町
線
（
旧
二
・
二
・
五
号
線
、
Ｂ
道

路
と
も
い
う
）
の
四
本
で
あ
る
。
紆
余
曲
折
を
経
て
四
一
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
事
業
決
定
の
認
可
を
取
っ
て
実
施
（
③
は
東
京
都
施
工
）

に
こ
ぎ
つ
け
た
。

943　第二節　三駅周辺が再開発でイメージアップ



ま
た
、
音
体
跡
地
の
ビ
ル
に
接
続
さ
せ
、
市
街
地
再
開
発
に
も
必
要
な
、
将
来
の
町
割
り
の
基
本
と
な
る
二
本
の
区
画
道
路
も
計
画
し

た
。
東
西
線
は
通
称
元
町
通
り
（
市
道
第
一
八
九
号
線
）、
南
北
線
は
通
称
つ
ば
め
通
り
（
市
道
第
一
九
〇
号
線
）
で
あ
る
が
、
こ
の
二

本
を
Ｔ
字
型
に
配
置
し
て
、
人
の
流
れ
（
回
遊
性
）
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
道
路
で
あ
る
。
四
二
年
四
月
四
日
に
認
定
の
公
示
を
し
た
。

吉
祥
寺
駅
北
口
広
場
は
、
②
の
事
業
に
入
る
。
広
場
の
面
積
一
万
〇
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
Ａ
道
路
の
一
部
分
を
取
り
込
ん
だ
面

積
と
な
っ
て
い
る
（
Ａ
道
路
は
四
六
年
四
月
一
日
に
供
用
を
開
始
し
て
い
る
）。

当
初
、
事
業
期
間
は
七
か
年
計
画
で
出
発
し
た
が
、
数
多
く
の
難
関
に
ぶ
つ
か
り
、
事
業
期
間
を
四
回
も
変
更
、
一
四
年
も
延
長
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
事
業
の
核
心
部
分
で
あ
っ
た
駅
前
の
広
場
用
地
買
収
が
難
航
し
、
そ
の
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。

昭
和
五
八
年
五
月
に
就
任
し
た
土
屋
市
長
は
、「
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
吉
祥
寺
の
発
展
と
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
が
出
る
」

と
判
断
し
た
。
六
月
の
初
市
議
会
の
施
政
方
針
演
説
で
、
市
長
は
「
吉
祥
寺
駅
北
口
広
場
用
地
の
買
収
は
、
駅
周
辺
開
発
事
業
の
中
で
残

さ
れ
た
極
め
て
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
代
替
施
設
な
ど
の
総
合
的
な
検
討
を
加
え
、
早
期
の
解
決
に
向
か
っ
て
最
大
の
努
力
を
す
る
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

広
場
部
分
に
は
未
買
収
地
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
買
収
に
必
要
な
課
題
を
個
別
に
洗
い
出
し
た
。
土
地
面
積
の
実
測
、
建
物
の
構
造
、

営
業
状
態
な
ど
、
補
償
額
を
決
め
る
た
め
の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
し
た
庁
内
体
制
を
整
え
た
。
買
収
を
担
当
す
る
用
地

部
の
メ
ン
バ
ー
を
一
新
し
、
建
設
部
、
都
市
開
発
部
と
の
連
携
も
密
に
す
る
体
制
を
し
い
た
。

関
係
機
関
へ
の
協
力
要
請

同
時
に
武
蔵
野
市
開
発
公
社
の
執
行
体
制
も
強
化
し
た
。
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
四
月
ま
で
は
同
公

社
の
理
事
長
は
助
役
が
兼
任
し
て
い
た
が
、
五
月
か
ら
は
専
任
と
し
て
、
理
事
長
に
臼
井
鶴
満
（
都
市
開

発
部
開
発
公
社
担
当
参
事
）
が
就
任
し
た
。
技
術
担
当
の
参
事
も
置
い
た
。
事
務
所
を
Ｆ
＆
Ｆ
ビ
ル
内
か
ら
吉
祥
寺
駅
東
側
ガ
ー
ド
下
に
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移
転
、
一
二
月
に
は
、
市
の
事
業
に
協
力
す
る
た
め
、
同
公
社
の
寄
付
行
為
に
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
加
え
た
。

ま
も
な
く
未
買
収
の
該
当
者
に
斡
旋
す
る
代
替
施
設
と
し
て
、
ビ
ル
の
建
設
が
始
ま
り
、
六
一
年
三
月
に
、
同
公
社
第
二
ビ
ル
（
通
称

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
）、
同
年
八
月
に
は
同
第
三
ビ
ル
（
通
称
ミ
ッ
シ
ェ
ル
Ⅱ
・
同
）
が
完
成
し
た
。

広
場
用
地
の
買
収
は
、
五
五
～
五
七
年
度
は
一
件
も
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
五
八
年
度
の
国
庫
補
助
が
打
ち
切
ら
れ

た
。
こ
の
た
め
、
市
長
、
助
役
が
国
に
要
請
を
行
っ
た
結
果
、
五
九
年
三
月
七
日
に
四
回
目
の
事
業
期
間
の
変
更
認
可
が
下
り
た
。

北
口
駅
前
広
場
の
未
買
収
は
二
七
件
だ
っ
た
。
建
設
省
、
東
京
都
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
と
協
議
し
、
五
九
～
六
一
年
度
ま
で
三
か
年
の

事
業
執
行
期
間
に
延
長
し
た
。
第
二
期
長
期
計
画
第
一
次
調
整
計
画
（
昭
和
六
〇
～
六
五
年
度
＝
平
成
二
年
度
）
で
は
、
北
口
広
場
完
成

を
市
政
の
重
点
事
業
の
第
一
に
掲
げ
た
。

五
九
年
三
月
五
日
の
市
議
会
本
会
議
の
施
政
方
針
演
説
で
、
市
長
は
、「
北
口
広
場
用
地
の
取
得
が
難
航
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度

は
執
行
体
制
を
さ
ら
に
一
層
強
化
し
、
法
的
措
置
を
含
め
、
不
退
転
の
決
意
で
、
解
決
に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
」
と
表
明

し
た
。

土
地
収
用
法
適
用
の
準
備

市
長
が
施
政
方
針
で
述
べ
た
「
法
的
措
置
」
と
は
、
土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
昭
和
五
九

（
一
九
八
四
）
年
度
に
入
り
、
早
速
土
地
収
用
法
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
に
取
り
掛
か
っ
た
。
ま
ず
、「
都

市
計
画
事
業
等
用
地
買
収
対
策
専
門
委
員
」（
五
九
年
一
一
月
二
二
日
規
則
公
布
）
制
度
を
設
置
し
、
弁
護
士
の
古
瀬
駿
介
、
近
藤
勝
の

二
人
に
委
嘱
し
た
。
二
人
の
専
門
委
員
は
「
土
地
収
用
法
の
適
用
を
た
め
ら
っ
て
い
て
は
、
か
え
っ
て
市
民
に
損
害
を
与
え
る
。
大
局
的

に
市
民
の
権
利
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
導
・
助
言
を
し
た
。
事
業
担
当
部
課
の
調
査
・
研
究
が
続
い
た
。

土
地
収
用
法
で
は
、
対
象
と
な
る
土
地
の
収
用
の
手
続
き
を
保
留
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
事
業
決
定
の
申
請
と
同
時
に
、
知
事
に
申
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立
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
用
の
手
続
き
を
開
始
す
る
に
は
、
事
業
決
定
の
告
示
の
あ
っ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
申
し
立
て

を
し
な
け
れ
ば
将
来
に
向
か
っ
て
効
力
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
決
定
時
に
は
旧
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
経
過
措
置
と
し
て
、
事
業
決
定
時
に
駅
前
広
場
部
分
の
土
地
が
保

留
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
、三
年
以
上
が
経
過
し
て
い
た
が
、「
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
」を
す
れ
ば
効
力
が
生
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
で
、

土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吉
祥
寺
駅
北
口
広
場
の
収
用
の
手
続
き
開
始
の
告
示
日
は
、
表
向
き
に
は
不
明
と
し
て
い
た
が
、
六
〇
年
三
月
一
日
を
「
Ｘ
デ
ー
」
と

し
、
こ
の
日
を
も
っ
て
土
地
価
格
を
固
定
、
一
切
売
買
価
格
は
上
げ
な
い
、
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
五
九
年
末
頃
か
ら
、
こ
れ
ま
で
用

地
買
収
を
持
ち
か
け
て
も
会
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
該
当
者
に
は
、
用
地
部
の
職
員
が
連
日
攻
勢
を
か
け
た
。

北
口
駅
前
広
場
の
事
業
面
積
は
Ａ
道
路
部
分
を
除
く
と
七
〇
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
用
地
な
ど
を
除
い
て
、

す
で
に
六
〇
年
一
月
一
七
日
ま
で
に
、
四
五
人
の
地
権
者
の
計
三
七
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
買
収
が
終
わ
っ
て
い
た
。
残
る
の
は
四
五
一

平
方
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
う
ち
三
四
人
の
地
権
者
の
三
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
協
議
の
目
途
は
立
っ
て
い
た
が
、
最
後

ま
で
買
収
協
議
に
応
じ
な
い
四
人
の
地
権
者
（
一
二
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
し
、
市
は
、
測
量
の
立
ち
会
い
を
求
め
る
文
書
を
出
し
「
一

月
二
三
日
に
測
量
す
る
」
と
通
告
し
た
。
収
用
法
適
用
前
の
、
地
権
者
立
ち
会
い
に
よ
る
測
量
（
権
利
調
査
）
は
、
予
想
と
は
違
っ
て
何

の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
買
収
協
議
は
一
向
に
進
展
し
な
い
た
め
、
市
長
は
土
地
収
用
法
の
適
用
に
つ
い
て
、
六
〇
年
一
月
二
八
日
の
市
議
会
全
員
協

議
会
、
翌
二
九
日
に
は
市
都
市
計
画
審
議
会
で
説
明
し
、
了
解
を
得
た
。

二
月
八
日
に
は
、
東
京
都
知
事
に
土
地
収
用
法
第
三
四
条
に
基
づ
く
「
手
続
き
開
始
の
申
し
立
て
」
を
行
い
、
三
月
一
日
、
都
知
事
に
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よ
る
「
手
続
き
開
始
の
告
示
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
都
収
用
委
員
会
が
、
事
業
者
と
権
利
者
と
の
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
四
件
に
つ

い
て
和
解
が
成
立
し
た
。
残
る
一
件
に
つ
い
て
も
、
何
と
か
協
議
の
目
途
が
立
っ
た
と
し
て
、
六
一
年
一
月
九
日
、、
裁
決
申
請
を
取
り

下
げ
た
。
最
終
調
印
は
、
六
一
年
二
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
裁
決
申
請
を
行
わ
な
い
権
利
者
で
未
買
収
の
該
当
者
に
は
折
衝
を

重
ね
、
六
〇
年
一
一
月
二
八
日
ま
で
に
買
収
契
約
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
で
駅
前
広
場
用
地
の
買
収
契
約
は
終
了
し
、
建
築
物
は
年
度

内
に
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
た
。
六
一
年
四
月
末
、
土
地
の
引
き
渡
し
が
完
了
。
土
地
収
用
法
に
よ
る
強
制
収
用
に
至
る
こ
と
な
く
、
吉
祥

寺
駅
北
口
広
場
用
地
の
全
て
を
、
市
は
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

土
地
価
格
の
急
騰

土
地
収
用
法
適
用
の
手
続
き
を
開
始
し
た
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
三
月
か
ら
六
二
年
に
か
け
て
、
日
本
経
済

は
バ
ブ
ル
時
代
に
入
り
、
土
地
価
格
が
株
価
な
ど
と
と
も
に
急
騰
し
た
。
吉
祥
寺
本
町
一
丁
目
の
ダ
イ
ヤ
街
の
土

地
公
示
価
格
は
、
六
〇
年
一
月
に
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
三
〇
万
円
だ
っ
た
が
、
六
二
年
一
月
に
は
八
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
ほ
ど

で
あ
る
。

六
〇
年
三
月
一
日
（
Ｘ
デ
ー
）
に
買
収
す
る
土
地
価
格
を
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
買
収
費
も
倍
増
し
、
財
政
負
担
も
大
幅
に
増
大

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
収
用
法
適
用
を
決
断
し
実
行
し
た
時
機
は
適
時
で
あ
り
、
幸
運
で
あ
っ
た
。

広
場
造
成

用
地
買
収
が
終
わ
り
、
広
場
造
成
の
詰
め
に
入
っ
た
。
広
場
造
成
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
交
通
体
系
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

が
問
題
で
あ
っ
た
。
駅
周
辺
全
体
を
見
通
し
た
交
通
処
理
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
路
線
バ
ス
の
回
し
方
で
あ
る
。
昭
和
五
九

（
一
九
八
四
）
年
か
ら
六
〇
年
に
駅
周
辺
の
路
線
バ
ス
の
運
行
経
路
調
査
や
交
通
状
況
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
通
称
本
町
新
道
・
市
道
第

二
二
五
号
線
（
伊
勢
丹
の
北
側
の
道
）
を
一
方
通
行
に
し
て
、
駅
北
口
を
中
心
と
す
る
大
き
な
ロ
ー
タ
リ
ー
を
想
定
し
て
バ
ス
を
回
す
案

も
あ
っ
た
が
、
市
、
警
察
、
バ
ス
会
社
が
協
議
し
た
結
果
、
従
来
の
も
の
と
基
本
的
に
は
同
じ
に
な
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
つ
い
て
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は
、
北
口
駅
前
広
場
内
に
設
置
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
広
場
が
タ
ク
シ
ー
で
混
雑
し
な
い
よ
う
に
、
吉
祥
寺
大
通
り
（
Ａ
道
路
）
の
ガ
ー

ド
下
周
辺
で
乗
降
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
配
置
な
ど
広
場
の
平
面
計
画
は
、
今
後
の
交
通
状
況
を
見
た
う
え
で
再

検
討
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
の
観
点
か
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
境
は
大
型
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
植
栽
を
施
し
た
形
に
し
た
。
火
災
に
備

え
、
広
場
の
地
下
に
一
〇
〇
ト
ン
の
貯
水
槽
を
設
置
し
た
こ
と
も
広
場
造
成
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

広
場
の
造
成
案
は
、
六
一
年
五
月
の
建
設
委
員
会
に
説
明
、
地
元
商
店
会
な
ど
に
も
説
明
し
、
武
蔵
野
警
察
署
と
の
協
議
を
経
て
七
月

中
旬
、
最
終
的
な
基
本
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
工
事
は
国
庫
と
都
費
の
補
助
事
業
と
し
て
施
工
す
る
た
め
、
都
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
設

計
を
進
め
た
。
広
場
造
成
工
事
契
約
は
、
九
月
三
〇
日
の
市
議
会
本
会
議
で
議
決
さ
れ
、
現
場
に
着
手
し
た
の
は
一
〇
月
二
三
日
と
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
に
、
先
行
工
事
と
し
て
防
火
貯
水
槽
の
埋
設
や
電
線
類
の
地
中
化
、
ガ
ス
管
・
水
道
管
の
移
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

隣
接
す
る
三
菱
銀
行
の
建
築
工
事
と
の
調
整
を
行
い
、
駅
利
用
者
の
安
全
を
図
り
、
路
線
バ
ス
の
運
行
も
維
持
し
な
が
ら
、
加
え
て
、
現

場
は
曲
線
の
多
い
道
路
形
態
の
築
造
や
技
術
を
要
す
る
信
楽
焼
の
透
水
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
も
あ
っ
て
、
昼
夜
に
わ
た
る
苦
労
の
多
い
冬
場
の

工
事
と
な
っ
た
。
最
後
と
な
っ
た
交
通
信
号
柱
の
設
置
な
ど
、
全
て
の
工
事
が
完
了
し
た
の
は
六
二
年
三
月
一
四
日
、
工
事
費
の
総
額
は

二
億
九
六
五
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

駅
前
広
場
完
成
記
念

事
業
と
式
典

昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
一
〇
月
二
三
日
の
都
市
計
画
決
定
か
ら
二
二
年
余
、
四
一
年
一
二
月
二
〇
日
の
事

業
決
定
か
ら
二
〇
年
余
の
年
月
を
か
け
、
市
政
の
重
点
施
策
で
あ
っ
た
吉
祥
寺
駅
北
口
広
場
が
、
六
二
年
三
月

に
完
成
し
た
。
完
成
を
記
念
す
る
事
業
を
行
う
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

駅
前
広
場
完
成
「
’87
春
・
吉
祥
寺
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
三
月
二
一
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
、
北
口
駅
前
広
場
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

シ
ョ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
パ
レ
ー
ド
、
バ
ザ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
売
り
出
し
、
記
念
は
が
き
、
観
光
た
ば
こ
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
オ
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レ
ン
ジ
カ
ー
ド
、
お
座
敷
列
車
の
旅
な
ど
、
多
彩
に
繰
り
広
げ
、
広
場
の
完
成
を
市
民
と
と
も
に
祝
っ
た
。

完
成
記
念
式
典
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
三
月
三
一
日
午
前
一
一
時
か
ら
北
口
駅
前
広
場
で
挙
行
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
、
鈴
木
俊
一

都
知
事
の
出
席
を
は
じ
め
、
都
議
会
議
長
、
地
元
選
出
の
衆
議
院
議
員
、
都
市
長
会
会
長
、
元
・
前
武
蔵
野
市
長
、
建
設
省
都
市
局
長
、

国
鉄
東
京
第
二
工
事
局
長
ら
が
参
列
し
た
。

駅
前
広
場
完
成

に
よ
る
効
果

駅
前
広
場
は
、
そ
の
駅
に
降
り
立
っ
た
人
に
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
「
都
市
の
顔
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
ま
た
鉄
道
や
バ
ス
の
利
用
者
に
は
、
ア
ク
セ
ス
の
便
利
な
「
交
通
空
間
」

を
提
供
し
、
買
い
物
客
や
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
人
に
は
、「
環
境
空
間
」
を
提

供
す
る
役
目
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
駅
前
広
場
は
景
観
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
配

慮
し
、
シ
ン
ボ
ル
性
を
考
慮
し
て
計
画
・
築
造
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

吉
祥
寺
駅
北
口
駅
前
広
場
の
完
成
に
よ
っ
て
、
①
武
蔵
野
市
の
東
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
形
成
と
有
効
な
空
間
が
確
保
さ
れ
た
、
②
歩
道
の
新

設
や
横
断
歩
道
の
増
設
に
よ
っ
て
、
新
た
な
歩
行
者
動
線
を
生
み
出
し
、
商

業
施
設
な
ど
へ
の
回
遊
性
が
増
し
た
、
③
広
場
内
の
交
通
動
線
の
輻ふ
く

輳そ
う

を
避

け
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し
た
こ
と
で
、
バ
ス
や
荷に

捌さ
ば

き

車
両
の
運
行
が
円
滑
に
な
り
、
安
全
性
と
交
通
の
負
荷
が
軽
減
す
る
な
ど
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

昭和62年 ３ 月に完成した吉祥寺駅北口広場
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二　

中
央
圏
の
整
備
・
三
鷹
駅
北
口
周
辺

最
初
か
ら
期
を
越
え
た
話
に
な
る
が
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
三
月
、
三
鷹
駅
北
口
の
す
ぐ
目
の
前
に
高
さ
約
一
〇
四
メ
ー
ト
ル

の
ビ
ル
が
二
棟
完
成
し
た
。

北
口
一
帯
に
は
そ
れ
ま
で
高
層
ビ
ル
は
な
か
っ
た
の
で
、
駅
頭
か
ら
見
る
風
景
が
一
変
し
た
。
ビ
ル
の

周
り
の
道
路
も
広
く
な
っ
た
。「
遅
れ
て
い
る
」と
い
わ
れ
て
き
た
北
口
再
開
発
の
起
爆
剤
と
な
る
だ
ろ
う
。

北
口
広
場
の
整
備
完
了

一
枚
の
写
真
（
上
）
が
あ
る
。
ま
る
で
区
画
整
理
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
住

宅
分
譲
地
の
よ
う
に
見
え
る
。
広
場
の
周
辺
に
ビ
ル
を
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は

樹
木
を
配
し
、
広
場
に
バ
ス
の
走
る
風
景
を
想
像
し
て
み
る
と
―
。
そ
う
、
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）
年

の
三
鷹
駅
北
口
広
場
の
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

市
内
の
Ｊ
Ｒ
三
駅
の
中
で
三
鷹
駅
の
開
設
（
昭
和
五
年
）
は
一
番
遅
か
っ
た
が
、
駅
前
広
場
の
整
備
は

最
も
早
か
っ
た
。
昭
和
二
四
年
に
、
ほ
ぼ
今
の
広
さ
を
確
保
し
て
い
る
。
同
時
に
三
鷹
通
り
（
都
道
一
二

一
号
線
）
と
合
流
す
る
中
央
大
通
り
（
市
道
第
一
七
号
線
）
も
現
行
の
二
二
メ
ー
ト
ル
幅
に
な
っ
た
。
整

備
の
終
わ
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
に
四
四
年
、
北
村
西
望
作
の
世
界
連
邦
平
和
像
が
建
ち
、
平
成
二
（
一

九
九
〇
）
年
三
月
、
広
場
西
側
に
残
っ
て
い
た
未
買
収
地
三
六
二
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
・
整
備

も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
計
画
面
積
六
〇
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
約
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
残
す
だ
け
に
な
っ

昭和25年の三鷹駅北口広場。都市計画事業が完成した
直後。ロータリーを中心に設計
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た
。整

備
は
終
わ
っ
た
が
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
た
。
都
市
化
と
車
社
会
の
予
想
を
超
え
る
進
展
で
、
今
期
半
ば
辺
り
か
ら
時
に
機
能
不
全

に
近
い
状
態
に
陥
る
よ
う
に
な
っ
た
。

朝
の
通
勤
時
間
帯
の
北
口
広
場
に
立
っ
て
み
る
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
バ
ス
が
発
着
す
る
。
中
央
大
通
り
や
中
町
新
道
（
市
道
第
一
七
六

号
線
）
か
ら
広
場
に
入
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を
半
周
し
て
西
側
の
桜
通
り
（
市
道
第
一
二
号
線
）
に
抜
け
る
車
も
あ
る
。
三
鷹
駅
を
降
り
て

市
民
文
化
会
館
通
り
（
市
道
第
一
六
号
線
）
に
向
か
う
人
の
群
れ
が
、
車
の
流
れ
を
よ
く
止
め
る
。
東
側
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
は
空
車

が
列
を
成
し
、
時
に
中
町
新
道
に
沿
っ
て
数
十
メ
ー
ト
ル
も
延
び
る
。
放
置
自
転
車
も
少
な
く
な
い
。
全
体
の
歯
車
が
少
し
で
も
狂
う
と
、

バ
ス
が
中
央
大
通
り
で
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
に
な
り
、
先
を
急
ぐ
通
勤
客
は
終
点
の
一
つ
前
の
バ
ス
停
で
降
り
て
駅
に
駆
け
込
む
。
広
場
は
明

ら
か
に
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

ち
な
み
に
、
平
成
二
一
年
三
月
現
在
、
北
口
広
場
に
は
関
東
バ
ス
、
西
武
バ
ス
の
停
留
所
が
五
か
所
、
ム
ー
バ
ス
の
発
着
所
三
か
所
の

ほ
か
、
少
し
離
れ
て
桜
通
り
に
明
治
大
学
付
属
中
・
高
校
（
調
布
市
）
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
場
も
あ
り
、
バ
ス
だ
け
で
一
日
約
一
五

〇
〇
台
が
広
場
を
出
入
り
し
て
い
る
。

北
口
を
要
と
す
る
地
区
を
市
で
は
中
央
圏
と
呼
び
、
昭
和
五
六
年
策
定
の
「
第
二
期
長
期
計
画
」
で
、「
緑
豊
か
な
文
化
（
行
政
）
ゾ
ー

ン
」
と
位
置
づ
け
た
。
同
時
に
市
役
所
へ
の
玄
関
口
と
な
る
三
鷹
駅
北
口
一
帯
に
は
本
市
の
「
正
面
玄
関
の
風
格
を
与
え
る
」
と
う
た
っ

た
が
具
体
策
は
な
く
て
、「
地
元
の
開
発
意
欲
」
に
待
つ
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
広
場
の
整
備
が
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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東
西
に
補
助
幹
線

道
路
の
構
想
が

北
口
広
場
は
悲
鳴
を
上
げ
始
め
て
い
る
。
と
い
っ
て
こ
れ
以
上
拡
張
す
る
余
地
は
な
い
。
打
開
策
と
し
て
前
期
来
、

広
場
の
立
体
化
、地
下
道
建
設
な
ど
が
何
度
も
市
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、話
題
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
東
西
に
通
じ
る
補
助
幹
線
道
路
を
造
っ
て
、
北
口
広
場
に
入
っ
て
く
る
車
の
迂
回
路
に
し
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
る
。

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
市
内
三
駅
周
辺
を
対
象
と
し
た
「
駅
前
広
場
高
度
利
用
構
想
」
で
「
駅
に
な
る
べ
く
近

い
位
置
に
」
と
さ
れ
た
補
助
幹
線
道
路
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
経
て
、
三
鷹
通
り
か
ら
中
央
大
通
り
を
横
断
し
て
東
に
延
び
て
い
る
市
道

第
一
二
九
号
線
を
現
行
の
六
メ
ー
ト
ル
幅
か
ら
一
六
～
一
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
、
そ
の
延
長
上
に
中
町
新
道
ま
で
抜
け
る
一
二
メ
ー
ト
ル

道
路
を
新
た
に
造
る
計
画
に
た
ど
り
つ
く
。
開
通
す
れ
ば
中
道
新
道
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
っ
て
来
る
車
は
減
る
し
、
井
の
頭
通
り
の
混

雑
緩
和
に
も
つ
な
が
る
。

北
口
広
場
か
ら
四
方
に
延
び
る
主
な
道
路
は
四
路
線
あ
る
。
正
面
の
中
央
大
通
り
は
前
述
し
た
よ
う
に
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に

整
備
さ
れ
た
。
東
に
向
か
う
中
町
新
道
は
三
七
年
に
開
通
し
た
。
西
側
へ
三
鷹
通
り
を
横
断
す
る
桜
通
り
は
六
一
年
四
月
、
拡
幅
・
整
備

が
終
わ
っ
て
い
る
。
も
う
一
路
線
、
横
河
電
機
や
市
立
中
央
図
書
館
に
通
じ
る
文
化
会
館
通
り
は
八
丁
通
り
（
市
道
第
二
号
線
）
と
五
日

市
街
道
（
主
要
地
方
道
七
号
）
の
間
が
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
三
月
、
整
備
が
終
わ
っ
た
。
八
丁
通
り
―
北
口
広
場
間
も
期
を
越
え

て
二
二
年
七
月
に
ほ
ぼ
整
備
が
終
わ
っ
た
。

市
道
二
九
三
号
線
の

用
地
取
得
始
ま
る

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
九
月
、
市
道
第
一
二
九
号
線
の
区
域
変
更
が
行
わ
れ
た
。
同
第
二
九
三
号
線
は
、
六

年
一
〇
月
に
認
定
さ
れ
、
七
年
九
月
区
域
決
定
さ
れ
た
。
と
い
っ
て
、
す
ん
な
り
事
業
に
着
手
で
き
る
状
態
に

は
な
か
っ
た
。
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一
二
九
号
線
の
う
ち
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
三
鷹
通
り
―
中
央
大
通
り
間
に
は
家
が
建
て
込
ん
で
い
る
し
、
中
央
大
通
り
以
東
に
は
前
期

来
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
、
権
利
関
係
が
輻ふ
く

輳そ
う

し
た
「
低
・
未
利
用
地
」
が
両
側
に
あ
る
。
そ
の
先
の
二
九
三
号
線
予
定
地
に
は
そ
っ

く
り
住
居
が
残
っ
て
い
た
。

一
二
九
号
線
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
平
成
八
年
春
、
市
は
手
つ
か
ず
だ
っ
た
二
九
三
号
線
の
う
ち
、
西
側
の
一
部
、
四

〇
メ
ー
ト
ル
分
に
相
当
す
る
土
地
を
取
得
し
た
。
開
発
業
者
か
ら
の
寄
付
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
町
新
道
ま
で
の
残
る
約
八
六
メ
ー
ト

ル
分
の
取
得
の
目
途
は
全
く
立
っ
て
い
な
い
（
平
成
二
一
年
現
在
）。

な
お
、
取
得
し
た
土
地
（
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
、
地
元
八
丁
商
和
会
な
ど
か
ら
「
子
ど
も
の
遊
び
場
に
使
わ
せ
て
」

と
い
う
要
請
が
あ
り
、
市
で
は
一
三
年
四
月
か
ら
「
暫
定
広
場
」
と
し
て
開
放
し
た
。

駅
前
に
二
棟
の
高
層
ビ
ル

こ
こ
で
、
冒
頭
に
「
期
を
越
え
た
」
と
書
い
た
北
口
の
高
層
ビ
ル
建
設
に
至
る
経
緯
を
書
い
て
お
く
。
ビ

ル
が
建
っ
た
の
は
、
市
の
長
期
計
画
な
ど
で
し
ば
し
ば
「
駅
前
の
低
・
未
利
用
地
」
と
い
わ
れ
て
き
た
、

市
道
第
一
二
九
号
線
の
両
側
に
あ
る
約
八
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
で
あ
る
。
北
側
は
住
宅
と
屋
敷
林
が
広
が
り
、
南
側
に
は
平
成

一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
夏
に
伐
採
さ
れ
る
ま
で
見
事
な
梅
林
が
あ
っ
た
。
所
有
権
を
め
ぐ
り
長
年
争
い
が
続
い
て
い
た
話
題
の
土
地
で
も

あ
る
。

一
六
年
五
月
、
争
い
に
決
着
が
つ
い
た
。
市
は
早
速
、
庁
内
に
「
北
口
地
区
開
発
計
画
調
査
検
討
委
員
会
」（
第
一
次
）
を
設
け
て
買

収
も
視
野
に
入
れ
た
開
発
計
画
の
検
討
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
間
も
な
く
土
地
は
そ
っ
く
り
民
間
の
開
発
事
業
会
社
の
手
に
渡
っ
て
し
ま

う
。
そ
し
て
一
八
年
五
月
、
事
業
者
か
ら
市
に
、
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
沿
っ
た
「
事
業
計
画
承
認
審
査
願
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

市
側
は
そ
れ
を
受
け
る
形
で
同
年
八
月
、
庁
内
に
「
第
二
次
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
対
応
策
を
協
議
す
る
。
市
と
事
業
者
の
話
し
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合
い
も
始
ま
っ
た
。
細
か
い
経
緯
は
省
く
が
、
結
局
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
総
合
設
計
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。
事

業
者
側
は
容
積
率
の
緩
和
を
受
け
る
代
わ
り
に
、
市
に
対
し
周
辺
道
路
の
整
備
の
た
め
の
約
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
提
供
、
一

五
〇
〇
台
収
容
の
公
共
駐
輪
場
、
集
会
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
約
束
し
た
。

こ
の
段
階
で
一
部
地
元
住
民
か
ら
市
や
市
議
会
に
、
ビ
ル
の
高
さ
を
も
っ
と
抑
え
る
よ
う
求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
た
が
、
要
求
は
通
ら

な
か
っ
た
。

一
九
年
一
〇
月
に
着
工
し
た
ビ
ル
は
、
二
二
年
三
月
完
成
し
た
。
共
に
高
さ
一
〇
三
・
七
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面
積
約
三
万
九
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
。
北
側
の
ビ
ル
は
地
上
三
一
階
地
下
三
階
で
、
一
階
に
店
舗
と
一
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
公
共
施
設
「
か
た
ら
い
の
道
市

民
ス
ペ
ー
ス
」、
二
階
以
上
に
三
二
八
戸
の
分
譲
住
宅
、
地
下
一
階
に
公
共
駐
輪
場
が
設
け
ら
れ
た
。
一
方
の
駅
に
近
い
方
の
南
棟
は
地

上
二
八
階
地
下
三
階
で
、
一
・
二
階
に
ス
ー
パ
ー
、
三
・
四
階
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
入
り
、
五
階
は
診
療
所
を
中
心
に
し
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
モ
ー
ル
と
な
っ
た
。
六
階
以
上
は
分
譲
住
宅
で
二
四
四
戸
が
入
居
し
た
。

ビ
ル
の
完
成
に
伴
い
、
前
述
の
市
道
第
一
二
九
号
線
の
該
当
部
分
は
計
画
通
り
一
二
メ
ー
ト
ル
幅
と
な
り
、
東
側
の
市
民
文
化
会
館
通

り
も
ま
た
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
幅
に
拡
張
さ
れ
た
。

三
鷹
駅
・
独
歩
の
碑
・

芸
能
劇
場

「
武
蔵
野
市
の
表
玄
関
」
に
擬
せ
ら
れ
た
三
鷹
駅
は
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
四
月
、
国
鉄
中
央
線
荻
窪

―
三
鷹
間
の
高
架
化
に
合
わ
せ
て
、
今
の
二
階
建
て
駅
舎
と
な
っ
た
。
改
札
口
の
あ
る
二
階
は
自
由
通
路
と

な
っ
て
南
口
へ
行
く
に
は
便
利
に
な
っ
た
が
、
身
障
者
や
高
齢
者
か
ら
「
階
段
の
上
り
下
り
が
一
苦
労
」
と
い
う
声
が
出
て
、
平
成
五
（
一

九
九
三
）
年
一
〇
月
、
改
札
口
の
あ
る
二
階
に
上
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
、
ま
た
一
八
年
二
月
に
は
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
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期
初
の
昭
和
五
八
年
に
約
一
四
万
〇
七
〇
〇
人
だ
っ
た
三
鷹
駅
の
一
日
平
均
乗
降
客
数
は
、
期
末
の
平
成
一
七
年
に
は
一
七
万
一
〇
〇

〇
人
に
増
え
て
い
る
。

北
口
を
出
る
と
駅
舎
を
背
に
し
て
す
ぐ
右
手
に
、
武
蔵
野
と
ゆ
か
り
の
あ
る
明
治
・
大
正
期
の
作
家
国
木
田
独
歩
の
文
学
碑
が
建
っ
て

い
る
。
昭
和
二
六
年
に
市
が
建
立
し
た
。

三
〇
年
以
上
経
っ
た
昭
和
六
二
～
三
年
、
碑
を
め
ぐ
っ
て
市
議
会
で
ち
ょ
っ
と
し
た
“
環
境
論
争
”
が
あ
っ
た
。
発
端
は
西
久
保
一
丁

目
町
会
長
か
ら
市
議
会
に
出
さ
れ
た
独
歩
の
碑
の
移
転
を
求
め
る
請
願
で
あ
る
。「
公
衆
便
所
、
自
転
車
置
き
場
、
バ
ス
会
社
の
案
内
所
、

パ
チ
ン
コ
店
、
交
番
に
囲
ま
れ
、
独
歩
を
偲
ぶ
人
々
に
と
っ
て
は
、
独
歩
碑
の
存
在
価
値
を
損
う
も
の
」（
六
三
年
六
月
一
一
日
の
市
議

会
議
事
録
か
ら
）
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
西
久
保
一
丁
目
に
開
園
し
た
野
鳥
の
森
公
園
（
五
三
年
三
月
開
園
）
に
碑
を
移
し
て
は
、

と
す
る
請
願
に
対
し
、
三
鷹
駅
北
口
商
店
会
長
や
中
町
の
住
民
か
ら
「
周
り
を
大
々
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
」（
同
）
と
い
っ

た
趣
旨
の
請
願
・
陳
情
が
出
て
、
文
教
委
員
会
で
四
回
に
わ
た
っ
て
審
査
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。（
→
資
料
編
）

結
局
、
移
転
を
求
め
る
請
願
は
否
決
さ
れ
、
市
で
は
同
年
一
一
月
、
二
四
〇
万
円
を
投
じ
て
周
辺
設
備
の
工
事
を
行
っ
た
。

独
歩
の
碑
か
ら
程
近
い
Ｊ
Ｒ
に
沿
っ
た
通
り
の
一
角
に
昭
和
五
九
年
二
月
、
武
蔵
野
芸
能
劇
場
が
誕
生
し
た
。
四
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
一
五
七
八
・
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
。
南
向
き
の
正
面
に
な
ま
こ
壁
を
採
り
入
れ
た
小
粋
な
感
じ
の
建
物
で
、
一
階
が
ロ
ビ
ー
、
二
階
が

一
〇
〇
人
収
容
の
小
ホ
ー
ル
、
そ
し
て
三
階
に
桟
敷
席
一
〇
八
、
イ
ス
席
七
六
の
小
劇
場
が
出
来
た
。

芸
能
劇
場
が
出
来
た
背
景
に
は
、
東
京
都
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
糸
繰
り
人
形
劇
団
「
結
城
座
」
が
絡
ん
で
い
る
。
同
座

は
昭
和
二
三
年
以
来
、
吉
祥
寺
本
町
三
丁
目
に
本
拠
を
置
い
て
活
動
し
て
き
た
が
、
同
地
が
第
一
種
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
以
上
公
演
活
動
を
続
け
れ
ば
建
築
基
準
法
や
興
行
場
法
な
ど
に
抵
触
す
る
と
し
て
五
三
年
五
月
、
武
蔵
野
保
健
所
か
ら
「
八
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月
以
降
の
公
演
を
中
止
」
す
る
よ
う
通
知
を
受
け
た
。

頭
を
抱
え
た
座
長
の
結
城
孫
三
郎
ら
が
市
や
市
議
会
に
働
き
か
け
、
や
が
て
市
立
の
芸
能
劇
場
が
出
来
る
に
至
る
経
緯
は
第
三
章
第
四

節
三
の
「
大
型
文
化
施
設
の
整
備
」
で
紹
介
し
た
。

結
局
、
市
が
用
地
を
取
得
し
て
建
て
た
劇
場
を
、
結
城
座
が
年
間
一
八
〇
日
間
優
先
使
用
す
る
形
で
結
城
座
は
危
機
を
脱
し
た
。
九
年

に
桟
敷
席
は
全
席
イ
ス
席
に
代
わ
っ
た
が
、
駅
か
ら
一
分
と
い
う
地
の
利
の
良
さ
、
低
料
金
な
ど
が
人
気
を
呼
び
、
中
小
劇
団
な
ど
か
ら

の
使
用
申
し
込
み
が
引
き
も
切
ら
な
い
。
小
ホ
ー
ル
も
展
覧
会
な
ど
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

武
蔵
野
警
察
署
・

中
央
市
政
セ
ン
タ
ー

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
七
月
、
中
央
大
通
り
と
八
丁
通
り
の
交
差
点
南
東
の
角
地
に
武
蔵
野
警
察
署
の
新

庁
舎
が
落
成
し
た
。
鉄
骨
鉄
筋
造
り
、
地
上
八
階
地
下
二
階
。
延
べ
床
面
積
一
万
二
二
七
三
・
九
五
平
方
メ
ー

ト
ル
は
、
三
階
建
て
だ
っ
た
旧
庁
舎
の
四
・
三
倍
も
あ
る
。

戦
前
、
武
蔵
野
町
（
当
時
）
は
田
無
警
察
署
の
管
内
だ
っ
た
。
市
制
施
行
前
年
の
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
三
月
、
武
蔵
野
警
察
署

が
新
設
さ
れ
た
。
現
在
地
よ
り
東
側
に
あ
っ
た
民
間
の
事
業
所
を
仮
庁
舎
に
し
て
い
た
が
、
二
三
年
、
今
の
場
所
に
移
転
し
た
。
昭
和
四

六
年
に
も
建
て
替
え
て
い
る
か
ら
、
新
庁
舎
は
四
代
目
に
な
る
。
な
お
、
平
成
一
三
年
四
月
か
ら
新
庁
舎
落
成
ま
で
の
三
年
余
は
、
市
役

所
西
側
の
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
庁
舎
で
執
務
を
続
け
た
。

新
庁
舎
の
六
・
七
階
は
寮
に
充
て
ら
れ
、
緊
急
時
の
即
応
態
勢
が
万
全
と
な
っ
た
。
五
階
に
約
一
五
〇
枚
の
畳
が
敷
け
る
道
場
が
あ
り
、

市
内
の
子
ど
も
が
柔
剣
道
の
練
習
場
に
通
う
姿
も
見
ら
れ
る
。
男
女
別
の
留
置
場
や
都
内
で
は
二
か
所
目
の
射
撃
練
習
場
も
地
下
二
階
に

で
き
た
。
東
西
六
キ
ロ
、
南
北
二
キ
ロ
の
管
内
を
、
三
七
〇
人
の
署
員
が
、
一
二
の
交
番
、
四
つ
の
駐
在
所
と
連
携
し
な
が
ら
市
民
の
安

全
を
守
っ
て
い
る
。

第六章　都市基盤の整備　956



行
政
絡
み
で
は
平
成
二
年
、
市
内
に
六
か
所
あ
っ
た
市
役
所
の
出
張
所
が
廃
止
と
な
り
、
同
年
吉
祥
寺
と
武
蔵
境
に
、
翌
三
年
七
月
、

中
町
一
丁
目
に
中
央
市
政
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
プ
レ
ハ
ブ
二
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
三
七
一
・
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
。

市
役
所
の
窓
口
業
務
の
ほ
と
ん
ど
は
、
本
庁
に
行
か
な
く
て
も
セ
ン
タ
ー
の
一
階
で
用
が
足
り
る
。
一
二
年
五
月
か
ら
平
日
の
夜
八
時

ま
で
時
間
を
延
長
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
年
八
月
か
ら
は
第
二
・
第
四
日
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
窓
口
を
開

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
階
に
は
歴
史
資
料
館
開
設
準
備
担
当
の
事
務
局
が
入
り
、
市
史
編
さ
ん
作
業
の
拠
点
に
な
っ
た
。

高
層
ビ
ル
地
階

に
公
共
駐
輪
場

北
口
一
帯
の
変
化
を
ざ
っ
と
見
て
き
た
。
ど
の
道
路
を
歩
い
て
も
放
置
自
転
車
が
目
に
付
く
。
注
意
を
喚
起
し
、
定

期
的
に
撤
去
は
し
て
も
効
果
は
一
向
に
上
が
ら
な
い
。

今
期
も
市
は
駐
輪
場
確
保
に
追
わ
れ
た
。
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
か
ら
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
の
間
に
市
が
三
鷹
駅
北
口
に

設
置
し
た
駐
輪
場
は
左
の
と
お
り
。（
名
称
、
面
積
＝
平
方
メ
ー
ト
ル
、
開
設
年
月
の
順
）

①　

中
町
第
四　
　
　
　

二
二
〇
・
二
〇　
　

昭
和
五
九
年　

九
月

②　

中
町
第
五　
　
　
　

二
二
九
・
八
〇　
　
　
　
　

〃

③　

三
鷹
駅
北
口　
　
　

八
三
七
・
七
〇　
　

昭
和
六
〇
年　

四
月

④　

中
町
第
六　
　
　
　

二
七
一
・
五
八　
　
　
　

六
一
年　

一
月

⑤　

中
町
第
一　
　
　

一
三
九
一
・
〇
五　
　

平
成　

二
年
一
一
月

⑥　

中
町
第
二　
　
　

二
〇
五
七
・
八
三　
　
　
　
　

七
年　

九
月

⑦　

中
町
第
七　
　
　
　
　

七
六
・
一
七　
　
　
　
　

九
年　

四
月
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新
設
七
か
所
の
延
べ
床
面
積
は
、
五
〇
八
四
・
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
収
容
可
能
台
数
は
五
〇
一
一
台
に
も
な
る
が
、
①
と
②
は
中
央

大
通
り
の
歩
道
上
に
設
け
た
応
急
措
置
的
な
施
設
、
⑦
は
平
成
一
九
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
三
年
に
な
っ
て
、
前
述
の
ツ
イ
ン

ビ
ル
の
う
ち
北
側
の
ビ
ル
の
地
下
に
、
一
五
〇
〇
台
分
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
中
央
大
通
り
に
あ
っ
た
①
と
②
は
廃
止
さ
れ
た
。

三　

武
蔵
境
圏
の
整
備
・
駅
周
辺

（
一
）　

武
蔵
境
駅
北
口　

動
き
出
し
た
北
口
整
備
基
本
計
画

武
蔵
境
駅
北
口
再
開
発
事
業
は
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
九
月
、
当
時
の
後
藤
喜
八
郎
市
長
が
「
駅
周
辺
地
区
市
街
地
再
開
発
計

画
案
」
を
発
表
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
地
元
関
係
者
の
意
見
が
分
か
れ
た
た
め
、
市
議
会
に
は
、
市
案
の
白
紙
撤
回
を
求
め

る
請
願
や
、
促
進
を
求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
長
い
間
こ
う
着
状
態
が
続
い
た
。
幾
つ
か
の
構
想
案
が
提
出
さ
れ
、
議
論
も
重
ね

ら
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
確
定
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

五
四
年
三
月
に
は
武
蔵
境
駅
南
口
広
場
が
完
成
し
た
。
南
口
に
比
べ
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
北
口
の
再
開
発
は
、
総
合
的
、
専
門

的
に
整
理
を
し
て
い
く
段
階
に
来
て
お
り
、
急
を
要
す
る
課
題
だ
っ
た
。

五
八
年
に
土
屋
正
忠
が
市
長
に
就
任
。
市
は
五
九
年
五
月
に
、
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
再
開
発
の
た
た
き
台
と
な
る
整
備
基
本
計
画
の
策

定
を
社
団
法
人
全
国
市
街
地
再
開
発
協
会
に
委
託
し
た
。
同
協
会
は
七
月
一
四
日
、「
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」

（
委
員
長
・
日
笠
端た
だ
し

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
委
員
一
二
人
）
を
設
置
し
、
構
想
案
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
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境
・
北
口
ま
ち
づ
く
り

市
民
委
員
会

市
は
、
こ
の
策
定
作
業
に
広
く
地
元
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
、
地
域
の
社
会
的
、
環
境
的
な
特
性
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
七
月
二
八
日
、「
武
蔵
野
市
境
・
北
口
ま
ち

づ
く
り
市
民
委
員
会
」（
委
員
長
・
田
村
和
寿
都
市
計
画
連
合
ア
ト
リ
エ
社
長
・
委
員
二
五
人
）
を
設
置
し
た
。

都
市
計
画
事
業
に
計
画
段
階
か
ら
市
民
を
加
え
た
委
員
会
を
設
置
し
て
、
意
見
を
聞
く
と
い
う
手
法
は
、
従
来
の
再
開
発
で
は
ほ
と
ん

ど
例
を
見
な
い
試
み
で
あ
り
、
武
蔵
野
市
で
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
委
員
に
各
層
か
ら
多
様
な
意
見
を
持
つ
地
元
関
係
者
と
一
般
市

民
を
二
五
人
集
め
た
の
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

委
員
会
設
置
に
至
る
ま
で
に
は
、
地
元
住
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
、
構
想
案
、
合
意
形
成
へ
の
努
力
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

同
委
員
会
の
意
見
や
要
望
が
策
定
に
生
か
さ
れ
た
こ
と
を
、
同
委
員
会
は
、
翌
六
〇
年
六
月
一
五
日
に
市
長
に
出
し
た
報
告
の
中
で
強
調

し
て
い
る
。

多
様
で
異
な
っ
た
立
場
や
か
か
わ
り
を
持
つ
人
た
ち
の
間
に
、
再
開
発
へ
の
一
定
の
相
互
理
解
と
連
帯
の
心
が
生
ま
れ
、
再
開
発
に
対

す
る
関
心
と
理
解
も
深
ま
っ
た
。
広
い
意
味
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
喚
起
で
き
、
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
委
員
会
で
あ
る
。

基
本
整
備
計
画
策
定

委
員
会
か
ら
報
告
書

前
述
し
た
基
本
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
「
武
蔵
境
駅
北
口
整
備
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
報
告
書
」
が
昭

和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
三
月
に
出
さ
れ
た
。

報
告
書
は
、
武
蔵
境
駅
北
口
の
問
題
点
と
し
て
、
①
商
店
街
の
停
滞
、
②
交
通
施
設
の
未
整
備
、
③
住
環
境
の
未
整
備
を
挙
げ
た
。
そ

の
う
え
で
、「
身
近
で
活
気
あ
る
商
業
地
づ
く
り
」「
快
適
な
住
宅
地
づ
く
り
」「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
背
後
に
良
好
な

住
宅
地
を
抱
え
た
落
ち
着
い
た
駅
前
づ
く
り
」
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
と
し
た
。
六
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
駅
前
広
場
を
整
備
し
、

本
町
通
り
を
取
り
付
け
道
路
と
し
て
武
蔵
境
駅
北
口
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道
路
（
幅
員
二
二
メ
ー
ト
ル
）
に
し
て
い
く
。
こ
こ
に
は
ゆ
っ
た
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り
し
た
歩
道
を
確
保
し
、
安
心
し
て
歩
け
る
空
間
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

武
蔵
境
駅
北
口
地
区
に
は
公
共
施
設
を
誘
致
し
て
文
化
面
を
充
実
さ
せ
る
。
土
地
は
高
度
利
用
し
、
商
店
街
の
活
性
化
と
住
環
境
の
整

備
を
図
る
。「
境
ら
し
さ
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
将
来
像
と
し
て
、
①
人
の
流
れ
を
誘
導
す
る
歩
道
状
の
空
間
や
人
の
集
ま
る
小

広
場
を
提
供
す
る
、
②
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
た
な
店
舗
や
文
化
施
設
、
住
宅
を
整
備
す
る
、
③
駅
前
通
り
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
整
備
す
る
、
④
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、
並
木
道
、
モ
ー
ル
な
ど
の
良
好
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
、

⑤
住
宅
地
の
環
境
を
守
る
た
め
、
風
俗
営
業
施
設
は
「
地
区
計
画
」
ま
た
は
「
建
築
協
定
」
で
進
出
を
限
定
す
る
、
あ
る
い
は
公
共
施
設

を
適
宜
配
置
す
る
な
ど
し
て
抑
止
す
る
、
と
し
て
い
る
。

武
蔵
境
駅
北
口
都
市

計
画
（
案
）
を
提
案

基
本
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
以
上
の
よ
う
な
「
報
告
書
」
を
受
け
た
後
、
市
案
が
作
ら
れ
た
。
昭
和
六
一
（
一

九
八
六
）
年
二
月
一
八
日
の
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、「
武
蔵
境
駅
北
口
都
市
計
画
（
案
）」
と
し
て
市
長
か
ら

以
下
の
よ
う
な
市
案
の
説
明
が
あ
っ
た
。

「
五
二
年
当
時
の
後
藤
市
長
が
発
表
し
た
計
画
案
は
、
武
蔵
境
駅
北
口
の
北
側
の
民
有
地
を
駅
前
広
場
に
取
り
込
む
案
で
あ
り
、
該
当

者
や
周
辺
住
民
か
ら
多
様
な
意
見
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
鉄
側
の
状
況
の
変
化
（
六
二
年
四
月
に
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
る
方
針

と
な
っ
た
）
も
あ
り
、
実
現
は
困
難
だ
と
判
断
し
た
。
こ
の
た
び
、
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て
最
も
権
威
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
社
）

全
国
市
街
地
再
開
発
協
会
に
、
市
は
改
め
て
調
査
を
依
頼
し
た
。
昨
年
三
月
に
、
一
定
の
た
た
き
台
と
な
る
素
案
が
同
協
会
か
ら
出
さ
れ

た
。
こ
の
案
を
基
に
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
て
作
成
し
た
市
案
を
提
案
し
た
い
。
よ
っ
て
五
二
年
当
時
の
市
案
は
撤
回
し
た
い
。

五
二
年
当
時
の
案
と
の
違
い
は
、
駅
前
広
場
を
南
北
に
奥
深
く
取
ら
ず
、
多
少
東
西
に
取
る
点
で
あ
る
。
広
場
面
積
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。
国
鉄
用
地
を
最
大
限
に
利
用
す
る
。
民
地
は
西
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
の
み
で
、
南
側
に
今
の
駅
舎
部
分
を
含
め
て
国
鉄
用
地
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を
駅
前
広
場
に
取
り
込
め
る
よ
う
、
用
地
を
譲
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
案
で
あ
る
」

市
案
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
六
〇
年
五
月
の
市
議
会
全
員
協
議
会
で
再
開
発
協
会
の
調
査
結
果
を
報
告
。
そ
の
後
、
都
市
計
画
審
議
会
、
地
元
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
委
員
会
に
対
し
て
七
月
上
旬
ま
で
に
説
明
し
、
大
方
の
理
解
を
得
た
。
そ
の
う
え
で
駅
前
広
場
、
取
り
付
け
道
路
な
ど
に
つ
い
て
東

京
都
や
国
鉄
と
詰
め
に
入
っ
た
。
庁
内
の
若
手
研
究
チ
ー
ム
は
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム
で
研
究
し
、
亜
細
亜
大
学
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
し
た
。
一
方
、
地
元
の
駅
前
通
り
商
店
街
を
中
心
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
の
研
究
を
し
、
駅
西
地
区
の
再
開
発
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
派
遣
し
て
、
勉
強
会
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
市
案
に
よ
れ
ば
、
地
区
整
備
は
お
お
む
ね
、
①
鉄
道
高
架
化
に
対
応
し
た
公
共
施
設
（
駅
前
広
場
な
ど
）

の
整
備
、
②
商
業
地
の
魅
力
を
増
進
、
③
土
地
利
用
を
増
進
、
④
骨
格
道
路
網
を
整
備
、
⑤
公
園
、
区
画
道
路
な
ど
、
都
市
基
盤
を
整
備

す
る
、
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

将
来
像
と
し
て
は
、
後
述
す
る
三
つ
の
モ
ー
ル
化
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
推
進
す
る
が
、
第
一
段
階
と

し
て
は
、
駅
前
広
場
と
主
要
取
り
付
け
道
路
を
考
え
て
い
く
。
取
り
付
け
道
路
は
現
在
の
本
町
通
り
（
市
道
第
八
四
号
線
）
を
活
用
す
る
。

駅
前
広
場
は
取
り
付
け
道
路
の
東
側
に
確
保
す
る
。
東
京
都
、
国
鉄
と
も
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
東
京
都
か
ら
六
〇
年
三
月
に
示
さ
れ

た
三
鷹
―
立
川
間
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
都
市
計
画
試
案
に
沿
っ
て
駅
前
広
場
を
確
保
す
る
の
で
、
従
来
の
ホ
ー
ム
の
北
端
の
線
を
利

用
し
、
駅
前
の
北
側
の
民
地
ま
で
約
三
五
メ
ー
ト
ル
の
奥
行
き
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

駅
前
広
場
の
面
積
六
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
国
鉄
用
地
約
三
四
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て

は
、
国
鉄
と
協
議
の
結
果
、
六
一
年
二
月
三
日
、
国
鉄
が
競
争
入
札
に
よ
ら
ず
に
市
に
売
却
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
国
鉄
の
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用
地
提
供
の
決
断
と
協
力
が
、
武
蔵
境
駅
北
口
都

市
計
画
の
強
い
推
進
力
と
な
っ
た
。

駅
前
広
場
計
画

図
6
―
2
―
1
の
よ
う
に
、

本
町
通
り
（
市
道
第
八
四
号

線
）
を
取
り
付
け
道
路
と
し
、
そ
の
東
側
に
駅
前

広
場
（
約
六
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
造
る
計

画
で
あ
る
。
駅
前
広
場
を
通
過
す
る
車
両
に
関
し

て
は
、
①
バ
ス
動
線
は
、
取
り
付
け
道
路
（
本
町

通
り
）
の
南
端
部
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設
け
、
バ
ス

乗
降
場
四
バ
ー
ス
を
設
定
す
る
。
東
側
に
向
か
っ

て
い
る
既
存
バ
ス
ル
ー
ト
の
二
バ
ー
ス
は
残
す
、

②
タ
ク
シ
ー
動
線
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
東
側
駅
前

に
確
保
し
、
一
般
車
と
区
分
す
る
、
③
一
般
車
の

動
線
は
、
従
来
ど
お
り
東
側
へ
の
一
方
通
行
と
す

る
方
向
で
対
応
す
る
。

駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
と
駅
前
商
店
街
と
の
連
絡
に

関
し
て
は
、
①
商
店
街
と
駅
舎
と
の
接
続
に
つ
い

　　　図 6― 2― １　駅前広場・道路計画� ［以下 ４ 点・まちづくり推進課］
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て
は
、
の
ち
に
鉄
道
高
架
が
実
現
し
た
時
点
で
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
と
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
駅
前
通
り
の
延
長
に
出
入
り
口
を
考
え

て
い
く
、
②
さ
ら
に
南
北
を
通
す
コ
ン
コ
ー
ス
を
本
町
通
り
の
突
き
当
た
り
と
駅
東
側
に
も
造
る
よ
う
国
鉄
に
要
請
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。歩

道
の
幅
員
は
、
駅
前
を
八
メ
ー
ト
ル
、
商
店
街
側
を
六
メ
ー
ト
ル
と
し
、
自
転
車
対
策
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
中
央
線
高
架
下
の

利
用
を
図
る
。

取
り
付
け
道
路

取
り
付
け
道
路
と
な
る
本
町
通
り
の
現
況
幅
員
一
一
メ
ー
ト
ル
を
二
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
。
歩
道
は
東
・
西
側

と
も
幅
員
五
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
延
長
は
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
取
り
付
け
道
路
は
通
過
交
通
の
た
め
の

道
路
で
は
な
く
、
駅
へ
誘
導
す
る
道
路
で
あ
る
。
本
町
通
り
は
市
民
会
館
、
都
立
武
蔵
高

校
、
亜
細
亜
大
学
な
ど
武
蔵
境
の
文
化
性
を
代
表
す
る
地
区
の
道
路
と
し
て
カ
ル
チ
ャ
ー

モ
ー
ル
（
三
つ
の
モ
ー
ル
の
一
つ
）
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
区
の
形
成
を

図
る
。

用
途
地
域
・
地
区
の
変
更

市
は
、
用
途
地
域
・
地
区
の
変
更
を
武
蔵
境
駅
北
口
都
市

計
画
と
同
時
に
行
う
こ
と
に
し
た
（
図
6
―
2
―
2
）。

商
業
地
域
に
つ
い
て
は
従
来
、
本
町
通
り
が
幅
員
一
一
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
時
点
で
道
路

の
端
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
西
側
の
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
本
都
市
計
画
に
よ
っ
て
幅
員
を

二
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
た
後
に
は
、
拡
幅
し
た
線
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
域
が
商
業

地
域
と
な
る
。
さ
ら
に
駅
寄
り
の
近
隣
商
業
地
域
も
商
業
地
域
と
し
、
面
積
約
〇
・
三
ヘ

図 6― 2― 2　用途地域・地区変更図
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ク
タ
ー
ル
が
変
更
の
対
象
と
な
っ
た
。

公
共
施
設
整
備

基
金
条
例
の
改
正

そ
の
後
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
三
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、「
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
た
。

改
正
の
理
由
は
、
新
た
に
基
金
を
積
み
立
て
、
処
分
の
対
象
と
な
る
事
業
に
「
武
蔵
境
駅
北
口
広
場
・
駅
周
辺
開
発
関
連
施
設
」
を
加

え
る
た
め
で
あ
る
。
六
〇
年
度
一
般
会
計
第
四
回
補
正
予
算
に
一
五
億
二
〇
〇
〇
万
円
を
新
規
に
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
を
条
例
上
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

街
づ
く
り
協
定
を
結
ぶ

市
の
「
武
蔵
境
駅
北
口
都
市
計
画
案
」
が
決
定
し
た
の
に
伴
い
、「
武
蔵
境
駅
前
商
店
街
協
同
組
合
」（
下
田

照
雄
理
事
長
、
会
員
七
〇
人
）
で
は
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
五
月
二
三
日
に
「
街
づ
く
り
協
定
書
」

を
作
成
し
た
。

同
商
店
街
は
、
武
蔵
境
駅
北
口
前
か
ら
北
へ
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
続
く
、
駅
周
辺
で
最
も
大
き
な
商
店
街
で
あ
る
が
、
店
舗
は
古
い
も

の
が
多
く
、
道
路
も
七
・
二
メ
ー
ト
ル
で
狭
い
。
や
が
て
将
来
、
店
舗
の
建
て
替
え
が
予
想
さ
れ
る
が
、
地
元
で
は
、「
無
計
画
な
新
・

増
築
は
商
店
街
全
体
の
繁
栄
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
し
て
、
一
年
前
か
ら
商
店
街
改
造
の
方
向
を
模
索
し
て
き
て
い
た
。

街
づ
く
り
協
定
書
に
は
、
商
店
を
新
・
増
築
す
る
場
合
、
同
組
合
に
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
、
市
と
協
議
し
た
う
え
で
、
調
和
の
取
れ

た
街
並
み
に
な
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
、
な
ど
を
明
記
し
た
。
そ
の
狙
い
は
、
店
舗
の
一
階
部
分
を
道
路
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
、
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
さ
せ
て
、
将
来
的
に
商
店
街
の
道
路
の
有
効
幅
を
九
・
二
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
共
同
建
築
の
促
進
を
含

め
、
建
物
の
外
観
・
色
合
い
・
店
舗
の
業
種
な
ど
に
つ
い
て
も
同
組
合
と
協
議
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
同
商
店
街
で
は
、
道
路

が
拡
幅
さ
れ
た
ら
タ
イ
ル
舗
装
に
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
し
た
い
考
え
で
あ
っ
た
。
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都
市
計
画
が
正
式

決
定
、
事
業
認
可
へ

市
は
「
武
蔵
境
駅
北
口
都
市
計
画
案
」
を
市
議
会
全
員
協
議
会
と
市
都
市
計
画
審
議
会
に
説
明
。
住
民
説
明
会

を
開
催
し
た
後
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
三
月
二
〇
日
の
同
審
議
会
に
諮
問
し
、
原
案
ど
お
り
答
申
を
受

け
、
東
京
都
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
は
、
東
京
都
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
議
を
経
て
、
同
年
八
月
一
二
日
、
都
知
事
の
告
示
が
行
わ
れ
、

都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
二
三
（
旧
一
・
三
・
五
）
号
武
蔵
境
北
口
線
と
し
て
正
式
に
計
画
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
市
の
決
定
に
よ
る
防
災
・
準
防
災
と
高
度
地
区
の
変
更
も
同
日
告
示
さ
れ
、
よ
う
や
く
、
都
市
計
画
の
事
業
化
に

向
け
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
共
施
設
の
整
備
や
カ
ル
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
の
三

つ
の
「
モ
ー
ル
化
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
も
考
慮
し
た
ト
ー
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
で「
境
ら
し
さ
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
」に
向
か
っ
て
一
歩
前
進
し
た（
図

6
―
2
―
3
）。

一
年
後
の
八
月
一
七
日
に
は
、
都
知
事
の
事
業
認
可
を
取
得
し
た
。

用
地
買
収
を
中
断

武
蔵
境
駅
北
口
再
開
発
事
業
が
始
ま
っ
た
昭
和
六
一
～
六

二
年
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
真
っ
只
中
で
あ
る
。
土
地
価
格

は
高
騰
し
、
都
市
基
盤
整
備
の
た
め
の
用
地
買
収
は
困
難
を
極
め
た
。

昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
、
国
鉄
は
、
武
蔵
境
駅
構
内
の
用
地
を
公
開
競
争

入
札
で
売
却
し
た
。
応
札
価
格
は
何
と
公
示
価
格
の
四
倍
に
あ
た
る
一
平
方
メ
ー

ト
ル
四
八
五
万
円
。
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
落
札
し
た
土
地
に
は
、
後
に
八
階
建

て
の
学
生
寮
（
ラ
イ
ザ
武
蔵
境
）
が
建
築
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
市
は
入
札
に
参
加

図 6― 2― ３　地区整備コンセプト図
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で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
狂
乱
価
格
が
後
を
引
き
、
市
の
用
地
折
衝
は
全
く
成
り
立
た
ず
、
一
年
間
予
算
を
凍
結
し
て
用
地
買
収
を
中
断
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

道
路
の
認
定

駅
前
通
り
と
並
行
す
る
都
市
計
画
道
路
（
本
町
通
り
）
を
結
ぶ
回
遊
路
と
し
て
、
通
称
か
ん
ざ
し
道
路
（
市
道
第
二
五

五
号
線
と
同
二
五
六
号
線
）
の
二
本
が
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
二
月
の
市
議
会
で
議
決
さ
れ
、
認
定
の
公
示
が

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
六
三
年
三
月
の
市
議
会
で
、
主
要
地
方
道
一
二
号
線
（
都
道
）
の
う
ち
、
武
蔵
境
駅
北
口
広
場
か
ら
五
宿
踏
切
ま
で
の
区
間

が
、
市
道
第
二
六
一
号
線
と
し
て
重
複
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
道
路
は
現
況
幅
員
七
・
二
メ
ー
ト
ル
を
一
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
グ
リ
ー

ン
モ
ー
ル
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

ま
た
、
東
地
区
に
配
置
す
る
市
道
第
二
六
二
～
二
六
九
号
線
の
計
八
本
の
路
線
も
、
引
き
続
き
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
一
月
の
市

議
会
で
認
定
さ
れ
た
。

す
き
っ
ぷ
通
り
完
成

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
〇
月
二
九
日
に
、
す
き
っ
ぷ
通
り
（
武
蔵
境
駅
北
口
駅
前
通
り
）
が
完
成
し
た
。

昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
に
東
京
都
モ
デ
ル
商
店
街
事
業
の
指
定
を
受
け
て
、
電
線
な
ど
を
地
中
に
埋
設
し
、

路
面
は
磁
器
質
タ
イ
ル
張
り
に
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。道
路
幅
員
七
・
二
メ
ー
ト
ル
、延
長
一
九
二
メ
ー

ト
ル
、
延
べ
面
積
一
三
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
事
業
主
体
は
、
武
蔵
境
駅
前
商
店
街
協
同
組
合
で
、
事
業
費
は
東
京
都
、
武
蔵
野
市
の
補

助
を
受
け
て
施
工
し
た
。
電
気
・
ガ
ス
・
通
信
の
各
企
業
は
応
分
の
負
担
を
し
て
い
る
。

同
組
合
は
、こ
の
駅
前
通
り
の
愛
称
を
公
募
し
た
。応
募
数
二
二
二
九
点
。「
す
き
っ
ぷ
通
り
」誕
生
。す
き
っ
ぷ
通
り
完
成
式
典
と
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
一
〇
月
二
八
日
～
一
一
月
五
日
に
実
施
さ
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。
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平
成
二
年
三
月
に
、
同
組
合
は
東
京
都
知
事
か
ら
「
優
良
商
店
街
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
受
賞
の
理
由
は
、
①
武
蔵
境
駅
北
口

周
辺
の
再
開
発
事
業
に
協
力
し
、
路
面
整
備
を
す
る
な
ど
、
買
い
物
の
し
や
す
い
通
り
に
一
新
し
た
、
②
通
り
の
愛
称
を
公
募
し
た
り
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
し
て
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
な
ど
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。

武
蔵
境
駅
北
口
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
六
月
四
日
の
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、
北
口
駅
前
広
場
の
西
側
を
対
象
と
す

る
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
市
が
説
明
し
た
。

武
蔵
境
駅
北
口
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
西
側
の
区
域
は
、「
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
再
開
発
法
に
基
づ
く
事
業
）
の
手
法
で
再
開

発
組
合
施
行
の
事
業
を
行
う
」
と
い
う
方
向
性
を
見
た
の
で
、
市
都
市
計
画
審
議

会
に
諮
問
す
る
。
駅
前
広
場
の
造
成
に
よ
っ
て
、
造
成
地
か
ら
の
移
転
該
当
者
が

出
る
。
こ
の
該
当
者
の
土
地
と
、
市
が
保
有
し
て
い
る
旧
西
友
ス
ト
ア
部
分
の
土

地
を
含
め
て
、
再
開
発
ビ
ル
（
現
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
）
を
建
設
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
駅
前
広
場
と
道
路
を
生
み
出
す
。
ま
た
、
高
度
利
用
を
す
る
こ
と
で
、

権
利
者
の
権
利
の
保
全
と
生
活
の
保
障
を
図
る
。
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
一

二
月
に
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
発
足
さ
せ
、
市
も
一
権

利
者
と
し
て
参
画
し
、
都
市
計
画
事
業
を
進
め
る
立
場
で
指
導
、
助
言
を
し
て
き

た
が
、
一
定
の
方
向
が
出
た
と
い
う
説
明
だ
っ
た
。

計
画
し
て
い
る
再
開
発
事
業
の
区
域
内
に
は
、
住
居
併
用
店
舗
が
七
戸
、
住
居

専
用
が
五
戸
、
公
共
建
て
物
（
旧
西
友
ス
ト
ア
、
武
蔵
境
開
発
事
務
所
）、
自
転

図 6― 2― ４　再開発事業　配置図
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車
倉
庫
が
あ
る
。
事
業
施
行
区
域
の
面
積
は
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
建
物
を
第
一
街
区
と
第
二
街
区
に
分
け
て
建
て
る
予
定
で
あ
る
。
第

一
街
区
ビ
ル
は
、
建
築
面
積
が
約
一
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面
積
が
一
万
二
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
用
途
は
高
層
部
は
事

務
所
に
、
低
層
部
は
店
舗
と
公
益
施
設
に
。
高
さ
は
高
層
部
が
六
〇
メ
ー
ト
ル
（
地
上
一
二
階
地
下
一
階
）、
低
層
部
が
二
〇
メ
ー
ト
ル

と
な
る
。
第
一
街
区
の
駐
車
場
（
約
三
四
台
分
）
は
地
下
に
計
画
し
た
。

第
二
街
区
は
建
築
面
積
が
三
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面
積
が
約
二
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
用
途
は
一
階
が
店
舗
、
二
階
以

上
が
住
宅
。
高
さ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
（
地
上
八
階
地
下
二
階
）
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
画
道
路
を
、
ビ
ル
の
周
囲
に
付
け
替
え
、
既
存
の
本
町
通
り
か
ら
西
へ
一
方

通
行
の
道
路
を
歩
行
者
専
用
通
路
と
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
に
は
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
状
空
間
を
設
け
る
。

北
口
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
平
成
二
年
一
二
月
六
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
と

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
六
月
二
四
日
、
市
議
会
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
市
は
、
武
蔵
境
駅
北
口

再
開
発
ビ
ル
（
仮
称
・
現
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
）
の
第
一
街
区
の
建
物
の
配
置
、
一
〇
階
、
一
一
階
の
公
益
施
設
、

北
側
三
階
建
て
低
層
部
分
の
公
益
施
設
な
ど
の
計
画
案
を
説
明
し
た
。

当
初
の
計
画
が
変
更
さ
れ
て
、
第
一
街
区
の
建
物
は
、
地
上
一
一
階
地
下
二
階
、
延
べ
床
面
積
一
万
一
八
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

地
下
一
階
か
ら
地
上
三
階
ま
で
が
店
舗
で
、
四
階
か
ら
九
階
ま
で
が
事
務
所
。
公
益
施
設
は
、
北
側
低
層
部
の
二
階
と
三
階
、
南
側
高
層

部
の
一
〇
階
と
一
一
階
と
す
る
。
駐
車
場
は
、
地
下
タ
ワ
ー
方
式
二
基
で
六
〇
台
分
。
低
層
部
の
一
階
は
店
舗
を
予
定
し
て
い
る
。

低
層
部
の
二
階
を
音
楽
ホ
ー
ル
（
名
称
は
後
に
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
と
決
定
）
と
し
、
三
階
は
ホ
ー
ル
の
吹
き
抜
け
部
分
と
出
演
者
の
控

室
な
ど
と
す
る
。
二
階
音
楽
ホ
ー
ル
の
面
積
は
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
一
八
〇
席
。
う
ち
一
四
〇
席
は
可
動
席
。
ホ
ー
ル
は
、
音
楽
の
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公
演
や
練
習
、
舞
台
芸
術
の
練
習
、
講
演
会
、
映
写
会
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

高
層
部
の
一
一
階
は
、
最
も
眺
望
の
よ
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
、
市
民
が
利
用
で
き
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
名
称
は
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
と
決
定
）
と
す
る
。
面
積
は
三
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
三
〇
〇
人
程
度
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
で
き
る
。
二
つ
に
分
割
し
て

使
う
こ
と
も
可
。
調
理
室
は
な
い
が
配
膳
室
を
設
け
、
料
理
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
方
式
で
対
応
す
る
。
一
〇
階
は
、
控
え
室
、
事
務
室
、
倉

庫
、
会
議
室
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
に
も
使
え
る
多
目
的
施
設
で
あ
る
。
九
階
に
は
市
国
際
交
流
協
会
が
、
武
蔵
境
市
政
セ
ン
タ
ー
（
境
二

丁
目
）
二
階
か
ら
移
転
す
る
。

再
開
発
ビ
ル
の
名
称
は
公
募
に
よ
り
愛
称
が
「
ス
イ
ン
グ
」
と
決
ま
っ
た
。
八
年
九
月
五
日
、
竣
工
式
と
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
商
業
施

設
は
九
月
六
日
に
、
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
一
〇
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

武
蔵
境
駅
北
口
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
と
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
完
成
で
、
駅
前
の
景
観
は
一
新
し
た
。
駅
か
ら
一
分
と
い

う
好
条
件
に
恵
ま
れ
、
使
い
勝
手
の
よ
い
施
設
と
し
て
評
判
と
な
っ
た
。（
→
資
料
編
）

オ
ー
プ
ン
し
て
約
一
年
、
九
年
度
の
利
用
率
を
見
て
み
よ
う
。
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
が
六
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
〇
階
の
ス
カ
イ
ル
ー

ム
は
六
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
一
階
の
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ロ
ン
は
六
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
好
調
で
あ
る
。

な
お
、
武
蔵
境
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
は
、
再
開
発
事
業
が
全
て
終
了
し
た
九
年
三
月
に
解
散
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
同
年
六

月
に
、「
ス
イ
ン
グ
管
理
組
合
」（
財
・
武
蔵
野
市
開
発
公
社
内
）
が
設
立
さ
れ
、
ス
イ
ン
グ
ビ
ル
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

武
蔵
境
駅
南
北

自
由
通
路
の
着
工

武
蔵
境
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
目
標
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
駅
を
は
さ
ん
だ
南
北
の
ま
ち
の
一
体
化
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
（
旧
国
鉄
）
中
央
線
に
よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
現
状
の
抜
本
的
な
打
開
策
は
、
三
鷹
―
立

川
間
連
続
立
体
交
差
化
の
完
成
を
待
た
な
い
と
実
現
し
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
て
、
南
北
自
由
通
路
を
新
設
す
る
こ
と
に
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な
っ
た
。

折
も
折
、
武
蔵
境
駅
は
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
四
月
に
開
設
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
で
き
た
橋
上

駅
が
「
通
路
が
狭
い
」「
階
段
が
急
だ
」
と
、
市
民
か
ら
不
満
の
声
が
あ
り
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
形
で
、
コ
ン
コ
ー
ス
と
な
る
南
北
自
由

通
路
（
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
、
延
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
新
設
す
る
計
画
を
立
て
、
市
は
二
か
年
に
わ
た
っ
て
予
算
に
工
事
費
を
計
上
し
た
。

工
事
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
委
託
す
る
た
め
、「
武
蔵
境
駅
自
由
通
路
に
係
る
工
事
委
託
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
、
二
年
九

月
一
二
日
、
市
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
委
託
金
は
六
億
五
七
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
。
支
払
い
を
、
二
年
度
に
五
億
円
、
三
年
度
に
残
り
の

一
億
五
七
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
と
し
た
。
工
期
は
三
年
一
〇
月
二
一
日
ま
で
。
議
案
は
即
日
可
決
さ
れ
た
。

三
年
八
月
一
日
に
自
由
通
路
が
北
口
方
面
の
西
側
階
段
を
除
い
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
一
〇
月
二
一
日
に
は
全
面
オ
ー
プ
ン
し
、
一
一
月

一
八
日
に
コ
ン
コ
ー
ス
内
で
自
由
通
路
完
成
式
典
が
行
わ
れ
た
。

駅
前
広
場
を
仮
整
備

自
由
通
路
の
新
設
に
合
わ
せ
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
九
月
初
旬
か
ら
着
手
し
て
い
た
北
口
駅
前
広
場
の
仮

整
備
も
完
成
し
た
。
広
場
完
成
ま
で
の
暫
定
的
な
整
備
だ
が
、
広
場
面
積
は
約
二
倍
に
広
が
っ
た
。
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
広
場
内
に
設
け
、
歩
行
者
の
安
全
の
た
め
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
や
横
断
歩
道
を
整
備
し
た
。
バ
ス
停
留
所
は
東
西

方
向
に
一
列
に
並
び
、
バ
ス
停
の
上
屋
と
行
先
案
内
標
示
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
案
内
マ
ー
ク
も
設
置
し
た
。

従
来
の
駅
前
駐
輪
場
内
に
あ
っ
た
三
本
の
大
ケ
ヤ
キ
は
元
の
場
所
に
残
さ
れ
た
。
広
場
の
西
側
に
あ
っ
た
武
蔵
野
警
察
署
境
駅
前
派
出

所
は
駅
舎
ホ
ー
ム
寄
り
に
新
築
移
転
し
た
。
従
来
の
駅
前
広
場
と
は
様
変
わ
り
し
、
広
い
空
間
が
で
き
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
と

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
が
完
成

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
三
月
三
一
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
と
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
が
完
成
し
た
。
カ
ル

チ
ャ
ー
モ
ー
ル
は
、駅
前
広
場
西
側
か
ら
武
蔵
境
市
政
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
、
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武
蔵
境
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
電
線
な
ど
も
地
中
化
し
、
歩
道
の
表
層
材
に
御
影
石
を
使
い
、
街
路
灯
や
、
電
話
ボ
ッ

ク
ス
、
車
止
め
な
ど
は
周
囲
の
景
観
に
合
う
よ
う
に
配
し
、
街
路
樹
に
ケ
ヤ
キ
を
植
え
た
。

グ
リ
ー
ン
モ
ー
ル
は
、
駅
前
広
場
か
ら
東
寄
り
の
五
宿
踏
切
ま
で
の
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
だ
が
、
植
栽
を
多
く
し
、
緑
の
公
園

風
の
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。
南
側
歩
道
の
小
公
園
な
ど
の
整
備
は
、
Ｊ
Ｒ
の
高
架
化
が
完
成
し
た
後
に
実
施
す
る
。
三
つ
の

モ
ー
ル
の
う
ち
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
元
年
一
〇
月
、
す
き
っ
ぷ
通
り
と
し
て
完
成
し
て
い
る
。

同
駅
北
口
西
地
区
に
は
、
新
し
い
道
路
を
二
本
計
画
し
、
交
通
環
境
を
向
上
さ
せ
る
。
六
年
九
月
の
市
議
会
で
認
定
さ
れ
た
市
道
第
二

九
一
号
線
と
第
二
九
二
号
線
で
あ
る
。

第
二
九
一
号
線
は
、境
二
丁
目
の
都
道
一
二
三
号
線
を
起
点
と
し
、市
道
第
八
五
号
線
ま
で
を
終
点
と
す
る
延
長
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
・

幅
員
一
二
メ
ー
ト
ル
の
南
北
道
路
。
第
二
九
二
号
線
は
、
境
二
丁
目
の
第
二
九
一
号
線
が
起
点
で
、
市
道
第
八
六
号
線
ま
で
の
延
長
約
三

一
〇
メ
ー
ト
ル
・
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
の
東
西
道
路
で
あ
る
。

都
市
計
画
道
路

三
・
四
・
二
七
号
線

い
よ
い
よ
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
連
続
立
体
交
差
化
後
の
本
格
的
な
市
街
地
形
成
を
準
備
す
る
時
期
が
来
た
。
市
は
、

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
か
ら
委
託
調
査
し
た
「
武
蔵
野
市
駅
前
広
場
高
度
利
用
構
想
」
を
基
に
武
蔵
境
駅
周

辺
の
総
合
的
な
整
備
の
あ
り
方
を
提
案
し
た
。「
第
三
期
長
期
計
画
」（
平
成
五
～
一
六
年
）
で
も
、
北
口
駅
前
広
場
取
り
付
け
道
路
を
南

へ
延
伸
し
、
南
口
駅
前
広
場
か
ら
、
境
南
通
り
へ
の
接
続
で
南
北
一
体
化
を
図
る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

市
は
、
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
七
号
寺
前
境
南
線
（
境
南
通
り
か
ら
武
蔵
境
駅
北
口
駅
前
広
場
ま
で
、
延
長
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
・

幅
員
一
六
メ
ー
ト
ル
）
の
計
画
を
五
年
八
月
の
市
議
会
建
設
委
員
会
で
説
明
し
た
。
既
存
の
市
道
第
七
四
号
線
（
現
況
幅
員
約
六
・
三
メ
ー

ト
ル
）
の
区
間
を
両
側
に
拡
幅
す
る
計
画
で
あ
る
。
東
は
農
林
水
産
省
食
糧
倉
庫
跡
地
の
一
部
が
、
西
は
観
音
院
の
墓
地
の
一
部
が
線
引
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き
さ
れ
て
い
る
。

市
議
会
全
員
協
議
会
、
市
都
市
計
画
審
議
会
、
地
元
説
明
会
、
東
京
都
都
市
計
画
地
方
審
議
会
と
い
う
一
連
の
手
続
き
を
経
た
後
、
六

年
五
月
一
一
日
、
都
知
事
の
告
示
が
あ
り
、
計
画
決
定
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
中
央
線
を
ま
た
い
で
南
北
の
ま
ち
を
結
ぶ
道
路
は
、
五
宿
踏
切
の
主
要
地
方
道
一
二
号
線
と
天
文
台
踏
切
の
都
道
一
二
三
号
線
だ

が
、
こ
れ
に
新
た
な
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
七
号
線
が
加
わ
る
こ
と
で
、
南
北
の
駅
前
広
場
を
つ
な
い
で
、
ゆ
と
り
あ
る
歩
行
者
空

間
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
地
下
利
用
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
二
年
二
月
三
日
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、
用
地
買
収
に
入
っ
た
。

武
蔵
境
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、Ｊ
Ｒ
中
央
線
三
鷹
―
立
川
間
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
完
成
を
待
っ
て
、駅
前
広
場
、グ
リ
ー
ン
モ
ー

ル
、
駅
舎
、
南
北
道
路
な
ど
が
す
べ
て
実
現
す
る
。

（
二
）
武
蔵
境
駅
南
口　

農
水
省
跡
地
取
得
と
跡
地
利
用
施
設
計
画
の
立
案

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
夏
―
。
武
蔵
境
駅
南
口
の
旧
農
水
省
食
糧
倉
庫
跡
地
に
建
設
中
の
「
ひ
と
・
ま
ち
・
情
報 

創
造
館 

武
蔵

野
プ
レ
イ
ス
」（
以
下
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
と
略
）
は
完
成
を
一
年
後
に
控
え
て
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
が
終
わ
っ
た
。

蔵
書
一
四
万
五
〇
〇
〇
冊

ま
だ
工
事
用
の
高
い
囲
い
に
は
ば
ま
れ
て
外
部
か
ら
全
容
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
建
物
の
特
徴
と

な
る
横
に
長
い
楕
円
形
の
大
き
な
窓
、
工
事
現
場
の
脇
に
あ
る
現
物
大
の
白
い
窓
枠
な
ど
を
眺
め
て
い
る

と
―
、
四
階
の
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
に
立
つ
若
者
の
姿
や
円
窓
越
し
に
館
内
を
行
き
交
う
男
女
、
ま
た
、
北
側
の
公
園
の
芝
生
で
憩
う
人
た
ち

の
姿
が
目
の
前
に
立
ち
現
れ
て
く
る
。
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敷
地
面
積
二
一
六
六
・
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
地
上
四
階
地
下
三
階
。
延
べ
床
面
積
九
八
〇
九
・
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
。
武
蔵
野
プ
レ

イ
ス
は
図
書
館
機
能
を
中
核
と
し
た
、「
生
涯
学
習
」「
市
民
活
動
」「
青
少
年
活
動
」
を
支
援
す
る
複
合
施
設
で
あ
る
。

施
設
の
カ
オ
と
な
る
一
階
に
は
総
合
案
内
や
カ
フ
ェ
、
約
五
〇
〇
誌
の
並
ぶ
新
刊
雑
誌
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
、
ま
た
、
カ
フ
ェ
か
ら
吹

き
抜
け
と
な
っ
た
地
下
一
階
に
は
図
書
館
機
能
の
蔵
書
一
四
万
五
〇
〇
〇
冊
の
う
ち
メ
ー
ン
と
な
る
約
七
万
五
〇
〇
〇
冊
の
一
般
書
籍
が

収
ま
る
。
ダ
ン
ス
や
演
劇
用
の
ス
ペ
ー
ス
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
を
備
え
、“
青
少
年
の
居
場
所
”
を
う
た
う
地
下
二
階
、
親
子
や
家
族
の
利

用
を
想
定
し
た
図
書
フ
ロ
ア
と
な
る
二
階
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
市
民
活
動
を
支
援
す
る
会
議
室
や
学
習
室
を
備
え
た
三
階
、
そ
し
て

周
辺
を
緑
が
埋
め
る
四
階
の
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
な
ど
が
誕
生
す
る
。

独
創
性
溢
れ
る
館
内
の
特
徴
は
後
に
触
れ
る
が
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
が
完
成
す
る
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
七
月
に
は
北
側
に
隣
接

す
る
境
南
ふ
れ
あ
い
広
場
公
園
（
二
一
六
二
・
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
も
完
成
し
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
一
月
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
の
進
出
で
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
武
蔵
境
駅
南
口
の
開
発
が
三
〇
余
年
を
経
て
よ
う
や
く
総
仕
上
げ
を
迎
え
る
。

昭
和
四
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
完
成
に
至
る
長
い
道
の
り
を
振
り
返
る
。

発
端
は
昭
和
四
八
年

話
は
三
〇
余
年
前
に
遡
る
。
も
ち
ろ
ん
前
期
に
属
す
る
こ
と
だ
が
、
簡
単
に
流
れ
を
追
っ
て
お
く
。

昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
六
月
、
現
在
地
に
あ
っ
た
農
林
省
（
現
農
水
省
）
の
食
糧
倉
庫
が
建
っ
て
い
る
土

地
を
、
市
は
都
市
計
画
や
武
蔵
境
駅
南
口
の
再
開
発
用
地
と
し
て
「
譲
渡
」
し
て
ほ
し
い
と
東
京
食
糧
事
務
所
長
宛
て
に
要
請
文
書
を
提

出
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
長
く
続
く
「
農
水
省
食
糧
倉
庫
跡
地
問
題
」
の
発
端
で
あ
る
。
四
か
月
後
の
同
年
一
〇
月
、
桜
内
義
雄
農
相

（
当
時
）
に
も
同
趣
旨
の
文
書
を
出
し
て
い
る
。
食
糧
倉
庫
が
移
転
し
そ
う
だ
と
い
う
噂
話
を
耳
に
し
て
の
要
請
だ
っ
た
が
、
具
体
的
な

反
応
も
な
い
ま
ま
、
し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
す
る
。
そ
の
間
、
武
蔵
境
駅
南
口
広
場
の
造
成
が
始
ま
り
、
駅
前
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
進
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出
が
決
ま
る
。
危
機
感
を
抱
い
た
境
南
町
の
商
店
会
か
ら
市
議
会
に
「（
食
糧
倉
庫
）
跡
地
取
得
に
関
す
る
請
願
」
が
出
さ
れ
（
五
一
年

一
二
月
）、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
り
し
た
が
、
事
態
は
依
然
動
か
な
い
。

昭
和
五
六
年
一
〇
月
、市
は
倉
庫
移
転
の
情
報
を
得
て
食
糧
庁
や
関
東
財
務
局
に
確
認
を
求
め
る
が
、や
は
り
具
体
的
な
反
応
は
な
か
っ

た
。
翌
五
七
年
一
一
月
、
就
任
四
年
目
の
藤
元
市
長
が
都
知
事
に
宛
て
て
「
東
京
都
長
期
計
画
に
対
す
る
要
望
」
の
中
で
、「
食
糧
倉
庫

が
移
転
し
た
際
の
跡
地
に
、
都
の
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
を
」
と
、
誘
致
計
画
案
を
添
え
て
提
出
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
都
に
事
業
計
画
が

な
く
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

こ
こ
ま
で
が
前
期
ま
で
の
大
雑
把
な
動
き
で
、
詳
し
く
は
『
武
蔵
野
市
百
年
史
』
の
Ⅳ
巻
に
譲
る
。

倉
庫
移
転
と
跡
地
取
得

昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
五
月
、
市
長
交
替
。
高
額
退
職
金
問
題
な
ど
の
処
理
に
忙
殺
さ
れ
、
農
水
省
食

糧
倉
庫
跡
地
問
題
（
以
下
、
跡
地
問
題
と
略
）
に
し
ば
ら
く
表
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。

昭
和
六
一
年
に
入
り
、
食
糧
倉
庫
の
立
川
市
へ
の
移
転
計
画
が
動
き
始
め
、
市
の
動
き
も
本
格
化
す
る
。
並
行
し
て
倉
庫
用
地
の
一
部
、

約
九
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
所
有
す
る
大
林
組
と
の
折
衝
も
始
ま
っ
た
。「
市
の
計
画
に
協
力
す
る
」
と
約
束
し
た
同
社
は
、
事
実
、
一

二
年
後
の
跡
地
取
得
に
前
後
し
て
、
市
に
土
地
を
譲
渡
す
る
。

昭
和
六
三
年
八
月
、
食
糧
庁
管
理
部
長
の
「
移
転
は
六
五
年
度
ま
で
に
完
了
予
定
。
跡
地
売
却
の
場
合
は
競
争
入
札
に
し
た
い
」
旨
の

発
言
が
市
に
伝
わ
る
。
越
え
て
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
六
月
、
市
は
食
糧
庁
に
対
し
跡
地
の
優
先
譲
渡
（
随
意
契
約
）
を
要
請
し
た
。

市
単
独
で
買
収
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
。「
駅
前
の
こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
貴
重
な
土
地
は
二
度
と
出
な
い
」
と
い
う
見
通
し
に
立
っ

た
判
断
だ
っ
た
。

平
成
二
年
一
〇
月
、
倉
庫
は
解
体
さ
れ
て
更
地
に
な
っ
た
。
三
年
三
月
、
食
糧
庁
管
理
部
長
か
ら
文
書
で
市
に
、
跡
地
取
得
の
意
思
の
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照
会
が
あ
り
、
年
度
内
の
回
答
を
求
め
ら
れ
る
。
時
間
が
な
い
。
市
長
は
早
速
、
市
議
会
全
員
協
議
会
開
会
を
要
請
、「
都
と
一
体
で
買

収
交
渉
を
進
め
て
き
た
。
都
に
そ
の
意
思
が
な
け
れ
ば
市
単
独
で
取
得
に
あ
た
る
旨
返
答
し
た
い
」
と
語
る
。
翌
四
月
に
改
選
を
控
え
た

市
議
の
一
部
か
ら
「
選
挙
後
ま
で
返
事
を
待
て
な
い
か
」
と
の
声
も
出
た
が
、
市
長
は
食
糧
庁
の
い
う
期
限
通
り
、「
ぜ
ひ
買
い
受
け
た
い
」

と
文
書
で
回
答
す
る
。
大
い
な
る
決
断
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
市
は
こ
こ
で
再
び
長
い
“
眠
り
”
に
入
る
。

バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
で
あ
る
。
地
価
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
取
得
価
格
、
推
定
一
五
〇
億
円
と
い
わ
れ
た
。
お
い
そ
れ
と
出
せ
る
金

額
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
意
思
表
示
を
し
て
お
け
ば
、
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。

文
書
回
答
か
ら
四
年
た
っ
た
平
成
七
年
六
月
、
食
糧
庁
は
利
用
計
画
策
定
書
の
早
期
提
出
を
催
促
し
て
く
る
が
、
市
は
動
か
な
い
。
続

い
て
八
年
一
〇
月
、
食
糧
庁
か
ら
取
得
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
に
は
随
意
契
約
に
よ
る
払
い
下
げ
の
件
を
白
紙
に
戻
し
競
争
入
札
で

処
分
す
る
、
と
の
通
告
を
受
け
る
。
そ
れ
で
も
市
は
静
観
を
決
め
込
ん
だ
。
ま
る
で
相
手
の
動
き
を
う
か
が
う
持
久
戦
で
あ
る
。

し
び
れ
を
切
ら
し
た
よ
う
に
食
糧
庁
が
動
く
。
平
成
九
年
二
月
、
早
急
に
利
用
計
画
を
策
定
し
、
九
年
度
中
に
売
却
契
約
を
締
結
す
る

よ
う
促
し
、
七
月
ま
で
に
購
入
の
意
思
を
確
約
す
る
書
類
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
期
限
ぎ
り
ぎ
り
の
七
月
、
市
長
は
市
議
会
全

員
協
議
会
で
改
め
て
取
得
の
意
思
を
表
明
、
そ
れ
を
受
け
て
市
議
会
は
九
月
、
跡
地
利
用
を
検
討
す
る
た
め
の
「
農
水
省
跡
地
利
用
計
画

検
討
特
別
委
員
会
」（
以
下
、
農
水
特
別
委
員
会
と
略
）
を
設
置
し
た
。

農
水
特
別
委
員
会
は
平
成
一
〇
年
三
月
、「
中
間
報
告
」
を
ま
と
め
、「
二
一
世
紀
を
展
望
し
た
施
設
に
な
る
も
の
を
望
む
」
と
し
て
、

①
武
蔵
境
図
書
館
、
②
国
際
交
流
・
協
力
の
た
め
の
施
設
、
③
青
少
年
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
な
ど
六
つ
の
施
設
を
具
体
的
に
示
し
た
。

市
は
議
会
の
意
向
を
受
け
て
利
用
計
画
案
を
練
り
上
げ
、
同
月
末
、
農
水
省
に
提
出
し
た
。

「
知
、
希
望
、
ふ
れ
あ
い
、
交
流
、
緑
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
計
画
案
は
、「
公
園
・
緑
地
系
施
設
」「
生
涯
学
習
系
施
設
」「
ふ
れ
あ
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い
・
交
流
系
施
設
」「
共
用
ス
ペ
ー
ス
」「
軽
食
堂
・
喫
茶
室
」
の
五
施
設
を
挙
げ
、
た
と
え
ば
「
生
涯
学
習
系
施
設
」
と
し
て
は
武
蔵
境

図
書
館
、
青
少
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
を
、
ま
た
「
ふ
れ
あ
い
・
交
流
系
施
設
」
で
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。

計
画
案
は
同
年
七
月
、
食
糧
庁
に
承
認
さ
れ
、
同
月
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。
市
土
地
開
発
公
社
が
い
っ
た
ん
取
得
し
た
。
三
九
九

二
・
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
取
得
金
額
は
四
九
億
一
〇
二
三
万
余
円
。
三
か
月
後
に
は
前
述
し
た
大
林
組
の
所
有
地
も
買
い
取
る
。
総
額

は
約
五
八
億
円
。
す
で
に
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
い
た
。
意
図
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
持
久
戦
の
結
果
と
し
て
市
は
、
当
初
の
予
定
価

格
の
半
額
以
下
で
一
等
地
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。

平
成
一
一
年
二
月
、
市
は
取
得
用
地
の
北
側
二
一
六
二
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
都
市
計
画
公
園
と
す
る
都
市
計
画
を
決
め
、
四
月
か
ら

「
境
南
ふ
れ
あ
い
広
場
公
園
」
と
し
て
暫
定
開
放
し
た
。
ま
た
、
南
側
の
半
分
は
翌
五
月
か
ら
「
武
蔵
境
南
口
暫
定
自
転
車
駐
輪
場
」
に

供
さ
れ
る
（
二
〇
年
一
二
月
、
工
事
開
始
に
伴
っ
て
閉
鎖
）。

基
本
計
画
づ
く
り

用
地
の
取
得
が
済
み
、
い
よ
い
よ
施
設
づ
く
り
の
検
討
に
入
る
。

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
三
月
、
市
で
は
武
蔵
境
駅
周
辺
地
区
を
「
駅
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
生
活

拠
点
」
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
武
蔵
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
、
食
糧
倉
庫
跡
地
の
南
半
分
を
公
共

施
設
整
備
事
業
に
、
ま
た
北
半
分
を
境
南
ふ
れ
あ
い
広
場
公
園
整
備
事
業
に
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
一
三
年
度
か
ら
の
六
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
三
期
長
期
計
画
第
二
次
調
整
計
画
」（
同
年
三
月
発
表
）
で
も
「
武
蔵
境
圏
の
整
備
」
の
一
環
と
し
て
、「
武
蔵
境
の
地
区

図
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
、
知
・
文
化
・
自
然
・
青
少
年
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
施
設
の
構
想
・
計
画
を

策
定
し
、
建
設
を
進
め
る
」
と
具
体
化
に
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
す
。
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そ
の
間
、市
は
平
成
一
二
年
二
月
、「
二
一
世
紀
に
必
要
な
公
共
施
設
と
は
何
か
」と
問
い
か
け
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
を
実
施
し
て
い
る
。

短
期
間
に
内
外
か
ら
一
六
七
件
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀
賞
に
は
、
施
設
内
や
公
園
、
駅
な
ど
を
自
然
光
が
差
し
込
む
大
き
な
吹

き
抜
け
空
間
で
つ
な
ぎ
、
施
設
の
正
面
に
「
子
ど
も
の
塔
」
を
配
置
し
た
原
寛
道
（
千
葉
県
市
川
市
）
の
プ
ラ
ン
な
ど
三
件
が
選
ば
れ
た
。

第
二
次
調
整
計
画
が
発
表
さ
れ
た
同
じ
三
月
、「
新
公
共
施
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」（
委
員
長
・
西
尾
勝
国
際
基
督
教
大
学
教
授
）

が
発
足
し
た
。
同
委
員
会
は
基
本
計
画
を
検
討
す
る
際
、
新
し
い
手
法
を
採
用
す
る
。「
長
期
計
画
な
ど
で
施
設
の
用
途
が
確
立
し
て
い

る
こ
と
を
前
提
に
、
施
設
と
し
て
必
要
な
機
能
は
何
か
を
想
定
し
、
そ
れ
を
施
設
内
に
割
り
当
て
る
」
の
が
普
通
の
や
り
方
だ
が
、
こ
こ

で
は
最
初
か
ら
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
て
、「
二
一
世
紀
に
市
民
が
求
め
る
公
共
施
設
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
あ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
観
点
で
、
ま
ず
、
跡
地
へ
の
公
共
施
設
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
整

理
」
し
、
そ
れ
を
施
設
検
討
の
「
軸
」
に
し
て
コ
ン
セ
プ
ト
や
基
本
機
能
へ
と
検
討
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

同
委
員
会
は
平
成
一
四
年
二
月
、
基
本
的
な
考
え
方
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
施
設
の
持
つ
べ
き
基
本
機
能
な
ど
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま

で
の
議
論
の
ま
と
め
」
と
題
す
る
文
書
を
発
表
し
た
。〈「
集
う
、
学
ぶ
、
創
る
、
育
む
～
知
的
創
造
拠
点
」
と
し
、
市
民
が
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
、
知
的
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、
開
か
れ
た
市
民
活
動
の
拠
点
を
求
め
る
〉
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
立
っ
て
、
①
自
然
と
の
調
和
を
図
る
、
②
「
場
所
」
を
活
か
す
、
③
機
能
が
集
ま
る
利
点
を
活
か
す
、
④
利
用
者
の
視
点
に
立
つ
、
⑤

市
民
の
主
体
性
を
重
視
す
る
、
と
い
う
五
つ
の
基
本
的
考
え
方
を
示
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
五
つ
の
「
場
」、
つ
ま
り
「
知
識
・
情
報

の
場
」「
創
造
の
場
」「
表
現
の
場
」「
体
験
の
場
」「
集
い
の
場
」
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
相
互
に
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ

り
、「
交
流
」
と
い
う
新
た
な
力
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
と
す
る
、
と
し
た
。

同
委
員
会
は
こ
の
「
議
論
の
ま
と
め
」
を
た
た
き
台
に
、
市
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
市
議
会
特
別
委
員
会
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
後
、
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さ
ら
に
施
設
内
容
、
管
理
運
営
、
公
園
（
北
半
分
）
と
の
関
係
な
ど
に
検
討
を
加
え
、
平
成
一
五
年
二
月
、
ほ
ぼ
前
述
の
「
議
論
の
ま
と

め
」
に
そ
っ
た
「
報
告
書
」
を
市
長
に
提
出
し
た
。

施
設
に
つ
い
て
い
え
ば
、
①
す
べ
て
の
機
能
を
有
機
的
に
一
体
化
す
る
、
②
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
、
③
ゆ
と
り
空
間
を
設

け
る
、
④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す
る
、
⑤
緑
に
囲
ま
れ
た
良
好
な
環
境
を
整
え
る
、
⑥
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
、
と
い
う
考

え
方
を
示
し
、「
図
書
館
機
能
」
を
持
つ
施
設
、「
会
議
・
研
究
・
発
表
」
の
た
め
の
施
設
、「
創
造
・
練
習
・
鑑
賞
」
の
た
め
の
施
設
、「
交

流
」
の
た
め
の
施
設
、
を
設
け
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

そ
の
後
の
経
緯
を
追
っ
て
い
く
と
分
か
る
こ
と
だ
が
、
目
指
す
公
共
施
設
の
中
味
は
、
名
称
こ
そ
変
わ
っ
て
い
く
が
、
ほ
ぼ
こ
の
「
報

告
書
」
に
沿
っ
た
線
で
推
移
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

知
的
創
造
拠
点
に

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
一
〇
月
、
市
で
は
新
公
共
施
設
の
具
体
的
計
画
づ
く
り
を
前
に
、
早
い
段
階
か
ら
建

築
家
の
知
識
、
能
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
建
築
基
本
計
画
を
策
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
の
判
断
で
設
計
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
公
募
し
た
。
一
般
に
行
わ
れ
る
設
計
コ
ン
ペ
と
違
い
、
設
計
を
委
託
す
る
う
え
で
最
も
適
し
た
「
ひ
と
」
を
選
ぶ
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
は
大
き
な
話
題
を
呼
び
、
全
国
か
ら
四
一
四
人
が
名
乗
り
を
上
げ
、
う
ち
二
〇
二
人
か
ら
一
次
選
考
の
提
案
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。

最
終
選
考
は
翌
一
六
年
二
月
、
一
般
公
開
で
行
わ
れ
、
二
次
選
考
で
残
っ
た
五
人
の
中
か
ら
建
築
家
の
川
原
田
康
子
（
新
宿
区
）
が
選
ば

れ
た
。
以
降
、
川
原
田
が
設
計
に
当
た
る
。

同
年
五
月
、
市
で
は
前
委
員
会
の
提
案
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
建
設
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、「
農
水
省
跡
地
利
用
施
設
建
設
基

本
計
画
策
定
委
員
会
」（
委
員
長
・
古
田
土
一
雄
市
助
役
）
を
設
置
す
る
。
川
原
田
も
設
計
者
と
し
て
委
員
会
に
加
わ
っ
た
。

施
設
の
大
枠
は
す
で
に
固
ま
っ
て
い
る
。
機
能
、
配
置
構
成
、
規
模
、
公
園
と
の
一
体
化
や
公
園
計
画
、
管
理
運
営
方
法
、
総
事
業
費
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な
ど
、
計
画
全
体
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
同
委
員
会
は
同
年
一
一
月
の
「
中
間
の
ま
と
め
」
に
続
き
、
翌
一
七
年
三
月
、「
最
終
報
告
書
」

を
ま
と
め
あ
げ
る
。

同
じ
三
月
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
始
ま
る
市
の
「
第
四
期
基
本
構
想
」
が
出
て
、「
武
蔵
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
完
成
」
の
中
で
新
公
共

施
設
は
、「
知
的
創
造
拠
点
と
し
て
図
書
館
機
能
を
中
心
と
し
た
『
新
公
共
空
間
』
を
建
設
し
、
多
世
代
に
わ
た
る
利
用
と
広
域
的
な
市

民
活
動
の
場
と
す
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

前
委
員
会
の
「
報
告
書
」
も
刺
激
的
だ
っ
た
が
、
こ
の
「
最
終
報
告
書
」
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
高
い
。
明
確
に
さ
れ
た
一
つ
は
、
新
公

共
施
設
の
持
つ
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
表
現
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
プ
レ
イ
ス
（
場
）」
を
掲
げ
た
こ
と
。「
プ
レ
イ
ス
と
は
『
活

動
が
行
わ
れ
る
場
所
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
開
放
性
、
多
様
性
、
共
同
性
、
自
由
な
関
係
性
、
柔
軟
性
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
合
わ
せ
持
ち
、
…
前
委
員
会
報
告
書
の
提
言
の
内
容
を
幅
広
く
と
ら
え
、
本
施
設
の
特
性
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
最
も
適
当
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
改
め
て
基
本
理
念
を
、
①
開
放
性
、
②
多
様
性
、
③
創
発
性
、
と
集
約
し
た
う
え
で
初
め
て
仮
称
と
断

り
な
が
ら
「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
」
と
い
う
名
称
を
打
ち
出
し
た
。
以
後
こ
の
名
称
が
こ
れ
ま
で
の
「
公
共
施
設
」
に
取
っ
て
替
わ
る
。

「
知
の
森
へ
誘
う
」
と
副
題
が
付
い
た
「
最
終
報
告
書
」
で
は
、
知
的
創
造
拠
点
と
し
て
の
「
場
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
目
指
す
施
設
は
、

図
書
館
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
単
に
並
置
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
機
能
が
相
互
に
融
合
し
、
幅
広
い
市
民
に

よ
る
積
極
的
な
知
的
交
流
の
場
と
な
る
全
く
新
し
い
施
設
の
型
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
前
委
員
会
の
決
め
た
「
図
書
館
機
能
」「
会
議
・

研
究
・
発
表
」「
創
作
・
練
習
・
鑑
賞
」「
交
流
」
の
四
つ
の
部
分
を
ど
う
配
分
し
、
組
み
合
わ
せ
る
か
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

全
階
に
わ
た
っ
て
図
書
館
機
能
を
展
開
し
、
他
の
三
つ
の
機
能
は
緩
や
か
に
つ
な
が
る
よ
う
な
構
成
を
目
指
す
こ
と
で
、
各
機
能
は
図
書

館
機
能
を
媒
介
と
し
て
有
機
的
に
結
び
つ
き
、
知
的
交
流
を
誘
発
す
る
ベ
ー
ス
が
築
か
れ
る
、
と
し
て
、
館
内
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
回
る
こ
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と
で
新
た
な
情
報
を
得
て
い
く
「
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
」
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
前
述
し
た
四
つ
の
部
分
を
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
ス
タ
ジ
オ
」「
市
民
プ
ラ
ザ
」
と
名
づ
け
、
こ
れ
ら

が
有
機
的
に
連
携
し
た
施
設
づ
く
り
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
報
告
書
」
は
、
四
階
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
三
階
に
市
民
オ
フ
ィ
ス
、
二
階
に
サ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
階
に
市
民
プ
ラ
ザ
、
地

下
一
階
に
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
さ
ら
に
地
下
二
階
に
ス
タ
ジ
オ
、
同
三
階
に
駐
車
場
と
機
械
室
を
配
置
し
た
「
建
築
計
画
案
」
を
提

示
す
る
。「
知
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
ル
ー
ム
」
と
い
う
と
ら
え
方
が
初
め
て
登
場
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
建
物
と
一
体
化
し
た
「
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
の
公
園
」（
北
半
分
）
計
画
に
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、「
管
理
運
営
方
針
」
と
し
て
、
四
つ
の
機
能
を
従
来
型
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
組
織
毎
に
個
別
管
理
す
る
タ
テ
割
り
方
式
で
は

な
く
、
施
設
全
体
を
一
つ
の
組
織
と
し
て
一
体
的
・
有
機
的
に
管
理
運
営
す
る
こ
と
を
基
本
に
据
え
、
市
の
直
営
で
な
く
、
指
定
管
理
者

制
度
を
活
用
し
、
教
育
委
員
会
所
管
の
「
財
団
法
人
武
蔵
野
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
」
を
改
組
（
平
成
二
二
年
四
月
、
財
団
法
人
武
蔵
野

生
涯
学
習
振
興
事
業
団
に
）
し
て
管
理
運
営
を
委
任
す
る
の
が
最
適
、
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
方
針
は
最
後
ま
で
貫
か
れ
る
。

川
原
田
の
手
に
な
る
基
本
設
計
は
同
年
一
〇
月
に
完
成
し
た
。
地
上
四
階
地
下
三
階
、
延
べ
床
面
積
一
万
〇
二
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
が

「
報
告
書
」
の
内
容
に
沿
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。（
→
資
料
編
）

同
じ
一
〇
月
、
任
期
半
ば
で
辞
任
し
た
（
八
月
）
土
屋
市
長
に
代
わ
り
、
邑
上
守
正
が
市
長
に
な
る
。

見
直
し
案
か
ら

実
施
設
計
へ

邑
上
新
市
長
が
市
長
選
で
掲
げ
た
公
約
の
一
つ
、「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
見
直
し
」
が
市
議
会
で
激
し
い
反
発
に
あ

う
の
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
一
二
月
と
翌
一
八
年
一
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
「
基
本
設
計
展
示

会
（
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
）」
の
後
の
市
議
会
で
あ
る
。
二
月
の
市
議
会
農
水
特
別
委
員
会
で
公
約
ど
お
り
市
長
は
、
基
本
計
画
の
見
直
し
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案
を
提
示
し
た
。
基
本
計
画
に
盛
ら
れ
た
四
つ
の
機
能
は
維
持
し
つ
つ
、
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
な
ど
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
施
設
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
・
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
と
す
る
見
直
し
案
の
眼
目
は
、
四
階
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
地
下
二
階
の
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
統
合
、
地

下
三
階
の
駐
車
場
の
「
隔
地
駐
車
」（
施
設
本
体
と
離
れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
こ
と
）
化
な
ど
で
全
体
の
面
積
を
七
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
に
抑
え
、
地
上
三
階
地
下
二
階
（
一
部
地
下
三
階
）
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
市
長
交
替
で
野
党
に
転
じ
た
議
員
か
ら
、「
ま
ず
縮
小
あ
り
き
で
は
な
い
か
」「
隔
地
駐
車
は
公
共
施
設
と
し
て
ま
ず
い
」

な
ど
と
い
っ
た
批
判
が
出
て
、
挙
げ
句
に
見
直
し
案
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
平
成
一
八
年
度
予
算
を
通
さ
な
い
と
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
。
事

実
、
三
月
の
定
例
会
で
新
年
度
予
算
は
否
決
さ
れ
た
。
市
議
会
で
は
「
基
本
設
計
の
趣
旨
に
沿
っ
た
建
設
を
」
と
す
る
陳
情
も
採
択
さ
れ

る
。こ

う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
邑
上
市
長
は
五
月
初
旬
の
農
水
特
別
委
員
会
で
見
直
し
案
を
撤
回
し
、
改
め
て
基
本
計
画
に
立
ち
戻
り
、

①
よ
り
使
い
易
い
施
設
配
置
、
②
管
理
運
営
の
方
法
と
主
体
、
③
駐
車
場
の
出
入
り
口
の
位
置
、
④
他
施
設
と
の
連
携
、
の
四
点
に
絞
っ

て
検
討
す
る
専
門
家
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
で
市
議
会
と
調
整
を
図
る
。

同
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
称
）
専
門
家
会
議
」（
委
員
長
・
鬼
頭
梓
・
委
員
六
人
）
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
四
点
を
中
心
に
調
整
・
検
討
を
加
え
、
平
成
一
九
年
三
月
、「
最
終
報
告
書
」
を
ま
と
め
た
。
特
徴
的
な
の
は
、
基
本
計
画
で
い
う
「
図

書
館
機
能
の
展
開
」
を
単
に
書
架
を
設
置
す
る
と
い
っ
た
限
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
知
的
情
報
と
の
出
会
い
の
場
」
と
し
て
広
く
と

ら
え
た
こ
と
、「
知
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
も
単
な
る
展
示
の
場
で
は
な
く
「
自
主
運
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
と
ら
え
た
こ
と
な
ど
で
、
同
時
に

各
機
能
に
お
い
て
利
用
者
と
施
設
管
理
者
と
の
間
で
日
常
的
な
連
携
・
協
議
の
場
を
設
け
る
、と
い
う
利
用
者
重
視
の
新
し
い
提
案
も
行
っ

た
。
ま
た
、
サ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
二
階
に
「
児
童
図
書
」
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中
の
親
も
楽
し
め
る
「
生
活
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関
連
図
書
」
を
そ
ろ
え
る
こ
と
、
駐
車
場
の
出
入
り
口
を
交
通
事
情
を
考
え
て
西
側
に
移
す
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
た
う
え
、
①
図
書
館
機
能

は
な
る
べ
く
ま
と
め
る
、
②
一
階
に
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
、
③
機
能
が
融
合
す
る
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
の
イ
メ
ー
ジ

を
重
視
す
る
、
こ
と
な
ど
も
考
慮
し
て
、
実
施
設
計
に
当
た
る
よ
う
求
め
た
。

ひ
と
・
ま
ち
・
情
報
創
造
館

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス

報
告
書
を
受
け
て
市
は
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
六
月
、「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
）
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
」
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
、
オ
ー
プ
ン
な
メ
ー
ン
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
シ
ー
ス

ル
ー
化
、
三
、
四
階
に
置
く
予
定
だ
っ
た
雑
誌
を
主
に
一
階
に
ま
と
め
て
約
五
〇
〇
誌
を
重
点
配
置
す
る
、
や
は
り
一
階
に
「
知
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
新
設
し
、
中
央
部
に
施
設
全
体
の
案
内
・
紹
介
が
で
き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ
」
を
作
る
、
各
階
の
中
央
部

分
に
「
オ
ー
プ
ン
プ
レ
イ
ス
」
を
配
置
す
る
な
ど
と
基
本
設
計
に
細
か
い
修
正
を
加
え
、
さ
ら
に
会
館
事
務
室
を
二
階
か
ら
三
階
に
移
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
基
本
設
計
通
り
四
階
に
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
延
べ
床
面
積
は
基
本
設
計
よ
り
多
少

減
り
、
建
設
コ
ス
ト
も
二
億
円
減
る
と
は
じ
き
出
し
て
い
る
。

そ
の
後
市
は
同
年
一
〇
月
、「
基
本
設
計
（
修
正
版
）
の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
文
書
を
公
表
す
る
が
、
こ
の
段
階
で
延
べ
床
面

積
九
九
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
上
四
階
地
下
三
階
の
建
物
の
全
容
が
ほ
ぼ
姿
を
現
し
た
。
修
正
版
に
基
づ
い
て
実
施
設
計
が
完
成
す
る

の
は
平
成
二
〇
年
八
月
で
あ
る
。

そ
の
間
市
で
は
三
月
、「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
）
管
理
運
営
基
本
方
針
」
を
ま
と
め
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
点
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
館
内
各
部
門
の
役
割
や
体
制
（
配
置
人
員
）
に
つ
い
て
検
討
、
懸
案
だ
っ
た
開
館
時
間
も
九
時
三
〇
分
～
二
二
時
と
す
る
方
針

を
固
め
た
。
同
時
に
収
支
想
定
も
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
一
月
、
名
称
募
集
が
行
わ
れ
、
応
募
一
六
五
件
の
中
か
ら
関
係
部
局
で
話
し

合
っ
た
結
果
、
同
年
末
、
正
式
名
称
を
「
ひ
と
・
ま
ち
・
情
報 

創
造
館 

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
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明
け
て
平
成
二
一
年
一
月
、
工
事
が
始
ま
っ
た
。
四
月
、
市
は
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
「
管
理
運
営
指
針
」
を
ま
と
め
た
。
ほ
ぼ
、
前
述

の
基
本
方
針
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。

市
が
発
表
し
た
一
〇
余
種
の
資
料
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
実
現
に
至
る
道
を
駆
け
足
で
追
っ
て
き
た
。
討
論
を
重
ね
る

中
で
微
調
整
を
加
え
な
が
ら
姿
を
整
え
て
い
く
過
程
は
、
ま
る
で
「
知
の
森
」
を
逍
遥
す
る
よ
う
だ
っ
た
。
間
も
な
く
武
蔵
野
市
に
ま
た
、

全
国
の
耳
目
を
集
め
る
先
進
的
な
施
設
が
誕
生
す
る
。
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第
三
節　

本
市
独
自
の
交
通
対
策

一　

お
年
寄
り
、障
害
者
、妊
婦
さ
ん
な
ど
交
通
弱
者
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ム
ー
バ
ス
」

（
一
）
交
通
過
疎
の
地
域
が
あ
る

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
一
二
月
に
市
が
開
催
し
た
都
市
・
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
武
蔵
野
市
の
未
来
都
市
型
を
語
る
」
で
土
屋
正
忠

市
長
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
提
唱
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は
、
買
い
物
や
病
院
な
ど
に
出
掛
け
る
の
に
利
用
し
や
す
い
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
交
通
過
疎
の
地
域
に
走
ら
せ
る
自
治
体
主
導
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
吉
祥
寺
南
町
の
足
の
不
自
由
な
高
齢
の

女
性
が
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
、
街
へ
出
掛
け
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
訴
え
て
き
た
こ
と
が
市
長
の
提
案
に
な
っ
た
。

市
域
面
積
一
〇
・
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
本
市
に
は
、
吉
祥
寺
、

三
鷹
、
武
蔵
境
の
Ｊ
Ｒ
三
駅
を
基
点
に
関
東
バ
ス
、
西
武
バ
ス
、
京
王
バ
ス
、
小
田
急
バ
ス
、
計
四
社
の
バ
ス
が
乗
り
入
れ
て
お
り
、
一

日
八
四
路
線
・
延
べ
三
三
〇
〇
便
（
平
成
一
五
年
七
月
一
日
現
在
）
が
朝
か
ら
晩
ま
で
め
ま
ぐ
る
し
く
運
行
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
交
通

至
便
の
街
と
誰
し
も
思
う
。
し
か
し
、
バ
ス
停
が
近
く
に
な
い
、
自
転
車
に
も
乗
れ
な
い
、
歩
く
に
は
足
腰
が
つ
ら
い
、
ま
た
幼
児
連
れ

だ
っ
た
り
妊
産
婦
だ
っ
た
り
す
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
移
動
す
る
交
通
手
段
が
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
に
と
っ
て
交
通
過
疎
の
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地
域
が
あ
る
。

「
市
内
の
三
駅
か
ら
一
キ
ロ
で
円
を
引
く
と
、
そ
の
中
に
お
さ
ま
ら
な
い
所
が
出
て
く
る
。
駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の
に
一
キ
ロ
以
上
あ

り
バ
ス
路
線
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
、
こ
う
い
う
所
が
交
通
過
疎
な
ん
で
す
ね
。
街
の
中
を
移
動
し
た
り
、
駅
ま
で
乗
っ
て
く
る
人
を
対
象

に
し
た
近
々
距
離
・
中
型
バ
ス
は
な
い
の
か
」
と
、
市
長
は
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
言
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
発
言
か
ら
五
年
の
調
査

検
討
期
間
を
経
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ム
ー
バ
ス
」
が
本
市
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

き
め
の
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
と
は

先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
に
都
市
交
通
問
題
に
造

詣
の
深
い
岡
並
木
静
岡
県
立
大
学
教
授
が
い
た
。
平
成
三
（
一
九
九

一
）
年
一
〇
月
、
市
は
市
民
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
岡
並
木
教
授
・
委

員
一
二
人
）
を
設
置
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
学
識
経
験
者
の
ほ
か
に
、
バ
ス
会
社
の
社
長

室
主
幹
、
運
輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）
の
地
域
交
通
企
画
課
長
、
東
京
都
の
都
市
計
画
局

多
摩
道
路
振
興
担
当
課
長
な
ど
が
加
わ
っ
た
。
委
員
会
設
置
の
目
的
は
、
平
成
五
年
度
を

初
年
度
と
す
る
一
二
年
間
の
第
三
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
に
、
交
通
計
画
を
盛
り
込
む

た
め
だ
っ
た
。

高
齢
者
は
家
に
じ
っ
と
し
て
い
た
く
な
い
、社
会
や
人
と
の
付
き
合
い
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
健
康
な
人
の
よ
う
に
長
い
距
離
は
歩
け
な
い
。
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
ら
腰

を
下
ろ
し
て
休
み
た
い
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
も
腰
掛
け
て
し
ま
う
。
道
路

の
段
差
や
傾
斜
、
駅
の
階
段
や
乗
り
物
の
吊
り
革
な
ど
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
誠
に
不
便

子どもにも人気のムーバス、平成 ７年11月に運行開始
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な
も
の
が
移
動
の
自
由
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
が
、
同
委
員
会
の
調
査
で
分
か
っ
て
き
た
。

き
め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
し
い
バ
ス
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
が
同
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
バ
ス
交
通
の
空
白
・
不
便
地
域
を
解
消
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
高
齢
者
や
子
ど
も
連
れ
の
人
が
抵
抗
感
な
く
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
、
小
型
で
、
狭
い
道
路
に
も
入
れ
、
住
宅
地
の
中
で
乗
り
降
り
で
き
る
こ
と
、
駅
を
起
点
に
三
～
四
キ

ロ
の
環
状
ル
ー
ト
で
、
一
回
り
す
る
時
間
は
一
五
～
三
〇
分
程
度
、
バ
ス
停
の
間
隔
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
す
る
、
運
行
時
間
は
朝

八
時
か
ら
一
八
時
ま
で
、
運
行
回
数
は
一
時
間
に
四
本
と
し
、
一
五
分
間
隔
で
走
る
、
料
金
は
一
〇
〇
円
と
す
る
、
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
実
現
さ
せ
た
い

委
員
会
が
提
案
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
実
現
さ
せ
、
事
業
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）

年
六
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
施
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
岡
並
木
静
岡
県
立
大
学
教
授
・
委
員
九
人
）
が

発
足
す
る
。

運
行
予
定
地
域
の
高
齢
者
人
口
、
公
共
施
設
な
ど
の
分
布
、
道
路
幅
、
交
通
規
制
、
予
定
地
域
の
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
前
の
市
民
交
通
シ
ス
テ
ム
委
員
会
の
提
示
を
基
に
コ
ー
ス
を
選
定
し
て
、
委
員
会
で
予
定
コ
ー
ス
の
試
走
を
行
っ
た
。

六
年
四
月
、
市
交
通
対
策
課
の
職
員
を
増
員
す
る
。
専
従
の
係
長
を
配
置
し
て
、
七
月
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
推
進
委
員
会
を
設
置

し
た
。
事
業
主
体
と
運
行
形
態
の
決
定
。
免
許
の
申
請
。
採
算
性
の
面
か
ら
料
金
と
費
用
負
担
を
決
定
。
運
行
路
線
の
確
保
。
交
通
環
境

の
整
備
。
バ
ス
車
両
の
開
発
。
こ
う
し
た
課
題
の
詰
め
に
入
っ
た
。

（
二
）
難
問
解
決
へ
の
長
い
道
の
り

難
問
の
第
一
は
、
バ
ス
事
業
者
の
合
意
を
得
て
、
関
東
運
輸
局
か
ら
路
線
の
免
許
と
運
賃
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
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バ
ス
会
社
に
運
行
を
委
託
す
る
条
件
の
中
で
出
し
た
運
賃
一
〇
〇
円
案
は
、
一
般
路
線
の
運
賃
二
〇
〇
円
（
当
時
）
の
半
額
で
あ
る
か
ら
、

バ
ス
会
社
と
し
て
は
お
い
そ
れ
と
首
を
縦
に
振
れ
な
い
。

新
し
い
路
線
を
運
輸
省
へ
申
請
す
る
場
合
、
運
賃
は
同
一
地
域
同
一
運
賃
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
慣
行
が
あ
る
。
バ
ス
会
社
と

関
東
運
輸
局
に
、
新
し
い
試
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
主
旨
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
一
歩
も
進
ま
な
い
。

二
つ
目
の
難
問
は
、狭
い
住
宅
地
内
の
道
路
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
に
は
警
視
庁
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

道
路
の
幅
が
問
題
だ
っ
た
。
道
路
法
第
四
七
条
第
一
項
に
基
づ
く
「
車
両
制
限
令
」
の
第
五
条
第
二
項
で
は
、「
通
行
す
る
車
両
の
幅
は
、

当
該
道
路
の
車
道
の
幅
員
か
ら
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
も
の
の
二
分
の
一
を
越
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い

る
。
問
題
は
、
吉
祥
寺
東
町
四
丁
目
と
接
す
る
杉
並
区
の
管
理
道
路
で
あ
る
。
こ
こ
を
拡
幅
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
バ
ス
ル
ー
ト
が
成

り
立
た
な
い
個
所
が
あ
っ
た
。
杉
並
区
に
掛
け
合
い
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
解
決
し
た
。
ま
た
、
予
定
の
バ
ス
ル
ー
ト
は
通
学
路
に
も
当

た
る
こ
と
か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
安
全
対
策
が
必
要
だ
。
通
学
時
間
帯
に
は
ル
ー
ト
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

三
つ
目
の
難
問
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
要
件
を
満
た
す
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
市
販
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
新
た
な
開
発
が
必
要

だ
っ
た
。
乗
り
降
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
に
は
ド
ア
が
二
つ
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
調
査
の
結
果
、
日
野
自
動
車
で
前
と
中
央
に
ド
ア

の
あ
る
小
型
バ
ス
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
車
両
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

法
律
の
厚
い
壁

市
内
の
バ
ス
会
社
四
社
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
打
診
し
て
み
た
。
い
ず
れ
の
バ
ス
会
社
も
採
算
性
の
点

で
快
い
返
事
は
し
な
か
っ
た
が
、
関
東
バ
ス
だ
け
は
、
一
定
の
条
件
（
赤
字
を
市
が
補
填
す
る
方
式
）
の
も
と
で
応

じ
て
く
れ
る
姿
勢
を
示
し
た
。
新
設
す
る
路
線
の
料
金
は
一
〇
〇
円
。
既
設
路
線
の
二
〇
〇
円
の
区
間
で
の
運
行
を
、
果
た
し
て
運
輸
省

が
認
め
て
道
路
運
送
法
第
四
条
に
よ
る
許
可
が
下
り
る
の
か
ど
う
か
。
法
第
四
条
の
許
可
と
は
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を
行
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う
者
に
対
す
る
許
可
で
あ
る
。
た
と
え
ば
福
祉
バ
ス
の
よ
う
に
法
第
八
〇
条
第
一
項
但
し
書
き
適
用
の
「
特
定
の
人
が
特
定
の
目
的
の
た

め
に
運
行
す
る
」
バ
ス
の
許
可
と
は
異
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
法
第
四
条
の
許
可
で
な
け
れ
ば
一
般
乗
客
を
運
ぶ
目
的
は
果
た
せ

な
い
。
市
の
担
当
者
は
辛
抱
強
く
折
衝
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
運
輸
省
で
は
、「
メ
ロ
ウ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」「
人
に
や
さ
し
い
社
会
を
」
を
提
唱
し
な
が
ら
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
、
高
齢
者
に

優
し
い
政
策
も
な
か
っ
た
た
め
、
本
市
の
法
第
四
条
の
許
可
申
請
を
、
高
齢
社
会
の
一
つ
の
試
み
と
捉
え
て
高
い
関
心
を
示
し
て
き
た
。

当
時
の
警
視
総
監
も
、
本
市
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、「
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
も
有

効
で
あ
ろ
う
」
と
新
聞
に
投
稿
ま
で
し
て
い
た
（
読
売
新
聞　

平
成
六
年
八
月
九
日
付
）。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
一
一
月
一
四
日
、
法
第
四
条
の
許
可
が
下
り
た
。
但
し
経
営
の
安
定
性
な
ど
の
経
過
を
見
る
と
い
う
条
件
で
、

当
初
は
九
年
三
月
ま
で
の
限
定
付
き
で
あ
っ
た
。
警
視
庁
の
許
可
も
下
り
た
。

（
三
）
市
民
に
愛
さ
れ
る
ム
ー
バ
ス

い
よ
い
よ
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
一
月
二
六
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ム
ー
バ
ス
」
第
一
号
吉
祥
寺
東
循
環
が
走
り
出
し
た
。

吉
祥
寺
駅
北
口
を
起
終
点
に
、
大
型
バ
ス
が
入
れ
な
い
住
宅
地
の
狭
い
道
を
循
環
す
る
二
九
人
乗
り
の
可
愛
ら
し
い
バ
ス
だ
。
駅
の
東
側

一
周
四
・
二
キ
ロ
を
二
五
分
で
走
る
。
朝
八
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
、
一
五
分
ご
と
に
発
車
す
る
。（
→
表
6
―
3
―
1
）

ム
ー
バ
ス
と
い
う
名
称
は
市
民
か
ら
公
募
し
て
決
め
た
。「
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｕ
Ｓ
」。
私
た
ち
を
運
ぶ
、
動
か
す
と
い
う
意
味
に
武
蔵
野
市

の
「
ム
」
を
絡
ま
せ
た
愛
称
で
山
本
美
智
子
（
吉
祥
寺
南
町
）
の
提
案
で
あ
る
。

ム
ー
バ
ス
は
銀
色
の
メ
タ
リ
ッ
ク
塗
装
の
車
体
に
、
0
か
ら
9
ま
で
、
鮮
や
か
な
一
〇
色
の
大
き
な
算
用
数
字
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
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表
６
―
３
―
1
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ム
ー
バ
ス
」
の
路
線
概
要

（
平

成
22年

１
月

１4日
現

在
）

１
号

路
線

2
号

路
線

３
号

路
線（

境
南

循
環

）
4

号
路

線
５

号
路

線
６

号
路

線
７

号
路

線

吉
祥

寺
東

循
環

吉
祥

寺
北

西
循

環
西

循
環

東
循

環
三

鷹
駅

北
西

循
環

境
西

循
環

境
・

東
小

金
井

線
三

鷹
・

吉
祥

寺
循

環
境

・
三

鷹
循

環

起
終

点
吉

祥
寺

駅（
北

口
）

武
蔵

境
駅（

南
口

）
三

鷹
駅（

北
口

）
武

蔵
境

駅（
北

口
）

三
鷹

駅（
北

口
）

武
蔵

境
駅（

北
口

）

路
線

延
長

4.2㎞
５.2㎞

３.8㎞
３.１㎞

4.9㎞
2.4㎞

4.５㎞
５.2㎞

4.8㎞

所
要

時
間

2５分
３4分

１５分
１５分

３0分
１0分

１５分
2７分

2５分

運
行

時
間

8
：

00〜
１9：

00

8：
0３〜

１9：
３8

（
土

日
8：

0３〜
１9：

５３）

７
：

１0〜
20：

５0
７

：
00〜

20：
40

8
：

20〜
20：

40
７

：
0５〜

2１：
20

７
：

24〜
2１：

24
７

：
00〜

2１：
00

７
：

00〜
2１：

00

運
行

間
隔（

分
）

１５分
１３分

（
土

日
１0分

）
20分

20分
20分

１５分
３0分

20分
３0分

便
数

／
日

4５便
５５便

（
土

日
７2便

）
42便

42便
３8便

５8便
29便

4３便
29便

バ
ス

停
数

１8
2５

１8
１３

2５
１１

20
22

2３

料
金

１00円（
未

就
学

児
無

料
）。

シ
ル

バ
ー

パ
ス

は
利

用
不

可
。

回
数

券
１１枚

１000円
。

運
行

主
体

関
東

バ
ス

㈱
関

東
バ

ス
㈱

小
田

急
バ

ス
㈱

関
東

バ
ス

㈱
小

田
急

バ
ス

㈱
関

東
バ

ス
㈱

小
田

急
バ

ス
㈱

運
行

開
始

日
h７.１１.2６

h１0.３.8
h１2.１１.2６

h１4.３.2３
h１６.１１.2７

h１７.５.29
h１9.4.１

h１9.4.１

一
日

平
均

乗
車

数
（

平
成

20年
度

）
１0７2.５人

１8３0.５人
8３2.６人

５28.8人
8６６.１人

8１７.0人
５３8.0人

６７７.３人
３20.６人

注
：

運
行

開
始

日
の

「
h」

は
「

平
成

」
の

略
［

交
通

対
策

課
］
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の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
奈
木
捷か
つ

雄お

の
「
0
歳
か
ら
99
歳
ま
で
、
乗
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
正
面

の
0
は
ピ
ン
ク
、
誰
か
が
モ
ン
ロ
ー
の
唇
の
よ
う
だ
と
い
っ
た
が
、
つ
い
乗
り
た
く
な
る
ム
ー
バ
ス
で
あ
る
。
料
金
は
大
人
・
子
ど
も
と

も
に
一
〇
〇
円
、
未
就
学
児
は
無
料
。
バ
ス
の
乗
降
口
は
電
動
補
助
ス
テ
ッ
プ
が
出
る
の
で
一
段
目
の
高
さ
は
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

楽
に
乗
り
降
り
で
き
る
。

幅
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
の
車
体
に
は
、
人
々
に
愛
さ
れ
る
仕
掛
け
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
車
内
は
ベ
ン
チ
式
の
一
人
掛
け

の
ほ
か
、
一
・
五
人
掛
け
の
シ
ー
ト
も
設
け
て
親
子
で
座
れ
る
工
夫
も
し
て
あ
る
。
体
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
シ
ー
ト
に
は
手
摺
り
を
付
け

た
。
握
り
棒
は
細
く
滑
り
に
く
く
し
た
。
握
力
の
弱
い
人
で
も
直
ぐ
に
握
れ
る
よ
う
に
何
本
も
作
っ
た
。
運
転
席
の
後
ろ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ボ
ー
ド
を
付
け
、
地
域
の
情
報
交
換
が
ボ
ー
ド
を
通
し
て
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
し
て
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
乗
り
降
り
の
際
の
利
用

者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
温
か
い
会
話
に
車
内
の
空
気
が
和
ら
ぐ
。
一
一
月
か
ら
走
り
出
し
た
ム
ー
バ
ス
は
、
次
第
に
暮
れ
の
街
に
馴
染
ん
で

き
て
、
一
便
の
乗
客
が
二
〇
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
を
重
ね
る
毎
に
利
用
客
は
増
え
、
翌
八
年
七
月
一
〇
日
に
は
一
日
一
五
〇

〇
人
、
一
便
に
三
六
人
の
超
満
員
で
あ
る
。
一
〇
年
七
月
に
は
、
延
べ
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
。

赤
字
は
つ
い
に
黒
字
に

ム
ー
バ
ス
の
経
費
だ
が
、
バ
ス
車
両
の
購
入
費
、
バ
ス
停
留
所
の
設
置
な
ど
の
初
期
投
資
は
市
が
負
担
し
た
。

そ
の
代
わ
り
運
行
に
要
す
る
人
件
費
、
燃
料
代
、
車
検
費
な
ど
の
運
営
経
費
は
受
託
バ
ス
会
社
の
負
担
で
あ

る
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
収
支
が
赤
字
の
場
合
、
市
の
補
助
金
で
補
填
す
る
と
い
う
取
り
決
め
だ
っ
た
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
度
、

市
は
二
〇
〇
〇
万
円
の
補
助
を
予
算
計
上
し
、
一
八
二
〇
万
円
の
赤
字
を
補
填
し
た
。
九
年
度
は
赤
字
が
四
七
〇
万
円
に
減
り
、
一
〇
年

度
に
は
八
六
〇
万
円
の
黒
字
に
転
換
し
た
た
め
黒
字
額
の
二
分
の
一
を
バ
ス
会
社
が
市
に
寄
付
す
る
と
い
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
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路
線
の
増
加
と
と
も
に
市
内
の
路
線
の
ほ
か
、
隣
接
す
る
三
鷹
市
や
小
金
井
市
の
中
を
走
る
路
線
も
新
設
さ
れ
た
。
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
走
行
キ
ロ
数
の
延
長
割
り
で
、
関
係
市
が
負
担
し
て
い
る
。

（
四
）
快
調
に
走
り
続
け
る
ム
ー
バ
ス

「
こ
の
バ
ス
路
線
の
創
設
は
運
輸
省
や
警
視
庁
、
関
係
省
庁
の
大
ヒ
ッ
ト
だ
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
た
か
ら
で
き
た
。
人
々
は
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
と
い
う
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
無
人
で
動
く
も
の
を
考
え
が
ち
だ
が
、
本
当
は
市
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
、
市
民
に
愛

さ
れ
る
も
の
こ
そ
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
だ
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
施
検
討
委
員
会
の
岡
並
木
委
員
長
は
ム
ー
バ
ス
の
成
功
を
見
届
け
て
、
そ
う
語
っ
た
。
走
り
出
す
ま
で
五
年
間

の
準
備
、
調
査
・
研
究
、
関
係
機
関
と
の
息
の
長
い
折
衝
、
道
路
環
境
の
整
備
、
バ
ス
路
線
申
請
に
対
す
る
監
督
官
庁
の
英
断
、
バ
ス
車

両
製
作
会
社
の
協
力
、
バ
ス
協
会
、
運
行
バ
ス
会
社
の
理
解
と
実
践
、
そ
し
て
何
よ
り
地
域
住
民
の
支
え
が
あ
っ
て
、
ム
ー
バ
ス
は
画
期

的
な
成
功
を
お
さ
め
、
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

数
々
の
受
賞
、

感
謝
状
ま
で

全
国
各
市
の
自
治
体
を
は
じ
め
交
通
関
係
者
ら
の
視
察
も
相
次
い
だ
。
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
に
は
、
国
際
交

通
安
全
学
会
賞
、
七
月
に
は
、
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
金
賞
を
受
賞
し
た
。
一
一
月
に
は
土
屋
市
長
、
市
交
通
対
策
課
・
リ

ポ
ー
タ
ー
編
者
に
よ
る
『
ム
ー
バ
ス
快
走
す
』
を
ぎ
ょ
う
せ
い
か
ら
刊
行
し
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
日
本
計
画
行
政
学
会
か
ら
計
画
賞

の
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
。
九
年
二
月
に
は
メ
ロ
ウ
・
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ユ
ニ
ー
ク
賞
、
一
一
年
三
月
に
は
メ
ロ
ウ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
の
第
八
回
日
本
生
活
文
化
大
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。
日
本
生
活
文
化
大
賞
受
賞
記
念
に
副
賞
の
一
部
で
、
ム
ー
バ
ス
の
ミ

ニ
カ
ー
「
チ
ョ
ロ
Ｑ
」
を
作
り
、
一
〇
月
一
日
、
市
内
の
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
一
台
五
〇
〇
円
で
九
〇
〇
〇
個
を
発
売
、
即
日
完
売
し
た
。
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売
上
金
全
額
を
ト
ル
コ
地
震
（
一
一
年
八
月
一
七
日
発
生
）
の
義
援
金
に
充
て
た
。
チ
ョ
ロ
Ｑ
の
人
気
か
ら
一
六
年
九
月
に
も
、
ム
ー
バ

ス
一
〇
〇
〇
万
人
達
成
の
金
色
ナ
ン
バ
ー
・
チ
ョ
ロ
Ｑ
を
発
売
し
て
い
る
。一
三
年
五
月
に
は
、自
治
体
総
合
フ
ェ
ア
二
〇
〇
一
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
に
ム
ー
バ
ス
を
、
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
（
障
害
者
な
ど
が
日
常
的
に
タ
ク
シ
ー
替
わ
り
に
使
う
レ
モ
ン
色
の
市
管
理
の
小
型
車
。
運

行
は
商
店
主
な
ど
民
間
人
に
委
託
し
て
い
る
）
と
と
も
に
出
展
さ
せ
て
い
る
。
一
五
年
九
月
に
は
、
国
土
交
通
相
か
ら
バ
ス
交
通
の
発
展

に
寄
与
し
た
ム
ー
バ
ス
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

ム
ー
バ
ス
は
一
〇
年
三
月
に
第
二
号
線
吉
祥
寺
北
西
循
環
（
関
東
バ
ス
）、
一
二
年
一
一
月
に
第
三
号
線
境
南
東
循
環
・
西
循
環
（
小

田
急
バ
ス
）、
一
四
年
三
月
に
第
四
号
線
三
鷹
駅
北
西
循
環
（
関
東
バ
ス
）、
一
六
年
一
一
月
に
第
五
号
線
境
南
循
環
（
小
田
急
バ
ス
）、

一
七
年
五
月
に
同
じ
く
第
五
号
線
の
境
・
東
小
金
井
線
（
小
田
急
バ
ス
）、
一
九
年
三
月
に
第
六
号
線
三
鷹
・
吉
祥
寺
循
環
（
関
東
バ
ス
）

と
、
第
七
号
線
境
・
三
鷹
循
環
（
小
田
急
バ
ス
）
が
走
り
出
し
た
の
で
、
市
内
の
交
通
不
便
地
域
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。（
→
資
料
編
）

ム
ー
バ
ス
は
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
欠
便
・
欠
車
も
な
く
三
六
五
日
快
調
に
走
り
続
け
て
い
る
。

二　

放
置
自
転
車
対
策
―
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
汚
名
返
上

昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
頃
か
ら
都
市
周
辺
駅
前
で
の
放
置
自
転
車
が
、
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
本
市
で
も
、
五
六

年
二
月
一
日
号
の
市
報
に
よ
れ
ば
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
に
約
三
一
〇
〇
台
、
三
鷹
駅
周
辺
に
約
一
七
〇
〇
台
、
武
蔵
境
駅
周
辺
に
一
七
〇
〇

台
、
そ
の
他
デ
パ
ー
ト
周
辺
な
ど
の
夜
間
放
置
が
約
五
〇
〇
台
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

五
四
年
の
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
重
点
的
に
進
め
て
ほ
し
い
施
策
は
、
自
転
車
対
策
を
主
と
し
た
交
通
安
全
対
策
が
第
一
位
で
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あ
り
、
以
来
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
ま
で
連
続
一
四
年
間
、
第
一
位
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
自
転
車
対
策
は
市
民
の
最
大
の
関
心

事
で
あ
っ
た
。
総
務
庁
（
現
総
務
省
）
の
二
年
に
一
度
の
実
態
調
査
で
吉
祥
寺
駅
前
の
放
置
自
転
車
台
数
は
、
平
成
元
年
、
二
八
六
六
台

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
九
位
、
三
年
に
は
四
九
四
九
台
で
ワ
ー
ス
ト
一
位
、
五
年
に
は
三
九
九
七
台
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
で
あ
る
。

駅
前
の
放
置
自
転
車
は
、
歩
道
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
所
に
一
列
で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
前
輪
だ
け
を
押
し
込
ん
で
後
輪
は
は
み
だ
し
た

ま
ま
。
歩
行
者
は
並
ん
で
歩
け
ず
、
す
れ
違
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
車
い
す
や
乳
母
車
な
ど
の
通
行
は
な
お
さ
ら
困
難
で
、
放
置
さ

れ
た
自
転
車
が
二
段
積
み
に
な
っ
て
い
る
光
景
も
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
ん
な
状
態
を
市
は
見
過
ご
せ
ず
、
対
策
に
苦
慮
し
て
い
た
。

自
転
車
対
策
関
連
の
単
独
の
法
規
と
し
て
は
、
議
員
立
法
で
制
定
さ
れ
た
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
五
五
年
）、「
同
一
部
改
正
（
平
成
五
年
）」
が
唯
一
あ
っ
た
だ
け
で
、
あ
と
は
道
路
交
通
法
に
よ
る
交
通
規
則
を

適
用
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

（
一
）
放
置
自
転
車
は
条
例
に
よ
っ
て
撤
去
で
き
る

昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
五
月
、
土
屋
市
長
就
任
後
間
も
な
く
建
設
部
管
理
課
交
通
対
策
担
当
（
副
参
事
）
が
、「
自
転
車
の
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
案
」
を
作
成
し
、
九
月
の
市
議
会
に
上
程
、
一
〇
月
三
日
に
可
決
さ
れ
た
。

条
例
の
骨
子
は
、
自
転
車
の
整
理
区
域
を
設
け
、
そ
の
区
域
内
で
駐
車
す
る
場
所
以
外
に
放
置
し
て
い
た
場
合
に
は
整
理
し
、
支
障
が

あ
る
場
合
は
撤
去
す
る
。
整
理
区
域
は
自
転
車
対
策
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
旨
告
示
し
て
周
知
す
る
。
移
動
し
た
引
き
取
り
手
の
な
い

自
転
車
は
、
告
知
後
六
〇
日
間
で
処
分
す
る
。
処
分
の
根
拠
は
、「
廃
棄
物
の
処
分
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
粗
大
ご
み

の
扱
い
に
な
る
。
ま
た
、
民
法
第
二
三
九
条
の
無
主
物
の
帰
属
の
規
定
、
同
二
四
〇
条
に
定
め
る
遺
失
物
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
六
か
月
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経
過
後
に
処
分
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
条
例
に
は
、
施
設
設
置
者
の
責
務
、
市
長
の
責
務
、
自
転
車
利
用
者
の
責
務
、
防
犯

登
録
の
義
務
、
自
転
車
な
ど
の
小
売
業
者
の
責
務
、
鉄
道
営
業
者
の
協
力
、
自
転
車
対
策
審
議
会
の
設
置
、
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

条
例
で
は
、
市
の
職
員
が
放
置
自
転
車
を
撤
去
し
よ
う
と
し
て
も
、
持
ち
主
か
ら
、「
撤
去
は
警
察
の
所
管
で
は
な
い
の
か
。
ど
の
よ

う
な
根
拠
で
撤
去
す
る
の
か
」
と
言
わ
れ
る
と
、
法
的
根
拠
が
な
い
た
め
答
え
に
困
っ
て
い
た
。
し
か
し
後
年
、
条
例
改
正
後
は
、
強
制

力
は
弱
い
も
の
の
条
例
に
則
っ
て
業
務
が
で
き
る
根
拠
が
整
っ
た
。

放
置
自
転
車
の
整
理
、
移
動
、
撤
去
、
処
分
な
ど
の
日
常
業
務
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
現
場
で
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ず
、
担

当
者
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
苦
労
し
て
努
力
し
て
も
、
改
善
の
兆
し
は
見
え
ず
、
放
置
自
転
車
は
増
加
す
る
ば
か

り
。
早
急
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

六
〇
年
一
〇
月
一
日
、
市
は
交
通
対
策
課
を
新
設
し
た
。
そ
れ
ま
で
建
設
部
管
理
課
内
に
交
通
対
策
担
当
を
設
置
し
て
い
た
の
だ
が
、

増
大
す
る
交
通
対
策
業
務
に
対
処
し
、
積
極
的
に
新
施
策
を
展
開
す
る
体
制
を
整
え
た
。

自
転
車
駐
車
場
を
増
設

自
転
車
駐
車
場
を
市
が
十
分
用
意
し
な
い
で
強
制
力
だ
け
を
強
め
る
の
で
は
、
市
民
の
足
で
あ
る
自
転
車
を

悪
者
に
し
て
し
ま
う
。

ま
た
、
自
転
車
駐
車
場
は
、
駅
か
ら
遠
く
て
は
利
用
さ
れ
な
い
。
駅
の
近
く
に
放
置
自
転
車
が
多
い
の
で
、
駅
に
近
い
場
所
に
駐
車
場

を
設
け
た
い
が
、
商
業
施
設
が
建
て
混
ん
で
い
る
。
地
価
は
高
く
、
適
地
は
少
な
い
。
し
か
し
、
市
は
多
額
の
財
源
を
投
入
し
て
、
積
極

的
に
自
転
車
駐
車
場
を
新
設
し
て
い
っ
た
。（
→
資
料
編
）

民
間
の
施
設
も
で
き
た
。
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
二
月
一
七
日
か
ら
、
富
士
銀
行
吉
祥
寺
支
店
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
が
、
八
年
四

月
六
日
か
ら
東
京
三
菱
銀
行
吉
祥
寺
支
店
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
が
土
曜
・
日
曜
・
休
日
に
駐
車
場
を
自
転
車
置
き
場
と
し
て
一
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般
に
無
料
開
放
を
始
め
た
。
一
六
年
七
月
七
日
に
丸
井
吉
祥
寺
店
本
館
横
に
一
〇
七
台
、
続
い
て
隣
接
す
る
無
印
良
品
裏
に
も
二
一
二
台

の
自
転
車
駐
車
場
を
民
間
が
開
設
し
た
。
最
初
の
二
時
間
は
無
料
、
そ
れ
以
降
は
四
時
間
ご
と
に
一
〇
〇
円
で
あ
る
。

（
二
）
自
転
車
法
の
改
正
に
む
け
て
全
国
運
動
を
展
開

前
述
し
た
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
自
転
車
法
と
略
）
と
、
こ
れ
に
基

づ
く
市
の
「
自
転
車
の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
の
範
囲
で
は
、
抜
本
的
な
強
制
力
を
持
っ
た
放
置
自
転
車
対
策
を
行
う
に
は
、

お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
二
月
一
三
日
、
都
内
二
三
区
を
は
じ
め
、
主
要
駅
を
抱
え
、
放
置
自

転
車
で
苦
慮
し
て
い
る
全
国
の
自
治
体
が
、
全
国
自
転
車
問
題
自
治
体
連
絡
協
議
会
（
全
自
連
）
を
結
成
し
た
。
会
長
は
岩
波
三
郎
練
馬

区
長
、
副
会
長
は
土
屋
正
忠
武
蔵
野
市
長
で
、
自
転
車
法
の
欠
落
部
分
の
法
的
根
拠
を
、
も
う
一
度
明
確
に
整
備
し
直
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
運
動
を
国
（
当
時
、
総
務
庁
）
に
対
し
て
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
務
庁
の
中
に
は
、
法
改
正
の
た
め
の
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
、
審
議
を
重
ね
た
。
六
月
三
日
に
は
衆
議
院
交
通
対
策
特
別
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
自
転
車
法
改
正
を
前
に
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
実
態
を
視
察
し
た
。

平
成
五
年
一
二
月
に
法
改
正
が
行
わ
れ
、
翌
六
年
六
月
に
施
行
と
な
っ
た
。
な
お
改
正
案
は
、
衆
議
院
に
上
程
す
る
日
（
五
年
六
月
一

八
日
）
に
内
閣
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
て
、
衆
議
院
が
解
散
す
る
事
態
と
な
り
、
成
立
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

改
正
法
で
は
、
従
前
、
現
場
の
自
治
体
で
苦
慮
し
て
い
た
事
項
が
法
的
に
整
備
さ
れ
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
、
保
管
、
廃
棄
な
ど
の
根

拠
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
自
転
車
の
ほ
か
に
原
動
機
付
き
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
が
対
象
に
加
わ
り
、
法
律
名
は
「
自
転
車
の
安
全
…
」

か
ら
「
自
転
車
等
の
安
全
…
」
と
改
め
ら
れ
た
。
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自
転
車
条
例
の
改
正

新
自
転
車
法
施
行
を
目
前
に
し
て
、
市
で
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
、
機
構
改
革
が
行
わ
れ
た
。
交
通

対
策
課
の
陣
容
を
課
長
以
下
一
二
人
か
ら
一
四
人
に
増
員
。
交
通
企
画
担
当
（
一
人
）
と
交
通
対
策
係
（
一
〇

人
）
の
係
の
配
分
を
、
交
通
企
画
係
（
七
人
）
と
自
転
車
対
策
係
（
六
人
）
に
改
め
た
。

行
政
の
行
う
自
転
車
対
策
業
務
に
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
七
年
三
月
に
、
吉
祥
寺
・
三
鷹
・
武
蔵
境
の
三
駅
に
自
転
車
対
策
協
議

会
を
設
置
し
た
。
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
際
に
、
三
駅
の
協
議
会
が
有
効
に
機
能
し
た
。
法
改
正
を
受
け
、
市
の
「
自
転
車

の
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
も
、
自
転
車
対
策
基
本
方
針
検
討
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
六
年
一
二
月
、「
自
転
車
等
の
適
正
利
用
及

び
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
と
な
っ
て
全
面
改
正
さ
れ
、
翌
七
年
六
月
一
五
日
に
施
行
と
な
っ
た
。

新
条
例
の
主
な
改
正
点
は
、

一
、
放
置
禁
止
区
域
の
指
定

従
前
の
整
理
区
域
は
廃
止
。
自
転
車
対
策
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
「
放
置
禁
止
区
域
」
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
区
域
に
自
転
車
等
が
放
置
さ
れ
た
場
合
は
随
時
撤
去
で
き
る
。

二
、
原
動
機
付
き
自
転
車
（
ミ
ニ
バ
イ
ク
）
の
放
置

自
転
車
と
同
様
、
撤
去
で
き
る
。
警
察
署
で
こ
れ
ま
で
通
り
道
路
交
通
法
に
基
づ
い
て
移
動
を
行
う
。

三
、
施
設
の
設
置
者
に
駐
車
場
の
設
置
義
務

放
置
禁
止
地
域
内
に
、
自
転
車
等
を
大
量
に
駐
車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
設
置
者
に
は
駐
車
場
を
設
け
る
こ
と
、
ま

た
整
理
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。

四
、
撤
去
、
保
管
に
要
す
る
費
用
の
徴
収
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自
転
車
等
を
撤
去
し
、
保
管
し
た
時
は
、
自
転
車
一
台
三
〇
〇
〇
円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
一
台
五
〇
〇
〇
円
を
放
置
し
た
本
人
が

負
担
す
る
。

五
、
利
用
登
録
に
要
す
る
費
用
の
徴
収

利
用
登
録
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
登
録
料
と
し
て
年
間
、
自
転
車
一
台
一
般
四
〇
〇
〇
円
、

学
生
三
〇
〇
〇
円
を
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
一
般
六
〇
〇
〇
円
、
学
生
四
五
〇
〇
円
を
徴
収
す
る
。

六
、
民
間
助
成
制
度
を
新
設

一
般
の
利
用
者
む
け
に
駐
車
場
を
作
る
費
用
の
一
部
を
設
置
者
に
助
成
す
る
。

七
、
防
犯
登
録
の
義
務
化

自
転
車
を
購
入
し
た
ら
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
防
犯
登
録
を
す
る
こ
と
が
所
有
者
の
責
務
と
な
る
。

平
成
七
年
六
月
一
五
日
の
条
例
施
行
日
直
前
ま
で
、
交
通
対
策
課
の
職
員
は
、
登
録
駐
車
場
整
備
の
た
め
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
た
。
整

理
区
域
が
禁
止
区
域
に
変
更
に
な
り
、
前
日
ま
で
駐
車
で
き
た
場
所
が
翌
日
か
ら
は
禁
止
に
な
っ
た
。
現
場
で
は
利
用
者
に
よ
る
抵
抗
、

反
発
。
係
員
が
説
得
し
て
も
納
得
で
き
ず
、
暴
力
を
振
る
う
人
も
現
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
出
動
す
る
騒
ぎ
も
あ
っ
た
。
職
員
は
新
た

な
登
録
制
導
入
の
周
知
に
努
め
た
。

新
条
例
を
施
行
し
、
放
置
禁
止
区
域
、
移
動
、
撤
去
、
保
管
、
処
分
な
ど
の
、
法
的
根
拠
を
明
確
に
し
た
も
の
の
、
新
条
例
の
趣
旨
や

目
的
が
周
知
徹
底
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
な
お
日
時
を
要
し
た
。

放
置
自
転
車
が
激
減

表
6
―
3
―
2
の
自
転
車
対
策
費
の
推
移
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
特
に
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
、
五
年
度

で
積
極
的
に
土
地
購
入
と
借
地
を
し
、
駐
車
場
を
整
備
し
て
き
た
結
果
、
三
駅
合
計
の
放
置
自
転
車
台
数
は
、
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五
年
の
六
六
七
四
台
を
ピ
ー
ク
に
、
七
年
に
は
三
三
〇
三
台
と
激
減
、
一
一
年
に
は
一
四
三
五
台
に
ま
で
減
っ
た
。

駐
車
場
収
容
可
能
台
数
は
、
五
年
、
一
万
三
一
一
一
台
、
七
年
、
一
万
八
八
九
六
台
、
一
五
年
、
二
万
二
七
八
二
台
と
な
り
、
一
〇
年

間
で
九
六
七
一
台
分
増
え
た
。

放
置
自
転
車
は
撤
去
し
、
保
管
場
所
へ
移
送
し
て
二
か
月
間
保
管
し
、
そ
の
間
に
返
還
業
務
を
行
う
の
だ
が
、
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）

年
に
は
保
管
場
所
は
中
町
自
転
車
保
管
場
所
だ
け
だ
っ
た
。

五
九
年
六
月
に
北
町
自
転
車
保
管
場
所
（
吉
祥
寺
北
町
五
丁
目
、
一
八
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
九
〇
〇
台
を
収
容
）
を
、
ま
た
平
成

五
（
一
九
九
三
）
年
四
月
に
は
、
関
前
自
転
車
保
管
場
所
（
関
前
四
丁
目
、
三
五
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
六
〇
〇
台
を
収
容
）
を
開
設

し
て
三
か
所
に
な
っ
た
。

保
管
期
限
が
切
れ
て
処
分
す
る
自
転
車
は
、
五
年
度
で
六
二
〇
六
台
、
一
六
年
度
で
七
六
四
〇
台
を
数
え
た
。
こ
の
自
転
車
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
五
年
か
ら
市
は
再
生
自
転
車
海
外
譲
与
自
治
体
連
絡
会
（M

unicipal Coordinating Com
m

ittee for O
verseas 

Bicycle A
ssistance　

略
称
Ｍム

コ

ー

バ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ａ
）
と
い
う
全
国
組
織
を
通
じ
て
、
主
と
し
て
開
発
途
上
国
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
に
贈
与
し
た
（
四
～
一
七
年
度
ま
で

に
四
四
二
四
台
）。

七
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
際
に
も
、
本
市
か
ら
神
戸
市
に
自

転
車
を
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
送
し
、
有
効
活
用

を
図
っ
た
。

表 ６― ３― ２　
年度別自転車対策費用

年度 金額（千円）
昭和 ５8年度 ７4,６５１

５9年度 22６,8３2
６0年度 １１５,9６６
６１年度 １49,24６
６2年度 １５３,94３
６３年度 １７8,0５３

平成 元年度 2１9,６１2
2 年度 2３8,2３１
３ 年度 ３６６,１７9
4 年度 １,284,７７4
５ 年度 １,７4３,28６
６ 年度 ６１2,７4３
７ 年度 ５98,７2６
8 年度 44５,4５0
9 年度 48３,５0６
１0年度 4７１,0３2
１１年度 １,04３,５７9
１2年度 ７６4,７７１
１３年度 4５9,５３５
１4年度 4５9,６0３
１５年度 ５１３,１３8
１６年度 4６５,48１
１７年度 44６,７３8
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（
三
）
自
転
車
対
策
費
用

市
は
放
置
自
転
車
防
止
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
施
し
て
き
た
。
駐
車
場
所
の
確
保
・
建
設
に
努
め
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
の
整
理
、

放
置
禁
止
区
域
に
お
け
る
放
置
自
転
車
の
撤
去
、
保
管
、
返
還
業
務
な
ど
、
自
転
車
対
策
業
務
も
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
増
加
と
と
も
に
増

え
、
そ
の
費
用
も
年
々
増
加
し
た
。
ち
な
み
に
、
自
転
車
対
策
費
用
は
、
表
6
―
3
―
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

対
策
費
用
の
突
出
し
て
い
る
年
度
、
た
と
え
ば
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
度
は

御
殿
山
駐
車
場
用
地
購
入
費
に
一
億
〇
二
〇
五
万
円
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度

は
武
蔵
境
駅
北
口
駐
車
場
用
地
購
入
費
に
六
億
四
二
六
一
万
円
、
五
年
度
は
吉
祥
寺

末
広
通
り
駐
車
場
建
設
と
、
御
殿
山
駐
車
場
の
用
地
購
入
費
に
七
億
八
四
七
一
万
円

が
か
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
一
年
度
は
公
共
施
設
整
備
基
金
と
し
て
四
億
二
三
四

五
万
円
を
積
み
立
て
て
い
る
。

今
後
も
続
く
地
道
な
対
策

放
置
自
転
車
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
汚
名
返
上
を
目
指
し

て
本
市
は
、
多
額
の
財
源
と
人
材
を
投
入
し
て
積
極

的
に
対
処
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
放
置
自
転
車
は
年
々
減
少
し
て
き
た
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
に
は
三
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
収
容
可
能
台
数

一
万
三
一
一
一
台
に
対
し
、
停
留
台
数
は
二
万
〇
四
九
五
台
、
放
置
台
数
六
六
七
四

台
と
放
置
台
数
は
最
高
値
を
示
し
た
。
一
四
年
に
は
収
容
可
能
台
数
が
二
万
二
八
四

公共建築賞を受賞（平成10年）した
末広通り自転車駐車場、平成 ６年 ４月完成
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四
台
と
な
っ
た
た
め
、
停
留
台
数
二
万
三
六
一
七
台
、
放
置
台
数
二
〇
一
四
台
と
着
実
に
減
少
し
て
き
た
。
二
〇
一
四
台
の
内
訳
は
吉
祥

寺
駅
周
辺
で
一
三
六
〇
台
、
三
鷹
駅
周
辺
で
二
四
二
台
、
武
蔵
境
駅
周
辺
で
四
一
二
台
で
あ
る
。

駅
に
近
い
裏
通
り
な
ど
は
、
格
好
の
放
置
場
所
と
な
る
。
自
転
車
整
理
員
は
常
時
見
回
り
を
し
、
注
意
札
を
付
け
、
一
定
の
時
間
後
に

撤
去
を
す
る
が
、
撤
去
し
て
も
撤
去
し
て
も
放
置
す
る
状
態
は
日
常
化
し
て
お
り
、
対
応
に
い
と
ま
が
な
い
。

放
置
自
転
車
対
策
業
務
は
、
自
転
車
と
そ
れ
を
利
用
す
る
人
が
い
る
限
り
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

三　

全
国
初
の
違
法
駐
車
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
一
）
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞

違
法
駐
車
の
防
止
に
関
す
る
条
例
が
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
代
か
ら
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
自
動
車
の
普
及
は
目
覚
ま
し
く
、
市
内
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
、

四
八
年
四
月
一
日
現
在
の
二
万
〇
八
二
五
台
か
ら
平
成
二
年
三
月
三
一
日
に
は
四
万
五
三
九
二
台
と
急
速
に
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
道

路
行
政
が
追
い
つ
か
ず
、
交
通
渋
滞
が
都
市
問
題
化
し
て
き
た
。
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
市
内
の
交
通
渋
滞
、
駅
前
の
放
置
自
転

車
対
策
な
ど
の
交
通
安
全
対
策
は
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
一
四
年
間
、
要
望
の
第
一
位
を
占
め
て
い
た
。

市
内
で
は
都
市
計
画
事
業
が
進
み
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
吉
祥
寺
大
通
り
、
本
町
新
道
の
新
設
、
吉
祥
寺
通
り
（
公

園
通
り
）
や
平
和
通
り
の
拡
幅
、
北
口
駅
前
広
場
の
完
成
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
と
な
る
道
路
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
駅
周
辺
の
再
開
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発
事
業
の
整
備
と
と
も
に
、
大
型
商
業
施
設
で
あ
る
百
貨
店
や
ホ
テ
ル
、
金
融
機
関
、
ス
ー
パ
ー
、
そ
の
他
大
型
商
店
の
ビ
ル
建
て
替
え

な
ど
が
相
次
い
だ
。
吉
祥
寺
駅
周
辺
は
副
々
都
心
的
な
街
並
み
を
形
成
し
、
生
活
核
都
市
と
し
て
変
貌
し
て
き
た
。
吉
祥
寺
駅
の
乗
降
客

数
は
、
日
曜
日
・
祭
日
・
年
末
な
ど
一
日
三
〇
～
四
〇
万
人
と
も
い
わ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
極
め
て
い
た
。
商
品
な
ど
納
品
の
車
両
を
含
め
、

駅
周
辺
に
乗
り
入
れ
る
車
の
数
も
増
加
し
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
都
心
に
向
か
う
通
過
車
両
も
多
く
、
都
道
で
あ
る
五
日
市
街
道
が
吉
祥
寺
通
り
と
交
差
す
る
武
蔵
野
八
幡
宮
神
社
前
や
、

吉
祥
寺
駅
南
口
の
井
の
頭
通
り
の
丸
井
前
な
ど
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
渋
滞
が
激
し
く
、
二
年
九
月
に
は
、
八
幡
宮
神
社
前
は
警
視
庁
の

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
の
交
通
情
報
で
渋
滞
地
域
に
常
時
名
を
連
ね
て
い
た
。

昭
和
六
二
年
九
月
二
九
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
交
通
量
状
況
調
査
を
見
る
と
、
吉
祥
寺
駅
南
口
京
王
井

の
頭
線
高
架
下
が
二
万
一
一
六
七
台
、
北
口
駅
前
が
二
万
九
一
五
六
台
、
北
口
広
場
が
一
万
一
〇
九
二
台
、
吉
祥
寺
駅
北
が
一
万
六
四
六

五
台
、
八
幡
宮
神
社
前
が
二
万
六
五
八
六
台
で
、
こ
れ
ら
の
約
半
数
を
乗
用
車
が
占
め
て
い
た
。

駐
車
台
数
を
調
査

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
二
月
二
五
日
（
日
）
と
同
年
三
月
二
日
（
金
）、
二
回
に
わ
た
る
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
主

要
道
路
の
違
法
駐
車
状
況
を
調
査
し
た
結
果
を
見
て
み
よ
う
。
日
曜
の
正
午
か
ら
一
二
時
二
〇
分
の
間
の
違
法
駐

車
の
最
高
の
数
値
は
、
乗
用
車
二
二
四
台
、
貨
客
車
六
九
台
、
タ
ク
シ
ー
八
台
、
貨
物
車
四
〇
台
、
そ
の
他
五
台
、
合
計
三
四
六
台
で
あ

る
。
同
じ
日
の
一
八
時
か
ら
同
二
〇
分
ま
で
で
乗
用
車
四
六
二
台
、
貨
客
車
八
七
台
、
タ
ク
シ
ー
〇
台
、
貨
物
車
一
七
台
、
そ
の
他
一
台
、

合
計
五
六
七
台
で
あ
る
。
平
日
（
三
月
二
日
）
の
違
法
駐
車
は
二
〇
時
二
〇
分
か
ら
同
四
〇
分
ま
で
で
、
乗
用
車
三
八
八
台
、
貨
客
車
九

三
台
、
貨
物
車
三
九
台
、
合
計
五
二
〇
台
だ
っ
た
。
休
日
の
午
後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
、
特
に
乗
用
車
、
貨
客
車
の
駐
車
が
多
く
、
平
日

は
昼
時
の
貨
客
車
と
貨
物
車
が
多
い
。

1001　第三節　本市独自の交通対策



同
日
の
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
主
要
道
路
別
の
駐
車
状
況
の
調
査
は
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
何
台
が
駐
停
車
し
て
い
る
か
を
見
て
、

道
路
の
延
長
数
に
占
め
る
駐
車
台
数
の
割
合
を
駐
車
密
度
と
し
て
示
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
道
路
の
休
日
と
平
日
の
駐
車

密
度
の
最
高
値
の
時
の
時
刻
、
駐
車
台
数
を
記
す
。

道
路
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
長
メ
ー
ト
ル　

時
刻　
　
　
　
　
　
　
　

駐
車
台
数　
　
　
　
　

密
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
日　
　

平
日　
　
　

休
日　
　

平
日　
　
　

休
日　
　
　

平
日

吉
祥
寺
通
り
（
公
園
通
り
）　　

 

九
六
二　
　
　
　

一
八
時　

一
九
時　
　

八
九　
　

六
四　
　
　

九
・
三　
　

六
・
七

吉
祥
寺
大
通
り　
　
　
　
　
　
　

八
九
一　
　
　
　

二
〇
時　

二
〇
時　
　

九
九　
　

九
六　
　

一
一
・
一　

一
〇
・
八

本
町
新
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
六　
　
　
　

一
九
時　

二
〇
時　
　

四
八　
　

五
五　
　

一
〇
・
五　

一
二
・
一

井
の
頭
通
り　
　
　
　
　
　
　
　

九
二
〇　
　
　
　

一
九
時　

一
九
時　
　

五
〇　
　

五
八　
　
　

五
・
四　
　

六
・
三

平
和
通
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
五　
　
　
　

一
七
時　

一
二
時　
　

二
五　
　

三
九　
　
　

六
・
三　
　

九
・
九

吉
祥
寺
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー　
　

二
七
〇　
　
　
　

一
九
時　

一
三
時　
　

一
七　
　

二
一　
　
　

六
・
三　
　

七
・
八

す
ず
ら
ん
通
り　
　
　
　
　
　
　

三
六
五　
　
　
　

一
〇
時　

一
二
時　
　
　

八　
　

一
九　
　
　

二
・
二　
　

五
・
二

市
道
第
七
号
線　
　
　
　
　
　
　

三
二
五　
　
　
　

二
〇
時　

二
〇
時　
　

三
五　
　

二
七　
　

一
〇
・
八　
　

八
・
三

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
平
和
通
り
、
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
、
す
ず
ら
ん
通
り
を
除
く
他
の
道
路
で
、
休
日
、
平
日
と
も
に
一
七
時
か
ら
二

〇
時
の
時
間
帯
が
最
高
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

道
路
の
幅
員
を
見
て
み
る
と
、
一
番
広
い
吉
祥
寺
大
通
り
が
二
二
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
う
ち
車
道
部
分
は
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、
吉
祥
寺

通
り
と
本
町
新
道
が
一
六
メ
ー
ト
ル
、
車
道
部
分
は
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
九
メ
ー
ト
ル
の
車
道
の
両
側
に
車
両
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
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乗
用
車
が
縦
列
駐
車
し
た
ら
、
片
側
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
し
か
残
ら
な
い
。
こ
の
二
・
七
メ
ー
ト
ル
の
車
道
を
大
型
バ
ス
を
含

め
た
車
両
が
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
の
時
、
対
向
車
線
か
ら
大
型
車
両
が
進
行
し
て
き
た
場
合
は
車
線
を
譲
る
た
め
に
待

機
す
る
こ
と
に
な
る
。
右
折
待
ち
の
車
両
が
あ
っ
た
り
す
る
と
待
機
す
る
車
が
並
列
し
、
進
行
が
難
し
く
な
る
。
こ
れ
が
渋
滞
や
事
故
の

誘
因
と
な
る
。
ま
た
、
大
型
店
舗
の
駐
車
場
へ
入
庫
す
る
車
両
が
待
機
の
た
め
停
車
し
て
い
る
場
合
は
、
左
側
一
車
線
は
完
全
に
ふ
さ
が

れ
て
し
ま
う
。
商
品
の
納
入
や
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
の
た
め
の
駐
車
が
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
駐
車
状
況
で
あ
る
た
め
、

バ
ス
の
定
時
運
行
も
保
て
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
駐
車
場
に
つ
い
て
見
る
と
、
平
成
二
年
に
は
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
の
駐
車
場
数
は
二
〇
か
所
、
収
容
台
数
は
一
六
二
〇
台
で
あ
る
。

（
二
）
市
の
責
任
で
違
法
駐
車
を
な
く
す

違
法
駐
車
の
取
り
締
ま
り
は
道
路
交
通
法
に
規
定
さ
れ
た
公
安
委
員
会
の
所
管
事
項
で
警
察
の
権
限
で
あ
り
、
違
反
者
に
は
反
則
金
が

課
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
常
時
、
違
法
駐
車
を
取
り
締
ま
る
だ
け
の
体
制
は
警
察
に
は
な
い
。
武
蔵
野
警
察
署
交
通
課
は
三
〇
数
人
。
二

四
時
間
三
交
替
で
交
通
違
反
の
取
り
締
ま
り
、
事
故
防
止
、
事
故
処
理
、
交
通
安
全
教
育
、
交
通
犯
罪
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

違
法
駐
車
問
題
を
警
察
だ
け
に
任
せ
て
い
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
市
と
し
て
何
か
で
き
る
方
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
違
法
駐
車
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
広
く
利
用
者
に
呼
び
掛
け
、
指
導
し
た
り
駐
車
場
に
案
内
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
市
の
責
任
で
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

違
法
駐
車
が
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
原
因
を
市
の
責
任
と
し
て
取
り
除
こ
う
で
は
な
い
か
。
渋
滞
の
特
に
ひ
ど

い
駅
周
辺
の
道
路
の
う
ち
何
路
線
か
を
、
重
点
地
域
と
し
て
指
定
し
、
そ
こ
に
交
通
指
導
員
を
配
置
す
る
。
そ
の
た
め
の
条
例
は
作
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
市
側
が
そ
の
よ
う
に
考
え
、
警
察
と
も
協
議
し
、
誕
生
し
た
の
が
「
武
蔵
野
市
違
法
駐
車
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
で
あ
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る
。こ

の
条
例
は
市
の
単
独
の
条
例
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
と
交
通
安
全
対
策
基
本
法
第
四
条
・
第
三

八
条
の
精
神
で
あ
る
。
地
方
自
治
法
第
二
条
第
三
項
第
八
号
に
、
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
事
務
と
し
て
、「
防
犯
、
防
災
、
罹
災
者

の
救
護
、
交
通
安
全
の
保
持
等
を
行
う
こ
と
」（
後
日
、
法
改
正
）
と
規
定
し
て
い
る
点
が
一
つ
。
そ
し
て
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
第

四
条
に
、「
地
方
公
共
団
体
は
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
持
す
る
た
め
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
関
し
、
国
の
施

策
に
準
じ
て
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
規

定
し
て
い
る
の
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

（
三
）
違
法
駐
車
防
止
重
点
地
域
で
の
指
導
・
啓
発
始
ま
る

九
条
か
ら
な
る
「
武
蔵
野
市
違
法
駐
車
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
の
目
的
は
、
自
動
車
の
違
法
駐
車
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道

路
交
通
の
適
正
化
を
図
り
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
違
法
駐
車
防
止
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る

こ
と
を
市
長
の
責
務
と
し
、
ま
た
、
違
法
駐
車
防
止
に
努
め
、
市
長
の
行
う
施
策
に
協
力
す
る
こ
と
を
市
民
の
責
務
と
し
た
。

さ
ら
に
、
条
例
は
、
事
業
者
の
駐
車
場
の
確
保
の
責
務
、
違
法
駐
車
防
止
の
重
点
地
域
に
お
け
る
措
置
、
重
点
地
域
に
お
け
る
違
法
駐

車
防
止
の
た
め
に
活
動
す
る
公
共
的
団
体
の
設
立
、
そ
の
育
成
と
助
成
の
項
を
設
け
た
。
罰
則
規
定
は
設
け
て
い
な
い
。

条
例
の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
違
法
駐
車
防
止
重
点
地
域
に
お
け
る
措
置
」
で
あ
る
。「
市
長
は
重
点
地
域
に
お
い
て
違
法
駐
車

の
防
止
に
関
し
て
必
要
な
指
導
、
啓
発
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
措
置
を
講
ず
る
時
は
、
警
察
そ
の
他
関
係
行
政
機
関
と
協
議
す
る

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
規
定
が
全
国
初
め
て
の
画
期
的
な
も
の
と
な
る
。
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道
路
交
通
法
で
は
、
公
安
委
員
会
に
違
法
駐
車
を
取
り
締
ま
る
権
限
を
与
え
て
い
る
が
、
市
長
に
は
そ
の
権
限
は
な
い
の
で
取
り
締
ま

れ
な
い
。
だ
が
、
違
法
駐
車
を
さ
せ
な
い
た
め
の
指
導
や
、
運
転
者
が
理
解
を
深
め
、
意
識
を
高
め
る
よ
う
、
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
の

啓
発
行
為
を
市
の
責
任
と
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
る
。
あ
く
ま
で
、
違
法
駐
車
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

市
長
は
、
第
七
条
で
い
う
指
導
、
啓
発
な
ど
を
、
警
備
業
者
（
警
備
業
法
第
二
条
第
二
項
で
定
め
る
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
に
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
た
。
委
託
を
受
け
た
業
者
は
、
交
通
誘
導
警
備
の
検
定
合
格
証
の
交
付
を
受
け
た
者
（
国
家
公
安
委

員
会
が
定
め
る
「
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
」
の
規
定
に
よ
る
）
で
あ
る
。
こ
の
業
務
を
行
う
者
を
「
交
通
指
導
員
」
と
い
う
。

条
例
第
七
条
の
具
体
的
施
策
と
し
て
の
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
路
上
駐
車
対
策
の
実
施
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
目
的　

 

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
違
法
駐
車
を
防
止
し
、
交
通
渋
滞
の
減
少
、
交
通
事
故
の
防
止
、
バ
ス
運
行
の
定
時
性
の
確
保
及
び

災
害
発
生
時
の
緊
急
車
両
の
通
行
確
保
等
を
図
る
。

二
、
実
施
方
法　

交
通
指
導
員
を
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
配
置
し
、
次
の
業
務
を
行
う
。

 

（
一
）
違
法
駐
車
の
防
止

①
駐
車
し
て
い
る
車
両
及
び
駐
車
し
よ
う
と
し
て
い
る
車
両
の
運
転
者
に
対
し
て
、
他
の
場
所
へ
の
移
動
、
駐
車
場

の
利
用
を
要
請
す
る
、
②
必
要
に
応
じ
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
等
を
使
用
し
、
駐
車
を
防
止
す
る
、
③
運
転
者

が
い
な
い
車
両
、
ま
た
は
指
導
に
協
力
し
な
い
車
両
が
交
通
に
重
大
な
支
障
と
な
る
場
合
は
警
察
に
通
報
す
る
。

 

（
二
）
啓
発
活
動

①
路
上
駐
車
が
、
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
啓
発
用
ち
ら
し
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
を
手

渡
す
、
②
運
転
者
が
い
な
い
場
合
は
、
啓
発
用
ち
ら
し
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
等
を
ウ
イ
ン
ド
ー
ワ
イ
パ
ー
に
挟
み
込
み

1005　第三節　本市独自の交通対策



協
力
を
要
請
す
る
。

三
、
実
施
場
所

①
吉
祥
寺
大
通
り　

②
吉
祥
寺
通
り　

③
本
町
新
道　

④
平
和
通
り　

⑤
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー　

⑥
井
の
頭
通
り
な
ど
吉
祥
寺
駅

周
辺
の
主
要
な
路
線

四
、
実
施
日
時　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
（
休
）
日
、
年
末
、
午
後
一
～
六
時

五
、
実
施
体
制

 

（
一
）
交
通
指
導
業
務
は
警
備
会
社
に
委
託
す
る
。

 

（
二
）
実
施
地
域
に
吉
祥
寺
駅
周
辺
駐
車
対
策
協
議
会
を
設
置
す
る
。

六
、
業
務
開
始　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
一
〇
月
中
を
目
途
と
す
る
（
実
際
に
は
一
一
月
三
日
に
開
始
し
た
）。

吉
祥
寺
駅
周
辺
駐
車
対
策
協
議
会
の
構
成
は
、
会
長
を
武
蔵
野
市
長
と
し
、
商
店
会
な
ど
、
大
型
店
（
百
貨
店
な
ど
）、
バ
ス
会
社
、

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支
部
第
一
地
区
武
蔵
野
分
会
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
、
駐
車
場
関
係
、
商
工
会
議
所
、
交
通
安
全
協
会
、
武
蔵

野
市
開
発
公
社
、
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所
、
消
防
署
、
警
察
署
、
市
で
あ
る
。

実
施
概
要
に
倣
っ
た
違
法
駐
車
防
止
活
動
が
始
ま
っ
た
。
重
点
地
域
に
は
制
服
姿
の
交
通
指
導
員
が
立
ち
、
路
上
に
車
を
止
め
て
立
ち

去
ろ
う
と
す
る
人
に
は
、
駐
車
場
マ
ッ
プ
な
ど
を
伝
え
、
条
例
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

（
四
）
条
例
の
著
し
い
効
果

条
例
施
行
後
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
違
法
駐
車
防
止
対
策
の
効
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
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平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
三
月
一
日
号
の
市
報
に
掲
載
さ
れ
た
重
点
実
施
地
域
六
路
線
の
二
年
一
一
月
か
ら
三
年
一
月
末
ま
で
の
三
か

月
間
の
駐
車
実
態
調
査
（
各
月
午
後
二
時
と
四
時
の
平
均
駐
車
台
数
）
に
よ
れ
ば
、
条
例
施
行
前
の
二
年
一
〇
月
二
八
日
、
午
後
四
時
の

駐
車
台
数
一
八
一
台
に
比
べ
、
一
一
月
は
四
三
台
（
一
三
八
台
の
減
）、
一
二
月
が
六
八
台
（
一
一
三
台
の
減
）、
翌
年
一
月
が
五
一
台
（
一

三
〇
台
の
減
）
と
な
り
、
約
六
〇
～
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で
、
著
し
い
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
調
査
で
、
五
年

三
月
の
時
点
で
は
、
駐
車
台
数
が
三
三
台
（
一
四
八
台
減
）
と
な
り
、
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
率
と
な
っ
た
。

平
成
三
年
度
の
決
算
で
、
違
法
駐
車
防
止
対
策
経
費
と
し
て
、
指
導
、
啓
発
な
ど
の
業
務
の
委
託
料
、
重
点
地
域
表
示
板
設
置
工
事
費
、

駐
車
対
策
協
議
会
補
助
金
な
ど
、
合
計
八
四
〇
〇
万
円
を
支
出
し
て
い
た
が
、
啓
発
活
動
の
結
果
、
一
七
年
度
決
算
で
は
五
〇
〇
〇
万
円

台
に
漸
減
し
た
。

全
国
の
自
治
体
で
、
初
め
て
実
施
し
た
違
法
駐
車
の
防
止
に
関
す
る
条
例
は
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
各
自
治
体
か
ら
市
へ
資
料
提

供
の
依
頼
が
あ
り
、
行
政
視
察
も
相
次
い
だ
。
都
区
内
を
は
じ
め
、
多
摩
地
区
か
ら
全
国
に
同
条
例
が
波
及
し
、
八
年
三
月
の
時
点
で
三

〇
〇
余
の
自
治
体
が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
違
法
駐
車
の
防
止
の
た
め
の
指
導
、
啓
発
活
動
の
積
極
的
な
推
進
、
交
通

安
全
へ
の
貢
献
に
対
し
、
五
年
一
月
一
四
日
に
は
、
警
視
庁
か
ら
市
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

四　

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
計
画

武
蔵
野
市
で
は
、
第
三
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
（
平
成
五
～
一
六
年
度
）
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
「
高
齢
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
は
、
障
害
者
に
も
他
の
す
べ
て
の
人
に
も
や
さ
し
い
」
と
い
う
福
祉
の
視
点
に
立
っ
た
Ｔ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
（T

otal W
alfere 
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Configurated City

）
の
理
念
を
掲
げ
、
道
路
、
住
宅
、
交
通
、
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
同
計
画
の
第
一
次
調
整
計
画
（
同
九
～
一
四
年
度
）
で
は
、
優
先
事
業
と
し
て
「
ハ
イ
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
」
の
推
進
を
掲
げ
、

ム
ー
バ
ス
事
業
（
七
年
度
）、
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
（
一
二
年
度
）
の
導
入
、
吉
祥
寺
駅
、
三
鷹
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
、

誰
も
が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。（
表
6
―
3
―
3
）

市
民
交
通
計
画
の
策
定

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
一

〇
月
二
一
日
、
第
三
期
基
本

構
想
・
長
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
市
民
交
通
シ

ス
テ
ム
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・
岡
並
木
静
岡
県
立
大
学

教
授
・
委
員
五
人
）
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
後

述
す
る
市
民
交
通
計
画
（
表
6
―
3
―
4
）
策
定
の
軸
と

な
る
事
項
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
観
察
調
査
を
通
し
て
検
討
を
行
い
、
四
年
八
月

三
一
日
に
市
長
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ム
ー
バ
ス
」
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

市
は
、
六
年
六
月
に
交
通
対
策
推
進
本
部
（
市
長
が
本

部
長
）
を
設
置
し
て
七
年
二
月
に
市
民
交
通
計
画
を
策
定

表 ６― ３― ３　武蔵野市および公益企業が実施・検討
してきた交通バリアフリーに関する主な事項

交通バリアフリーに関する主な事項 実施検討年度

⑴　福祉環境整備要綱の制定 昭和 ５9

⑵　五日市街道歩道の電柱の移設・地中化 　　 ６１

⑶　駅のエスカレーター設置（三鷹駅北口入り口） 平成 ５

⑷　違法駐車防止条例の制定 　　 2

⑸　市民交通システム検討委員会の設置 　　 ３

⑹　交通対策推進本部の設置 　　 ６

⑺　市民交通計画の策定 　　 ７

⑻　自転車等の適正利用及び放置防止条例の制定 　　 ６

⑼　段差解消等検討委員会の設置 　　 ６

⑽　交通安全計画 　　 8 〜１2
　　 １３〜１７

⑾　電線類地中化計画 　　 ５

⑿　福祉のまちづくりモデル整備事業 　　 ３ 〜 ７

⒀　ムーバスの運行 　　 ７

⒁　レモンキャブの運行 　　 １2

⒂　 ３ 駅のエスカレーター、エレベーターの設置 　　 ５ 〜

［交通バリアフリー基本計画］
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表 ６― ３― ４　市民交通計画・骨子

⑴ 歩行路面の段差、波打ち、傾斜の解消
⑵ 歩行者用路側帯の確保

⑶ 狭あい道路の整備、ボンエルフ（注①）の導入、イメージハンプ（注②）の設置、
歩道のカラー舗装などで歩車道を分離

⑷ ベンチ・休憩施設の整備
⑸ 道路上の商品・看板などのはみ出しの解消
⑹ ポケットパーク・接道部緑化の推進で憩える空間の確保

⑺ 横断歩道の改善、歩車道の段差を少なく。歩行者優先の視点から信号機のサイクル
の見直し

⑻ 電線類の地中化で快適な歩行環境と景観の整備
⑼ 楽しく歩ける道のネットワークの整備
⑽ 仙川の親水化、遊歩道化、玉川上水緑道など水辺の道の整備
⑾ 交通安全施設の整備
⑿ 公共サイン計画、都市景観に調和した統一的なデザインを
⒀ 放置自転車の防止、レンタサイクルの導入、自転車レーンの検討
⒁ バス・タクシー交通、路線バスの利便性の向上、定時運行への改善

⒂ 吉祥寺駅南口バス降車場所の検討、パークロードに路側帯を設けカラー舗装化で歩
行者とバスの共存

⒃ バスターミナルの改善、バス案内板設置、バス乗り場の改善

⒄ 高齢者の緊急時における交通手段確保の検討、障害者対象の福祉タクシー「つなが
り」を高齢者にも拡大

⒅ コミュニティバス（ムーバス）の運行、吉祥寺駅東側地域（平成 ７ 年１１月運行）、三
鷹駅、武蔵境駅地域での運行の検討

⒆ 違法駐車の防止、路線商店街荷捌き車両対策

⒇ 都市計画道路の整備促進、交通渋滞緩和のための右折車線・バスベイ（注③）など
の設置

� 駅施設の改善、エレベーター・エスカレーターの設置、切符の自動販売機の位置を
改善

� 交通マナーの向上
� 市民の協力体制の確立

�

長期的な課題、①JR中央線の連続立体交差化に伴う南北交通の変化など、広域的視
点で対策を講ずる、②吉祥寺・三鷹・武蔵境駅周辺の再開発の推進と施設整備、③
サイクル＆バスライド・パーク＆バスライド（注④）の検討、④交通セル方式（注⑤）
の検討

注：① ボンエルフ  道路の一定幅員の中で車道部分を屈曲させたり、車道面に凹凸をつ
けるなど自動車の速度を低く抑える手法を取り入れた道路

　　② イメージハンプ  ハンプとは「こぶ」の意味で、自動車に衝撃を与えて運転者に
注意を促すもの。イメージハンプは、路面の色や舗装材料の変化で、あたかもそ
こにハンプがあるように視覚に訴えるもの

　　③ バスベイ　道路を部分的に拡幅したバス専用の駐車スペース。バス乗降の際に発
生する交通渋滞の緩和や乗降客の安全性を確保するために設置される

　　④ サイクル＆バスライド　駅周辺への自転車の集中を抑制するため、バス停留所付
近に自転車駐車場を設置し、自転車からバスに乗り換えさせるシステム。パーク
＆バスライドとは街の中心に車両が集中しないように、中心に入る手前に大きな
駐車場を作り、そこからはバスで中心まで移動させるように考えられたシステム

　　⑤ 交通セル方式　市街地を「セル（細胞）」状に仕切り、都心部の歩行環境と自動
車利用の両立を図る政策。セル相互間の自動車流動や都心への流入車をコント
ロールする。日本国内では、長野市や浜松市などで実施が検討・準備されている
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す
る
。
同
計
画
は
、
人
間
優
先
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
基
本
的
な
交
通
手
段
で
あ
る
歩
行
（
車
い
す
を
含
む
）
を
中
心
に
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
歩
き
や
す
く
安
全
で
快
適
な
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
、
自
転
車
や
自
動
車
の
適
正
な
利
用
な
ど

の
交
通
体
系
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
前
述
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
先
取
り
し
た
計
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

市
民
な
ど
利
用
者
か
ら
駅
の
ホ
ー
ム
に
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
強
ま
り
、
市

で
は
、
鉄
道
事
業
者
、
国
、
東
京
都
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
一
〇
月
一
日
に
、
三

鷹
駅
北
口
に
車
い
す
乗
用
ス
テ
ッ
プ
付
き
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
、
運
転
を
開
始
し
た
。
工
事
費
一
億
〇
五
〇
〇
万
円
は
全
額
市
が

負
担
し
た
。
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
制
定
よ
り
六
年
余
も
前
で
あ
る
。

六
年
二
月
一
四
日
に
は
、
三
鷹
駅
と
Ｊ
Ｒ
吉
祥
寺
駅
の
ホ
ー
ム
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事
費
の
一
部
を
負
担
す
る
旨
を
決

め
、
榎
本
龍
幸
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
地
域
本
社
長
と
、
土
屋
武
蔵
野
市
長
、
安
田
養
次
郎
三
鷹
市
長
が
協
定
書
に
調
印
し
た
。
こ
う
し
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら
れ
た
市
内
三
駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
経
緯
は
表
6
―
3
―
5
に
ま
と
め
た
（
武
蔵
境

駅
は
中
央
線
連
続
立
体
交
差
化
事
業
中
の
た
め
仮
設
）。

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
福
祉
の
視
点
に
立
っ
た
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
各
部
門
で
実
績
を
積
み
上
げ
、
八

年
四
月
に
は
、
㈶
国
際
交
通
安
全
学
会
か
ら
市
民
モ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
の
総
合
交
通
施
策
が
評
価
さ
れ
て
同
学
会
金
賞
を
受
賞
し
、

さ
ら
に
九
年
六
月
に
は
、
交
通
安
全
対
策
で
自
治
相
（
現
総
務
相
）・
国
家
公
安
委
員
長
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

武
蔵
野
市
の
施
策
を
後
追
い
す
る
よ
う
に
、
一
二
年
五
月
、「
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
法
は
、（
一
）
国
が
基
本
方
針
を
つ
く
る
、（
二
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
準
（
移
動
円
滑
化
基
準
）
へ
の
適
合
を
公
共
交
通
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
、（
三
）
市
町
村
主
導
に
よ
る
地
域
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
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を
推
進
す
る
―
①
市
の
基
本
構
想
の

作
成
、
②
基
本
構
想
に
基
づ
く
事
業

の
実
施
、
を
う
た
っ
た
。

本
市
は
、
一
四
年
六
月
一
日
、
同

法
に
基
づ
き
「
武
蔵
野
市
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
委
員
会
」

（
委
員
長
・
清
水
忠
男
千
葉
大
学
教

授
・
委
員
二
三
人
）
を
設
置
し
た
。

委
員
は
、
学
識
経
験
者
三
人
、
市
民

四
人
、福
祉
関
係
者
・
商
工
関
係
者
・

公
安
委
員
会
各
一
人
、
公
共
交
通
事

業
者
七
人
、
道
路
管
理
者
二
人
、
行

政
関
係
者
四
人
。
同
委
員
会
は
、
市

民
意
向
調
査
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

障
害
者
・
高
齢
者
の
団
体
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
と
合
同
現
地
調
査
な
ど
を

行
っ
て
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

表 ６― ３― ５　駅のバリアフリー化の経緯

駅
運転開始

年度
（平成）

事業者 機種 上り
下り 設置場所 摘要

吉
祥
寺
駅

2 年１2月 京王電鉄 エスカレーター 上り 発券機�改札口

8 年 ３ 月 JR エスカレーター 上り 快速線ホーム 市とJRで工事費
折半

8 年 9 月 JR エスカレーター 上り 中央階段
9 年 2 月 JR エスカレーター 上り 緩行線ホーム

１３年 ３ 月 京王電鉄 エスカレーター 上り 道路�券売機
券売機�ホーム 市負担金49５７万円

１５年 9 月 京王電鉄 エスカレーター 下り 券売機�道路 市負担金2５00万円

１７年 ３ 月 JR エスカレーター 下り 快速線、緩行線
ホーム 市負担金4１６３万円

三
鷹
駅

５ 年１0月 武蔵野市 エスカレーター 上り 駅北口入り口�改
札入り口

市負担金 １ 億0５00
万円

７ 年１0月 JR エスカレーター 上り
下り

改札口� ３ ・ 4 番
ホーム

8 年１2月 JR エスカレーター 上り
下り

改札口� ５ ・ ６ 番
ホーム

１１年 2 月 JR エスカレーター 上り
下り

改札口� １ ・ 2 番
ホーム

全てのホームにエ
スカレーターが設
置

１8年 2 月 武蔵野市

エスカレーター 下り 駅通路�北口入り
口

エレベーター 下りエスカレー
ターの東側

交通バリアフリー
構想に基づくス
ルー型（注）

武
蔵
境
駅

１５年 ３ 月 JR エレベーター
仮駅舎�自由通路
の北口と南口、中
央線上りホーム

連続立体交差化事
業を実施中のた
め、駅舎の改築に
伴い総合的にバリ
アフリー化を実施同 JR エスカレーター 上り 南口

注：スルー型エレベーター　車いすの人が操作しやすいようにボタンの位置が低く、扉
が 2 か所にあるので、向きを変えずに降りられる。１１人乗り
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想
（
以
下
、
基
本
構
想
と
略
）
を
策
定
し
、
一
五
年
二
月
に
市
長
に
答
申
し
た
。
基
本
構
想
で
は
、
市
と
鉄
道
や
バ
ス
事
業
者
、
市
道
・

都
道
の
管
理
者
、
警
察
な
ど
の
事
業
者
が
協
力
し
て
平
成
二
二
年
度
ま
で
に
、
駅
お
よ
び
駅
周
辺
を
含
め
た
重
点
整
備
地
区
内
で
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
商
店
主
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
事
業
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ

の
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
上
下
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
を
は
じ
め
、
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

の
整
備
や
歩
道
の
段
差
解
消
な
ど
、
駅
と
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
う
え
で
吉
祥
寺
・
三
鷹
・
武
蔵
境
の
三
駅
周
辺
を
重
点
整
備
地
区
と
し
、（
一
）
三
駅
全
て
に
、
ホ
ー
ム
か
ら
駅
前
広
場
や
周
辺

道
路
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
、（
二
）
鉄
道
車
両
に
つ
い
て
は
、
代
替
時
期
に
併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
る
、（
三
）
バ

ス
車
両
に
つ
い
て
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
を
、（
四
）
道
路
、
信
号
機
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
定
経
路
（
注
①
）
と
準
特
定
経

路
（
注
②
）
を
選
定
し
、
優
先
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
、（
五
）
そ
の
他
の
経
路
、
地
区
に
つ
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目
指
す
、
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
一
三
年
九
月
に
設
置
し
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
庁
内
検
討
委
員
会
が

一
四
年
三
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
市
長
に
提
出
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
地
区
に
吉
祥
寺

駅
周
辺
地
区
が
指
定
さ
れ
る

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
国
土
交
通
省
は
特
別
に
支
援
す
る
モ
デ
ル
地

区
を
募
集
し
た
。
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
三
月
一
一
日
、
吉
祥
寺
駅
周
辺
地
区
が
「
ス
ー
パ
ー

モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ
れ
た
。
道
路
課
が
前
年
の
一
〇
月
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
だ
が
、
応
募
が
全
国
で
三
〇
九
か
所
あ
り
、
現
地
審

査
も
受
け
て
同
地
区
が
選
ば
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
地
区
と
は
、
歩
行
者
優
先
道
路
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
電
線
類
の
地
中
化
や
放
置
自

転
車
対
策
な
ど
、
道
路
を
整
備
す
る
に
当
た
り
「
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備
地
区
」「
面
的
無
電
柱
化
地
区
」

「
自
転
車
利
用
促
進
地
区
」
の
四
施
策
に
つ
い
て
、
国
交
省
が
全
国
の
見
本
と
な
る
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
特
別
な
支
援
を
す
る
も
の
で
、
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事
業
費
の
二
分
の
一
を
特
別
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
重
点
整
備
地
区
は
、市
部
で
は
本
市
を
含
む
五
市
が
指
定
さ
れ
た
。

市
は
、
一
七
年
一
月
に
、
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
特
定
事
業
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。
東
京
都
と
武
蔵
野
市
の
道
路
管
理
者
が
連
携
し

て
、
二
二
年
を
目
標
に
次
の
よ
う
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。（
表
6
―
3
―
6
）

（
一
）
車
道
と
明
確
に
分
離
さ
れ
た
安
全
な
歩
道
を
設
置
、（
二
）
車

い
す
が
円
滑
に
す
れ
違
え
る
よ
う
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
有
効
幅
員
を

確
保
、（
三
）
駐
車
場
出
入
り
口
な
ど
の
歩
道
が
、
上
下
や
横
方
向
に

急
傾
斜
し
な
い
よ
う
に
整
備
、（
四
）
車
い
す
が
通
行
し
や
す
い
よ
う

に
横
方
向
の
傾
斜
を
原
則
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
困
難
な
場
合
は
二
パ
ー
セ

ン
ト
）
以
下
に
、
ま
た
、
進
行
方
向
の
傾
斜
を
原
則
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
困

難
な
場
合
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
以
下
に
整
備
、（
五
）
信
号
待
ち
の
た

め
の
平
坦
な
部
分
を
歩
道
に
確
保
、（
六
）
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
、（
七
）
歩
道
を
波
打
ち
と
な
ら
な
い
よ
う
に
整
備
、（
八
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
横
断
歩
道
な
ど
の
接
続
部
と
歩
車
道
境
界
と

の
段
差
は
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
標
準
に
設
定
、
な
ど
の
内
容
と
な
っ

表 ６― ３― ６　路線別事業計画

地区 路線名 管理主体 予定事業年度

吉祥寺駅周辺
重点整備地区

一般都道　吉祥寺通り 東京都 平成１７〜2１

一般都道　平和通り 東京都
事業は市で実施 整備済み

市道第１9１号線　吉祥寺大通り 武蔵野市 　　１8〜１9

市道第22５号線　 武蔵野市 　　１７〜１8

三鷹駅周辺
重点整備地区

主要地方道　五日市街道 東京都 交差点改良事業で実施

一般都道　三鷹通り 東京都 　　１７〜１9

市道第１７号線　中央大通り 武蔵野市 　　１9〜20

三鷹駅北口広場 武蔵野市 　　１9〜20

武蔵境駅周辺
重点整備地区

一般都道　境調布線 東京都
武蔵野市 　　20〜22

市道第84号線 武蔵野市 　　2１〜22

武蔵境駅北口広場 武蔵野市 　　22

武蔵境駅南口広場 武蔵野市 　　2１〜22

［交通バリアフリー基本構想］（平成17年 １ 月現在）
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て
い
る
。

注
①　

特
定
経
路　

重
点
整
備
地
区
内
で
、
駅
と
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
が
よ
く
利
用
す
る
官
庁
、
福
祉
施
設
な
ど
を
結
ぶ
経
路

注
②　

 

準
特
定
経
路　

特
定
経
路
に
適
合
し
た
整
備
が
難
し
い
道
路
で
、
特
定
経
路
に
準
じ
て
何
ら
か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
事
業

を
実
施
す
る
経
路

第六章　都市基盤の整備　1014



第
四
節　

安
全
・
快
適
な
都
市
づ
く
り

一　

ア
メ
ニ
テ
ィ

（
一
）
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
懇
談
会

ア
メ
ニ
テ
ィ
と
い
う
視
点
の
議
論
は
、
市
が
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
懇
談
会
」（
会
長
・
東
原
紘
道
東
京
大
学
助
教
授
・
委
員
九
人
、

以
下
、
懇
談
会
と
略
）
を
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
二
月
に
設
置
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
懇
談
会
で
は
、
快
適
で
、
災
害
に
強

く
、
活
力
や
触
れ
合
い
が
あ
り
、
文
化
の
香
り
豊
か
な
都
市
を
目
指
す
本
市
の
具
体
的
施
策
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
。
懇
談
会
は
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
三
月
に
提
言
書
を
出
し
た
。

提
言
に
よ
る
と
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
英
語
のA

m
enity

）
と
は
本
来
、「
快
適
な
生
活
・
社
会
・
自
然
環
境
」
を
い
う
の
だ
が
、
本
市
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
の
基
本
に
あ
る
も
の
は
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
中
核
都
市
と
し
て
広
域
的
な
責
任
を
担
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

ハ
ン
デ
ィ
を
負
う
人
へ
の
配
慮
を
す
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
。
と
は
い
え
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
の
目
標
と
課
題
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
都
市
空
間
の
ほ
と
ん
ど
の
範
囲
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
個
人
差
や
価
値
観
の
差

が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
た
め
、
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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成
熟
し
た
快
適
な
都
市
づ
く
り
。
本
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
の
重
要
な
柱
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
（
快
適
な
環
境
と
い

う
も
の
に
対
す
る
意
識
）
の
普
及
に
あ
る
と
い
う
。
市
民
が
参
加
し
て
自
ら
の
ま
ち
を
再
発
見
す
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
今
後
継
続

す
る
こ
と
も
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
」
を
育
む
。
こ
こ
で
い
う
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
次
の
よ
う
な
視
点
を
集
約
し
た
カ
ル
テ

を
作
り
、
ま
ち
づ
く
り
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
に
蓄
積
す
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
は
街
並
み
カ
ル
テ
、
緑
の
カ
ル
テ
、
道
の
カ
ル
テ
、
遊
び

場
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
あ
る
。

ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
専
門
委
員
会
を
創
設
す
る
、
ま
ち
の
美
観
向
上
に
関
連
す
る
公
共
標
識
や
案
内
板
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を
考

え
る
、
ま
ち
づ
く
り
顕
彰
制
度
の
あ
り
方
も
考
え
る
、
高
齢
者
・
子
ど
も
・
障
害
者
の
歩
行
の
安
全
性
を
確
保
す
る
、
道
の
機
能
回
復
と

質
の
向
上
を
検
討
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
提
言
で
あ
っ
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
て
、
市
は
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
に
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
委
員
会
」（
委
員
長
・
後
藤
秀
昭
パ
ン
ス
ペ
ー

ス
設
計
研
究
所
・
委
員
七
人
）
を
設
置
し
た
。
委
員
会
で
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
大
き
な
要
素
に
は
「
本
市
を
訪
れ
る
人
々
へ
の
も
て
な
し
」

が
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、「
サ
イ
ン
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
」「
道
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
」「
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
の
小
広
場
づ
く
り
」

「
楽
し
い
待
ち
合
わ
せ
場
所
づ
く
り
」「
夜
の
ネ
オ
ン
、
ラ
イ
ト
」「
個
性
あ
る
道
づ
く
り
」
な
ど
に
つ
い
て
、
目
に
見
え
る
形
で
一
歩
進

ん
だ
議
論
を
し
た
。

（
二
）
美
し
い
都
市
づ
く
り
を
重
点
事
業
の
一
つ
に

「
第
二
期
長
期
計
画
第
二
次
調
整
計
画
」（
平
成
元
〜
六
年
度
）
で
も
、
重
点
事
業
の
一
つ
に
「
美
し
い
都
市
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
以
下
の
施
策
を
実
施
す
る
と
し
た
。
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①
公
共
下
水
道
整
備
に
伴
っ
て
整
備
し
て
き
た
生
活
道
路
を
順
次
改
修
し
、
一
段
と
高
級
な
舗
装
に
改
め
て
い
く
、
②
緑
化
・
環
境
問

題
を
検
討
す
る
市
民
委
員
会
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
を
検
討
す
る
専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
、
③
市
民
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

す
る
方
法
を
検
討
し
支
援
す
る
、
④
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
や
案
内
板
、
街
路
灯
そ
の
他
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
を
改
善
す
る
、
⑤
公
衆
便
所
の
改
良
を
進
め
る
、
⑥
ご
み
の
収
集
・
運
搬
方
法
を
改
善
で
き
る
か
検
討
す
る
、
⑦
屋
外
広
告

物
、
建
築
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
改
善
を
加
え
る
、
⑧
建
築
確
認
事
務
の
市
移
管
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
は
全
市
を
挙
げ
て
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
、
そ
の
後
改
善
・
改
良
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
ご

み
の
収
集
方
法
に
関
し
て
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
ご
み
集
積
所
は
都
市
の
美
観
を
損
い
、
通
行
の
障
害
に
も
な
っ
て
い
た
。
ご
み
を

担
当
す
る
生
活
環
境
課
（
現
ご
み
総
合
対
策
課
）
の
試
行
錯
誤
を
経
て
「
家
庭
ご
み
の
有
料
化
・
戸
別
収
集
」（
平
成
一
六
＝
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
一
日
）
の
方
法
が
実
現
し
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
風
景
は
こ
の
ま
ち
か
ら
姿
を
消
し
た
。

ま
た
、
前
述
し
た
懇
談
会
の
提
言
に
あ
っ
た
「
農
業
を
通
し
て
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
圃
場
を
公
園
化
し
、
随
時

観
察
に
供
す
る
」
施
策
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
公
園
づ
く
り
「
農
業
ふ
れ
あ
い
公
園
」
の
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
平
成
一
七
年
一
二

月
）
へ
と
つ
な
が
り
、
一
九
年
三
月
三
一
日
に
は
関
前
五
丁
目
に
農
業
ふ
れ
あ
い
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。（
→
第
四
章
第
一
節
二
）

建
築
確
認
事
務
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
人
口
規
模
で
は
任
意
設
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
都
と
の
協
議
を
重
ね
、
市
で
業
務

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
八
年
四
月
一
日
か
ら
建
築
指
導
課
が
発
足
、
建
築
主
事
を
配
置
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
武
蔵
野
市
建
築
計
画
に

関
す
る
事
前
調
整
要
綱
」
を
設
け
て
、
建
築
主
と
担
当
課
が
事
前
に
協
議
す
る
制
度
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整

備
、
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
、
敷
地
内
の
緑
化
な
ど
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
居
住
環
境
の
改
善
が
一
層
進
ん
だ
。
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（
三
）
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト

懇
談
会
の
提
言
に
あ
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
顕
彰
制
度
」
も
早
速
動
き
出
し
た
。
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
九
月
一
日
に
は
市
報
で
第

一
回
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
（
一
一
月
三
〇
日
締
め
切
り
）
を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
呼
び
か
け
に
多
数
の
市
民
が
ユ
ニ
ー

ク
な
案
を
持
ち
込
ん
だ
。「
武
蔵
野
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
（
む
さ
し
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
01
）」
に
続
く
「
私
の
見
つ
け
た
ア

メ
ニ
テ
ィ
’92
（
む
さ
し
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
02
）」
に
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
二
点
、
優
秀
賞
五
点
な
ど
を

掲
載
し
た
。「
武
蔵
野
市
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
に
は
七
七
点
の
応
募
が
あ
り
、「
写
真
に
よ
る
武
蔵
野
市
の
魅
力
発
見
賞
」
に
は
一
三
四
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
五
年
一
月
三
〇
日
に
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
市
民
会
館
）
を
開
催
し
て
表
彰
式
を
行
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
大
賞
は
か
つ
ど
う
部
門
で
三
点
が
大
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
一
つ
は
「
道
路
愛
称
板
の
設
置
」（
吉
祥
寺
南
町
・
吉
岡
進
）

で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
、
ま
ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
の
有
志
が
道
の
愛
称
を
募
集
し
た
。
住
民
が
応

募
し
た
「
旭
小
路
」「
う
ぐ
い
す
小
路
」「
ま
が
り
小
路
」
な
ど
の
愛
称
を
小
さ
な
表
示
板
に
手
書
き
し
て
は
次
々
と
街
角
に
立
て
、
三
年

が
か
り
で
取
り
付
け
を
終
え
た
。「
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
一
段
と
広
が
っ
た
」
と
受
賞
者
は
言
う
。
コ
ン
テ

ス
ト
を
提
唱
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
委
員
会
の
後
藤
秀
昭
委
員
長
は
、「
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
あ
っ
て
初
め
て
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
豊
か
な
ま
ち
に
な
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

第
二
回
ま
ち
づ
く
り
大
賞
コ
ン
テ
ス
ト
の
み
ど
り
部
門
大
賞
は
「
庭
先
緑
市
」（
吉
祥
寺
東
町
・
原
宇
多
茂
）
が
受
賞
し
た
。
休
日
に

株
分
け
し
て
育
て
た
草
花
の
鉢
に
一
つ
ひ
と
つ
名
札
を
付
け
、
庭
先
の
道
路
脇
に
並
べ
る
と
、
欲
し
い
人
が
空
き
缶
に
代
金
を
入
れ
て
持

ち
帰
っ
て
く
れ
る
。
ま
ち
に
緑
を
増
や
す
活
動
と
し
て
、
第
二
回
ア
メ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
五
年
一
〇
月
三
〇
日
・
芸
能
劇
場
）
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で
、
第
二
回
か
ら
加
わ
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
賞
」
な
ど
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
大
木

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
２
０
０
０
計
画
を
進
め
る
緑
化
公
園
課
（
現
緑
化
環
境
セ
ン
タ
ー
）
が
募
集
し
た
「
大
木
２
０
０
０
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

最
優
秀
賞
（
小
学
五
年
・
谷
剛
史
）
な
ど
の
表
彰
や
作
品
展
示
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

第
一
回
武
蔵
野
市
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
賞
（
五
年
）
の
一
般
の
部
・
優
秀
賞
に
は
、「
ミ
ニ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
街
づ
く
り
」（
論
文
・

吉
祥
寺
北
町
・
梅
田
彰
）、「
ラ
ッ
キ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
〈
ガ
ス
灯
の
明
か
り
〉」（
イ
ラ
ス
ト
・
中
町
・
沖
島
工
業
株
式
会
社
営
業
企
画
課
）、

「
水
辺
の
散
歩
道
づ
く
り
〈
玉
川
上
水
緑
道
に
小
さ
な
橋
を
架
け
る
〉」（
イ
ラ
ス
ト
・
潮
田
弘
）
の
三
点
が
選
ば
れ
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
私

の
見
つ
け
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
’93
」
に
紹
介
さ
れ
た
。

第
三
回
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
（
六
年
九
〜
一
二
月
）
か
ら
は
、「
音
風
景
発
見
賞
」
も
加
わ
り
、
第
三
回
ア
メ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
七
年
二
月
四
日
・
武
蔵
野
公
会
堂
）
で
、
生
け
垣
コ
ン
テ
ス
ト
（
緑
化
公
園
課
主
催
）
の
受
賞
者
と
一
緒
に
表
彰
さ
れ
た
。
木
々

の
ざ
わ
め
き
、
鳥
や
虫
の
声
、
家
々
か
ら
聞
こ
え
る
生
活
の
音
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
、
自
動
車
や
鉄
道
の
音
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ

る
音
楽
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
、
市
民
が
想
い
を
寄
せ
る
「
音
の
風
景
」
を
綴
っ
た
中
か
ら
、
次
の
二
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
木
枯
ら
し
の
あ
と
の
静
寂
・
成
蹊
学
園
け
や
き
並
木
（
ケ
ヤ
キ
の
音
と
と
も
に
自
分
の
人
生
五
〇
数
年
の
思
い
出
を
綴
る
）」（
吉
祥

寺
北
町
・
津
田
淳
一
）

「
一
万
光
年
の
音
・
武
蔵
野
全
域
（
正
月
の
静
け
さ
、
澄
ん
だ
空
気
の
合
間
に
聞
こ
え
て
く
る
星
の
さ
さ
や
き
）」（
中
村
知
紀
）

た
て
も
の
武
蔵
野
大
賞
・

ま
ち
か
ど
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

市
民
が
建
物
や
ま
ち
に
愛
着
心
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
質
な
街
並
み
が
造
ら
れ
て
い
く
。
同
時

に
日
常
的
に
ま
ち
の
美
化
を
心
が
け
る
啓
発
活
動
も
広
が
る
に
違
い
な
い
。そ
の
効
果
を
狙
っ
た「
た

て
も
の
武
蔵
野
大
賞
・
ま
ち
か
ど
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
市
は
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
第
一
回
、
た
て
も
の
大
賞
に
は
七
三
点
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
七
九
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選
考
委
員
は
清
水
忠
男
（
千
葉
大

学
工
学
部
教
授
）
ほ
か
四
人
の
有
識
者
。
第
二
回
コ
ン
テ
ス
ト
（
一
四
年
、
応
募
総
数
一
八
八
点
）
の
選
考
委
員
は
入
江
正
之
（
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
教
授
）
ほ
か
二
人
の
有
識
者
で
あ
る
。

第
一
回
た
て
も
の
武
蔵
野
大
賞
・
住
宅
部
門
で
は
永
井
邸
（
吉
祥
寺
南
町
一
丁
目
）、
同
・
一
般
部
門
で
は
日
本
獣
医
畜
産
大
学
（
現

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
）
本
館
が
選
ば
れ
た
。
ま
ち
か
ど
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
小
中
学
生
部
門
で
は
「
む
さ
し
の
の
屋
敷
林
」（
撮

影
者
・
鈴
木
修
平
）、
一
般
部
門
で
は
「
む
さ
し
の
青
空
市
」（
撮
影
者
・
市
原
忠
光
）
が
大
賞
を
受
賞
し
、
第
一
回
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
一
三
年
三
月
一
三
日
・
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
）
で
審
査
員
特
別
賞
な
ど
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
第
二
部
で
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
来
に
手
渡
す
“
美
し
い
ま
ち
武
蔵
野
”
を
考
え
る
」
も
行
わ
れ
た
。

第
二
回
の
大
賞
は
「
懐
か
し
い
白
壁
の
家
（
吉
祥
寺
本
町
大
野
邸
）」
と
「
草
屋
」（
御
殿
山
）
の
二
点
が
受
賞
し
た
。
第
二
回
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
一
五
年
一
月
二
六
日
・
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
）
は
市
制
施
行
五
五
周
年
記
念
と
し
て
行
わ
れ
、
授
賞
式
の
ほ
か

に
、
基
調
講
演
「
武
蔵
野
に
森
を
つ
く
っ
て
住
も
う
」（
甲
斐
徹
郎
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
）
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
住

ま
い
か
ら
広
げ
よ
う　

ま
ち
の
チ
カ
ラ
」な
ど
が
開
か
れ
た
。第
二
回
の
受
賞
作
品
は
市
報
に
も
掲
載
さ
れ
た
が
、「
ｅい
い

い
え
ｅい
い

ま
ち
図
鑑
」

（
た
て
も
の
コ
ン
テ
ス
ト
・
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
編
集
）
も
、
第
一
回
、
第
二
回
の
入
選
作
品
集
と
し
て
発
行
さ
れ
て

い
る
。

本
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
づ
く
り
の
施
策
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
が
周
知
さ
れ
て
か
ら
二
〇
余
年
経
つ
（
平
成
二

二
年
現
在
）。
三
駅
周
辺
や
公
園
に
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
ト
イ
レ
「
ミ
カ
レ
ッ
ト
」
が
整
備
さ
れ
た
。
境
南
通
り
の
歩
道
改
修
工
事
で
は

多
摩
産
の
間
伐
材
で
制
作
し
た
木
製
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
用
い
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。
市
の
行
う
事
業
の
中
に
は
、
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ア
メ
ニ
テ
ィ
（
快
適
性
）
を
考
慮
し
て
進
め
る
も
の
が
確
か
に
増
え
た
。
だ
が
、
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
は
ゼ
ロ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

な
ぜ
か
公
園
に
は
ご
み
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
常
に
途
上
に
あ
る
。
人
々
も
行
政
も
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り

口
に
し
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
終
わ
り
の
な
い
意
識
行
為
だ
と
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。（
→
資
料
編
）

二　

建
築
確
認
事
務

（
一
）
建
築
行
政
・
建
築
確
認
事
務
の
導
入

従
来
東
京
都
で
実
施
し
て
い
た
建
築
行
政
を
市
で
行
う
た
め
、「
第
三
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
」（
平
成
五
〜
一
六
年
度
）
で
建
築
主

事
設
置
の
方
針
を
決
定
し
た
。

市
が
建
築
行
政
を
導
入
す
る
ま
で
の
経
緯
を
遡
っ
て
み
る
と
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
で
き
た
「
武
蔵
野
市
宅
地
開
発
等
に
関

す
る
指
導
要
綱
」（
以
下
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
と
略
）
な
ど
に
よ
っ
て
建
築
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
一
定
の
建
築
行
政

が
あ
る
。

四
〇
年
代
に
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
日
照
権
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
続
き
、
五
〇
年
代
に
は
、
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
、
ラ

ブ
ホ
テ
ル
な
ど
風
俗
産
業
の
進
出
阻
止
の
環
境
浄
化
市
民
運
動
が
起
き
た
。

市
で
は
五
八
年
一
〇
月
に
「
武
蔵
野
市
旅
館
・
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
の
規
制
条
例
」、
五
九
年
一
月
に
は
「
武
蔵
野
市
旅
館
の
建
築
等
に

関
す
る
指
導
要
綱
」
を
制
定
し
、
建
築
規
制
や
行
政
指
導
を
実
施
し
て
き
た
が
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
は
、
第
二
期
長
期
計
画
第
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二
次
調
整
計
画
（
元
〜
六
年
度
）
で
建
築
主
事
の
導
入
を
検
討
課
題
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
都
市
計
画
行
政
は
市
で
、

建
築
基
準
行
政
は
都
で
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
、
市
で
一
体
化
し
て
独
自
の
建
築
行
政
を
司
る
こ
と
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
安
全
で
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

都
市
づ
く
り
の
た
め
の
関
連
法
規
は
多
い
が
、
と
り
わ
け
「
都
市
計
画
法
」
に
基
づ
く
事
業
や
制
限
、「
建
築
基
準
法
」
に
基
づ
く
個

別
建
築
物
の
規
制
、
誘
導
な
ど
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
法
律
の
運
用
で
、
よ
り
良
好
な
都
市
づ
く
り
を
図
る
こ
と
が
行
政
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
。東

京
都
は
、
平
成
四
年
に
「
市
へ
の
建
築
行
政
事
務
移
管
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
」
を
示
し
、
人
口
一
五
万
人
以
上
の
市
と
折
衝

を
開
始
し
た
。
本
市
の
人
口
は
一
五
万
人
以
下
で
あ
る
が
移
管
の
対
象
と
な
り
、
五
年
四
月
に
企
画
課
に
建
築
主
事
設
置
調
査
担
当
を
置

き
、
庁
内
に
「
建
築
行
政
導
入
調
査
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
六
年
四
月
に
は
、
都
市
開
発
部
に
建
築
主
事
設
置
準
備
担
当
が
、

七
年
四
月
に
は
、
建
築
指
導
準
備
室
が
設
置
さ
れ
た
。
構
成
は
市
職
員
一
一
人
、
都
か
ら
の
派
遣
職
員
二
人
、
臨
時
嘱
託
職
員
一
人
の
体

制
。
同
時
に
前
期
、
後
期
に
分
け
て
市
職
員
を
研
修
の
た
め
都
に
派
遣
し
た
。

都
の
支
援

建
築
基
準
行
政
を
都
か
ら
市
へ
移
管
す
る
に
伴
っ
て
、
都
か
ら
市
に
支
援
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
人
的
支
援
で
あ
る
。
移
管

前
に
都
が
市
職
員
を
受
け
入
れ
て
研
修
、
移
管
時
に
は
都
職
員
を
市
へ
派
遣
し
た
。
二
つ
目
は
財
政
的
支
援
。
移
管
市
の

財
政
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
実
施
の
初
動
期
間
（
五
年
間
）
に
都
か
ら
出
る
交
付
金
は
、
建
築
基
準
行
政
に
要
す
る
経
費
か
ら
確
認
申

請
手
数
料
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
額
の
三
分
の
二
（
第
一
〜
第
二
年
度
）、
二
分
の
一
（
第
三
〜
第
四
年
度
）、
三
分
の
一
（
第
五
年

度
）
と
三
段
階
で
配
分
さ
れ
た
。
本
市
の
場
合
、
建
築
基
準
行
政
導
入
の
初
年
度
に
あ
た
る
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
度
の
歳
入
決
算
額

は
三
九
六
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
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建
築
主
事
・
建
築
審
査
会

な
ど
の
設
置

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
一
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
市
が
八
年
四
月
か
ら
建
築
行
政
を
実
施
す
る
と

の
行
政
報
告
が
あ
っ
た
。

建
築
基
準
法
第
四
条
第
一
項
で
は
、
人
口
二
五
万
人
以
上
の
市
は
建
築
主
事
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
人
口
二
五
万
人

未
満
の
本
市
は
都
知
事
と
協
議
し
て
任
意
に
設
置
で
き
る
規
定
を
適
用
し
、
設
置
義
務
市
と
同
様
の
建
築
行
政
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

建
築
行
政
は
、
建
築
主
事
と
特
定
行
政
庁
（
建
築
主
事
を
置
く
市
の
長
）
と
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
。
建
築
主
事
は
、
独
立
し
た
行
政

機
関
と
し
て
建
築
、
設
備
、
工
作
物
の
確
認
、
工
事
完
了
検
査
を
主
に
行
い
、
特
定
行
政
庁
は
、
建
築
基
準
法
の
認
可
、
指
定
、
認
定
な

ど
の
行
政
行
為
、
違
反
建
築
な
ど
に
対
す
る
是
正
命
令
な
ど
、
機
関
委
任
事
務
を
行
う
。

「
武
蔵
野
市
建
築
審
査
会
条
例
」
が
同
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
。
審
査
会
は
、
特
定
行
政
庁
の
例
外
的
許
可
な
ど
の
裁
量
行
為
を
第
三

者
的
に
公
正
に
判
断
し
、
建
築
主
事
や
特
定
行
政
庁
の
処
分
や
不
作
為
に
対
す
る
審
査
請
求
の
審
理
や
裁
決
に
当
た
る
。「
武
蔵
野
市
中

高
層
建
築
物
の
建
築
に
係
る
紛
争
の
予
防
と
調
整
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
、
紛
争
予
防
条
例
と
略
）
も
同
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
。
中

高
層
建
築
物
の
建
築
に
か
か
わ
る
計
画
の
事
前
公
開
と
紛
争
の
斡
旋
、
調
停
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
建
築
審
査
会
委
員
（
弁
護
士
、
建
築
士
な
ど
五
人
）
と
建
築
紛
争
調
停
委
員
（
同
三
人
）
が
委
嘱
さ
れ
た
。

八
年
四
月
一
日
、
建
築
指
導
課
が
設
置
さ
れ
、
都
派
遣
職
員
を
含
む
一
五
人
体
制
で
業
務
を
開
始
し
た
。
道
路
の
位
置
指
定
に
関
す
る

事
務
、
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
は
開
発
指
導
課
の
担
当
と
な
る
。
道
路
の
位
置
指
定
に
関
す
る
業
務
は
一
四
年
四
月
に
建
築
指
導
課
に
移

管
し
た
。

八
年
六
月
の
第
二
回
市
議
会
定
例
会
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、「
建
築
基
準
行
政
事
務
実
施
に
関
す
る
決
議
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
の

趣
旨
は
、
建
築
主
事
や
担
当
の
職
員
に
対
す
る
代
弁
や
調
整
を
議
員
は
個
人
の
立
場
で
は
差
し
控
え
る
と
い
う
も
の
。
全
員
の
賛
成
で
六
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月
二
四
日
に
可
決
さ
れ
た
。

建
築
行
政
の
実
績
と
効
果

建
築
行
政
を
導
入
し
た
初
年
度
（
平
成
八
＝
一
九
九
六
年
度
）
の
建
築
確
認
申
請
の
件
数
は
一
般
確
認
七

五
〇
件
、
許
可
な
ど
が
一
一
八
件
あ
っ
た
。
一
般
確
認
七
五
〇
件
中
、
木
造
建
築
が
五
一
三
件
（
六
八
パ
ー

セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
（
表
6
―
4
―
1
）。

違
反
建
築
の
摘
発
件
数
は
八
年
度
だ
け
で
一
八
六
件
あ
っ
た
。
前
年
度
、
都
が
武
蔵
野
市
で
摘
発
し
た
件
数
は
七
一
件
で
あ
る
か
ら
、

約
二
・
六
倍
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
市
は
是
正
の
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
全
体
の
違
反
件
数
は
三
六
〇
件
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
建
蔽
率
違
反
一
四
五
件
、
容
積
率
違
反
一
一
四
件
、
確
認
を
と
ら
な
い
も
の
が
四
三
件
、
と
な
っ
て
い
る
。

建
築
確
認
申
請
の
際
、
市
内
の
狭
あ
い
道
路
を
拡
幅
し
て
整
備
し
た
実
績
も
あ
る
。
建
築
基
準
法
で
定
め
る
「
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上

の
道
路
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
建
築

条
件
を
満
た
さ
な
い
道
路
の
場
合
、
市
は
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
要
綱
に
基

づ
い
て
、
確
認
申
請
時
の
協
議
で
後
退
用
地
を
確
保
し
、
後
退
し
た
土
地
を

市
に
寄
付
さ
せ
る
な
ど
し
て
道
路
整
備
を
進
め
て
い
る
。八
年
度
の
実
績
は
、

整
備
件
数
一
三
四
件
、
延
長
は
一
六
九
六
・
八
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

建
築
行
政
導
入
後
の
効
果
と
し
て
は
、
第
一
に
、
建
築
確
認
が
身
近
な
も

の
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
は
建
築
紛
争
の
斡
旋
を
し
、

市
民
に
対
し
て
は
建
築
相
談
に
乗
る
、
審
査
請
求
を
提
起
す
る
な
ど
、
木
目

の
細
か
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
徹
底
で
違
反
建

表 ６― ４― １
建築確認申請件数（平成 ８年度）

一般確認 750
許可など 118
計 868

一般確認の内訳

木造 513
鉄骨鉄筋コンクリート造 7
鉄筋コンクリート造 69
鉄骨造 154
コンクリートブロック造 2
その他 5
計 750
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築
の
取
り
締
ま
り
も
以
前
よ
り
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

効
果
の
第
二
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
関
連
施
策
と
の
連
動
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
武
蔵
野
市
建
築
計
画
に
関
す
る
事

前
調
整
要
綱
」
を
制
定
（
八
年
四
月
一
日
）
し
た
こ
と
に
よ
り
、
確
認
申
請
前
に
担
当
部
課
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
に
基
づ
く
計
画
段
階
で
の
行
政
指
導
の
徹
底
、
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
要
綱
に
よ
る
狭
あ
い

道
路
対
策
の
目
覚
ま
し
い
成
果
、
緑
化
に
関
す
る
指
導
要
綱
に
基
づ
く
住
宅
の
緑
化
の
推
進
、
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

く
認
定
業
務
の
推
進
と
い
っ
た
事
業
が
、
建
築
基
準
行
政
を
テ
コ
に
大
き
く
前
進
す
る
と
い
う
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

な
お
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
は
建
築
行
政
事
務
導
入
と
同
時
に
八
年
四
月
、
全
面
改
正
さ
れ
た
。（
→
本
節
三
）

一
一
年
五
月
一
日
か
ら
建
築
基
準
法
が
改
正
・
施
行
さ
れ
た
。
改
正
点
は
、
①
建
築
確
認
・
検
査
事
務
が
民
間
（
指
定
確
認
検
査
機
関
）

に
新
た
に
開
放
さ
れ
た
こ
と
、
②
中
間
検
査
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
地
下
を
除
く
階
数
が
三
以
上
で
延
べ
床

面
積
が
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と
、
主
要
構
造
部
が
木
造
で
階
数
が
三
以
上
の
も
の
が
検
査
対
象
建
築
物
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
市
に
は
直
接
関
係
な
い
が
、
一
七
年
一
一
月
、
建
築
物
の
耐
震
構
造
計
算
書
の
偽
造
事
件
（
強
度
不
足
）
が
発
覚
し
て
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

（
二
）
中
高
層
建
築
物
に
か
か
わ
る
紛
争
と
対
策

本
市
で
は
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
代
の
半
ば
頃
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
高
層
建
築
物
が
多
く
な
り
、
日
影
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
建
築
紛
争
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
四
六
年
一
〇
月
に
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
を
制
定
し
て
、
市
民
と
業
者
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
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で
紛
争
予
防
に
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
、
法
規
範
性
の
な
い
要
綱
は
紛
争
解
決
の
絶
対
的
な
決
め
手
と
は
な
ら
ず
、

司
法
の
場
で
争
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。（
→
次
項
）

五
一
年
一
一
月
に
は
建
築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
中
高
層
建
築
物
に
対
す
る
日
影
規
制
が
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
の
法
改

正
を
受
け
て
、
五
三
年
七
月
、「
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、
よ
り
厳
し
い
制

限
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
の
建
築
基
準
行
政
の
事
務
移
管
と
同
時
に
、
市
で
は
、
紛
争
予
防
条
例
を
制
定
し
、

紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
調
整
を
行
う
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
当
た
り
の
良
い
住
宅
地
に
暮
ら
し
て
い
た
人
々
が
、

あ
る
日
突
然
、
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
な
ど
で
日
照
を
奪
わ
れ
る
と
な
る
と
、
権
利
保
護
か
ら
建
設
反
対
な
ど
の
紛
争
に
発
展
し
て
い

く
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
以
下
、
代
表
的
な
事
例
を
三
件
挙
げ
る
が
、
最
初
の
事
例
は
、
都
が
確
認
事
務
を
行
っ
て
い
た
最
後
の
年
に
起
こ
っ

た
紛
争
で
あ
る
。

地
上
一
三
階
建
て
に
住
民
が

建
築
差
し
止
め
申
請

三
鷹
駅
北
口
（
中
町
一
丁
目
）
に
建
設
会
社
フ
ジ
タ
が
建
設
を
計
画
し
た
地
上
一
三
階
地
下
一
階
、
延

べ
床
面
積
約
六
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
二
・
七
メ
ー
ト
ル
の
共
同
ビ
ル
（
一
〜
三
階
の
一
部

は
事
務
所
や
店
舗
、
三
階
以
上
は
住
宅
六
五
戸
）
に
対
し
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
五
月
八
日
、
付
近
住
民
が
東
京
地
裁
八
王
子
支
部

に
建
築
差
し
止
め
の
仮
処
分
申
請
を
し
た
。
申
請
を
し
た
の
は
、
ビ
ル
建
設
予
定
地
周
辺
の
商
店
主
や
付
近
住
民
ら
二
〇
四
人
。
日
照
権

の
侵
害
に
加
え
、
古
い
商
店
街
の
景
観
を
損
う
と
訴
え
た
。
フ
ジ
タ
は
建
設
に
問
題
は
な
い
と
反
論
す
る
。
前
年
の
一
二
月
九
日
に
市
の

宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
の
事
前
の
計
画
審
査
を
受
け
た
フ
ジ
タ
は
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
こ
の
年
二
月
一
五
日
に
は
建
築
確
認
申
請

の
審
査
を
終
え
た
。
そ
の
後
も
説
明
会
を
持
っ
た
が
、
住
民
側
は
納
得
で
き
ず
、
仮
処
分
申
請
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
住
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民
は
ビ
ル
の
高
さ
を
せ
め
て
一
〇
階
ま
で
下
げ
て
ほ
し
い
と
主
張
し
た
が
、
五
月
一
九
日
、
東
京
地
裁
八
王
子
支
部
は
フ
ジ
タ
に
日
影
の

金
銭
補
償
の
和
解
を
勧
告
。
結
局
、
住
民
側
が
仮
処
分
申
請
を
取
り
下
げ
、
フ
ジ
タ
は
住
民
側
に
解
決
金
を
支
払
い
決
着
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
新
築
工
事

に
関
す
る
陳
情
不
採
択

平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
年
八
月
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
に
基
づ
く
事
前
協
議
書
が
市
に
出
さ
れ
た
。
事

業
者
は
住
友
不
動
産
（
以
下
、
住
友
と
略
）
で
、
吉
祥
寺
本
町
四
丁
目
三
一
番
（
以
前
は
新
日
本
製
鉄
の
社

宅
）
に
、
地
上
八
階
地
下
一
階
建
て
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
（
戸
数
一
三
二
戸
）
を
新
築
す
る
と
い
う
。

市
議
会
に
は
同
年
一
二
月
一
五
日
、
中
町
三
丁
目
の
住
民
三
八
七
人
か
ら
、「
吉
祥
寺
本
町
四
丁
目
の
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴

う
環
境
の
侵
害
に
関
す
る
陳
情
」
が
出
さ
れ
た
。
陳
情
に
は
、「
南
北
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
八
階
建
て
の
巨
大
な
壁
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン

は
認
め
ら
れ
な
い
。
東
西
方
向
に
三
棟
建
て
に
計
画
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
現
設
計
に
よ
る
建
築
確
認
申
請
は
地
域
住
民
の
要
望
を
十
分

配
慮
し
た
う
え
で
受
理
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
」
と
あ
っ
た
。

住
友
は
、
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
五
回
住
民
に
説
明
を
し
た
が
合
意
に
至
ら
ず
、
住
友
側
、
近
隣
住
民
双
方
か
ら
紛
争
調
停
の
申
出

書
が
市
に
出
さ
れ
、
翌
一
一
年
一
月
一
二
日
に
斡
旋
が
行
わ
れ
た
。
住
民
か
ら
の
妥
協
案
は
、
①
南
北
棟
を
五
階
に
、
②
南
北
棟
の
ス
リ
ッ

ト
（
建
物
の
棟
を
仕
切
る
す
き
間
）
を
広
く
と
る
、
③
駐
車
場
入
り
口
を
成
蹊
通
り
以
外
に
設
け
て
ほ
し
い
、
の
三
点
。
二
回
目
の
斡
旋

（
同
月
二
二
日
）
で
は
市
長
が
議
長
役
を
務
め
た
。
住
友
側
は
、
①
七
階
建
て
を
六
階
建
て
に
変
更
、
②
外
廊
下
を
切
っ
て
階
段
室
型
に

す
る
、
③
ス
リ
ッ
ト
を
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
に
す
る
と
回
答
。
三
回
目
、
住
民
側
は
南
北
棟
の
六
階
建
て
に
同
意
し
つ
つ
も
新

た
な
六
項
目
を
要
望
。
結
局
、
双
方
の
溝
は
埋
ま
ら
な
い
ま
ま
、
市
は
斡
旋
を
打
ち
切
っ
た
。
一
方
、
前
述
の
陳
情
の
方
は
市
議
会
議
員

の
任
期
満
了
で
審
議
未
了
と
な
り
、
一
一
年
六
月
四
日
、
新
た
な
市
議
会
に
住
民
（
中
町
三
丁
目
の
二
四
人
）
か
ら
陳
情
が
出
さ
れ
た
が
、

一
二
月
九
日
の
建
設
委
員
会
と
一
六
日
の
本
会
議
で
不
採
択
と
な
っ
た
。
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マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
に

市
長
斡
旋
案

三
井
不
動
産
（
以
下
、
三
井
と
略
）
が
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
夏
、
中
町
二
丁
目
五
番
（
敷
地
二
九
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
地
上
五
階
地
下
一
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
（
一
六
〇
戸
）
を
計
画
し
た
。
現
場
は
、
幅
員

四
メ
ー
ト
ル
の
行
き
止
ま
り
道
路
と
、
位
置
指
定
道
路
の
み
に
接
す
る
袋
地
で
あ
る
。

近
隣
住
民
は
、
現
場
は
道
路
も
狭
く
防
災
上
も
不
安
だ
と
主
張
し
、
三
井
と
話
し
合
っ
た
が
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
た
。
一
五
年
二
月

に
、
市
の
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
に
基
づ
く
承
認
前
に
、
三
井
は
民
間
の
建
築
確
認
審
査
機
関
に
確
認
申
請
を
し
て
、
三
月
六
日
に
確
認

済
証
の
交
付
を
受
け
た
。
住
民
は
市
長
と
市
議
会
に
建
築
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
を
出
す
。
三
月
四
日
に
、
東
京
地
裁
八
王
子

支
部
に
三
井
か
ら
は
「
建
築
妨
害
禁
止
」、
住
民
側
か
ら
は
「
建
築
工
事
着
手
差
止
」
の
仮
処
分
の
申
請
が
出
て
い
た
。

三
月
一
一
日
、
市
は
三
井
側
に
要
綱
を
守
る
よ
う
要
請
。
市
議
会
は
一
七
日
、
三
井
側
に
要
綱
を
遵
守
し
、
住
民
と
誠
意
を
も
っ
て
話

し
合
う
こ
と
を
求
め
る
決
議
案
と
、
陳
情
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

三
月
下
旬
、
三
井
側
と
住
民
側
か
ら
調
整
を
依
頼
さ
れ
た
市
長
が
、
紛
争
予
防
条
例
に
基
づ
い
て
調
整
を
行
っ
た
が
平
行
線
で
終
わ
る
。

今
度
は
両
者
が
市
長
に
斡
旋
案
の
提
出
を
求
め
た
。
斡
旋
案
と
し
て
、
防
災
上
の
安
全
確
保
の
た
め
、
建
物
の
西
側
の
公
開
空
き
地
を
広

げ
、
住
民
の
日
照
権
を
守
る
た
め
建
物
の
一
部
を
縮
小
。
当
初
の
計
画
案
で
一
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
容
積
率
を
一
六
六
パ
ー
セ
ン
ト

に
減
ら
す
と
い
う
案
が
提
示
さ
れ
た
。
四
月
一
五
日
、
両
者
は
こ
れ
を
了
承
し
、
建
築
の
合
意
に
至
っ
た
。
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三　

高
層
建
築
の
抑
制
・
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱

（
一
）
『
要
綱
行
政
が
生
ん
だ
日
照
権
』
を
刊
行

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
一
月
三
日
、
市
は
市
制
施
行
五
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
武
蔵
野
市
百
年
史
』
の
別
冊
『
要

綱
行
政
が
生
ん
だ
日
照
権
』
を
刊
行
し
た
。

本
市
に
は
住
環
境
を
取
り
巻
く
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
的
な
行
政
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
一
〇
月
に
制
定
し

た
「
武
蔵
野
市
宅
地
開
発
等
に
関
す
る
指
導
要
綱
」（
以
下
、
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
と
略
→
資
料
編
）
が
あ
る
。

こ
の
要
綱
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
な
ど
が
起
こ
り
、
要
綱
の
正
当
性
や
法
規
範
性
な
ど
全
国
的
な
論
議
を
呼
び
、
国
の
法
律
、
都
の

条
例
な
ど
の
改
正
に
ま
で
及
ん
だ
。

本
市
の
要
綱
行
政
の
一
連
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
る
。

昭
和
四
〇
年
代
前
半
か
ら
の
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
無
秩
序
な
開
発
に
よ
り
生
活
環
境
問
題
や
財
政
を

圧
迫
す
る
状
況
が
発
生
し
て
き
た
。
武
蔵
野
市
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
中
高
層
建
築
物
に
よ
る
日
照
問
題
で
住
民
と
建
設
業
者
間
で
紛

争
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
児
童
・
生
徒
数
の
急
増
に
よ
る
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
の
対
応
に
も
迫
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
三
七
年
以
前
、
市
内
に
三
棟
し
か
な
か
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
が
、
四
四
年
に
二
一
棟
、
四
五
年
に
三
〇
、
四
六
年
に
一
九
、
四
七

年
に
三
二
、
四
八
年
に
三
八
棟
と
増
え
て
、
平
成
八
年
に
は
八
四
八
棟
と
な
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
昭
和
六
二
年
の
四
九
棟
だ
。
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周
辺
住
民
か
ら
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
、
計
画
の
見
直
し
是
正
を
求
め
る
請
願
・
陳
情
が
次
々
と
出
さ
れ
た
。
昭
和
四
二
年
九
月
か

ら
六
三
年
三
月
ま
で
に
出
さ
れ
た
指
導
要
綱
・
日
照
権
な
ど
に
関
す
る
請
願
は
三
九
件
、
陳
情
は
一
五
件
に
達
し
た
。

四
三
年
三
月
に
、
本
市
市
議
会
で
日
照
権
確
保
に
関
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
四
二
年
一
〇
月
に
東
京
高
裁
で
日
照
権
を
認

め
る
判
決
が
出
た
の
を
受
け
、
住
居
専
用
地
区
に
お
け
る
高
度
規
制
の
対
策
を
早
急
に
立
て
る
強
力
な
立
法
を
求
め
た
意
見
書
で
あ
る
。

建
設
相
（
現
国
土
交
通
相
）
と
都
知
事
に
提
出
し
た
。

こ
れ
ら
日
照
の
確
保
な
ど
の
解
決
策
は
本
来
法
律
や
条
例
で
規
制
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
市
で
は
法
の
欠
落
し
た
部
分
を
緊
急
避
難

的
に
補
う
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
「
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
」
を
制
定
し
た
。
指
導
要
綱
で
は
、
無
秩
序
な
宅
地
開
発
を
防
止
し
、
中
高

層
建
築
物
に
よ
る
地
域
住
民
の
被
害
を
排
除
し
て
必
要
と
な
る
公
共
・
公
益
施
設
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
に
、
宅
地
開
発
な
ど
を
行
う

事
業
者
に
必
要
な
行
政
指
導
が
出
来
る
。
法
律
や
条
例
の
よ
う
な
強
制
力
は
な
い
が
、
そ
の
運
用
に
よ
り
実
効
性
を
確
保
す
る
行
政
手
段

と
し
て
機
能
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

全
国
の
指
導
要
綱

制
定
状
況

昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
一
二
月
一
日
現
在
、
全
国
三
二
五
六
市
町
村
中
八
八
五
市
町
村
（
二
七
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
）、
大
都
市
圏
で
は
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
指
導
要
綱
を
制
定
し
て
い
る
。
要
綱
制
定
年
度
を
見
る
と
、

四
七
年
度
が
七
二
団
体
、
四
八
年
度
が
九
七
団
体
。
八
八
五
市
町
村
の
う
ち
の
七
二
九
団
体
（
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
四
六
〜
五
〇
年
度

の
五
年
間
に
、
大
都
市
圏
で
は
三
六
三
市
町
村
の
う
ち
の
二
八
四
団
体
（
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
同
じ
五
年
間
に
制
定
し
た
。
六
〇
年
度

に
要
綱
保
有
市
町
村
数
は
一
一
七
四
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
度
に
は
一
二
九
四
、
五
年
度
に
は
一
四
〇
五
と
な
っ
た
。

宅
地
開
発
事
業
の
規
定

本
市
の
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
で
は
宅
地
開
発
事
業
で
規
模
が
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
、

中
高
層
建
築
物
で
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
を
適
用
範
囲
と
し
た
。
事
業
者
は
事
前
に
市
長
に
申
し
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出
て
、
公
共
・
公
益
施
設
の
設
計
、
費
用
負
担
、
日
照
障
害
、
テ
レ
ビ
電
波
障
害
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
し
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
宅
地
開
発
事
業
の
規
定
は
次
の
内
容
で
あ
る
。

①
道
路
は
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
Ｌ
型
側
溝
を
事
業
主
が
整
備
、
市
に
無
償
提
供
す
る
、
②
開
発
面
積
が
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
場
合
は
そ
の
六
〜
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
公
園
緑
地
を
事
業
主
が
造
成
し
、
市
に
無
償
提
供
、
③
上
水
道
は
事
業
主
の
費
用
負

担
で
市
が
施
工
、
④
下
水
道
は
事
業
主
が
施
工
し
て
市
に
無
償
提
供
、
⑤
計
画
戸
数
一
〇
〇
〇
戸
に
つ
き
小
学
校
を
一
校
、
二
〇
〇
〇
戸

に
つ
き
中
学
校
を
一
校
、
学
校
用
地
を
市
に
無
償
提
供
し
、
学
校
建
設
費
用
を
事
業
主
が
負
担
、
⑥
消
火
栓
、
貯
水
槽
は
事
業
主
が
設
置

し
、
市
に
無
償
提
供
、
⑦
ご
み
集
積
処
理
施
設
を
設
置
、
⑧
街
路
灯
・
防
犯
灯
は
事
業
主
が
負
担
、
⑨
駐
車
用
地
を
確
保
す
る
、
な
ど
。

中
高
層
建
築
物
の
建
設
事
業
の
規
定
は
次
の
内
容
で
あ
る
。

①
日
照
の
影
響
に
つ
い
て
市
と
協
議
し
付
近
住
民
の
同
意
を
得
る
、②
テ
レ
ビ
電
波
障
害
な
ど
の
障
害
排
除
の
施
設
は
事
業
主
の
負
担
、

窓
の
目
隠
し
を
設
置
、
③
住
宅
公
団
、
都
営
住
宅
な
ど
が
建
設
す
る
住
宅
に
市
民
優
先
入
居
な
ど
配
慮
、
な
ど
。

こ
の
要
綱
に
従
わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て
、
市
は
上
下
水
道
な
ど
必
要
な
施
設
そ
の
他
の
協
力
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

指
導
要
綱
の
運
用
後

こ
の
要
綱
制
定
後
、
開
発
事
業
者
か
ら
開
発
計
画
審
査
願
が
市
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
宅
地

開
発
等
審
査
会
が
審
査
し
、
問
題
が
な
け
れ
ば
承
認
を
す
る
。
大
方
の
事
業
者
は
市
の
指
導
に
従
っ
た
が
、
指

導
要
綱
は
法
律
で
は
な
い
か
ら
と
指
導
を
拒
絶
し
た
た
め
、
訴
訟
に
発
展
し
長
期
間
に
わ
た
っ
て
争
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
例
が
あ
る
。

損
害
賠
償
請
求
、
建
設
工
事
禁
止
請
求
、
水
道
法
違
反
、
教
育
施
設
負
担
金
返
還
請
求
事
件
な
ど
だ
が
、
最
も
長
い
訴
訟
は
原
審
か
ら

最
高
裁
判
決
ま
で
一
五
年
か
か
っ
て
い
る
（
→
資
料
編
）。
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
お
く
。
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（
1
）
水
道
法
違
反
事
件

山
基
建
設
（
本
社
・
吉
祥
寺
南
町
一
丁
目
）
が
絡
ん
だ
水
道
法
違
反
事
件
は
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
三
月
の
告
訴
か
ら
平
成
元

（
一
九
八
九
）
年
一
一
月
の
最
高
裁
判
決
ま
で
一
一
年
間
か
か
り
、
一
審
の
公
判
だ
け
で
延
べ
三
〇
回
に
及
ん
だ
。
同
社
が
指
導
要
綱
に

従
わ
な
か
っ
た
た
め
、
市
は
要
綱
に
定
め
る
措
置
を
適
用
し
て
上
水
道
給
水
契
約
申
し
込
み
を
保
留
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
同
社
が
後
藤

喜
八
郎
市
長
と
市
職
員
二
人
を
告
訴
（
後
に
市
職
員
は
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
）、
後
藤
市
長
が
刑
事
事
件
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。

水
道
法
第
一
五
条
に
定
め
る
給
水
義
務
条
項
で
水
道
事
業
者
が
給
水
の
申
し
込
み
を
受
け
た
時
は
、
正
当
の
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を

拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
の
規
定
に
抵
触
し
た
と
し
て
争
わ
れ
た
。
市
が
給
水
を
保
留
し
た
措
置
が
正
当
の
理
由
に
当
た
る
の
か
ど
う
か
が

も
っ
ぱ
ら
の
争
点
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
法
に
基
づ
か
な
い
指
導
要
綱
の
法
的
拘
束
力
が
判
断
の
根
拠
と
な
っ
た
。
市
は
要
綱
行
政
の
正

当
性
と
必
要
性
を
粘
り
強
く
説
く
と
と
も
に
、
給
水
を
「
拒
否
」
し
た
の
で
は
な
く
一
時
「
保
留
」
し
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
続
け
た
。

し
か
し
、「
市
の
と
っ
た
行
為
は
、
協
力
し
な
い
相
手
方
に
強
制
力
を
及
ぼ
し
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
則
を
逸
脱
し
、
行
政
指
導
の

範
囲
を
超
え
る
も
の
で
適
法
で
な
い
。
被
告
の
給
水
申
し
込
み
を
拒
否
し
た
目
的
は
要
綱
を
守
ら
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
山
基
マ
ン
シ
ョ
ン

は
完
成
し
、
居
住
者
へ
の
給
水
も
拒
否
す
る
こ
と
と
な
り
、
手
段
・
方
法
は
相
当
性
を
欠
き
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
違
法
性
が
阻
却

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
可
罰
的
違
法
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
五
八
年
九
月
二
六
日
、
罰
金
一
〇
万
円
の
一
審

の
論
告
求
刑
が
あ
っ
た
。
翌
年
二
月
二
四
日
、
求
刑
ど
お
り
罰
金
一
〇
万
円
の
一
審
有
罪
判
決
が
元
市
長
（
後
藤
喜
八
郎
市
長
は
五
四
年

四
月
に
退
任
）
に
下
さ
れ
た
。

元
市
長
は
直
ち
に
東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴
す
る
が
、
六
〇
年
八
月
三
〇
日
、「
給
水
拒
否
は
行
政
指
導
の
限
界
を
超
え
た
も
の
で
、

正
当
性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
同
高
裁
は
罰
金
一
〇
万
円
の
一
審
判
決
を
支
持
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
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元
市
長
は
同
年
九
月
一
二
日
、
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
し
か
し
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
一
月
八
日
、
同
裁
判
所
は
「
要
綱
に

従
わ
な
い
こ
と
は
給
水
拒
否
の
正
当
の
理
由
に
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
罰
金
一
〇
万
円
の
二
審
判
決
を
支
持
、
上
告
を
棄
却
す
る
決
定
を

し
被
告
元
市
長
の
罰
金
刑
が
確
定
し
た
。

（
2
）
損
害
請
求
住
民
訴
訟
事
件

（
1
）
の
裁
判
で
元
市
長
の
弁
護
士
費
用
を
市
費
で
支
出
し
た
件
に
対
し
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
一
〇
月
三
一
日
提
訴
の
損
害

請
求
住
民
訴
訟
事
件
で
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
三
月
二
三
日
、
最
高
裁
は
「
刑
事
事
件
に
お
け
る
弁
護
士
の
活
動
が
地
方
公
共
団
体

の
事
務
に
当
た
る
こ
と
は
な
く
、
元
市
長
の
弁
護
士
費
用
の
支
出
は
違
法
で
あ
り
、
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
免
れ
な
い
」
と
、
一
、

二
審
の
判
断
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。
こ
の
間
一
一
年
間
を
費
や
し
、
元
市
長
は
市
に
二
三
二
万
一
七
二
〇
円
を
支
払
っ
た
。

同
時
に
原
告
（
山
基
建
設
）
は
地
方
自
治
法
の
規
定
（
勝
訴
し
た
場
合
に
原
告
の
弁
護
士
費
用
を
市
に
請
求
で
き
る
）
ど
お
り
、
そ
の

費
用
を
市
に
請
求
し
、
市
は
原
告
に
九
六
万
円
を
支
払
っ
た
。

（
3
）
教
育
施
設
負
担
金
返
還
請
求
事
件

昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
九
月
一
三
日
、
賃
貸
住
宅
の
建
築
主
か
ら
す
で
に
納
入
済
み
（
五
二
年
一
一
月
二
日
）
の
教
育
施
設
負
担

金
（
一
五
二
三
万
二
〇
〇
〇
円
）
の
返
還
請
求
が
提
訴
さ
れ
た
。
市
が
五
三
年
に
指
導
要
綱
の
一
部
を
改
正
し
、
教
育
施
設
負
担
金
の
項

を
削
除
し
た
た
め
、
改
正
直
前
に
負
担
金
（
寄
付
金
）
を
支
払
っ
た
原
告
が
不
公
平
感
を
抱
い
て
返
還
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

五
八
年
二
月
九
日
の
一
審
で
は
「
原
告
が
負
担
金
の
寄
付
を
拒
否
す
れ
ば
市
が
給
水
制
限
を
す
る
と
畏
怖
し
て
い
る
の
に
乗
じ
て
寄
付
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を
強
制
し
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
は
到
底
う
か
が
え
な
い
。
よ
っ
て
市
の
強
迫
を
理
由
と
す
る
原
告
の
寄
付
の
意
思
表
示
の
取

消
し
は
そ
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
か
ら
失
当
で
あ
る
」
と
返
還
の
主
張
を
退
け
た
。
原
告
は
控
訴
し
、
新
た
に
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
請

求
を
追
加
し
た
。
原
告
は
要
綱
そ
の
も
の
の
違
法
性
、
負
担
金
納
付
の
違
法
公
権
力
の
行
使
性
を
主
張
し
た
。

六
三
年
三
月
二
九
日
、
二
審
判
決
は
「
指
導
要
綱
そ
の
も
の
が
違
法
と
は
い
え
ず
、
納
付
す
る
よ
う
指
導
し
た
こ
と
が
公
権
力
の
違
法

な
行
使
に
当
た
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
原
告
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
原
告
は
さ
ら
に
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
二
月
一
八
日
、
最
高
裁
判
決
は
「
寄
付
金
を
求
め
る
こ
と
自
体
は
、
強
制
で
な
く
、
任
意
性
を
損
う
こ
と
が

な
い
限
り
違
法
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
負
担
金
は
選
択
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
具
体
的
に
定
め
ら
れ
義
務
の
一
部
と
し
て
寄

付
金
を
割
り
当
て
て
い
て
任
意
の
寄
付
と
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
任
意
に
寄
付
金
を
求
め
る
べ
き
行
政
指
導
の
限
度
を
超
え
る
も
の

で
、
違
法
な
公
権
力
の
行
使
で
あ
る
。
よ
っ
て
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
よ
る
負
担
金
納
付
の
違
法
公
権
力
の
行
使
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
に
つ
い
て
は
、
破
棄
を
免
れ
ず
、
さ
ら
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
原
審
に
差
し
戻
す
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。

そ
の
後
東
京
高
裁
で
和
解
案
が
示
さ
れ
、
市
は
和
解
案
を
受
け
入
れ
た
。
五
年
一
二
月
六
日
に
市
議
会
に
提
案
し
議
決
の
の
ち
、
一
二

月
二
一
日
和
解
を
し
、
同
二
八
日
に
和
解
金
二
二
八
六
万
二
五
四
八
円
を
支
払
い
、
決
着
し
た
。

こ
れ
ら
の
裁
判
を
通
し
て
市
は
指
導
要
綱
の
正
当
性
を
主
張
し
た
が
、
要
綱
は
あ
く
ま
で
も
法
に
基
づ
か
な
い
法
的
拘
束
力
の
な
い
行

政
基
準
で
あ
る
と
し
て
、
要
綱
の
運
用
に
は
行
き
過
ぎ
あ
る
い
は
違
法
が
あ
っ
た
と
の
司
法
の
判
断
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
要
綱
そ
の
も

の
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
裁
判
係
争
中
に
市
が
主
張
し
て
い
た
日
照
権
の
確
保
な
ど
に
関
し
て
い
え
ば
、
建
築
基
準
法
は
建

物
の
高
さ
を
規
制
す
る
高
度
地
区
の
制
定
な
ど
に
よ
っ
て
居
住
環
境
を
保
護
し
て
き
た
が
、
日
照
を
保
護
す
る
た
め
に
は
必
ず
し
も
十
分

で
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
「
建
築
基
準
法
の
改
正
」（
昭
和
五
二
年
一
一
月
施
行
）
が
行
わ
れ
、
ま
た
、「
東
京
都
日
影
に
よ
る
中
高
層
建
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築
物
の
高
さ
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」（
五
三
年
一
〇
月
一
二
日
施
行
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
法
令
の
整
備
に
伴
い
、
市
は

指
導
要
綱
か
ら
住
民
同
意
条
項
を
、
ま
た
併
せ
て
教
育
負
担
金
の
規
定
の
項
を
削
除
し
た
（
都
条
例
と
同
日
施
行
）。

要
綱
行
政
は
し
か
し
、
法
の
欠
落
部
分
を
補
完
し
、
慣
習
法
的
な
性
格
を
持
っ
て
実
効
性
を
確
保
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。
要
綱
は
そ

の
後
も
市
政
運
営
に
必
要
な
行
政
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
の
全
文
改
正

市
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
九
月
一
日
、「
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
調
査
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
要
綱
の
改
正
に
着
手
し
た
。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
た
め
、
八
年
四
月
一
日
に
導
入
す
る
建
築
基
準
行
政
に
合
わ
せ
、
指
導
要
綱
を
国
の
措
置
方
針
と

行
政
手
続
法
（
六
年
一
〇
月
一
日
施
行
）
を
踏
ま
え
て
、
時
代
に
即
応
し
た
も
の
に
改
正
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
政
手
続
法
は
、行
政
指
導
の
原
則
と
し
て
、「
行
政
機
関
の
任
務
、

事
務
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
な
ら
な
い
。
指
導
の
内
容
が
相
手
方
の

任
意
の
協
力
で
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
相
手
方
が
指
導
に

従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な

い
。
申
請
者
が
指
導
に
従
う
意
思
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
導

を
継
続
し
て
申
請
者
の
権
利
の
行
使
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
地
方
自
治
団
体
は
行
政
手
続
法
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
行
政
運
営
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
る
た

武蔵野市百年史別冊『要綱行政が
生んだ日照権』平成 ９年１１月刊行
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め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

国
か
ら
要
綱
是
正
の
通
達

昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
以
降
、
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
と
自
治
省
（
現
総
務
省
）
か
ら
再
三
に

わ
た
っ
て
全
国
の
自
治
体
に
指
導
要
綱
の
是
正
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。
通
達
の
内
容
は
、
指
導
要
綱
の
運

用
の
適
正
化
と
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
寄
付
金
の
見
直
し
、
②
中
高
層
建
築
物
の
住
民
同
意
に
よ
る
遅
延
、

③
行
政
指
導
の
行
き
過
ぎ
是
正
、
④
公
共
用
地
の
提
供
、
負
担
金
の
必
要
性
・
合
理
性
の
再
検
討
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
要
綱
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
市
へ
の
建
築
行
政
導
入
を
契
機
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
包
括
的
に
と
ら
え
、

建
築
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
次
の
よ
う
な
要
綱
の
拡
充
と
見
直
し
を
行
い
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
四
月
一
日
施
行
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
要
綱
の
目
的
は
「
無
秩
序
な
宅
地
開
発
の
防
止
、
中
高
層
建
築
に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
被
害
排
除
、
公
共
・
公
益

施
設
の
整
備
促
進
の
た
め
の
事
業
主
へ
の
指
導
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
開
発
行
為
及
び
中
高
層
建
築
物
の
建
築
に
対
す
る
指
導
の

基
準
を
定
め
て
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
緑
豊
か
で
良
好
な
居
住
環
境
の
促
進
を
図
る
」
と
改
め
た
、
②
適
用
範
囲
を
「
宅

地
開
発
で
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
中
高
層
建
築
物
で
高
さ
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
（
第
一
種
住
居
専
用
地
域
で
は
、
軒
の
高
さ

が
七
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ま
た
は
地
階
を
除
く
階
数
が
三
以
上
）」
と
し
て
い
た
が
、「
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
を
削
除
し
、
中
高

層
建
築
物
の
「
第
一
種
住
居
専
用
地
域
」
を
「
第
一
種
と
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」
と
改
め
た
、
③
五
三
年
の
改
正
で
す
で
に
「
日

照
障
害
・
住
民
の
同
意
・
被
害
の
補
償
」
は
東
京
都
の
「
日
影
制
限
条
例
」
施
行
と
同
時
に
削
除
し
て
い
た
。「
武
蔵
野
市
中
高
層
建
築

物
の
建
築
に
係
る
紛
争
の
予
防
と
調
整
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て
「
標
識
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
加
え
、「
説
明
会
を

実
施
」
す
る
こ
と
と
「
報
告
」
を
義
務
づ
け
た
。

第六章　都市基盤の整備　1036



（
1
）
宅
地
開
発
事
業
に
関
す
る
改
正
点

①
道
路
＝
無
償
提
供
の
要
求
主
体
を
市
か
ら
市
長
に
変
え
、「
建
築
基
準
法
第
四
二
条
第
一
項
第
五
号
の
位
置
指
定
道
路
及
び
同
条
第

二
項
の
み
な
し
道
路
に
接
す
る
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
指
定
幅
員
に
満
た
な
い
部
分
を
道
路
と
し
て
整
備
す
る
」
こ
と
を
義
務
づ
け
、

開
発
面
積
が
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
事
業
の
場
合
の
道
路
整
備
お
よ
び
用
地
の
無
償
提
供
の
規
定
を
「
開
発
面
積
に
拘
わ
ら
ず

市
が
必
要
と
認
め
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
等
の
趣
旨
に
沿
っ
た
開
発
と
な
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
め
た
、
②

公
園
＝
「
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
公
園
設
置
を
義
務
づ
け
、
用
地
の
無
償
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
公

開
空
地
を
設
置
し
た
場
合
は
除
く
」
と
改
正
、
③
緑
化
の
推
進
＝
「
事
業
区
域
内
に
あ
る
樹
木
の
保
全
を
行
う
と
も
に
、
道
路
に
面
す
る

部
分
を
生
垣
等
に
よ
る
緑
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
定
を
新
設
、
④
上
水
道
＝
「
上
水
道
施
設
の
整
備
及
び
給
水
等
に

つ
い
て
市
と
の
事
前
協
議
の
義
務
」
を
新
設
、
⑤
下
水
道
＝
「
雨
水
浸
透
施
設
、
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
の
義
務
」
を
新
設
、
⑥
公
共
用
地

＝
公
共
用
地
の
無
償
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
を
、「
敷
地
の
利
用
上
や
む
を
得
な
い
場
合
は
公
開
空
地
に
代
替
で
き

る
」
と
例
外
を
認
め
た
、
⑦
消
防
水
利
等
＝
消
防
車
両
の
寄
り
付
き
お
よ
び
梯
子
架
梯
に
つ
い
て
、「
消
防
署
長
と
協
議
」
を
新
設
、
⑧

清
掃
施
設
＝
住
宅
以
外
の
ご
み
集
積
場
の
設
置
に
つ
い
て
「
市
と
の
協
議
」
を
新
設
、
⑨
駐
車
施
設
＝
駐
車
施
設
を
自
動
車
と
自
転
車
に

分
け
、
自
転
車
に
つ
い
て
は
「
自
転
車
等
の
適
正
利
用
及
び
放
置
防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
」
と
改
正
、
⑩
公
害
の
防

止
等
＝
「
工
事
中
の
騒
音
、
振
動
等
」
の
文
言
を
「
公
害
」
に
改
め
た
、
⑪
住
居
用
部
分
の
容
積
率
の
基
準
＝
「
住
居
用
部
分
の
床
面
積

が
敷
地
面
積
の
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
容
積
率
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
」
努
力
規
定
を
全
文
削
除
、
⑫
区
画
面
積
の
基
準
＝

一
区
画
の
面
積
「
第
一
種
・
第
二
種
住
居
専
用
地
域
及
び
住
居
地
域
で
は
、
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
は
八
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
」
を
、「
住
居
系
地
域
で
は
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
は
同
様
」
と
改
正
し
た
。
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（
2
）
中
高
層
建
築
物
の
建
設
事
業
に
関
す
る
改
正
点

①
敷
地
内
緑
地
等
＝
「
敷
地
面
積
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
緑
地
又
は
空
地
の
確
保
」
を
、「
住
宅
を
目
的
と
す
る
建
設
事
業
は
二

〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
緑
地
、
そ
れ
以
外
の
建
設
事
業
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
空
地
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
め
、
②

用
途
混
在
の
防
止
＝
「
用
途
の
混
在
に
よ
る
居
住
環
境
の
悪
化
や
商
業
、
業
務
機
能
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
を
新
設
、
③
居
住
水
準
の
確
保
＝
「
適
切
な
住
宅
規
模
の
確
保
と
良
質
な
住
宅
の
供
給
を
図
る
た
め
、
居
住
水
準
を
確
保
す
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
新
設
、
④
ワ
ン
ル
ー
ム
形
式
集
合
住
宅
＝
「
円
滑
な
相
隣
関
係
と
良
好
な
住
環
境
の
確
保
を
図
る
た

め
の
建
設
計
画
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
新
設
、
⑤
福
祉
対
策
＝
不
特
定
多
数
の
人
の
利
用
す
る
施
設
を
建
設
す
る
場
合
、「
障
害

者
や
高
齢
者
が
安
全
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
及
び
武
蔵
野
市
福
祉
環
境
整
備
指
導
要

綱
に
基
づ
き
計
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
正
、
⑥
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
装
置
＝
「
自
然
災
害
及
び
事
故
等
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
」
を
新
設
、
⑦
勧
告
及
び
公
表
＝
「
要
綱
に
従
わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て
市
は
、
上
下
水
道
等
必
要
な
施
設
そ
の
他
必

要
な
協
力
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
を
削
除
、
代
わ
っ
て
「
要
綱
規
定
を
遵
守
す
る
よ
う
勧
告
し
、
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
時
は
、
行

政
指
導
の
事
実
等
を
公
表
す
る
。
公
表
す
る
場
合
、
事
前
に
事
業
主
に
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
」
規
定
に
改
正
。

（
三
）
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

緑
町
団
地
建
て
替
え
計
画

見
直
し
の
請
願
を
採
択

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
三
月
二
日
、
武
蔵
野
緑
町
団
地
自
治
会
（
緑
町
二
丁
目
、
代
表
・
横
山
芳
男
ほ

か
五
二
九
八
人
）
か
ら
「
公
団
建
て
替
え
に
関
す
る
請
願
」
が
市
議
会
に
出
さ
れ
た
。

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
以
下
、
公
団
と
略
、
現
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
・
Ｕ
Ｒ
）
は
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
に
建
設
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さ
れ
た
緑
町
公
団
住
宅
（
賃
貸
住
宅
）
を
老
朽
化
と
部
屋
の
手
狭
さ
を
理
由
に
建
て
替
え

る
事
業
説
明
会
を
平
成
三
年
一
〇
月
に
開
催
し
、
現
地
事
務
所
を
開
設
し
た
。
緑
町
・
桜

堤
の
両
団
地
自
治
会
は
、「
建
て
替
え
後
の
家
賃
が
そ
れ
ま
で
の
三
〜
四
倍
に
な
る
た
め

（
二
Ｄ
Ｋ
一
三
万
六
〇
〇
〇
円
、
三
Ｄ
Ｋ
一
五
万
一
〇
〇
〇
円
、
三
Ｌ
Ｄ
Ｋ
一
七
万
二
〇

〇
〇
円
な
ど
）、
居
住
者
は
団
地
を
出
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
一
四
階
建
て
住

宅
の
子
ど
も
へ
の
影
響
が
心
配
だ
。
豊
か
な
緑
も
減
少
す
る
。
任
意
の
建
て
替
え
と
い
い

な
が
ら
、
期
限
付
き
で
契
約
の
解
除
を
迫
る
事
業
の
進
め
方
は
住
民
を
無
視
し
て
い
る
」

な
ど
の
理
由
か
ら
、
建
て
替
え
事
業
を
見
直
し
、
自
治
会
や
周
辺
住
民
と
十
分
話
し
合
う

よ
う
、
公
団
に
要
望
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
か
ら
「
居
住
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
出
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
請
願
は
、
同
年
の
第
一
回
市
議
会
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

建
設
相
（
現
国
土
交
通
相
）
へ
の
意
見
書
は
、「
建
て
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
居
住
者
と
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
、
緑
の
保
全
、
確

保
に
努
め
る
と
同
時
に
現
居
住
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
適
切
な
家
賃
と
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」
と
な
っ
た
。

（
1
）
緑
町
団
地
の
建
て
替
え
で
協
議

緑
町
公
団
住
宅
は
三
二
棟
、
一
〇
一
九
戸
。
老
朽
化
し
て
お
り
、
公
団
は
、
居
住
水
準
向
上
の
た
め
に
建
て
替
え
る
と
昭
和
六
一
（
一

九
八
六
）
年
五
月
に
発
表
し
た
（
表
6
―
4
―
2
）。
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
や
住
宅
政
策
の
観
点
か
ら
、
第
三
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
（
平

１2年かけて建て替えが完了した
武蔵野緑町パークタウン（平成15年 ４ 月）
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表 ６― ４― 2　武蔵野緑町団地建て替え事業の計画概要

（ １）建て替え前の団地概要

団地概要

所在地 武蔵野市緑町 ２ - ３
敷地面積 69,700㎡
用途地域 第 1種中高層住居専用地域（２00/60）
管理開始 昭和３２年

建物の種類
と規模

公団賃貸住宅 1019戸 都営住宅 0戸
公団分譲住宅 0戸 施設 ‐

（公団賃貸）
住宅型式 1 K� 1２㎡　　 1３,596〜16,686円 190戸
専用床面積（戸あたり） 1 DK� ２9㎡　　 ２8,４２8〜３6,３59円 1３0戸
家賃 ２ DK� ３２〜３7㎡ ３0,４88〜51,088円 68３戸
住宅型式別戸数 ３ DK� ４３㎡　　 ３5,5３5〜４7,071円 16戸

初年度家賃〜第四次空き家家賃
容積率 61%
駐車台数 176台（17.３％）
（ 2）事業着手時の計画概要
建物の種類
と規模

公団賃貸住宅 1２60戸 都営住宅 0戸
公団分譲住宅 6４戸 施設 ‐

（公団賃貸）
住宅型式 1 DK� ３1〜３7㎡ 91,000円（３４㎡） 188戸
専用床面積（戸あたり） ２ DK� ４0〜5４㎡ 1３6,000円（5２㎡） ２8３戸
家賃 ３ DK� 57〜7２㎡ 151,000円（58㎡） 6３４戸
住宅型式別戸数 ３ LDK� 65〜71㎡ 17２,000円（66㎡） 85戸

（公団分譲）
２ LDK� 60〜66㎡ 6,３00万円（6４㎡） ２２戸
３ LDK� 69〜7４㎡ 6,700万円（69㎡） ４２戸

容積率 1４４%
駐車台数 79４台（60%）
（3）完成時の計画概要
建物の種類
と規模

公団賃貸住宅 855戸 都営住宅 ２４0戸
公団分譲住宅 0戸 施設 介護老人保健施設

（公団賃貸）
住宅型式 1 K� 51㎡　　 1２6,３00〜1３9,４00円 11戸
専用床面積（戸あたり） 1 DK� ３４〜４8㎡  77,４00〜11４,４00円 71戸
家賃 1 LDK� ４9〜6４㎡ 11４,700〜1４6,000円 88戸
住宅型式別戸数 ２ DK� ４5〜5２㎡  99,600〜1３２,２00円 ２10戸

２ LDK� 57〜68㎡ 1３0,３00〜178,３00円 ２３7戸
３ DK� 58〜66㎡ 1２5,800〜165,100円 7３戸
３ LDK� 66〜89㎡ 1４7,000〜189,600円 165戸

傾斜家賃については最終家賃
公募時の家賃

容積率 107%
駐車台数 ４56台（5３%）
管理開始 平成 8年 ３月〜15年 ３ 月
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成
五
〜
一
六
年
度
）
の
九
つ
の
優
先
事
業
の
一
つ
に
公
団
の
建
て
替
え
を
位
置
づ
け
た
。

昭
和
三
三
年
当
初
は
二
Ｄ
Ｋ
（
四
・
五
畳
と
六
畳
、
台
所
兼
食
堂
、
バ
ス
・
ト
イ
レ
の
専
住
床
面
積
三
五
・
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
バ

ル
コ
ニ
ー
の
二
分
の
一
を
含
む
）
の
家
賃
は
月
額
五
三
五
〇
円
で
、
庶
民
羨
望
の
モ
ダ
ン
な
文
化
住
宅
で
あ
っ
た
。
平
成
三
年
三
月
の
改

築
直
前
の
家
賃
は
三
万
〇
七
〇
〇
円
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
六
二
年
に
公
団
が
建
て
替
え
素
案
を
提
示
す
る
と
、
市
、
公
団
、
地
元
団
地
自
治
会
（
以
下
、
自
治
会
と
略
）
の
動
き
が
活
発
化

し
た
。
市
議
会
で
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。
市
で
は
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
に
関
連
す
る
部
課
で
公
団
へ
の
要
望

事
項
の
検
討
を
始
め
た
。
市
長
は
公
団
に
、
緑
の
保
全
、
適
正
な
家
賃
、
高
齢
者
住
宅
の
設
置
な
ど
を
申
し
入
れ
た
。
自
治
会
で
は
建
て

替
え
対
策
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
市
は
公
団
建
て
替
え
対
策
調
査
検
討
委
員
会
を
設
置
。
公
団
は

緑
町
事
務
所
を
開
設
、
事
業
説
明
会
を
開
催
し
た
。
自
治
会
で
は
市
長
を
交
え
て
緑
町
住
民
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

前
述
の
「
公
団
建
て
替
え
に
関
す
る
請
願
」
採
択
後
の
四
年
七
月
に
は
、
市
長
が
公
団
東
京

支
社
を
訪
問
。
五
年
三
月
二
五
日
、
市
と
公
団
で
次
に
あ
げ
る
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。（
一
）

市
と
公
団
は
相
互
に
協
力
し
、
誠
意
を
も
っ
て
協
議
す
る
、（
二
）
事
業
の
概
要
―
①
事
業
区

域
面
積
は
約
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
②
住
宅
規
模
は
約
一
二
〇
〇
戸
、
種
別
は
賃
貸
住
宅
、
分

譲
住
宅
お
よ
び
関
連
施
設
、
③
事
業
計
画
（
表
6
―
4
―
3
）、
④
事
業
期
間
は
五
年
一
一
月

〜
一
二
年
一
〇
月
。
三
期
の
工
事
期
に
分
割
、
工
期
毎
に
協
議
す
る
、（
三
）
協
議
は
「
市
宅

建て替え前の緑町団地
（建て替え後、緑町パークタウンとなる）
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地
開
発
等
指
導
要
綱
」
と
「
市
福
祉
環
境
整
備
指
導
要
綱
」
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
、（
四
）
土
地
利
用
計
画
策
定
に
際
し
て
、
周
辺
の

既
存
の
生
活
動
線
を
尊
重
し
、
周
辺
地
域
と
の
融
合
化
を
図
る
、（
五
）
公
園
緑
地
を
確
保
、
市
が
公
団
か
ら
借
用
し
て
い
る
市
立
緑
町

公
園
用
地
は
公
団
に
返
還
、（
六
）「
市
地
域
高
齢
者
住
宅
計
画
」
に
協
力
す
る
、（
七
）
事
業
地
区
内
に
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
シ
ニ
ア
住
宅
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、
老
人
保
健
施
設
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
医
療
施
設
な
ど
の
併
設
を
協
議
す
る
、

（
八
）
地
区
内
に
都
営
住
宅
を
併
設
す
る
こ
と
に
協
力
し
、
都
と
の
協
議
を
行
う
、
と
い
う
八
項
目
の
協
定
で
あ
る
。

（
2
）
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
が
完
成

公
団
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
一
月
一
〇
日
、
新
団
地
の
名
称
を
「
武
蔵
野
緑

町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
」
と
改
称
し
た
。

八
年
三
月
二
九
日
、
第
一
次
戻
り
入
居
（
三
八
一
戸
）
を
開
始
し
、
一
〇
年
一
〇
月
三

〇
日
の
第
三
次
で
戻
り
入
居
は
完
了
し
た
。
そ
の
後
一
五
年
四
月
五
日
の
第
五
次
ま
で
の

新
規
公
募
と
入
居
が
続
い
た
（
新
規
六
八
戸
を
含
み
、
計
九
二
三
戸
）。

完
成
し
た
新
団
地
の
建
物
は
、
従
前
の
四
〜
五
階
建
て
か
ら
最
高
で
一
二
階
建
て
と
な

り
、
ま
た
、
屋
根
は
四
角
い
殺
風
景
な
陸
屋
根
か
ら
趣
の
あ
る
切
妻
屋
根
に
変
わ
り
、
建

物
全
体
の
色
彩
も
、
ゾ
ー
ン
毎
に
落
ち
着
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
系
と
ブ
ル
ー
系
に
色
分
け
さ
れ

て
、
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
の
景
観
は
一
変
し
た
。

市
の
都
営
住
宅
併
設
の
要
望
に
対
し
て
は
、
九
年
五
月
一
六
日
、
都
か
ら
併
設
決
定
の

表 ６― ４― 3　武蔵野緑町団地建て替え事業計画

項目 面積など 備考

土
地
利
用
計
画

宅地 約４0,000㎡
道路 約9,２00㎡
公園 約1２,３00㎡
駐車場 約8,３00㎡

施
設
計
画

集会所 ２か所 賃貸、分譲に各 1 か所
管理事務所 ２か所 賃貸、分譲に各 1 か所

駐車場 約7２0台 賃貸戸数の約60％
分譲戸数の約70％

自転車置場 約1,800台 戸あたり約1.5台
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通
知
が
あ
っ
た
。
都
は
、
一
〇
年
八
月
に
都
営
住
宅
建
設
に
着
工
。
当
初
の
公
団
の
計
画
に
は
、
都
営
住
宅
の
併
設
計
画
は
な
か
っ
た
た

め
、
賃
貸
一
二
六
〇
戸
、
分
譲
六
四
戸
の
当
初
の
計
画
を
変
更
し
、
賃
貸
を
八
五
五
戸
に
し
、
分
譲
を
取
り
止
め
て
、
都
営
住
宅
二
四
〇

戸
を
併
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
一
年
八
月
、
市
と
公
団
が
老
人
保
健
施
設
の
土
地
使
用
賃
借
契
約
を
締
結
し
、
同
施
設
の
併
設
が
前

進
し
た
。

一
二
年
五
月
一
日
、
都
営
住
宅
六
棟
（
七
、
八
階
建
て
、
二
四
〇
戸
分
）
が
完
成
し
、
七
月
一
日
に
は
、
市
内
二
か
所
目
と
な
る
介
護

老
人
保
健
施
設
（
ハ
ウ
ス
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
→
第
二
章
第
二
節
三
）
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
約
一
二
年
間
に
わ
た
る
、
い
わ
ゆ
る

公
団
緑
町
団
地
の
建
て
替
え
事
業
は
完
了
し
た
。

平
成
一
五
年
四
月
五
日
、
建
て
替
え
完
成
記
念
式
典
が
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
集
会
所
で
行
わ
れ
た
（
緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
主
催
、
武
蔵

野
市
、
公
団
後
援
）。
近
隣
自
治
会
、
商
店
会
、
地
元
自
治
会
か
ら
も
二
二
〇
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
式
典
後
、
土
屋
市
長
、
中

田
雅ま
さ

史と
し

公
団
理
事
、
延
藤
安
弘
千
葉
大
学
教
授
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
住
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
四
）
桜
堤
一
団
地
の
建
設

（
1
）
桜
堤
団
地
建
て
替
え
工
事
着
工
と
完
成

市
は
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
五
月
一
五
日
に
「
都
市
計
画
一
団
地
の
住
宅
施
設
の
変
更
」（
桜
堤
団
地
の
建
て
替
え
）
案
に
つ
い
て
、

市
議
会
全
員
協
議
会
に
説
明
を
し
た
。
そ
の
後
、
五
月
一
七
日
に
市
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、
六
月
一
二
日
に
審
議
会
は
原
案
ど
お

り
可
決
、
答
申
を
し
た
。
九
年
七
月
一
一
日
、
東
京
都
が
告
示
し
て
桜
堤
団
地
の
建
て
替
え
計
画
が
決
定
し
た
。

桜
堤
団
地
の
建
て
替
え
事
業
は
、
前
述
し
た
緑
町
団
地
の
建
て
替
え
と
は
事
業
の
手
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
緑
町
団
地
の
場
合
は
、
建
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築
基
準
法
の
範
囲
で
建
て
替
え
が
で
き
た
。
桜
堤
団
地
の
場
合
は
、
一
団
地
の
住
宅
施
設
と
し
て
都
市
計
画
の
網
が
掛
か
っ
て
い
る
。
昭

和
三
三
（
一
九
五
八
）
年
に
す
で
に
都
市
計
画
決
定
（
都
知
事
決
定
）
が
さ
れ
て
い
た
。
三
四
年
の
建
設
か
ら
三
七
年
が
経
過
し
、
施
設

の
老
朽
化
と
と
も
に
、
施
設
設
備
が
現
在
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
面
が
出
て
き
た
。

そ
こ
で
、
居
住
水
準
の
向
上
と
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
改
築
に
当
た
り
都
市
計
画
の
変
更
が
必

要
と
な
っ
た
。

計
画
の
変
更
内
容
は
表
6
―
4
―
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

変
更
前
の
名
称
「
武
蔵
境
住
宅
」
は
変
更
後
「
桜
堤
一
団
地
の
住
宅
施
設
」
と
な
っ
た
。
建
蔽
率
、
容
積
率
も
そ
れ
ぞ
れ
緩
和
し
、
戸

数
は
、
現
行
一
五
三
棟
・
一
八
二
九
戸
（
二
〜
五
階
）
を
、
高
層
化
（
三
〜
一
二
階
）
に
よ
っ
て
五
九
棟
・
二
三
〇
〇
戸
（
四
七
一
戸
の

増
設
）
と
す
る
、
公
共
施
設
で
あ
る
公
園
は
、
現
行
一
三
か
所
一
万
七
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
一
一
か
所
二
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
（
五
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
拡
大
）
と
す
る
、
公
益
的
施
設
と
し
て
診
療
所
と
福
祉
施
設
を
併
設
す
る
、
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

工
区
は
三
工
区
に
分
け
、
第
一
期
工
事
完
成
は
一
一
年
春
、
全
工
区
完
成
は
一
五
年
と
し
た
。

家
賃
は
、
三
Ｄ
Ｋ
（
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
一
五
万
六
〇
〇
〇
円
（
後
に
一
三
万
六
〇
〇
〇
円
）
と
な
る
。

建
て
替
え
に
当
た
り
、
市
は
八
年
五
月
に
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
現
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
・
Ｕ
Ｒ
＝
以
下
、
公
団
と
略
）

と
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。
内
容
は
、
①
公
園
緑
地
の
確
保
、
②
生
ご
み
肥
料
の
コ
ン
ポ
ス
ト
の
設
置
（
→
第
四
章
第
二
節
二
）、
③
防

災
に
利
用
で
き
る
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
、④
環
境
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、⑤
都
営
住
宅
の
併
設
に
つ
い
て
都
と
協
議
す
る
、な
ど
で
あ
っ
た
。

団
地
内
を
流
れ
る
仙
川
に
つ
い
て
は
管
理
者
の
東
京
都
、
公
団
と
市
の
三
者
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
を
改
修
し
、
親
水
化
す
る
な
ど
、

水
辺
環
境
整
備
を
行
っ
た
。（
→
第
四
章
第
一
節
四
）
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表 ６― ４― ４　武蔵野市都市計画一団地の住宅施設の変更案（概要）

変更事項 変更前 変更後
名称 武蔵境住宅 桜堤一団地の住宅施設

位置 武蔵野市境上水南地区 武蔵野市桜堤 1、 ２丁
目地内

面積 約19.３7ha

約19.２5ha（変更前よ
り減ったのは完成した
都市計画道路などを区
域から外したことによ
る）

建築物の
限度

建蔽率 ２ /10以下（２0％以下）実質16％ ３ /10以下（３0％以下）
実質２0％

容積率 5 /10以下（50％以下）実質４２％ 16/10以下（160％以下）
実質11４％

住宅予定
戸数

高層住宅（ 6〜1３階） 0戸 約２150戸
中層住宅（ ３〜 5階） 1２1３戸 約150戸
低層住宅 6２0戸 0 戸

計 18３３戸
現状　18２9戸 ２３00戸

棟数 15３棟 59棟
公共施設 公園 1３か所　17,000㎡ 11か所　２２,000㎡

公益的
施設

（現状）
集会所 1か所 ２か所 ４か所
管理事務所 1か所 1か所 1か所
保育所 0 1 か所 1か所
児童館 0 1 か所 1か所
市・出張所 1か所 0 0
消防団詰め所 0 1 か所 1か所
ポンプ室（水源） 5か所 1か所 1か所
診療所 1か所 0 1 か所
駐車施設 0 ３２8台 約1,600台
駐輪施設 0 不明 約３,４50台
派出所 0 1 か所 1か所
公衆便所 0 1 か所 1か所
事務所 0 1 か所 1か所
バス折り返し所 0 1 か所 1か所
福祉施設 0 0 1 か所

購買施設
など 店舗 1か所 0 1 か所
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一
一
年
一
〇
月
に
、
第
一
期
の
戻
り
入
居
が
始
ま
り
、
一
五
年
に
入
居
が
完
了
し
た
。
第
二
期
工
事
も
一
七
年
九
月
に
完
成
し
て
入
居

者
の
募
集
が
あ
っ
た
。

サ
ン
ヴ
ァ
リ
エ
桜
堤
と

改
称

公
団
は
、
桜
堤
団
地
の
建
て
替
え
後
の
名
称
を
「
サ
ン
ヴ
ァ
リ
エ
桜
堤
」
と
改
称
し
た
。
団
地
周
辺
の
景
観

は
、
桜
の
木
を
中
心
に
、
成
育
し
た
樹
木
と
仙
川
水
辺
公
園
を
は
じ
め
緑
の
公
園
に
囲
ま
れ
、
建
物
も
ゾ
ー

ン
ご
と
に
ス
ト
ラ
イ
プ
入
り
の
ク
ー
ル
グ
レ
イ
、ベ
ー
ジ
ュ
、ペ
ー
ル
ピ
ン
ク
な
ど
の
色
彩
に
区
分
さ
れ
識
別
が
し
や
す
く
、ア
メ
ニ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
も
桜
堤
の
地
名
に
ふ
さ
わ
し
い
静
か
で
落
ち
着
い
た
住
宅
地
に
変
貌
し
た
。

し
か
し
、
一
八
年
三
月
上
旬
に
公
団
側
よ
り
、
大
き
な
方
向
転
換
が
示
さ
れ
、
第
三
期
工
事
個
所
の
建
設
を
取
り
止
め
て
、
民
間
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
へ
の
用
地
売
却
が
決
定
し
た
。

市
が
要
望
し
て
い
た
都
営
住
宅
の
併
設
に
つ
い
て
は
、
公
団
側
で
高
齢
者
な
ど
が
定
住
で
き
る
低
家
賃
制
度
を
つ
く
り
、
こ
の
制
度
で

対
応
す
る
こ
と
で
併
設
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
公
益
的
施
設
の
福
祉
施
設
の
併
設
に
つ
い
て
は
、
改
築
の
期
間
中
に
は
実
現
し
な
か
っ
た

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
民
間
が
団
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
医
師
会
と
継
続
協
議
事
項
と

な
っ
て
い
る
。

（
2
）
市
議
会
、「
公
団
住
宅
の
事
業
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
」
可
決

な
お
、
建
て
替
え
工
事
が
進
行
中
の
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
八
月
三
一
日
、「
公
団
住
宅
の
事
業
見
直
し
に
関
す
る
陳
情
」（
桜
堤

一
丁
目
、
桜
堤
団
地
自
治
会
長
丸
谷
平
八
郎
ほ
か
一
団
体
）
が
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

陳
情
は
、
政
府
の
行
政
改
革
推
進
事
務
局
が
同
年
八
月
一
〇
日
に
発
表
し
た
全
特
殊
法
人
の
事
業
見
直
し
案
の
中
で
、
住
宅
・
都
市
整
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備
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
）
の
賃
貸
住
宅
事
業
に
つ
い
て
、
①
新
規
建
設
は
行
わ
な
い
、
②
建
設
・
管
理
は
民
間
に
委
ね
る
、
③
既
存

の
住
宅
は
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
売
却
す
る
と
し
、
同
年
一
二
月
に
こ
の
特
殊
法
人
改
革
案
が
策
定
さ
れ
る
に
先
立
っ
て
出
さ
れ
た
。
見

直
し
案
に
対
し
、
公
団
居
住
者
の
生
活
を
不
安
に
陥
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
公
団
住
宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
存
続
さ
せ
、
公
団
賃
貸
住

宅
の
安
易
な
売
却
、
民
営
化
は
行
わ
な
い
」
よ
う
、
市
議
会
か
ら
関
係
各
方
面
に
意
見
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

陳
情
は
九
月
二
一
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。（
→
資
料
編
）

四　

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

（
1
）
武
蔵
野
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
・
住
環
境
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
九
月
一
八
日
、
市
は
武
蔵
野
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
委
員
長
・
日
端
康
雄
筑
波
大
学
助
教

授
・
委
員
九
人
）
を
設
置
し
た
。

設
置
の
目
的
は
、
良
好
な
住
宅
お
よ
び
住
環
境
は
武
蔵
野
市
の
魅
力
で
あ
り
、
こ
の
住
環
境
を
望
ま
し
い
方
向
に
維
持
し
、
ま
た
誘
導

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
住
宅
政
策
を
総
合
的
、
体
系
的
に
推
し
進
め
て
い
く
基
本
的
指
針
と
し
て
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
第
三
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画
（
平
成
五
〜
一
六
年
度
）
に
掲
げ
ら
れ
た
都
市
基
盤
の
住
宅
政
策
に
関
す
る
施

策
を
推
進
す
る
た
め
「
東
京
都
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
平
成
三
年
七
月
策
定
）
と
の
整
合
性
や
「
市
地
域
高
齢
者
住
宅
計
画
」（
平
成

三
年
三
月
策
定
）
な
ど
の
内
容
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
的
な
視
点
を
織
り
込
ん
だ
住
宅
対
策
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
。
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武
蔵
野
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
・
住
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
」
は
七
年
一
月
に
策
定
さ
れ
た
。（
→
資
料
編
）

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標
年
次
は
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
国

の
「
供
給
基
本
方
針
」
と
「
東
京
都
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
に
平
成
一
二
年
度
と
し
た
。

な
お
、
市
で
は
平
成
一
〇
年
四
月
に
、
住
宅
政
策
を
専
管
す
る
住
宅
対
策
課
を
新
設
し
た
。

（
2
）
第
二
次
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
七
月
二
四
日
、
市
は
第
二
次
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
委
員
長
・
日
端
康
雄
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
教
授
・
委
員
九
人
）
を
設
置
し
た
。
市
は
同
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
一
三
〜
二
二
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
二
次
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

前
回
（
七
〜
一
二
年
度
）
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
、
長
期
化
す
る
景
気
低
迷
と
財
政
悪
化
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
環
境
問

題
の
顕
在
化
な
ど
住
宅
・
住
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
第
二
次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
第
一
次
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
継
承
し
な
が
ら
状
況
の
変
化
と
今
後
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
見
直
し
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
も
の
と
し
た
。

第
二
次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
は
、「
豊
か
な
住
環
境
の
中
で
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
に
こ
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
住
生
活

の
実
現
」
で
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
む
さ
し
の
・
す
ま
い
リ
ン
グ
」
と
定
め
た
。（
→
資
料
編
）

ま
た
、
計
画
実
現
の
た
め
の
庁
内
推
進
体
制
と
し
て
、
住
宅
や
ま
ち
づ
く
り
担
当
、
福
祉
、
環
境
、
防
災
な
ど
の
庁
内
関
係
課
に
よ
る

横
断
的
な
推
進
体
制
を
築
き
、
東
京
都
や
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
）
と
も
連
携
し
て
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
域
的
、
全
国
的
な
対
応
が
必
要
な
施
策
や
制
度
は
都
や
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。
財
源
の
確
保
、
施
策
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
中
・
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長
期
的
な
視
点
か
ら
計
画
的
な
予
算
措
置
を
行
い
、
財
源
確
保
の
た
め
の
基
金
の
創
設
な
ど
を
検
討
す
る
、
と
し
て
い
る
。

（
3
）
武
蔵
野
市
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手
続
き
に
関
す
る
条
例

地
区
計
画
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
制
度
で
、
住
民
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
地
区
を
単
位
と
し
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
位
置
や
建
築

物
に
関
す
る
制
限
を
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
定
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
あ
る
。

地
区
計
画
で
は
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
に
つ
い
て
、
市
全
体
の
用
途
地
区
の
建
蔽
率
・
容
積
率
と
は
別
に
、
地
区
内
の
ル
ー

ル
と
し
て
の
建
蔽
率
、
容
積
率
の
上
限
、
高
さ
の
限
度
、
用
途
の
制
限
な
ど
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
個
々
の
建
築
物

に
法
的
な
規
制
が
掛
か
る
た
め
、
地
区
計
画
を
制
定
す
る
に
は
、
都
市
計
画
と
し
て
の
法
的
な
手
続
き
を
行
う
前
に
、
地
区
計
画
案
の
作

成
手
続
き
な
ど
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
都
市
計
画
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
期
長
期
計
画
第
二
次
調
整
計
画
（
平
成
一
三
〜
一
八
年
度
）
で
は
、
地
域
の
状
況
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

地
区
計
画
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
市
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
一
二
年
六
月
策
定
）
で
も
地
区
計
画
の
適
用

を
掲
げ
て
い
る
。

地
区
計
画
に
は
、
市
側
の
発
意
に
よ
る
も
の
と
、
住
民
側
の
合
意
（
利
害
関
係
者
の
三
分
の
二
以
上
）
に
基
づ
い
て
行
政
に
提
案
す
る

も
の
と
が
あ
り
、
条
例
は
、
そ
の
際
に
必
要
と
な
る
原
案
の
申
し
出
方
法
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
市
で
は
平
成
一
五
（
二
〇
〇

三
）
年
一
二
月
一
七
日
、
市
議
会
で
可
決
し
、
一
六
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

武
蔵
野
市
地
区
計
画
等
推
進
団
体

助
成
金
交
付
要
綱
の
制
定

こ
の
要
綱
は
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
良
好
な
街
並
み
の
形
成
や
土
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
有

効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
市
民
団
体
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
経
費
の
一
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部
を
助
成
し
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

助
成
の
対
象
と
な
る
団
体
は
、「
地
区
計
画
等
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
や
変
更
、
ま
た
は
地
区
計
画
等
の
案
の
内
容
と
な
る
事
項

を
策
定
・
検
討
す
る
た
め
、
当
該
地
区
内
の
市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人
で
構
成
さ
れ
、
地
区
計
画
等
の
原
案
を
作
成
し
、
そ
の
成
果
を
地

区
内
の
他
の
市
民
や
利
害
関
係
人
に
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
団
体
」
と
し
て
い
る
。

①
原
案
作
成
や
調
査
研
究
に
要
す
る
経
費
、
②
広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
配
布
の
経
費
、
講
演
会
な
ど
の
会
場
使
用
料
、
講
師

謝
礼
に
要
す
る
経
費
が
対
象
と
な
り
、
交
付
の
上
限
は
年
額
三
〇
万
円
、
期
間
は
三
年
間
が
限
度
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇

四
）
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
条
例
と
要
綱
は
、
今
期
で
の
適
用
事
例
は
な
か
っ
た
。

平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
〇
月
、
吉
祥
寺
東
町
一
・
三
丁
目
に
ま
た
が
る
法
政
大
学
付
属
第
一
中
学
高
等
学
校
の
移
転
に
よ
る
跡

地
を
、
総
合
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
取
得
し
て
地
上
一
二
階
建
て
（
三
六
メ
ー
ト
ル
）
の
中
高
層
建
築
を
計
画
し
た
た
め
、
吉
祥
寺
東
町
文
教

地
区
地
区
計
画
協
議
会
か
ら
、
地
区
計
画
原
案
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

市
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
市
議
会
に
行
政
報
告
を
行
い
、
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
、

市
案
の
公
告
・
縦
覧
、
意
見
書
の
受
け
付
け
な
ど
一
連
の
手
続
き
を
経
て
、
一
九
年
一
二
月
三
日
付
け
で
武
蔵
野
市
第
一
号
と
な
る
「
吉

祥
寺
東
町
地
区
地
区
計
画
」
を
都
市
計
画
決
定
し
た
。

こ
の
結
果
、高
さ
の
最
高
限
度
が
二
四
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
ら
れ
、八
階
建
て
・
延
べ
床
面
積
一
万
七
二
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
二
一
年
一
二
月
完
成
し
た
。
こ
の
地
区
計
画
に
よ
っ
て
周
辺
の
低
層
住
宅
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、
公
園
や
歩
行
者
用
通
路
な
ど
公

共
空
間
の
確
保
も
図
ら
れ
、
引
き
続
き
良
好
な
住
環
境
が
保
全
さ
れ
た
。
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な
お
、
住
民
で
組
織
す
る
地
区
計
画
協
議
会
で
は
、
助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
て
経
費
を
受
け
、
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
た
。
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第
五
節　

水
の
道
、
雨
を
活
か
せ

一　

上
水
道

当
市
の
水
道
が
都
営
で
な
く
市
営
で
あ
る
こ
と
は
大
方
の
市
民
の
知
る
と
こ
ろ
だ
が
、で
は
都
下
の
他
の
自
治
体
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

実
は
自
治
体
単
独
で
水
道
事
業
を
営
ん
で
い
る
の
は
、
当
市
を
含
め
て
三
市
し
か
な
い
。
他
は
全
て
都
営
に
一
元
化
さ
れ
て
い
る
。
三
市

の
う
ち
、
市
内
を
多
摩
川
が
流
れ
る
昭
島
、
羽
村
の
両
市
は
豊
か
な
地
下
水
で
間
に
合
っ
て
い
る
が
、
当
市
の
場
合
は
、
市
内
各
所
の
深

井
戸
を
主
要
な
水
源
と
し
、
足
り
な
い
分
を
都
か
ら
買
っ
て
（
受
水
）、
市
内
二
か
所
の
本
市
の
浄
水
場
で
井
戸
水
と
ブ
レ
ン
ド
し
て
使
っ

て
い
る
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
、
市
内
の
全
て
の
家
庭
に
水
道
が
行
き
渡
り
、
二
四
時
間
・
三
六
五
日
、
蛇
口
を
開
け
さ
え
す
れ
ば
誰
で
も

飲
料
水
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
が
、
世
界
の
水
事
情
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
大
変
な
こ

と
。
そ
の
た
め
に
「
安
心
・
安
全
・
安
定
供
給
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
夜
苦
闘
し
て
い
る
関
係
者
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

（
一
）
「
安
定
供
給
」
を
支
え
る
深
井
戸
と
都
か
ら
の
受
水

「
安
定
供
給
」
の
大
前
提
は
、
水
源
の
確
保
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
市
の
水
道
の
水
源
は　

市
内
に
あ
る
二
七
本
の
深
井
戸
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と
都
か
ら
買
っ
て
い
る
「
受
水
」。
前
者
が
供
給
量
の
約
七
割
を
占
め
、
足
り
な
い
分
を
「
受
水
」
で
補
っ
て
い
る
。（
→
資
料
編
）

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
か
ら
「
受
水
」
が
始
ま
っ
た
経
緯
は
『
武
蔵
野
市
百
年
史
』
に
詳
し
い
。

深
井
戸
は
二
九
年
に
水
道
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
使
用
量
の
変
化
に
応
じ
て
増
設
さ
れ
て
き
た
が
、
四
七
年
に
東
京
都
の
条
例
で
新
た

な
掘
削
が
禁
じ
ら
れ
て
、
現
行
の
本
数
に
な
っ
た
。
今
期
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
九
月
に
第
四
水
源
の
掘
り
直
し
、
一
四
年
一
〇
月

に
第
二
八
、
二
九
水
源
の
新
た
な
掘
削
、
さ
ら
に
一
七
年
二
月
に
第
二
三
水
源
の
掘
り
替
え
が
行
わ
れ
た
が
、
何
れ
も
従
来
使
っ
て
き
た

深
井
戸
の
「
更
正
」
に
当
た
り
、
第
一
浄
水
場
（
吉
祥
寺
北
町
四
丁
目
）
に
引
い
て
い
る
一
五
本
、
第
二
浄
水
場
（
桜
堤
一
丁
目
）
の
た

め
の
一
二
本
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
る
水
の
総
量
は
期
初
の
昭
和
五
八
年
度
が
一
〇
八
五
万
三
二
一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、
期
末
の
平
成
一
七
年
度
が

一
三
六
二
万
二
二
八
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
一
方
の
「
受
水
」
は
、
昭
和
五
八
年
度
が
七
六
九
万
二
九
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
平

成
一
七
年
度
は
五
二
九
万
〇
六
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
。
使
用
量
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
平
成
三
年
度
に
は
「
受
水
」
も
八
九
八
万
三
〇
〇
〇

立
方
メ
ー
ト
ル
と
最
大
を
記
録
、
全
体
の
四
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
が
、
経
済
活
動
の
停
滞
や
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
な
ど
で
水
道

の
使
用
量
が
減
る
の
に
合
わ
せ
、
六
～
一
三
年
度
は
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
、
一
七
年
度
に
は
二
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
低
下
し
た
。

当
然
、
全
体
の
使
用
量
も
減
り
、
四
～
一
五
年
度
は
年
間
一
九
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
台
、
一
六
、
七
年
度
は
一
八
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト

ル
台
に
落
ち
、「
安
定
供
給
」
を
無
理
な
く
維
持
し
て
き
た
（
図
6
―
5
―
1
）。

余
談
に
な
る
が
都
か
ら
の
「
受
水
」
は
無
料
で
は
な
い
。
水
道
事
業
会
計
の
支
出
の
五
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
使
用
量

の
減
少
は
水
道
会
計
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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「
給
水
制
限
」あ
る
も

大
事
に
は
至
ら
ず

安
定
供
給
を
脅
か
す
例
の
一
つ
に
、
水
不
足
に

よ
る
給
水
制
限
が
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
給
水

量
の
七
割
を
占
め
る
井
戸
水
に
支
障
は
な
か
っ
た
が
、
都
か
ら
の
受
水
は

利
根
川
水
系
の
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
っ
て
何
度
か
給
水
制
限
に
な
っ
た
。

水
道
部
の
資
料
か
ら
時
系
列
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
と
―
、

昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
六
～
八
月
、
七
一
日
間
。

　

�

給
水
制
限
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
。
第
一
給
水
区
七
か
所
、
第
二
給
水
区

四
か
所
で
バ
ル
ブ
調
整
。

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
七
～
九
月
、
五
三
日
間
。

　

�

給
水
制
限
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
七
月
二
四
日
～
八
月
三
日
、
同
一
五
日

～
九
月
一
四
日
。
給
水
制
限
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
八
月
四
～
一
四
日
。

い
ず
れ
も
水
圧
調
整
。

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
七
～
九
月
、
四
九
日
間
。

　
�

給
水
制
限
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
七
月
二
二
～
二
八
日
。
同
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
・
七
月
二
九
日
～
八
月
一
六
日
、
同
三
〇
日
～
九
月
八
日
。
給

水
制
限
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
八
月
一
七
～
二
九
日
。
い
ず
れ
も
水
圧

調
整
。
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元
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　7
　
　8
　
　9
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　11
　
　12
　
　13
　
　14
　
　15
　
　16
　
　17

自己水

注：1000の位で四捨五入［水道事業年報］

受水 合計

1,0851,085 1,0681,068 1,0891,089 1,1001,100 1,1181,118 1,1241,124 1,1381,138 1,1461,146 1,1391,139 1,1371,137 1,1621,162 1,1921,192 1,2111,211 1,1911,191 1,1901,190 1,1901,190 1,2151,215 1,2041,204 1,1741,174
1,2871,287 1,3091,309 1,3561,356 1,3621,362

769769 778778 787787 778778 763763 786786 837837 847847 898898 862862 807807 754754 755755 745745 738738 725725 723723 726726 747747
662662 607607 543543 529529

1,8551,855 1,8471,847 1,8761,876 1,8771,877 1,8801,880 1,9101,910 1,9751,975 1,9931,993 2,0372,037 1,9991,999 1,9691,969 1,9461,946 1,9671,967 1,9361,936 1,9281,928 1,9151,915 1,9381,938 1,9301,930 1,9211,921 1,9491,949 1,9161,916 1,8991,899 1,8911,891

図 ６― ５― １　取水量の推移
（単位：万立方メートル）
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平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
二
～
三
月
、
三
六
日
間
。

　

給
水
制
限
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
二
月
二
一
日
～
三
月
二
七
日
。
水
圧
調
整
。

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
八
～
九
月
、
四
一
日
間
。

　

�

給
水
制
限
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
八
月
一
六
～
二
〇
日
。
同
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
・
八
月
二
一
～
二
三
日
、
九
月
一
～
二
五
日
。
給
水
制
限

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
・
八
月
二
四
～
三
一
日
。
い
ず
れ
も
水
圧
調
整
。

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
八
月

　

利
根
川
水
系
の
取
水
制
限
（
八
月
一
〇
日
）
は
あ
っ
た
が
給
水
制
限
に
至
ら
ず
解
除
（
同
二
七
日
）。

給
水
制
限
が
行
わ
れ
る
場
合
、
前
も
っ
て
都
水
道
局
多
摩
水
道
対
策
本
部
か
ら
市
に
分
水
量
削
減
の
実
施
要
請
が
く
る
。
市
で
は
節
水

対
策
会
議
を
開
き
、
市
報
や
広
報
車
で
市
民
に
節
水
を
呼
び
か
け
、
ま
た
各
戸
に
ビ
ラ
を
配
布
し
た
り
大
口
需
要
者
な
ど
に
直
接
、
節
水

依
頼
を
し
た
り
す
る
が
、
大
抵
の
場
合
、
水
圧
の
調
整
で
済
む
の
で
断
水
に
至
る
ケ
ー
ス
は
滅
多
に
な
い
。

一
例
と
し
て
給
水
制
限
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
八
年
八
月
二
一
日
の
記
録
を
見
る
と
、市
内
の
公
園
の
噴
水
を
止
め
、プ
ー
ル
の
シ
ャ
ワ
ー

の
バ
ル
ブ
を
調
整
し
た
ほ
か
、
桜
堤
団
地
（
現
サ
ン
ヴ
ァ
リ
エ
桜
堤
）
の
一
〇
三
～
一
〇
五
号
棟
の
三
階
以
上
に
節
水
協
力
の
要
請
を
行

い
、
二
〇
リ
ッ
ト
ル
入
り
ポ
リ
タ
ン
ク
四
〇
個
を
不
測
の
事
態
に
備
え
て
配
置
し
た
。
こ
の
日
、
第
二
給
水
区
に
属
す
る
同
団
地
や
三
階

以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
水
が
出
に
く
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

平
成
一
四
年
以
降
、
給
水
制
限
に
至
っ
た
例
は
な
い
。

給
水
制
限
に
な
ら
な
く
て
も
、
水
の
出
が
悪
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
中
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
水
道
水
を
い
っ
た
ん
貯
水

槽
に
た
め
て
か
ら
給
水
す
る
「
受
水
タ
ン
ク
方
式
」
が
一
般
的
だ
っ
た
。
そ
の
分
、
水
圧
の
関
係
で
幾
分
水
の
出
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
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た
が
、
平
成
一
〇
年
八
月
か
ら
三
階
建
て
の
建
物
に
水
道
本
管
の
圧
力
だ
け
で
直
接
給
水
す
る
「
直
圧
直
結
給
水
方
式
」
を
導
入
、
さ
ら

に
一
五
年
四
月
か
ら
は
四
～
一
〇
階
建
て
の
建
物
に
水
道
管
の
圧
力
に
建
物
ご
と
に
加
圧
し
て
給
水
す
る
「
増
圧
直
結
給
水
方
式
」
を
導

入
し
た
こ
と
で
「
貯
水
槽
」
が
不
要
と
な
り
、
事
態
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
一
五
年
以
降
、
三
階
建
て
以
上
の
建
物
で
は
後
者
が
主
流

と
な
っ
た
。

（
二
）
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
か
ら
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ

水
道
の
「
安
心
・
安
全
」
に
は
、
水
道
管
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
な
い
。
昭
和
三
〇
年
代
に
布
設
し
た
水
道
管
は
、
三
〇
年
、
四

〇
年
を
経
て
老
朽
化
が
激
し
く
、
特
に
配
水
管
に
使
わ
れ
て
い
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
強
度
に
問
題
が
あ
り
、
道
路
の
振
動
や
圧
力
で
破

損
す
る
お
そ
れ
も
あ
っ
て
、
漏
水
の
原
因
に
も
な
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
五
年
度
に
は
緑
町
で
連
続
し
て
四
か
所
、
西
久
保
、
境
で
も
各
一
か
所
、
破
損
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
一
部
で
始
ま
っ
た
強
度
に
優
れ
た
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
の
切
り
替
え
が
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
か

ら
本
格
化
、
前
年
ま
で
の
二
倍
に
あ
た
る
年
間
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ー
ス
と
な
り
、
さ
ら
に
六
年
度
か
ら
は
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に

増
え
た
。
そ
の
矢
先
に
起
き
た
の
が
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
あ
る
。
市
で
は
計
画
を
繰
り
上
げ
て
年
間
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
耐
震
継
ぎ
手
付
き
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
が
耐
震
性
に
優
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
一
一
年
度
か
ら
耐
震
継
ぎ
手
付
き
に
変
更
、
一
五
年
度
に
は
延
べ
七
万
七
八
八
八
メ
ー
ト
ル
全
て
の
交
換
を
終

え
た
。

ま
た
、
配
水
管
か
ら
家
庭
に
引
い
て
い
る
鉛
給
水
管
も
、
一
三
年
度
か
ら
市
の
負
担
で
順
次
、
ス
テ
ン
レ
ス
管
に
取
り
替
え
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
市
は
五
回
に
わ
た
っ
て
視
察
団
を
被
災
地
に
派
遣
、
ほ
か
に
も
多
く
の
教
訓
を
得
て
い
る
。
何
よ
り
も
非

常
時
の
水
源
の
確
保
で
あ
る
。

市
で
は
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
、
災
害
時
に
電
気
が
止
ま
っ
て
浄
水
場
が
使
用
不
能
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
深
井
戸
三
か
所
に

自
家
発
電
機
を
設
置
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
て
平
成
一
二
、
一
四
、
一
五
年
に
各
一
か
所
に
設
け
る
な
ど
、
今
期
末
ま
で

に
九
か
所
に
自
家
発
電
機
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
九
年
度
か
ら
は
災
害
時
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
市
立
小
中
学
校
に
非
常
時
の
井
戸
を
設
置
、
今
期
末
ま
で
に
市
立
一
八
校
全

て
に
設
置
し
た
。

ほ
か
に
、
市
防
災
安
全
部
の
手
で
災
害
時
の
応
急
救
水
に
備
え
て
市
内
三
か
所
の
防
災
広
場
に
耐
震
性
貯
水
槽
が
設
け
ら
れ
た
。

二
四
時
間
・
三
六
五
日

の
安
全
を
め
ざ
し
て

深
井
戸
か
ら
浄
水
場
に
送
ら
れ
て
く
る
地
下
水
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
殺
菌
の
た
め
、
ま
ず
塩
素
で
消
毒

さ
れ
る
。
水
道
開
設
以
来
、
市
販
の
液
化
塩
素
を
使
っ
て
い
た
が
、
第
一
浄
水
場
で
は
昭
和
六
二
（
一
九
八

七
）
年
一
〇
月
か
ら
自
家
生
成
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
切
り
換
え
た
。
効
能
は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
が
、
大
量
の
液
化
塩
素
輸
送

に
伴
う
危
険
は
な
く
な
っ
た
。
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
二
月
か
ら
、
第
二
浄
水
場
も
同
様
に
切
り
換
え
た
。

水
質
管
理
に
は
万
全
が
期
さ
れ
て
い
る
。
浄
水
場
の
蛇
口
で
は
水
の
色
、
濁
り
具
合
、
残
留
塩
素
の
検
査
が
一
日
一
回
、
ま
た
一
般
細

菌
、
大
腸
菌
、
有
機
物
な
ど
も
月
一
回
検
査
す
る
ほ
か
、
水
道
法
で
年
一
回
以
上
、
あ
る
い
は
三
年
に
一
回
以
上
の
検
査
を
要
求
さ
れ
て

い
る
項
目
も
、
当
市
で
は
三
か
月
に
一
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
蛇
口
に
至
る
ま
で
の
水
道
水
を
年
間
五
〇
〇
〇
か
所
以
上
で
採
水
し

て
、
検
査
も
し
て
き
た
。

水
質
検
査
に
つ
い
て
は
五
年
一
二
月
に
水
質
基
準
が
変
更
さ
れ
、
義
務
項
目
が
二
六
か
ら
四
六
に
増
え
た
が
、
滞
り
な
く
対
応
し
た
。
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一
六
年
度
に
市
内
の
管
末
六
か
所
に
自
動
水
質
計
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
浄
水
場
で
の
二
四
時
間
・
三
六
五
日
の
水
質
監
視
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

前
後
す
る
が
平
成
一
一
年
の
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
第
一
給
水
区
の
吉
祥
寺
地
区
で
「
赤
水
が
出
た
」「
黒
く
濁
っ
た
水
が
出
る
」

と
い
う
騒
ぎ
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
「
広
範
囲
に
赤
水
」（
朝
日
新
聞　

七
月
二
〇
日
付
）
な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
。

黒
水
は
井
戸
水
に
含
ま
れ
る
マ
ン
ガ
ン
に
消
毒
用
の
塩
素
が
反
応
し
て
水
道
管
に
黒
い
塊
が
付
着
し
た
も
の
が
、
ま
た
赤
水
は
さ
び
止

め
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い
な
い
古
い
鋳
鉄
管
の
さ
び
が
水
圧
の
変
化
で
は
が
れ
、
水
道
水
に
混
入
し
た
も
の
だ
っ
た
。

水
道
部
で
は
一
一
月
、
第
一
給
水
区
の
水
道
管
を
洗
う
と
と
も
に
、
濁
り
水
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
井
戸
水
に
含
ま
れ
る
鉄
分
や
マ
ン

ガ
ン
を
除
去
す
る
た
め
同
年
一
二
月
、
第
一
浄
水
場
に
「
除
鉄
・
除
マ
ン
ガ
ン
ろ
過
装
置
」
を
設
置
し
た
。
一
三
年
二
月
に
は
、
第
二
浄

水
場
に
も
同
じ
装
置
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
濁
り
水
の
元
に
な
っ
た
鋳
鉄
管
を
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
に
取
り
替
え
た
の
は
、
前
に
書
い
た
。

水
質
と
同
様
、
施
設
の
安
全
管
理
も
今
期
、
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
。
契
機
と
な
っ
た
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
同
じ
七
年
に
起
き
た

東
京
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
や
、
一
〇
年
の
和
歌
山
カ
レ
ー
事
件
で
あ
る
。

七
年
度
か
ら
着
手
し
た
浄
水
場
施
設
、
取
水
施
設
な
ど
へ
の
不
法
侵
入
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
施
設
は
、
一
一
年
度
ま
で
に
お
お

む
ね
完
了
し
た
。
た
と
え
ば
、
浄
水
場
、
貯
水
池
、
ポ
ン
プ
場
、
深
井
戸
な
ど
に
は
二
四
時
間
監
視
機
器
が
設
置
さ
れ
、
周
囲
に
は
約
一
・

八
メ
ー
ト
ル
の
フ
ェ
ン
ス
や
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
、
一
日
何
回
も
巡
回
・

点
検
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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（
三
）
都
営
一
元
化
問
題
に
一
応
の
決
着

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
都
か
ら
の
受
水
は
、
都
営
一
元
化
問
題
と
も
深
く
絡
ん
で
い
る
。

東
京
の
水
道
は
区
部
が
都
営
で
、
多
摩
地
区
は
長
く
各
市
町
村
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
財
政
面
で
の
負
担
に
あ
え
ぐ
市
町
村
は
、
区
部

と
の
格
差
是
正
も
絡
め
て
、
都
営
水
道
へ
の
一
元
化
を
求
め
て
き
た
。
本
市
も
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
武
蔵
野
市

百
年
史
』
に
譲
る
。

し
か
し
、
今
期
に
入
っ
て
市
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た
。
市
長
が
水
道
を
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
位
置
づ
け
、
市
営
を
維
持
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
市
町
村
の
一
元
化
要
求
を
拒
ん
で
い
た
都
側
は
昭
和
四
六
年
、
都
水
道
事
業
調
査
専
門
委
員
会
の
助
言
を
入
れ
て
一
元

化
に
舵
を
切
り
換
え
、
四
八
年
か
ら
順
次
統
合
を
進
め
て
き
た
。
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の
三
鷹
市
の
統
合
（
第
九
次
）
で
対
象
と

し
て
い
た
三
〇
自
治
体
（
当
時
）
の
う
ち
、
二
七
自
治
体
を
一
元
化
し
た
。

そ
の
間
、
過
去
の
い
き
さ
つ
も
あ
っ
て
都
は
折
に
ふ
れ
当
市
に
統
合
を
促
し
て
き
た
。
平
成
八
年
一
二
月
に
は
、
当
時
未
統
合
だ
っ
た

五
市
に
、「
平
成
一
一
年
度
末
を
も
っ
て
一
元
化
計
画
を
終
了
」
す
る
予
定
と
し
て
、
統
合
す
る
か
ど
う
か
「
最
終
的
」
な
確
認
を
求
め

て
き
た
。
市
は
九
年
三
月
、「
当
面
は
市
の
事
業
で
行
き
た
い
」
と
回
答
す
る
。
続
い
て
一
二
年
七
月
、
今
度
は
「
平
成
一
三
年
度
末
を
も
っ

て
（
一
元
化
計
画
を
）
終
結
す
る
方
向
」
と
し
て
ま
た
市
の
意
向
を
打
診
し
て
き
た
。
同
時
に
、
一
元
化
計
画
終
了
を
も
っ
て
分
水
（
受

水
）
も
打
ち
切
る
、
と
最
後
通
牒
的
な
文
言
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。
市
は
八
月
、「
可
能
な
限
り
本
市
の
事
業
」
で
経
営
す
べ
き
で
あ
り
、

長
期
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い
る
「
配
水
管
網
な
ど
の
重
要
な
整
備
が
完
了
す
る
段
階
で
統
合
の
必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
た
い
」
と
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回
答
、
そ
の
う
え
で
改
め
て
、
一
四
年
度
以
降
の
分
水
も
「
引
き
続
き
ご
高
配
い
た
だ
き
た
い
」
と
書
き
添
え
た
。（
→
資
料
編
）

都
は
結
局
、
前
記
三
市
を
残
し
て
一
三
年
度
末
で
統
合
計
画
を
打
ち
切
っ
た
。
本
市
へ
の
分
水
は
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
、

都
か
ら
の
働
き
か
け
は
な
い
ま
ま
現
在
（
平
成
二
二
年
）
に
至
っ
て
い
る
。

（
四
）
通
水
五
〇
周
年
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
は
、
市
内
に
水
道
が
通
っ
て
か
ら
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

水
道
の
半
世
紀
を
簡
単
に
な
ぞ
っ
て
お
く
。
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
事
業
確
認
許
可
が
お
り
て
三
鷹
通
り
・
中
央
通
り
か
ら
東

側
の
吉
祥
寺
地
区
（
第
一
給
水
区
）
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
。
給
水
が
始
ま
っ
た
の
は
二
九
年
で
あ
る
。
四
年
か
か
っ
て
第
一
給
水
区
全

域
が
給
水
可
能
に
な
っ
た
。
続
い
て
着
手
し
た
第
二
給
水
区
（
三
鷹
通
り
・
中
央
通
り
以
西
）
も
三
四
年
か
ら
給
水
が
始
ま
り
、
三
年
で

全
域
に
行
き
渡
っ
た
。
途
中
、
水
不
足
で
三
鷹
市
の
助
け
を
借
り
た
（
三
六
年
）
こ
と
も
あ
る
が
、
四
一
年
か
ら
足
り
な
い
分
を
東
京
都

か
ら
買
う
（
受
水
）
よ
う
に
な
っ
た
。
四
四
年
に
普
及
率
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
平
成
五
年
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
た
。

通
水
五
〇
周
年
を
迎
え
て
市
で
は
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
を
開
催
、
式
典
後
、
坂
本
康

山
梨
大
学
大
学
院
教
授
が
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
水
道
」
の
演
題
で
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

水
道
部
で
は
こ
の
年
、
式
典
に
先
立
っ
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
六
月
五
日
（
第
二
浄
水
場
）、
同
六
日
（
第
一
浄
水
場
）

の
第
一
弾
で
は
パ
ネ
ル
展
示
、
子
ど
も
対
象
の
水
の
実
験
教
室
な
ど
の
他
、
友
好
都
市
の
新
潟
県
小
国
町
（
現
長
岡
市
）
か
ら
講
師
を
迎

え
て
小
学
三
年
生
以
上
を
対
象
に
武
蔵
野
の
水
を
使
っ
た
「
紙
す
き
授
業
」
も
行
っ
た
。

第
二
弾
は
八
月
一
日
と
同
二
二
日
。
募
集
し
た
四
〇
人
の
参
加
を
得
て
「
夏
休
み
親
子<

水>

の
バ
ス
見
学
会
」
を
行
い
、
東
京
都
水
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道
歴
史
館
、水
の
科
学
館
を
見
学
、続
い
て
第
三
弾
と
し
て
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
、市
民
文
化
会
館
、商
工
会
館
地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
民
会
館
を
会
場
に
「
三
地
域
巡
回
」
で
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
行
っ
た
。

話
題
を
さ
ら
っ
た
の
は
五
〇
周
年
で
売
り
出
し
た
井
戸
水
を
詰
め
た
五
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。「
水
・
好
き
」

の
文
字
が
躍
る
一
本
一
〇
〇
円
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
人
気
を
呼
び
、
こ
の
年
一
一
万
五
二
〇
〇
本
を
売
り
上
げ
た
。

同
年
一
〇
月
、
中
越
地
震
で
友
好
都
市
の
小
国
町
（
現
長
岡
市
）
が
被
災
す
る
と
、
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
二
万
本
が
贈
ら
れ
た
。

（
五
）
各
種
合
理
化
で
赤
字
を
抑
え
る
努
力

水
道
事
業
会
計
に
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
り
独
立
採
算
制
で
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
例
外
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
全
て

水
道
料
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
市
税
は
投
入
さ
れ
な
い
。

本
市
の
よ
う
に
人
口
の
増
減
が
少
な
い
自
治
体
で
は
使
用
量
収
入
は
安
定
し
て
い
る
が
、
半
面
、
値
上
げ
を
し
な
い
限
り
、
大
幅
な
増

収
は
見
込
め
な
い
。
そ
れ
で
も
、
人
件
費
を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
支
出
は
年
々
増
え
て
い
く
。

今
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
四
月
、
水
道
料
金
は
平
均
で
七
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
げ
し
た
。
実
は
二
年
前

に
市
議
会
に
提
案
さ
れ
な
が
ら
、
曲
折
が
あ
っ
て
前
年
二
月
の
臨
時
市
議
会
で
一
年
間
の
緩
和
期
間
を
設
け
る
の
を
条
件
に
承
認
さ
れ
た

た
め
、
実
施
が
今
期
に
ず
れ
込
ん
だ
結
果
だ
っ
た
。

次
に
値
上
げ
さ
れ
た
の
は
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
。
平
均
二
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
上
が
っ
た
。
料
金
値
上
げ
の
改
正
条
例
が

市
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の
は
前
年
六
月
の
定
例
会
だ
っ
た
。
説
明
に
立
っ
た
市
長
は
、「
一
二
年
間
値
上
げ
し
な
い
で
企
業
努
力
を
重
ね
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て
き
た
が
、
…
四
年
後
に
は
一
六
億
六
八
〇
〇
万
円
の
累
積
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
本
市
の
水
源
の
四
〇
パ
ー
セ
ン

ト
（
注
・
当
時
）
を
占
め
る
都
か
ら
の
表
流
水
の
受
水
費
が
六
月
か
ら
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
値
上
が
り
し
た
。
老
朽
管
の
計
画
的
更
新
、
特

に
石
綿
管
の
積
極
的
な
改
良
工
事
の
実
施
」
な
ど
に
多
大
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
同
年
九
月
か
ら
の
値
上
げ
承
認
を
求

め
た
。
結
局
、
実
施
日
を
七
年
一
月
と
す
る
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
市
が
負
担
し
て
き
た
消
費
税
も
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ほ
か
に
九
年
四
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
っ
た
分
、
使
用
者
負
担
は
増
え
た
が
、
そ
れ
以
降
値
上
げ
は
な
か
っ
た
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
の
「
特
別
会
計
」
で
触
れ
て
い
る
の
で
重
複
を
避
け
る
が
、
今
期
を
通
じ
て
単
年
度
で
赤
字
を

計
上
し
た
の
は
平
成
六
年
度
だ
け
。
他
の
年
度
は
繰
り
越
し
金
な
ど
を
や
り
く
り
し
て
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
い
る
。

市
側
の
い
う
企
業
努
力
の
一
端
を
、
合
理
化
の
側
面
か
ら
記
し
て
お
く
。

昭
和
六
〇
年
七
月
、
集
金
制
を
廃
止
。
全
て
口
座
振
り
込
み
か
納
入
通
知
書
に
。

平
成
二
年
四
月
、
検
針
業
務
を
民
間
に
委
託
。

八
年
四
月
、
引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
中
止
精
算
検
針
業
務
を
民
間
に
委
託
。

一
一
年
四
月
、
第
二
浄
水
場
の
夜
間
、
土
日
、
休
日
な
ど
の
ポ
ン
プ
運
転
管
理
業
務
を
民
間
委
託
。
当
直
一
人
減
。

一
二
年
四
月
、
同
浄
水
場
の
平
日
の
ポ
ン
プ
運
転
管
理
業
務
を
民
間
委
託
。
当
直
一
人
減
。

ほ
か
に
、
昭
和
六
一
年
一
二
月
に
は
電
子
計
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
会
計
業
務
な
ど
の
効
率
化
が
飛
躍
的
に
増
し
、
平
成
一
二
年
一
〇

月
に
は
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

期
初
八
三
人
い
た
水
道
部
員
は
、
期
末
の
一
七
年
度
に
は
五
三
人
に
減
り
、
人
件
費
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
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二　

公
共
下
水
道

（
一
）
全
市
域
水
洗
化
を
達
成

武
蔵
野
市
は
、
昭
和
の
初
期
か
ら
徐
々
に
人
口
が
増
え
始
め
、
郊
外
住
宅
地
化
が
進
ん
で
き
た
。
当
時
は
下
水
道
が
な
く
、
雨
水
は
市

域
を
東
西
に
走
る
五
日
市
街
道
の
一
部
と
、
今
の
四
軒
寺
交
差
点
か
ら
善
福
寺
川
へ
通
じ
る
女
子
大
通
り
の
側
溝
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る

だ
け
で
、
汚
水
も
雨
水
も
至
る
所
に
た
ま
っ
て
自
然
蒸
発
に
任
せ
る
状
態
だ
っ
た
。
衛
生
上
は
も
ち
ろ
ん
、
泥
で
歩
行
が
困
難
に
な
る
な

ど
交
通
上
も
問
題
が
多
く
、
下
水
道
整
備
に
対
す
る
住
民
の
要
望
は
非
常
に
高
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
市
の
下
水
道
は
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
多
摩
地
区
初
の
下
水
道
と
し
て
都
市
計
画
決
定
し
、
翌

年
四
月
、
吉
祥
寺
駅
北
口
付
近
の
下
水
道
管
布
設
工
事
か
ら
建
設
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
五
年
に
第
一
処
理
区
（
善
福
寺
川
・
神
田
川
排
水
区
）、
四
九
年
に
第
二
処
理
区
（
野
川
排
水
区
）、
五
九
年
に
は
第

三
処
理
区
（
石
神
井
川
排
水
区
）
の
一
分
区
が
水
洗
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
六
二
年
三
月
、
桜
堤
三
丁
目
の
排
水
管
が
田
無
幹
線
へ

接
続
さ
れ
、
四
月
五
日
に
は
第
三
処
理
区
の
二
分
区
が
供
用
開
始
と
な
っ
て
、
全
市
域
水
洗
化
が
可
能
な
普
及
率
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

達
成
し
た
。（
→
資
料
編
）

下
水
道
の
整
備
を
開
始
し
て
か
ら
完
成
ま
で
三
六
年
、
市
全
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
管
渠
の
延
長
は
二
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
末
で
の
延
長
は
二
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
市
民
の
快
適
な
生
活
を
支
え
る
た
め
に
休
む
こ
と
な
く
働
い
て
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い
る
。

建
設
の
時
代
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
を
経
て
半
世
紀
が
経
つ
。
管
渠
の
標
準
的
耐
用
年
数
は
五
〇
年
だ
か
ら
、
す
で
に
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
今
後
、
更
新
な
ど
に
よ
り
多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
視
野
に
入
れ
た
再
構
築
の
実
施
、
浸
水
対

策
、
耐
震
化
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
着
実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。（

二
）
雨
水
流
出
抑
制
施
設
設
置
事
業

降
雨
量
に
対
し
て
水
路
や
管
渠
な
ど
に
流
れ
こ
む
雨
水
量
の
比
率
を
流
出
係
数
と
い
う
が
、
都
市
化
に
よ
っ
て
緑
地
や
畑
地
な
ど
の
浸

透
域
が
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
係
数
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。

下
水
道
事
業
の
認
可
を
受
け
た
当
時
（
昭
和
二
六
年
）
は
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
浸
透
し
て
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
路
や
下
水
道
管
に

流
れ
込
む
と
算
出
（
排
水
区
ご
と
に
計
算
・
市
全
域
の
平
均
値
）
し
、
流
出
係
数
〇
・
四
で
施
設
計
画
を
作
っ
た
。
昭
和
四
四
（
一
九
六

九
）
年
の
事
業
認
可
変
更
時
に
は
〇
・
五
八
と
な
り
、
現
在
の
流
出
係
数
は
〇
・
六
五
。
そ
の
分
、
下
水
道
管
へ
の
流
入
負
荷
が
増
大
し

て
い
る
。

下
水
道
は
完
備
し
た
が
、そ
の
内
の
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
合
流
式
下
水
道
で
あ
る
。汚
水
と
一
緒
に
相
当
量
の
雨
水
が
下
水
処
理
場（
平

成
一
六
年
・
水
再
生
セ
ン
タ
ー
と
改
称
）
へ
送
ら
れ
る
た
め
、
処
理
費
が
余
分
に
掛
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
量
を
超
え
る
雨
量
が
あ

る
と
、
汚
水
を
希
釈
し
た
水
が
他
区
市
の
河
川
に
放
流
さ
れ
、
水
質
汚
濁
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
残
る
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
分

流
式
下
水
道
と
呼
ば
れ
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
の
管
路
系
統
で
排
除
す
る
方
式
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
治
水
対
策
の
一
環
と
し
て
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
へ
の
雨
水
流
出

を
抑
制
し
、
都
市
型
水
害
の
軽
減
を
図
り
、
地
下
水
そ
の
他
自
然
環
境
の
保
全
と
回
復
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
八
（
一
九

九
六
）
年
四
月
に
武
蔵
野
市
雨
水
流
出
抑
制
施
設
設
置
要
綱
（
→
資
料
編
）
を
定
め
た
（
そ
れ
以
前
は
東
京
都
の
要
綱
を
準
用
し
て
い
た
）。

公
共
施
設
・
民
間
施
設
を
問
わ
ず
抑
制
対
策
量
を
定
め
て
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
に
努
め
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
末
ま
で
に
、
市
内
で
施
工
（
市
施
工
を
含
む
）
さ
れ
て
い
る
雨
水
浸
透
施
設
と
数
量
を
挙
げ
て
み
る
。
浸
透
人
孔
三
二

三
か
所
、
浸
透
ま
す
一
万
九
三
〇
四
か
所
、
浸
透
管
（
ト
レ
ン
チ
）
三
万
三
七
〇
四
メ
ー
ト
ル
、
浸
透
側
溝
一
五
九
四
メ
ー
ト
ル
、
浸
透

舗
装
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
分
六
万
二
一
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
分
四
万
一
二
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
合
計
一
〇
万
三
三
九
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
、
道
路
浸
透
ま
す
一
二
七
五
か
所
、
そ
の
他
（
貯
留
池
）
三
九
三
立
方
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
を
能
力
で
換
算
す
る
と
、
浸
透
量
が

一
時
間
あ
た
り
四
万
〇
四
六
四
立
方
メ
ー
ト
ル
、
貯
留
量
は
二
四
六
一
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

東
京
都
環
境
局
の
「
湧
水
か
ん
養
域
調
査
」
で
は
、
井
の
頭
公
園
の
池
の
湧
水
か
ん
養
域
は
八
・
〇
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
想
定
さ

れ
、
そ
の
内
の
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
六
・
一
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
武
蔵
野
市
域
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
雨
水
流
出
を

抑
制
（
浸
透
）
し
て
、
地
下
水
の
か
ん
養
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
雨
水
浸
透
施
設
助
成
金
交
付
事
業

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
、
市
は
雨
水
浸
透
施
設
助
成
金
交
付
要
綱
（
資
料
編
）
を
施
行
し
た
。
助
成
す
る
雨
水
浸
透
施
設
は
、

雨
水
を
地
中
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
構
造
を
有
す
る
浸
透
ま
す
と
浸
透
ト
レ
ン
チ
（
ま
す
を
連
絡
す
る
有
孔
管
、
多
孔
管
）
に
限
定
し
、

個
人
が
住
宅
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。
浸
透
施
設
は
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設
技
術
指
針
で
構
造
や
施
工
方
法
な
ど
の
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細
目
を
定
め
て
い
る
。
浸
透
ま
す
の
個
数
や
浸
透
ト
レ
ン
チ
の
長
さ
で
必
要
な
抑
制
対
策
量
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

助
成
金
事
業
の
内
容
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
①
平
成
六
・
七
年
度
は
、
都
と
市
の
補
助
が
二
分
の
一
ず
つ
で
限
度
額
は

四
〇
万
円
、
②
八
～
一
三
年
度
ま
で
は
、
都
・
市
・
施
主
の
負
担
割
合
が
三
分
の
一
ず
つ
で
限
度
額
は
二
〇
万
円
に
減
少
、
③
一
四
～
一

八
年
度
ま
で
は
、
都
の
補
助
が
な
く
な
り
、
市
と
施
主
で
半
分
ず
つ
の
負
担
と
な
っ
て
、
限
度
額
は
変
わ
ら
ず
。
そ
し
て
一
九
年
度
よ
り
、

国
の
補
助
が
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
付
く
こ
と
に
な
り
、
残
り
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
都
と
市
が
折
半
し
て
助
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
限
度

額
も
敷
地
面
積
に
一
〇
〇
〇
円
を
乗
じ
た
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

件
数
と
助
成
額
で
見
る
と
、
①
は
一
か
年
の
平
均
が
七
二
件
で
、
助
成
額
は
一
件
平
均
で
一
五
万
四
八
〇
〇
円
、
②
は
五
〇
件
で
、
一

〇
万
九
四
〇
〇
円
、
③
は
六
件
で
、
八
万
九
〇
〇
〇
円
と
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
。

市
で
は
市
民
に
、
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
し
て
も
ら
う
た
め
、
雨
水
浸
透
施
設
助
成
金
交
付
事
業
の
内
容
を
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
一
方
、
設
計
や
施
工
に
携
わ
る
関
係
者
に
は
説
明
会
を
開
催
し
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
助

成
金
事
業
は
知
っ
て
い
る
が
、
申
請
手
続
き
や
検
査
に
立
ち
合
う
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
、
自
費
で
施
工
し
て
い
る
例
が
多
い
と
い
う
。

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
六
年
度
か
ら
一
七
年
度
の
間
に
、
民
間
施
設
で
雨
水
浸
透
施
設
設
置
対
象
件
数
は
四
七
二
九
件
、
そ
の
う

ち
助
成
金
の
交
付
件
数
は
四
七
一
件
で
、
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

集
中
豪
雨
へ
の
対
策

多
く
の
自
治
体
の
下
水
道
計
画
は
、
降
雨
強
度
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
一
時
間
あ
た
り
の
雨
量
）
の
雨
を
処
理

で
き
る
よ
う
に
設
定
し
、
整
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
異
常
気
象
や
大
型
台
風
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に

水
害
の
発
生
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
雨
水
の
放
流
先
で
あ
る
河
川
が
、
お
お
む
ね
降
雨
強
度
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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市
内
で
こ
れ
ま
で
浸
水
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
吉
祥
寺
北
町
一
・
二
丁
目
と
吉
祥
寺
東
町
四
丁
目
の
地
域
は
、
善
福
寺
幹
線
が
布

設
さ
れ
て
い
る
五
日
市
街
道
や
女
子
大
通
り
よ
り
も
地
盤
が
低
く
、
す
り
鉢
状
の
地
形
の
低
地
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
表

面
を
流
れ
て
く
る
雨
水
が
集
ま
り
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
浸
水
被
害
が
頻
発
す
る
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
、
一
時
間
あ
た
り
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
雨
水
を
排
除
で
き
る
よ
う
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
都
市
化

が
進
ん
で
道
路
や
宅
地
の
開
発
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
施
し
た
た
め
、
不
浸
透
域
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
一
時

的
に
下
水
道
管
や
河
川
に
集
中
す
る
雨
水
を
時
間
差
を
設
け
て
排
除
で
き
れ
ば
、
水
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
は
、
規
模
の

大
き
い
管
路
や
調
整
池
、
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
と
多
大
な
費
用
が
掛

か
る
。
そ
れ
で
も
、
安
全
・
安
心
な
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
時
間
的
・
財
政
的
制
約
の
中
で
の
、
緊
急
か
つ
効
率
的
な
浸

水
被
害
の
軽
減
を
図
る
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
で
は
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
四
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
（
→
第
五
章
第
一
節
一
）
の
経
験
を
生
か
し
、
一
八
年
度

の
事
業
で
吉
祥
寺
北
町
二
丁
目
の
市
立
第
四
小
学
校
校
庭
に
五
〇
〇
ト
ン
、
青
葉
公
園
に
二
〇
〇
ト
ン
の
貯
留
・
浸
透
施
設
を
設
置
し
た
。

以
前
は
一
定
量
を
超
え
る
雨
量
が
あ
る
と
、
四
小
を
囲
む
道
路
に
は
校
庭
か
ら
白
濁
色
の
水
が
流
れ
出
て
い
た
が
、
こ
の
施
設
を
設
け
た

こ
と
に
よ
っ
て
治
ま
っ
た
。

下
水
道
課
で
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
五
か
年
計
画
で
市
立
小
中
学
校
全
校
に
五
〇
〇
ト
ン
か
ら
八
〇
〇
ト
ン
の
貯
留
・
浸
透
施
設
を

設
置
す
る
た
め
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
順
次
、
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
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（
四
）
下
水
道
使
用
料
の
改
定

下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
管
渠
な
ど
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
「
使
用
料
」
と
下
水
道
の
終
末
処
理
費
に
充
て
る
「
処

理
委
託
費
」
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
処
理
委
託
費
は
、
市
が
単
独
で
行
っ
て
い
る
下
水
道
終
末
処
理
場
が
な
く
、
全
て
東
京
都
の
水
再

生
セ
ン
タ
ー
（
落
合
、
森
ケ
崎
、
清
瀬
）
に
委
託
し
て
い
る
た
め
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

今
期
、
最
初
の
使
用
料
改
定
は
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
四
月
で
、
使
用
料
八
円
は
変
更
な
く
、
処
理
委
託
費
を
三
一
円
か
ら
三
八

円
に
改
定
し
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
（
水
道
汚
水
の
場
合
・
以
下
同
じ
）
四
六
円
と
し
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
、
使
用
料
を
八
円
か

ら
一
五
円
に
し
て
、
処
理
委
託
費
を
五
三
円
に
改
定
、
さ
ら
に
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
は
、
都
の
処
理
委
託
費
が
四
二
円
に
上
が
っ

た
た
め
に
改
定
し
、
四
月
か
ら
五
七
円
と
な
っ
た
。

大
き
な
改
定
を
行
っ
た
の
は
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
四
月
で
あ
る
。
武
蔵
野
市
中
期
行
財
政
運
営
懇
談
会
の
答
申
で
、
下
水
道
使
用

料
適
正
化
の
指
摘
を
受
け
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
と
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
に
使
用
料
体
系
を
改
正
、
前
年
九
月
の

市
議
会
定
例
会
に
下
水
道
条
例
の
改
正
案
を
上
程
し
可
決
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
改
定
は
、
使
用
料
の
体
系
を
従
来
の
単
純
従
量
使
用
料
か
ら
、
基
本
使
用
料
お
よ
び
従
量
逓
増
使
用
料
に
改
定
し
た
こ
と
。
今
ま

で
の
算
出
方
法
で
は
、
大
量
排
出
者
と
一
般
排
出
者
の
間
に
不
均
衡
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
基
本
使
用
料
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

少
量
使
用
者
か
ら
は
検
針
費
用
や
建
設
に
要
し
た
経
費
も
回
収
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
汚
水
の
排
出
量
に
よ
り
使
用
料
が
加
重
さ
れ
る
従
量
逓
増
制
に
体
系
を
改
め
、
基
本
料
を
設
定

し
た
こ
と
に
よ
り
、
最
低
限
の
費
用
に
つ
い
て
は
受
益
者
に
平
等
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
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さ
ら
に
、
平
成
元
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
八
年
度
ま
で
は
下
水
道
使
用
料
に
含
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
九
年
六
月

以
降
の
検
針
分
か
ら
適
用
す
る
た
め
、
同
年
三
月
市
議
会
で
条
例
の
一
部
改
正
の
議
決
を
得
た
。
そ
の
後
、
二
一
年
度
現
在
ま
で
下
水
道

使
用
料
の
改
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。（
→
資
料
編
）

な
お
、
下
水
道
事
業
を
担
当
し
て
い
た
市
の
下
水
道
部
は
、
建
設
の
時
代
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
へ
移
る
に
つ
れ
、
事
業
規
模
が
縮
小

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
部
は
昭
和
五
六
年
に
下
水
道
事
務
所
と
な
り
、
六
〇
年
四
月
か
ら
は
建
設
部
下
水
道
課
、
そ
し
て
平
成
一

四
年
四
月
に
は
都
市
整
備
部
下
水
道
課
と
組
織
が
変
更
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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